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　昔々、もしくは現在、または遥はるかな未来、或あるいはそのいずれでもない、いつかのことです。

　あるところ、もしくはどこでもないところ、またはどこにでもあるところ、或いはそのいずれでもないどこかに──魔ま法ほうの国が、ありました。




　統治するのは美しい女王さま。

　そこでは皆が楽しく、幸せに暮らしておりました。

　放っておけばついつい悪戯いたずらをしてしまいがちな可愛かわいらしい住人たちも、女王さまの微笑ほほえみの前では照れ笑いで頭を垂れます。国土を脅おびやかすほどの力を持ったおぞましい七匹の化け物たちも、女王さまのご威い光こうの前では畏おそれ入ってひれ伏ふします。

　時折女王さまの目を盗んで災いや事故が起きたりもしますが、それでものどかにのんびりと、国は滞とどこおりなく平和でありました。




　ですがある時、大変なことが起こります。

　優しく厳しく美しい女王さまが、身み罷まかられてしまったのです。

　どういう経けい緯いがあったのかはわかりません。寿じゆ命みようだったのかもしれないし事故だったのかもしれないし、ひょっとしたら事件なのかもしれません。

　それでも、彼女が死んでしまった、というのは揺ゆるぎのない事実でありました。

　魔法の国は、悲しみよりも先に、驚きに包まれました。

　と、いうのも。女王さまは、お身体からだに強大な魔ま力りよくを宿しお心に偉大な器を宿したお方だったのですが──この『器』、つまり女王さまが女王さまである所以ゆえん、魂たましいの資格とでもいうべきものが、生命の軛くびきを喪うしなったことで細かく砕くだけ、幾いくつにも分かれて飛散してしまったのでした。

　しかも散らばったのは、魔法の国の中へではありません。国土も空間も時間も飛び越えて、別の世界のとある場所へと、まるで流星群のように落下していったのです。

　具体的には、ある星のある時代、ある地域に住まう、少女たちの魂の中へと。




　ただ実のところ、これは先代の女王さまが亡くなられた時にも同じことがありました。かれこれ幾とせ前のことだったでしょう。その時はどうしたかって？

　魔法の国の住人たちは、みんなこぞってその『別の世界』へ出向き、四散してしまった『女王さまの器』を拾い集めては奪うばい合い、元の通りひとつに統合したのです。

　魔法の国は再び女王さまを戴いただき、国は再び平和になったのでした。




　だから今回も、魔法の国の住人たちはそうしようと思いました。

　我こそが女王さまの器をすべて集めるぞと、みんなこぞって『別の世界』へ。

　まるで、流星群のように──。
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　吸い込む空気の冷たさで頭の芯しんが冴さえるような、晩秋の明け方だった。

　少女がひとり、中庭を散歩していた。

　中庭はそこそこに広い。人の手で整えられた芝しば生ふや花畑だけでなくその奥おくには雑木林まであり、全体を見ればちょっとした自然公園と形容してもいいくらいだ。

　ただし、町外れや森の傍そばにあるような一般の自然公園と比せば、その中庭は不健康だった。

　どこを歩いてどこを眺ながめていても、視界の背景には庭を取り囲む建物の白しら壁かべが入ってくる。

　据すえ置かれたベンチにも花畑に植えられた植物にも人の気を荒あら立だてるような鮮あざやかな色を持つものはなく、過か剰じようで不自然なまでに、癒いやしを目的とした穏おだやかな色合いで染められている。

　そして芝生や花や樹皮の香かおりに混じって、気が滅め入いるような薬品と消毒液の匂においが漂ただよってくる──建物に、土地に、建物の中で寝泊まりする人間に染み付いた、病と死の香りが。

　そこは、病院だった。

　鍛か冶じ目め山やま市の中央に位置する、市内最大の総合病院である。中庭は入院患者たちの憩いこいの場であり、心を休めるためにのみ存在していた。草も花も木も、すべてが厳密に管理されている。害虫はこまめに駆く除じよされ、不衛生な小動物が棲すみ付くことも一切ない。

　自然の中にありながら不自然な空気が漂うという矛む盾じゆんが、そこにある。

　散歩をする少女もまた、病院という空間の中では異質な容姿をしていた。

　黒を基調としたロリータファッションに身を包んだ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの幼い娘である。

　恐おそらくは、十に届くか届かないかという齢よわい。

　長く伸びた髪は後頭部の左右に小さな房ふさをふたつ結んだツーサイドアップで、歩みの度に揺ゆれ、明け方の暗がりの中にあっても蜂はち蜜みつのように輝かがやく。

　顔立ちは整いすぎるほどに整っていて、すらりとした鼻び梁りようは白人の血が入っていることを窺うかがわせる。ブラウスもスカートもフリルだらけのドレスと相まって、さながら生きた西洋人形だった──ただ、歩く姿からの印象は美しさよりも近寄り難がたさの方が際立つ。つぶらな両目の下に浮かぶ濃い隈くまと、世の中すべてを拒きよ絶ぜつしているような眼光のせいだ。彼女を構成するパーツにおいてそれらだけは、この場に相応ふさわしく病人じみていた。

　とはいえ緑のパレットに放り込まれた金色が、異質であることには変わりない。

　少女は芝生を突つっ切って、雑木林へと入っていった。

　なにが目的という訳でもない。本当にただの散歩だった。明け方まで夜よ更ふかしをしていて、なんとなく気が向いて庭に出ただけ。この時間帯なら人に出くわすことなどないだろうと思ってのことで──だから、雑木林でそれを見み咎とがめた少女は、眉まゆをひそめて立ち止まる。

　一本の樹の根元にしゃがみ込んでいる者があった。

　小こ柄がらな人ひと影かげ。背格好からして自分と同じくらいの年齢の、少女だ。

　回れ右をしてそのまま立ち去ろうかと思ったが、せっかく散歩に出たのにそれではまるで遠えん慮りよしたようだと思った。だから、声を掛ける。

「なにをしている？」

　相手はびくりとして、振り返った。

　薄いブルーの入院着姿だった。この中庭に出入りできるのは基本的に入院患者か医者か看かん護ご師しか、つまり病院関係者だけだから当然のことである。

　ただ、そう思っているのは向こうも同じで、だから金きん髪ぱつ碧へき眼がんのロリータファッションという奇き抜ばつな姿に驚おどろいた顔をして尋たずねてきた。

「誰だれ……？　入院してる人じゃないよね」

「私のこと、知らないの」

　少女は目を細めて呆あきれたように言い放った。

　実際、この病院内において自分は有名人なのだ。

「私は、生まれた時からずっとここにいる。病院に住んでるのか入院してるのかわからない、院長の娘……聞いたことはない？」

　少女の喋しやべり方は女の子らしさの乏とぼしい威圧的なものだった。

　相手は萎い縮しゆくしたように小声になる。

「知らない。私、一昨日おとといここに来たばっかりだから」

　首を振る仕草に、どこか寂さみしがっているような気配があった。

「名前は？」

　新入りの入院患者に、少女は尋きいた。

　ややあって怖おず怖おずと、返答がある。

「楼ろう子こ……桐きり島しま、楼子」

「そう。私は栞しおり。関せき栞。さっきも言ったけど、ここの……関総合病院の娘」

　少女──栞が名乗り返したのは、相手──楼子が同年代だったせいか。無意識のうちに気を許していた。本来なら声をかけることすらしなかっただろう。

「日本人なの？　外人さんに見えるわ」

　今度は楼子が問うてくる。

　栞は自身の、金髪の後おくれ毛げを軽く一いち瞥べつしながら言った。

「戸こ籍せきは日本だよ。血は四分の一だけ日本人。残り四分の一はドイツで半分がフランス」

「よんぶん……？」

　が、きょとんとされる。理由に気付き、肩を竦すくめ、

「……ああ、分数はまだ習ってないのか」

「ぶんすう？」

「いや、私は見た目はこうだけど日本人、ってこと。……で、お前、こんな時間にこんなところで、なにをしていたの？」

　話題を変えた。

　木の根元にしゃがんでいる楼ろう子こを見下ろす。

　顔色は健康そうで、どこが悪くて入院しているのかはわからない。怪け我がをしている訳でもないようだ。だから目に止まったのは、病変ではない。土に汚れた両手だった。

　右手に小さなスコップが握にぎられている。つまり、地面を掘ほっていたのだ。

　栞しおりの視線に気付き、楼子はスコップを置き、照れくさそうに笑った。

「えへへ」

　そうして足あし許もとの地面からなにかを拾い、掲かかげてこっちに見せてくる。

「おまじないをしてたの」

　少し腰を屈かがめ、顔を近付ける。

　土で真っ黒になった指に摘つままれていたのは、色付きの硝子ガラス玉だまだった。

「おまじない？」

「うん。病気がよくなる、おまじない。私が考えたやつ」

　楼子の笑顔は無む邪じや気きで人なつこい。出会ったばかりの栞に──ぶっきらぼうな態度と近寄り難がたい雰ふん囲い気きがあっただろうにも拘かかわらず──早くも懐なついているようだった。

「……それは、どんな？」

　だからだろうか。栞もまた、彼女との会話を続けようと思った。普ふ段だんであれば面めん倒どうだというだけの理由で一日中口を開かないことすらもあるのに。

　けれど。

　知らず知らず緩ゆるんでいた栞の表情は、返ってきた楼子の言葉に再び険しくなる。

「あのね、私ね。身体からだの中に悪いできものがあるんだって」

「……、っ」

　後こう悔かいした。

　世間話として聞くような話では、まったくなかった。

　なにも知らない子供であれば「ふうん」で済ませたかもしれない。事実、楼子の親と主治医もたぶん、娘には理解できないと踏ふんでそういう説明をしたのだろう。

　不幸だったのは、栞にはそれの意味する病の正体がわかってしまったことだった。彼女は九歳という年齢にそぐわない知識と、それから察しのよさも持っていた。

　──悪いできもの、か。

　今の医い療りようにおいては決して不治の病ではない。が、どうしようもなく厄やつ介かいな病だ。

　健康そうに見えるのは初期だからだ。これから先、彼女には残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな病の進行と、つらくて苦しい治ち療りようが待っている。

　無論、楼子はそんな未来を知る由よしもない。

　楽しげに得意げに、自分で考えたという『おまじない』の説明を始める。

「できものは、放っておくとどんどん増えちゃうんだって。お薬でやっつけていくんだけど、お薬さんだって大変だし、追い付かないかもしれないよね。……だから、この木にも吸い取ってもらおうと思ったの。看かん護ご師しのお姉さんから聞いたよ？　ここに生えてる木は患者さんの悪い病気を吸い取って、綺き麗れいにしてくれるんだ、って」

　栞しおりは目を逸そらしながら口の中でだけ舌打ちをする。

　どのナースだか知らないが、くだらないことを言ったものだ。

　子供に思い付きの与よ太た話ばなしなんてするものではないのに。いつだってそれは、大人が予想もしない更さらなる思い付きによって、もっとくだらないものに変わってしまう。

「だから、この硝子ガラス玉だまに病気を入れて、ここに埋うめるの。そしたらきっと、私の中の悪いできものは減っていくよ。えへへ……どう？　効き目、ありそうでしょう？」

　たとえばそう、まるで根こん拠きよのない希望などに──。

　なにがおまじないだ。

　効果などあるはずもない。じきに、気休めにすらならなくなるだろう。

　栞は腰の後ろに隠かくした両手の、拳こぶしをぎゅっと握にぎる。

　表情を消し、少し目を逸らして、

「……そう」

　と、だけ言った。

　同意と受け取ったのか、楼ろう子こはなおも興きようじて言葉を続ける。

「お姉ちゃんが言ってたの。魔ま法ほうはあるよ、って。私がちゃんといい子にしてれば、魔法が起きて病気もすぐに治っちゃうからね、って。だからおまじないもきっと上手うまくいくよ」

「姉がいるの？」

「うん、中学生だよ」

「奇き遇ぐうね、私にもいる。中学生のが」

　姉の顔を思い浮かべ、苦々しい気持ちになる。

　それと──楼子が口にしたもうひとつの単語に対しても。

「……魔法、か」

　きっと、サンタクロースの存在を語って聞かせるような心持ちで妹にそんな話をしたのだろう。けれど『魔法』という単語は、栞にとっては忌いま々いましいものだった。

　だから、言わずにはおれなかった。

「魔法になんて頼るものじゃない。お前の病気を治すのは、お前の力よ」

「え？」

　意味を理解したのかしていないのか、表情に陰かげがよぎった。

　栞にも失言だという自覚はある。故ゆえに、誤ご魔ま化かすように付け加えた。

「おまじない、続けるといい。お前のその思いは、きっと力になる」

「あ、うん。そうだよね！」

　顔がぱっと明るくなり、楼ろう子こは再び嬉うれしそうに破顔する。

　栞しおりは──栞も、薄く笑んだ。

「埋うめたら？」

　そうして彼女の隣となりにしゃがみ込み、作業の続きを促うながす。

「ねえ、栞ちゃんはいつもこの時間にお散歩してるの？」

　木の根元に掘ほった穴へ落とした硝子ガラス玉だまに土を掛けながら、楼子が問うてきた。

「いつもじゃない。でも、この時間にここにいることは多い」

「そっか。お昼とかは？」

「起きてたり寝ていたり。決まってない」

「お部屋、どこ？」

「一般病びよう棟とうの四階にある。患者は立ち入り禁止」

「入っちゃダメってことなの？　そっか……」

「……、職員に言えば入れてもらえる。私の友達だと伝えればいい」

「いいの？」

「私からも職員に伝えておく。私も、暇ひまがあれば時々ならそっちに行ってやってもいい」

「わあ、ありがとう！　私ね、学校休むことになっちゃったから、同じくらいの歳としのお友達が欲しかったの。嬉しい、よろしくね！」

　土まみれになった右腕を、楼子が差し出してくる。

　栞は躊ちゆう躇ちよする。

　汚かったからではない。

　いずれ死ぬかもしれない少女の人生に、自分が関わってもいいかどうか迷ったのだった。

　けれど屈くつ託たくのない楼子の笑顔に耐たえかねて──結局栞は、その手を握にぎり返した。
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　晩秋の明け方だった。

　その日──関せき栞は桐きり島しま楼子と出会い、友達になった。

　栞は九歳と一カ月で、楼子は八歳と七カ月。

　今から半年ほど、前のことである。
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　今年はどうやら空から梅雨つゆのようで、そろそろ六月になるというのに九州では夏みたいな快晴が続いているそうだ。この調子ではこっち──関東地方の鍛か冶じ目め山やま市に梅ばい雨う前線が来るのも、まだまだ先かもしれない。もっとも梅雨入りしたところで雨がほとんど降らないのであれば、前線がどこにあろうとあまり意味はないのだけれど。

　梅雨前線さんも大変だなあ、などと適当なことを思いながら、咲さき森もり水みず奈なは教室の席に腰掛けて窓の外をぼうっと眺ながめていた。

　五月二十九日、水曜日の朝である。

　空は快晴、早くも陽射しは暑いくらい。

　目を細めていると、登校してきた友人がつかつかとこちらに歩み寄ってきた。

「おーっすみずなん。どうしたどうした、なよっとして。気合いが足りないぞ！」

　鏑かぶら木ぎ友とも美み。

　明朗快活で元気潑はつ剌らつ、男子にも女子にも分わけ隔へだてなく好かれているが、その代わりに男子の大半から女の子と思われていないという損な役回りの少女である。

　顔立ちは可愛かわいいし、ピンやシュシュであちこち結んで飾かざったヘアスタイルもなかなか素す敵てきだ……と水奈は思うのだが、男子からは「鳥の巣」などというからかわれ方をされたりして酷ひどいと思う。もっとも、本人にそれを嘆なげく様子はあまりない。むしろ時々笑いのネタにさえしている。そういうところが誰だれからも好かれる所以ゆえんなのかもしれない。

「おはよー、ともちゃん」

　片手を挙げて掌てのひらを突つき出してきたので、いつものようにハイタッチを交わした。ぱちん。

　とはいえ友美の言葉通り、水奈に元気はあまりない。

「そんなに朝から気合い入れてられないよ。最近暑いし」

「おやおや、みずなんって暑いのダメな系？　名前、水なのに！」

「水は関係ないし……」

　暑いことそのものに関しては、別にダメというほどでもない。ただ、気温が上がるとどうしても朝のテンションが低くなってしまう。

　それはひとえに、水奈の大好きな行為──つまり、睡すい眠みんに影えい響きようするからだ。

「朝から暑いとさー、寝ね坊ぼうしてる時にね、寝苦しくて目が覚めちゃうじゃない？　せっかくの朝なのにだよ？　あと五分って寝るのがたまんないのにだよ？　そりゃあ気合いも入んないよ。今日は時間的にあと三回くらい二度寝できそうだったのに、暑くて起きちゃったんだ……」

　故ゆえに、今の水奈は元気がない。どうにもぼうっとしてしまう。調子を取り戻もどすには、たぶんあと三時間くらい必要だ。

「はー、そうかいな。私、朝強いからわかんねえなー」

　呆あきれたような顔でこっちを見てくる友とも美み。

　と、その背後からぼそりと声があった。

「三回寝直したらそれはもう二度寝じゃなくなる」

「む、アイちゃん」

　足音もなく静かに登校してきたのは、笹ささ川かわ冷れい菓かだ。

　席は水みず奈なの隣となり。的確なつっこみを入れながら椅い子すに座り、

「おはよう」

　こっちを小さく一いち瞥べつし、挨あい拶さつしてくる。

　彼女は一年生の時も水奈と同じクラスで、グループの中では最も付き合いが長い。いつも仏頂面で無口で本ばかり読んでいるが、仲良くなってみるととてもいい子。

「おはよー、アイちゃん」

　ちなみに『冷菓』から『アイス』で『アイちゃん』、という安直なあだ名であった。

　それからほとんど時を置かず、グループ最後のひとりが教室に入ってくる。

「お、りょうちんも来たね」

　艶つややかなロングヘア、凜りんとした雰ふん囲い気きを纏まとった和風美人。

　妹尾せのお了りよう子こである。

　クラスメイトたちの挨拶を受けながら席へ鞄かばんを掛け、こちらへやってくる。

「なんの話してたの？」

　水奈、友美、冷菓、了子。

　この四人が、二年生に進級してから自然と仲良くなった、水奈のグループだった。

　水奈と冷菓、友美と了子がそれぞれ一年生の時に同じクラスだったという気安さもあり、まだ二カ月弱ではあるが四人それぞれが上手うまく嚙かみ合って楽しくやっている。

「みずなんがねー、暑くて寝ね坊ぼうできないから元気がないって話」

　友美が了子の質問に答えた。

「なによそれ、だらしないわね」

　困ったように苦笑する了子へ、水奈は反論した。

「仕方ないじゃん、私の部屋、東向きなんだもん！」

「いや、私が言ってるのは寝坊のことよ……」

「ってかさー、もういっそクーラーつけちゃえば？　朝に合わせてタイマーで」

　けらけらしながらからかってくる友美。

　水奈は大おお真ま面じ目めに顔をしかめた。

「私もそれやろうとしたんだけど、お母さんに怒られちゃった」

「おいマジかよ既すでに試してるのかよまだ五月だぞ！　どんだけ寝坊したいんだ！」

「次にやったらお小こ遣づかい減額だってさ……」

「あらまあ、スパルタだこと」

「妥だ当とうね。そのくらいしないと水みず奈なは甘える」

　冷れい菓かの鋭するどいひと言。

　彼女は無口だが、時々思い付いたように会話に加わってくるのだ。

「そうだ。寝ね坊ぼうといえば、水奈」

　了りよう子こが思い出したようにぽん、と軽く手を叩たたき、意地悪な顔になった。

「あの幼おさな馴な染じみくんにはやっぱり毎朝起こしてもらっているの？」

　含みを持たせた視線と口調。

　けれど水奈はその意味に、びた一いち文もん気付かない。

「うん、もちろん。今日は寝ね覚ざめがいいって褒ほめられちゃった！」

　あっけらかんと頷うなずき、堂々と言ってのける。

「そ、そう……よかったわね」

　逆に了子の方がたじろぐ。

　続ける水奈。

「でも私としては、別に寝覚めがよかった訳じゃなくて単に暑くて朝の眠ねむりが浅かっただけなんだよね……だから褒められても別に嬉うれしくないっていうか、むしろこんな日が続くなら褒められたくないっていうか。だいたい、蓮れんくん最近酷ひどいんだよ？　私の起こし方がぞんざいなんだ。急に枕まくら抜ぬき取ったりとか、ベッドがたがた揺ゆらしたりとかさー」

　了子を見かねたのか、友とも美みがストレートに茶ちや化かしてきた。

「あらあら、みずなんのおのろけも大たい概がいですなー」

　そこでさすがに水奈も、からかわれていることに気付く。

「のろけてる……のかなあ？　そんなつもりなかったんだけど」

「そんなつもりはなくても、端はたから聞いてりゃもういちゃいちゃじゃん。毎朝、幼馴染みの彼氏に起こしてもらったりさ。まあでも、普ふ通つうは男女逆だよね！　おもしれー！」

「いやいや、私と蓮くん、別にお付き合いしてる訳じゃないよ？」

　否定すると、

「えっ……？」

　何故なぜか了子が、急に顔を真っ赤にして絶句した。

「あれ、どうしたの了子ちゃん」

「み、水奈、あなた、そしたら……」

　唇くちびるを震ふるわせながら、信じられない、という調子で、

「彼氏でもない男子を、部屋に入れてるの!?　しかも寝ているところにっ！」

　上うわ擦ずった剣けん幕まくで、やたら古風なことを言い始める。

「は？　いやその、確かにその通りではあるんだけども……つっこむポイントそこなの!?」

　さすがに想像の斜ななめ上だった。

　一同も、これには啞あ然ぜんとする。

「ダメよ水みず奈な、そういうのはちゃんとお付き合いするようになって、ご両親の承しよう諾だくも得てからじゃないと！　けじめがなってないわ、けじめが！」

　そして、更さらにエスカレートする古式ゆかしき彼女の倫理観。

　頰ほおを染めたまま鼻息を強くする了りよう子こに、

「えー……了子ちゃんそれは」と水奈。

「驚きよう愕がくだわ」と冷れい菓か。

「私もびっくりぽんだよ」と友とも美み。

　二カ月めにして初めて知る事実。

　どうやら妹尾せのお了子はその清せい楚そでお嬢じようさまっぽい外見そのまま、こういう話題に対する時代性と耐たい性せいが他の人よりも二周ばかり遅れているらしい。

「……ていうか、最初にみずなんをからかったの、りょうちんじゃん」

　一年生の頃ころからの付き合いである友美すらも意外だったようだ。

　呆ぼう然ぜんとした顔で半なかば棒読みのようにつっこむ。

「だって、まさか水奈がそんな破は廉れん恥ちなことしてるなんて思わなかったもの！　私てっきり、水奈と幼おさな馴な染じみくんは結けつ婚こんを前提として付き合ってるとばかり……みだりがましいっ」

　染まった頰を両手で覆おおい顔を背ける了子。

「破廉恥て単語、実際に誰だれかが言ってるの聞いたの初めてだよ……」

「私、その後のがわからんちん。みだり……なに？」

「……みだりがましい。みだらという意味。ほとんど古語よ」

　もうこれ完全に古い少女漫画のキャラだ、と、水奈は──たぶん他のふたりも──思った。

　なんだか気まずい空気が漂ただよい始める。

　了子は口くち許もとを押さえてショックを受けたような顔をしているし、友美もフォローできていないし、冷菓はそもそもこういうフォローができる性分ではないし、これはちょっと水奈がどうにかしなければならないのではなかろうか。気が乗らないけど。

　でも、なにを言えばいいのだろう。

「ええと、その、了子ちゃん……」

　考えた末、了子を安心させてやれば解決だという結論に達した。

　とりあえず──彼女は、朝起こしてもらうとか部屋に入れるとかのそういう行為はまず、古めかしい『お付き合い』を経てからするべきだと思い込んでいる。

　とはいえ蓮れんと自分が彼氏彼女の関係では全然ないのも事実。

　ではどう誤ご魔ま化かすべきか。さっき確か、ご両親の承諾がどうとか言っていた。

「……あ、そうだ！」

　そっち方面から攻せめればきっと了りよう子この倫理観も納得してくれるはず。

「あのね、私の親も蓮れんくんの親も、別に一いつ緒しよに暮らすことは反対してないんだ。うちの親はむしろ『今のうちに慣れとけ』とか蓮くんに言ってるし、蓮くんのお父さんとお母さんも『どうか息子のことをこれからもよろしく』とかそんな感じだし、だから大だい丈じよう夫ぶだよ。うん……問題ない！　了子ちゃんが心配するようなことはなにもないから！」

　いける、と思い、一気にまくしたてた。

　咲さき森もり家と早さわ良ら坂ざか家は昔から家族ぐるみで付き合いをしている。一年前、早良坂家が倒とう壊かいして蓮を預かることになった時も、むしろ水みず奈なの両親がそうしようと提案したくらいだ。だから少なくとも、両親の許可を得て今の暮らしをしているのは間違いない。

　──よし、これで納得してもらえた。

　そんな自信とともにひとり頷うなずいた水奈は、三人を見る。

　見るが──、

「……あれ？」

　了子が口をぽかんと開けたまま固まっていた。

　冷れい菓かがやれやれといった調子で目を逸そらしていた。

　十秒近い沈ちん黙もくの後、友とも美みが盛大な溜ため息いき混じりで問うてくる。

「あのさあ、みずなん。……その、ご両親の言ってること、ちゃんと意味わかってる？」

「へ？」

「その『今のうちに慣れる』とか『一足先に』とか……」

　水奈はきょとんとした。

「意味って、そのままじゃん。『今のうちに慣れろ』っていうのは、うちの習慣とかに早く馴な染じんどけよーってことで、『これからもよろしく』も、そのままの意味だよ？　蓮くんのご両親、海外赴ふ任にん中だから。少なくとも高校卒業まではうちで暮らすことになってるし」

　なにも変なことはない。

　だから──いや、なのに。

　何故なぜか三人は心底呆あきれたような顔をしていて、

「そのままの意味、ねえ……」

　薄笑いを浮かべる友美。

「でも、私は安心したわ。ちゃんとご両親公認の仲だもの」

　どういう訳か晴れ晴れとしている了子。

　冷菓は軽く肩を竦すくめて、

「まあ、別にそのまま勘かん違ちがいしていても構わないと思うわ、正直」

　よくわからないことを言った。

「そうね」

「それもそうだわ」

　ふたりが同意した。諦あきらめきった表情だった。

「え。なにそれ。どういうこと？」

「高校卒業までは、かー。確かに、高校卒業くらいまでは別にそんな認識でもいいんじゃない？　ねえりょうちん。今どき古風だけど、そのくらいならりょうちんも安心だよね」

「ええ、もちろんよ。お母さまが一いつ緒しよであればふしだらなことにはならないでしょうし」

　ふたりでよくわからない話を始める了子と友美。

　もういいやとばかりに本を開いて読み始める冷れい菓か。

　三人に取り残されながら、水みず奈なは困り果てて首を傾かしげるのだった。

「私、なにかおかしなこと言ったかなあ……」
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　そうして、一日が始まった。

　水奈はどうにもしゃっきりしない頭で午前の授業を頑がん張ばる。

　二限めが終わる頃ころには、もう夏なんじゃないかというほどに気温が上がり、クラスメイトたちもだれた雰ふん囲い気きになりつつあった。そんな空気は、厳しいことで有名な英語の先生が三限の教きよう壇だんに立つことで多少引き締しまる。けれど四限の社会科はとても退たい屈くつでみんなが眠くなり──それに耐たえきったところでようやく、午前の授業がすべて終わった。

　近くの席の人たちと机を合わせて班となり、給食を食べる。そのままなし崩くずしに食べ終えた者から離れたり集まったりし、昼休みの始まりである。

　水奈と冷菓が同じ班なこともあり、いつもは友美と了子がふたりの許もとへ来ることになっている。が、今日は友美ひとりだった。了子は教室からいなくなっている。どうやら所属しているバレー部の集まりだかがあるらしい。

　冷菓がいつものように本を広げて読み始める。だからという訳でもないが、水奈と友美はふたりで、五限めに控ひかえた数学の課題を答え合わせすることとなった。

「そういえばさー」

　ふたりで十分ほど黙もく々もくとシャーペンを走らせていたのだが、友美が退屈に耐えかね、手を止めて椅い子すの背もたれに仰のけ反ぞった。

　そうして伸びをした後、なにげない世間話としてだったが──真ま面じ目めな顔をして、呟つぶやく。

「……市いち来きさん、どうしちゃったのかねえ」

「え……」

　耳にしたその名に、水奈は思わず顔を上げる。

　市いち来き柊ひいらぎ。

　水みず奈なたちのクラスメイトであるが、彼女はおよそ十日前からずっと学校に来ていない。それも病欠などではなく、行方不明という理由で。

　騒さわがれ始めたのは、二十日頃ころからだ。彼女の親から『家に帰ってこない』という連絡があり、それはすぐに警察も動く失しつ踪そう事件となって、水奈たちのクラスどころか学校中のセンセーショナルな話題となった。それまでクラスの中にあってあまり目立つ娘こでなかった彼女は皮肉にも、不在により周囲に存在感を示したことになる。

　しばらくは柊の噂うわさ話ばなしで持ち切りだったが、今はだいぶ落ち着いていた。それでもやはりこうして、思い出したように名前を口にする者がいる。友とも美みは彼女と席が近い。つまり同じ班なのだった。給食の度に、くっ付かない机を厭いやでも目にしてしまう。

「もう五月終わっちゃうよ。家出なのかなーやっぱ」

「……どうなのかな」

　机の下でぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめながら、生返事で相あい槌づちを打つ。

　実のところ、水奈は市来柊が失踪した理由を知っている。

　彼女は『魔女ウイツチ』となり『女王のための統合戦争』に巻き込まれたのだ。それも、他ならない水奈たちの目の前で。

　半月前まで彼女は、魔ま法ほうの国の住人たる『体現者マスコツト』と未契約の『女王の器の欠片かけら』だった。つまり、魔ま力りよくを宿してはいるが魔法は使えない、魔女ウイツチ未満の存在だ。

　柊を勧かん誘ゆうして味方にしようとする他の魔女ウイツチたちが現れ、逆に彼女たちから柊を守りたかった水奈たちは交戦した。が、その果てに柊は敵に連れ去られ、大罪の獣けものと呼ばれる凶きよう悪あくな体現者マスコツト『メリィ』と出会う。メリィは柊を策略に嵌はめて契約を交わし、あまつさえ身体を乗っ取ってしまった。そうして操られるままに、水奈たちの前から姿を消すこととなった。

　あれから十日。柊の行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　両親や学校や警察がどんなに捜そう索さくしても無む駄だだろう。きっと柊は、憑ひよう依い装しよう束ぞく──魔力の鎧よろいである特とく殊しゆな装束を纏まとったまま暮らしている。そして魔力を持たない人間に魔力は知覚できない。見ることも聞くことも触さわることも、認識することもできないのだ。魔法とはそういうものであり、そういうものであるからこそ、普ふ通つうの人間に決して発見されることはない。

　もちろん、同じ魔女ウイツチであれば知覚は可能で、だから水奈とその仲間たちは折に触ふれて彼女を捜さがしてはいるのだが、自分から隠かくれているであろう相手を見付けるのは至難の業わざだった。

「事件とかに巻き込まれてないといいんだけど。私、市来さんに宿題見せてもらったことあるんだよね。それ、思い出しちゃってさー」

「うん。いい子だよね、市来さん」

「みずなん、話したことあったの？」

「何回かね」

　彼女がいなくなったのは水みず奈なの責任でもある。だから後ろ暗い気持ちが大きい。

　冷れい菓かが本から目を離し、ちらりとこちらを一いち瞥べつしてきた。彼女はとある事情から、水奈が魔女ウイツチであることを知っている。その上でたぶん──柊ひいらぎが失しつ踪そうした理由をなんとなく勘かん付づいている。水奈を気き遣づかうような表情があった。だから、視線だけで返事をする。

　と──、

「あのさあ。市いち来きさんのことで思い出した、って言ったらちょっと不ふ謹きん慎しんというか彼女に悪いんだけど……最近、あまりよくない噂うわさあるの、知ってる？」

　友とも美みが不意に、そんなことを言ってきた。

　彼女にしては珍しく遠えん慮りよがちな態度で、水奈たちは怪け訝げんな顔になる。

「なに、どうしたの？」

　促うながすと、数秒ほど躊ちゆう躇ちよした後、ゆっくりと切り出す。

「私、合唱部じゃん？　で、昨日、そこで仲のいい先せん輩ぱいから教えてもらったんだけど……聞いたことあるかな？　『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよの呪のろい』って」

　──『魔ま女じよ』。

　その単語を聞いた瞬しゆん間かん、水奈は、そして冷菓も──表情を一いつ瞬しゆんだけ、強こわ張ばらせた。

　だが一方で『硝子玉の魔女の呪い』というもの自体は聞いたことがない。

　首を振ると、

「やっぱ知らないか。今のところ三年生の間だけで、たぶんまだ二年生にまでは伝わってないんだよね。それがさ、変な……っていうか、あまりよくないおまじないなんだ」

　友美は聞き耳をたてている者がいないかどうか、周囲を窺うかがう。

　そうして声のトーンを落とし、

「あのね、校舎の裏門に、でっかい桜の木があるじゃん？　あの並木道に植えられてる中の、いちばん大きな、ボスみたいなの。あの根元にね、硝子玉と、嫌いな相手のクラスと名前を書いた紙を一緒に埋めるんだって。硝子玉はビー玉でも色硝子の奴やつでも、なんでもいい。埋うめ方も、名前を書いた紙に玉を包むのでも、ビニール袋ぶくろかなにかに一いつ緒しよに入れるのでも、なんでもいい。で……何日か経たつと、いつの間にかそれがなくなってて」

　顔を曇くもらせ──言った。

「……『硝子玉の魔女』が、名前を書いた相手に、不幸を運んでくるんだってさ」

「それは……」

　水奈は眉まゆをしかめた。

　確かにそれは『おまじない』だ。

　秘密めいて遊びじみた、背徳的な、女の子の間に流行はやりがちな『おまじない』。

　普ふ通つうは都市伝説の類たぐいと同じで、根こん拠きよもなければ当然ながら効果もない。誰だれからともなくどこからともなく発生したくだらない作り話でしかない──そう、普通は。

　友とも美みも女子中学生の例に洩もれずおまじないだとか占うらないだとかの類たぐいが好きだ。だからいつもなら笑って流すべき話題だろう。水みず奈なはともかく冷れい菓かなどはこういうオカルトを一切信じない質たちで、くだらない、と一いつ蹴しゆうされることが多いからなおのこと。

　けれど冷菓はなにも言わなかった。もちろん、水奈も。

　理由はふたつ。

　ひとつは『魔ま女じよ』という単語。もしこの『おまじない』に、水奈たちの知っている魔女ウイツチが──一般的な名詞としての『魔ま女じよ』ではない『魔女ウイツチ』が──関わっているとしたら、これは都市伝説でも遊びでもオカルトでもなく、魔ま法ほうの領分となる。魔女ウイツチが魔法で、人じん智ちの及およばない場所でそういうことをしているということになるのだ。

　そしてふたつめの理由。

　これはひとつめの理由を、懸け念ねんから確信に近付けるものだった。

　つまり、

「ともちゃん。……実際に被害に遭あった人が、いるんだね？」

「……うん」

　話をする友美の表情が、噂うわさや冗じよう談だんを口にするにしては暗く、シリアスすぎていたのだ。

　いっそう声をひそめ、内ない緒しよ話ばなしのように顔を近付け、囁ささやくように。

「この話をしてくれた先せん輩ぱいがね、友達と冗談でやってみたんだって。じゃんけんして、負けた方の名前を書いて……そしたらその友達、先週、転んで足を骨折しちゃったの。もちろんただの偶ぐう然ぜんとか悪い思い込みなのかもしれないけど、先輩へこんじゃっててさ」

　はっきりと怯おびえていた。当然だろう。

　自分の身近に忍しのび寄る得え体たいの知れないもの──しかもそのトリガーが、悪意。他人から自分へ向けられる悪意や嫌けん悪おが、犯行というプロセスを経ない結果となって人を不幸にする。

　間接的であっても実際に効果を目にしたのであれば、迷信だと断じることもできず、さりとて面白がることもできないだろう。これはおまじないという名の、どろどろしたなにかだ。

「なんかさ、恐こわいんだよね。市いち来きさんが行方ゆくえ不明になっちゃったのと、このおまじないと、さすがに関係あるとまでは思わないけどさ……でも、こう変なことが立て続けに起きると、正直。……あはは、私、似合わないこと言っちゃってんな！」

　無理をして笑う友美に、水奈も冷菓も曖あい昧まいな表情を浮かべることしかできなかった。

　彼女の不安は、考えすぎによるものかもしれない。でも、決して杞き憂ゆうではないことを水奈は知っている。だって市来柊ひいらぎの件は確実に、それから『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の件も恐おそらく──この街に魔女ウイツチがいるからこそ、起きてしまっていることなのだから。

　たぶん、表に出ていないだけで他にもあるだろう。隠かくれて悪さをする魔女ウイツチは多い。窃せつ盗とうや器物破損などの軽犯罪はまだ可愛かわいい方で、下手へたをすれば殺人も充じゆう分ぶんにあり得る。おまけにその魔女ウイツチ同士で『女王のための統合戦争』──殺し合いまで行われているのだ。

　鍛か冶じ目め山やま市の死者と行方ゆくえ不明者数はたぶん、全国平均よりも飛び抜けて多い。誰だれもが見過ごしてしまう程度の差異ではあっても、統計を取って比較してみれば歴然の差が出るはずだ。もっと詳くわしく調べれば、その被害が年若い少女に集中していることもわかるかもしれない。

「あ、この話、絶対内ない緒しよね？　噂うわさ、広がるのイヤだしさ」

　友とも美みは、気持ちを切り替えたように声を明るくする。

　だから水みず奈なも同様に笑った。

「うん、わかってる。内緒っていうか、忘れることにするよ。私も恐こわいし」

　冷れい菓かもまた追従する。

「私は元々信じてないから大だい丈じよう夫ぶ」

「よし、じゃあ忘れた！　ってことでともちゃん、宿題の続きしよっか」

　その提案に友美は頷うなずき、冷菓は開いた本に視線を落とした。

　そうしてこの話は終わる。

　けれど水奈の胸には当然ながら、重いものが残った。

　──『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』か。

　おまじないに効果があるとするなら、確実に魔女ウイツチが絡からんでいるだろう。

　調べてみなければならない。学校が終わったら『事務所』のみんなに連絡しようと決めた。
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　昼休みのうちにメールを送ってみたが、今日は誰も『事務所』へ行けそうにないらしい。

　どうも今日は、ネットと電話での話し合いになりそうだった。

『事務所』とは、水奈とその仲間の魔女ウイツチたちが溜たまり場にしている、雑居ビルの一室のことだ。元々は探たん偵てい事務所だったそこは借り主がテナント料未払いで夜逃げしてしまっており、そのためファーニチャーの一式がまるまる残っている。それらを拝借する形で使っていた。適当にだらだらしたり、数日間寝泊まりすることも可能という便利な場所である。

　仲間は全部で六人。水奈と蓮れんに、雨あま立だて希き亜あ、茅かや島しま舞ま衣い子こ、関せき耶や麻ま音ね、関栞しおり。水奈と蓮と耶麻音の三人は同じ中学に通っている。希亜と舞衣子は隣となり町まちにある国立大付属。栞は小学生だ。

　ビル自体が仲間のひとりである関耶麻音──彼女は諸事情あって、十五歳の身でありながら大金を所持している──の持ち物なため、『事務所』を使うには遠えん慮りよも家賃も要らない。もっとも光熱費は耶麻音に甘える形になっているから、遠慮はしなくても感謝はしなければならない。他のテナントの家賃収入で黒字だとは言っていたけれど。

　間の悪いことに、国立大付属の二年生──つまり希亜と舞衣子は現在修学旅行へ行っており、鍛冶目山市を留守にしていた。だから相談できるのは耶麻音と栞のふたりだ。

　授業が終わり、放課後となった。水みず奈なは友達とお喋しやべりすることなく、早めに教室を辞す。

　帰ってすぐに始めようと思う。蓮は一限早く授業が終わっていたから、先に帰宅している。

　昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替かえて並木道を歩き、校門を出たところで背後から声があった。

「水奈」

　振り返る。そこに立っていたのは、教室で別れたはずの笹ささ川かわ冷れい菓かだった。

「アイちゃん」

　追い掛けてきたのだろうか、微かすかに息が荒あれている。だが、用件はわかっていた。

「ごめん、夜にでも電話しようと思ってたんだけど、それ言っとけばよかったね」

「構わないわ。私が早く聞きたかっただけだから」

　冷菓に促うながされ、ふたりで並んで歩きだす。ただし、帰る方向はまったく違う。冷菓が水奈の帰り道に付き合って遠回りをしている形だった。

「いいの？」

「歩きながらの方が目立たないでしょう？　終わった後どこかでバスに乗るから」

「ごめんね、ありがとう」

「魔女ウイツチの話を気軽にする訳にはいかないもの。……もう魔女じゃない私は特に」

「確かに……そうだね」

　水奈は多少の申し訳なさを覚えて苦笑する。

『もう』魔女ウイツチじゃない──その言葉通り、冷菓は元々、魔女ウイツチだった。

　魔法名は『贖罪迷宮ゆめのたまご』。白い部屋状の異空間を創り出す力を持っていた。が、いろいろあって一年前に水奈が彼女の体現者マスコツトを殺し、その力を奪うばったのだ。結果として冷菓の『贖罪迷宮ゆめのたまご』は『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』という別の力へと変化して水奈の中に宿ることとなり、冷菓は魔女ウイツチでなくなった。体現者マスコツトが死んだことで彼女の魂たましいの裡うちにある『女王の器の欠片かけら』も破は壊かいされ、今では魔ま力りよくも持たなければ魔法を知覚することもできない。

　もちろん一連の行為に対して後こう悔かいはないし、冷菓もまたこうして水奈と友達付き合いを続けてくれている。気に病む必要はないはずだが、やはりふとした弾はずみに罪悪感を抱いだいてしまう。

　当然かもしれない。魔女ウイツチの力の貌かたちは、即すなわち体現者マスコツトの持つ固有の罪科──つまり、罪に由来するのだから。水奈は冷菓の罪を奪った。だったら、罪悪感なしではどうしていられようか。

　それにしても、冷菓の行動は感心するほどに用心深いものだった。

『硝子玉のおまじない』が魔法によるものだとするなら、実行犯の魔女ウイツチが雉き子じ野の中学の生徒である可能性はかなり高い。校内で呼び止めなかったのもそれを考えてのことだろう。

「やっぱり、魔女ウイツチの仕業なの？」

　声をひそめつつ冷菓は問うてきた。水奈は頷うなずく。

「うん、たぶんそうだと思う。……もちろん確証は持てないけど」

「都市伝説とか噂うわさ話ばなしの類たぐいなら『友人の友人が体験した話』は既すでに作り話っていうのが定番ではあるわね。そうであって欲しいと思うわ、正直」

「だよねー……それならただのよくない噂うわさってことで終わるし」

　知人から聞いたことを自身の体験として話して聞かせるのはこの手の都市伝説の伝聞にありがちなことだ。聞き手を面白がらせようとするあまりつい興が乗る、とか。

　だが──その可能性に縋すがりたい気持ちはあれど──やはり厭いやな予感の方が強かった。

「家に帰ってから調べてみるよ。でもって、もしそうなら、できるだけ早く止める」

「そう」

　頷うなずいた冷れい菓かはまだ神しん妙みような顔をしていた。

　どうしたのだろう、と思わず立ち止まる。すると彼女は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じ、わずかだけ目を逸そらし、それから少しだけ笑って、

「ねえ、水みず奈な。気を付けてね」

　言った。

「怪け我がしないでって言うのは無茶かもしれないけど、無事に帰ってきて」

「アイちゃん……えへへ、ありがとう」

　水奈は、嬉うれしくなった。

　にやにやと気味が悪いと思うけど、綻ほころぶ顔が抑おさえきれない。頰ほおが熱くなった。

　本来なら、彼女は自分のことを恨うらんでいてもおかしくない人間だ。

　水奈が殺した体現者マスコツトは、蓮と同じく人間に憑ひよう依いしていて、冷菓の幼おさな馴な染じみだった。自分たちと違ってふたりの関係は悪く、体現者マスコツトは正直なところ人の皮をかぶった化け物としか言えないほど腐くさった性根の持ち主であったし、そのせいで冷菓は苦しんでもいたが──それでもやっぱり殺していい理由にはならないし、殺してもよかったのだという言い訳にもできない。

　もっと別の解決方法もあったかもしれない。あの体現者マスコツトを改心させ、冷菓との関係を改善できるような。それを考えると、一年経たった今でも水奈は罪悪感で押し潰つぶされそうになる。

　だから。

　我わが侭ままで自分勝手な考えかもしれないけれど──冷菓が水奈のことを心配してくれるという事実は、たったそれだけで、水奈の救いに、そして力になる。

「気を付けるよ。でもって、できるだけ早く解決する」

　頷いた。その気持ちに応こたえなければならない。

　冷菓は安あん堵どしたように溜ため息いきを吐つくと、軽く肩を竦すくめた。

「期待してるわ。でも、あなたの無事を第一にね」

　そうしてまたいつもの無表情に戻もどり、道の先に視線を向けて言う。

「思ったよりも早く終わってしまった。せっかくだから、あと少し一いつ緒しよに行きましょうか。たまにはバスで読書しながらゆっくり帰るのもいいわ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　車の中で本読んで、酔よったりしない？」

「三半規管は強いのよ、昔から」

　ふたりはくすくすと笑い合う。

　その日の帰路は、水みず奈なにとって思いがけず楽しいものとなった。

『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』騒そう動どうと向き合わなければならない憂ゆう鬱うつからの、束つかの間まの解放だった。




　　　　　　　　　　　　　[image: ]




　帰宅して、陽が沈しずみ、夜が更ふけて午後十一時。

　早さわ良ら坂ざか蓮れんは水奈と一いつ緒しよに、彼女の自室でスカイプを立ち上げた。

　耶や麻ま音ねと栞しおりのふたりと話すためである。こんな時間になったのは栞の都合が付かなかったからだ。きっと、たぶん眠かったとか面めん倒どうくさかったとかそういう理由だろうが。

　関せき栞というのは、そういう娘なのだ。

　年齢、九歳。確かもうすぐ十歳。水奈たちの組んでいる『垣根の巣カヴン』の中では最年少の魔女ウイツチで、関という苗みよう字じが示す通り、耶麻音の妹にあたる。

　ただし、ふたりはまったく似ていない。

　まずは外見。腹違いの姉妹ということもあるが、彼女たちはそれぞれ様々な人種の血が混じっていて、それが外見的特とく徴ちようの差異を明確にしている。

　そもそも姉妹の父親である関浩こう一いち郎ろうが日本人とドイツ人のハーフだ。対して、耶麻音の母親は日本人。でもって、栞の母親はフランス人。ドイツ人のクォーターである耶麻音は豊かな赤毛の持ち主で、目鼻立ちもくっきりしており、身体からだ付きも西洋人的だった。対する栞は逆に日本人のクォーターで、顔立ちはむしろ白人に近い。ストレートの金きん髪ぱつに碧へき眼がん、白い肌はだ。一見すれば日本国こく籍せきとはとても思えないほどだ。

　ただ、そんな外見以上に似ても似つかないのが──性格であった。

『まったく……今いま頃ごろ起きたの？　あまり昼夜逆転した生活ばかり送ってちゃダメよ』

　おっとりとした余よ裕ゆうのある態度をいつも崩くずさないのが、姉の耶麻音。

『……ちっ。余計なお世話だ』

　素っ気なく常にすべてを切って捨てるような印象を受けるのが、妹の栞だ。

「音声チャット開いて即そく座ざに喧けん嘩かか。相変わらずだ」

　呆あきれてしまい、蓮は溜ため息いきを吐ついた。

　顔を合わせるといつもこうだ。もっとも今回は声を合わせると、だが。

　顔を見なくても、と形容した方がいいのかもしれない。

『あら、別に喧嘩はしていないわよ？　少なくとも私は、ね』

　耶麻音が含むように意地の悪いことを言い、

『黙だまれ。それで本当に喧嘩売ってないつもりだとしたらあんたの性格は最悪の最悪だ。……喧嘩売ってるつもりだったら一段階格上げしてやる。最悪の最悪から、ただの最悪に』

　栞しおりが呼こ応おうして、苛いら立だたしげに吐はき捨てる。

「……まいったなあ」

　パソコンデスクを前に椅い子すに腰掛けた水みず奈なが、椅子の後ろで背もたれに手を掛けた蓮れんへ振り返り、小声で囁ささやく。ふたり同時じゃなく別々に話をすればよかったかもね、といった表情だった。蓮は心中で溜ため息いきを吐つきつつ苦笑で返す。

　この姉妹、はっきり言えば折り合いが悪い。

　なにかと人をからかう癖くせのある──要するに他人をいじって遊ぶのが好きな姉に対し、面めん倒どうなことをしたがらない──つまり他人とあまり関わり合いになりたくないタイプの妹。

　耶や麻ま音ねが喋しやべれば喋るほど栞の勘かんに障さわり、一方で栞のそんな態度を耶麻音は面白がってますます口が出るという悪あく循じゆん環かん。当人同士はいいとしても、周囲はたまったものではない。

『そっかぁ。栞が私の評価をあげてくれるんだったら、喧けん嘩かしてもいいかも』

『うるさい黙だまれ本当に黙って。あんたが喧嘩を売ってきても私は買わない』

『あら、喧嘩したくないの？　うふふ……だったら仲良くしましょう』

『し・な・い！　そもそもあんたとは極力関わり合いになりたくないの、こっちは！』

　聞いていると頭を抱かかえたくなる。

　人間のきょうだいというのはいろんな関係があるのだなと、しみじみ思う──魔ま法ほうの国からこっちの世界へやってきて既すでに十三年近く経たっているにも拘かかわらず、このふたりを見るといつも思う。同じきょうだいでも自分と人にん魚ぎよは、こんなではなかった。



　性格の違いもあるだろうが、彼女たちの家庭環かん境きようが大いに関係しているらしい。

　ふたりの父親は市内最大の総合病院を経営する、言ってみれば町の権力者である。

　権力者のパブリックイメージに忠実というべきか、彼は妻の他に愛人が何人かいた。耶や麻ま音ねはそのうちのひとりが産んだ娘で、栞しおりの方は本妻の子だった。姉にしてみても妹にしてみても──お互いに対してなにかしら思うところはあるのだろう。

　ただ、以前、水みず奈なが言っていた。ふたりともきっと、心の奥では仲良くしたがってると思うよ、と。蓮れんにしてみれば好意的に解かい釈しやくしすぎなんじゃないかという気がするが、応おう酬しゆうする会話の端はし々ばしに、本心で嫌きらい合ってはいないのが見みえ隠かくれする時があるのも確かだった。

　もし本当に嫌い合っているのなら、

『それにしても久しぶりにあなたの声を聞いたわ。元気そうね。体調はどう？　ちゃんと食べなきゃダメよ。バナナが嫌いなの、克こく服ふくできた？』

　姉はこんなふうにあれこれと妹の心配をしないし、

『ああもう……。水奈、蓮でもいい。ヤマ姉を黙だまらせて。そうじゃないと通話切るよ』

　妹は姉に『ヤマ姉』なんて呼こ称しようを使ったりはしない。

　昔よく、人魚のことを「人魚」と名前で呼んでは叱しかられていたことを思い出した。

　あなたはもう『魔ま法ほうの国』の住人じゃなくて、私の弟なのよ。

　だから、私のことは『人魚』じゃなくて『姉さん』でしょう？　──と。

　蓮れんにしてみれば自分よりも遥はるかに短い時間しか生きていない少女だ。そんな娘が──あちらでは『大罪の獣けもの』などと呼ばれ恐おそれられていた化け物の自分を諭さとしてくる。それが何故なぜかとても嬉うれしかった。自分に家族という繫つながりができたんだな、という気持ちになった。

　姉、という響ひびきにも特別なものを感じた。好きとか嫌きらいとかを越えた、離れ難がたい絆きずなのようなものを──耶麻音と栞のふたりにも同じものがあるのかもしれない。

　蓮がそんな感かん慨がいを覚えていると、水奈が苦笑しながら両者を窘たしなめた。

「もう栞ちゃん、切ったらやだよ。耶麻音さんもそろそろやめて」

『……ち』

『はぁ。水奈に言われたら仕方ないわね』

　舌打ちと溜ため息いき。ふたりとも折れてくれたらしい。

　確かにまあ──始める前からこれだと、さすがに先が思い遣やられる。

「水奈、用件だけ言おう」

　蓮は小声で提案した。

「正直、さっさと終わらせたい」

　栞と耶麻音に自分と人魚のことを投とう影えいして感慨に浸ひたってしまうことも含めて──彼女たちの会話を聞き続けるのは、少しつらかった。今はここにいない姉のことを考えてしまう。

　もっとも、面めん倒どうくさいというのが理由の半分くらいはあるが。

「そんなこと言っちゃダメだよ……でも、早く始めた方がいいよね、確かに」

「ああ。それにしても彼女たち、見ようによっては似てるな。具体的には厄やつ介かいなところとか」

「だからそんなこと言っちゃダメだって！」

『どうしたの？　水みず奈な』

「な、なんでもない。じゃあ、早さつ速そくってことで！」

『ええ、始めましょうか』

　切り出すとようやく、耶や麻ま音ねの声が真しん剣けんな色を帯びる。

『……雉き子じ野の中学で魔女ウイツチが活動してるかもしれない、ってあれね』

「うん」

　ふたりにはまだ詳しよう細さいな説明をしていなかった。

　いつも情報を集めてくれるのは栞しおりの役目だが、今回は耶麻音が知っていることの方が多いかもしれない。なにせこれは、雉子野中の三年女子から伝わってきた噂うわさ話ばなしということだから。

「耶麻音さん、聞いたことある？　『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』っておまじない」

　水奈が問う。

　すると──先に反応したのは耶麻音ではなく、栞だった。

『水奈、なんて？　もう一回言って』

　尋きき返してくる無機質な声。

「あ、ごめん。回線の調子、悪かった？　それともマイクかな」

『いいから、もう一回』

「はーい。『硝子玉の魔女』だよ」

『『硝子玉』の魔女？　がらすだまの、おまじない？』

「うん、そうそう。……ちゃんと聞こえる？　大だい丈じよう夫ぶ？」

『……大丈夫、聞こえた』

　栞しおりはようやく、ぽつりと肯こう定ていした。

「スカイプって時々調子悪くなるよねー」

　振り返る水奈。苦笑しつつ、小声で蓮れんに言う。

「まあ仕方ないよ」

　蓮は頷うなずきながら、視線をパソコンに遣やりつつ眉まゆをひそめる。小さな違和感があったのだ。

　水奈は『よく聞こえなかった』と判断していたが、なにかおかしい気がする。

　もう一回言って、そう口にした時の栞は、少し声のトーンが落ちていた。音声チャットの調子が悪いんであれば、もう少し素直な調子で問い返すのではないか。

　向こうでなにかがあったのか、それとももしくは──、

『「硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ」ねえ……私は初耳だわ』

　だがその微かすかな疑問は、耶や麻ま音ねの返答によって搔かき消される。

『どういうおまじないなの？』

「あのね、裏門の桜並木の中で一番大きな木、あるじゃない？　あれの根元に、呪のろいたい……憎かったり嫌きらいだったりする相手の名前を書いた紙と、硝子玉を一いつ緒しよに埋うめておくの。そうしたら、その相手に不幸なことが起きるんだって」

　説明する水みず奈なの顔は曇くもっていた。

　当然だろう。決して気分のいいものではない。

「実際に被害に遭あった人がいるみたい。上級生から流れてきた噂うわさ話ばなしだから、耶麻音さん知ってるかなと思って……ね、どう思う？　もしこれが本当に起きてるとして、やっぱり魔女ウイツチの仕業なんじゃないかな。魔女ウイツチだったら、そういうの簡単にできるでしょ？」

『……確かに、そうね』

　ややあって、耶麻音は重い声を発した。

『「魔ま法ほうの黄昏たそがれ」を利用すれば、その手の悪戯いたずらは簡単にできるわ』

　魔力によって引き起こされた一切──纏てん衣いした魔女ウイツチの行動、魔法そのもの、更さらには魔法で引き起こされた事象など──は、魔力を持たない一般の人間には知覚できない。

　これを『魔法の黄昏』という。

　たとえば纏衣した魔女ウイツチに目の前に立たれていても気付かないし、その魔女ウイツチが横っ面をはたいたとしても、当人にしてみれば『訳もわからず頰ほおに衝しよう撃げきがあった』という状態となる。

　鏑かぶら木ぎ友とも美みの先せん輩ぱいの友人は転んで骨を折ったらしい。その程度なら魔女ウイツチにかかれば、纏衣して近付いていって軽く蹴けり飛ばすだけで終わるだろう。

『でも、ごめんなさいね、聞いたことがなくて。別のクラスから広まってる最中なのかしら。……まあ、私はそういう占うらないとかおまじないの類たぐいっていつも茶ちや化かしちゃうから、聞かされてないだけっていうのも否定できないんだけど』

　自じ嘲ちよう気味に笑う耶麻音に、水奈は首を振った。

「ううん。というかよく考えると、もし耶麻音さんが聞いてるなら、もう私たちに知らせてくれてるはずだもんね。……おまじないを信じる信じないを抜ぬきにしても『魔ま女じよ』って単語が使われてるんだもん。耶麻音さんでも相談案件にしたと思う」

『そうねえ』

　おっとりとした喋しやべり方は、まだ半信半疑であることを窺うかがわせた。

『でたらめの噂話って可能性ももちろん高いだろうけど……』

　が──。

　そこまで言いかけて、耶麻音が不意に気配を変える。

『って水奈、ちょっと待って。さっきあなた、なんて言った？』

「さっき？　『魔ま女じよ』って単語が使われてる……ってところ？」

『その前よ』

　きょとんとする水みず奈なに変わって、蓮れんは答えた。

「もしも耶や麻ま音ねが先に噂うわさを聞いてるならもう相談案件にしてるはずだ、ってところだろ。僕もそれで気付いた。……耶麻音、たぶんきみと同じことを」

　彼女が言い出さなかったら、自分が言っていた。

『……そうよね。まずいかもしれないわよね』

「ああ。その通りだ」

「え、……？　どういうこと」

　水奈はまだ理解できていないようだった。

　けれど蓮と耶麻音が気付けたのは、彼女の言葉がヒントになったからだ。

　蓮は、椅い子すの背もたれを強く握にぎった。

「いいか、水奈。『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』って単語と、そのまじないの効果。ふたつ合わせて考えれば、魔女ウイツチの仕業じゃないかと必ず疑うだろう？　……魔女であるならば」

「あ……！」

　はっとして、目が見開かれる。

「雉き子じ野の中学にいる魔女ウイツチはどれくらいだ？　僕らは把は握あくしていない。ただ少なくとも、水奈たちだけじゃ絶対にない。そしてこの噂を僕らよりも先に知った者たちの中に、もしも魔女ウイツチがいたとしたら？　僕らと同様に、そいつは勘付く」

「まずい……ね」

　水奈もようやく深刻な表情になった。

「ああ。先に勘付いたのならば先に接せつ触しよくされる可能性が高い。接触されたらどうなる？　厄やつ介かいなことになるかもしれない。そもそも最初から組織的な犯行だったりする線もあるかも」

　不幸を運ぶ、なんていう物ぶつ騒そうなまじないを流布するくらいだから『硝子玉の魔女』はきっと、悪意を以もつてなにかをしようとしている。

　そんな彼女──もしくは彼女たち──が、別のグループの魔女ウイツチと出会ったらどうなるのか。

　敵対するにせよ結けつ託たくするにせよ、絶対にろくなことにはならない。

『私はまだそのおまじないの話を知らなかった。つまり私たちは、出遅れてるのよ。急ぎましょう。明日……いえ、今夜にでも私が学校へ行って、自分の名前を埋うめてみるわ』

　耶麻音がほとんど迷いなく、対策を提案した。

「でもそれじゃ、耶麻音さんが」

『問題ないわ。どうせ私か水奈のどちらかがやらなきゃならないんだから。だったら身軽な方がいいでしょう？　私は一人暮らしだけど、あなたたちには家族がいる』

「それは……」

　不幸を運ぶという文もん言ごんが本物であるなら、家族にも累るいが及およぶ可能性はあった。

「頼む、耶や麻ま音ね」

　躊ちゆう躇ちよする水みず奈なに代わって、蓮れんが返事をした。

「水奈、ここは任せよう。言っちゃ悪いが、彼女はきみよりも注意深い。適任だ」

「うう、確かにその通りだけどさ……」

『心配いらないわ。まずは相手のことを知るだけ。ひとりで深入りはしないから』

　優しく諭さとすような声に、水奈は困ったように笑い、ようやく頷うなずく。

「わかった、お願い。でもくれぐれも気を付けてね」

『ええ、もちろんよ』

　耶麻音の返事は、快くも頼もしかった。

　だから蓮は水奈に視線だけで確認し、

「じゃあ、耶麻音に頼む形になるかな。栞しおりは……今回もあまり出番はなさそうだけど、必要があればお願いするかもしれない。いいか？」

　栞へ問い掛けた。

　彼女は関せき総合病院のデータベースを、こっそりであるが使用できる立場にある。故ゆえに『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』に通院歴さえあれば、住所をはじめとした個人情報を入手することが可能だ。

　もっともさっき言ったように──今回はその手段を使う必要はないだろう。相手は雉き子じ野の中の生徒であることがほぼ確実で、身み許もとの特定も容易のはず。耶麻音が顔なり名前なりを突つき止とめるだけで、すぐに直接の接せつ触しよくができそうだ。

　むしろ問題は、先に接触している魔女ウイツチのグループがいるかどうかという一点にあるか。

　そんなことを考えながら栞の返答を待っていた。

　が、十秒近く経たっても彼女は無言。

　普ふ段だんであれば『またか、面めん倒どうだ』とか『ヤマ姉が頑がん張ばれば全部できるんだからやらせとけばいいよ』とか、嘆たん息そくや皮肉のひとつでも即そく座ざに返ってきそうなところなのに。

「……栞、聞いてるか？」

　怪け訝げんに思いもう一度問うてみると、

『あ……いや、なんでもない。わかった』

　ようやく反応があった。

　──なんだ？

　違和感を覚える。

　それはさっき感じたのと同じものだった。つまり、水奈の発した言葉を何度かしつこく尋きき返してきた時の。回線の調子が悪かったとか、興味がなくて話を聞いていなかったとか、そういうのとは違う気がする。さっきは興味を持って食い付いてきたようなふうだったし、今度は逆に、なにか別のことを考えていて気もそぞろといった感じだ。顔が見えないから雰ふん囲い気きでしか推測することはできないが──ひょっとしたら彼女は、なにか知っているのではないか。

　蓮れんはしかし、その疑問を直接本人に問とい質ただすことができなかった。

『用件は終わり？　じゃあ、私はこれで落ちる。ヤマ姉の声を耳みみ許もとで聞くと耳がきんきんするから、ヘッドセットは嫌きらいだよ。……できれば全部文字チャットにして欲しいな』

　栞しおりはぶつくさと文句を言いながら──それはいつもの彼女とまったく変わらない態度で、蓮に呼び掛けるのを躊ちゆう躇ちよさせた──さっさと退出する。

　パソコンのスピーカーが、ぼぅん、と間ま抜ぬけな音をたて、栞との接続が切れた。

「……参ったな」

　スカイプ自体を終了させたらしく、表示もオフラインになってしまった。この調子では、メールや電話を使ってしつこく追つい及きゆうしても逆効果だろう。関せき栞というのはそういう娘なのだ。

『話はあまり聞いてなかったくせに捨すて台詞ぜりふだけは忘れないなんてちゃっかりしてるわねえ』

　呆あきれたような楽しんでいるような調子で、耶や麻ま音ねが笑った。

　どうやら姉は特に不自然さを感じなかったらしい。

『さて、早さつ速そくだけど私はこれから調査に出てくるわ』

「うん、ありがとう。気を付けてね」

　それじゃあ、という挨あい拶さつとともに、耶麻音との通話も終わる。

　部屋に静せい寂じやくが戻もどると、溜ため息いき混じりで水みず奈なが振り返ってきた。

「んもう、あのふたりなんでいつもああなんだろうねー。もっと素直になればいいのに」

　疲れたように唇くちびるを尖とがらせるのに、蓮は苦笑しつつ首を振った。

「あれはあれで上手うまくいってるんだろうさ」

　実際、栞のことを最も理解しているのは、たぶん耶麻音だ。

　そして栞の扱あつかい方を最も心得ているのも──耶麻音なのだ。

　だからもし栞が本当になにかを知っていたとしても、耶麻音がいる限り大きな問題にはならないだろう。自分の違和感が杞き憂ゆうという線もあるし、そんなに心配したことじゃない。

　そんなことを考えながら、蓮は凝こった背中を解ほぐすべく伸びをする。
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　日付が変わって数時間が経たった、深夜だった。

　鍛か冶じ目め山やま市の外れにある閑かん静せいな新興住宅地である。

　もはや住人たちはほとんどが寝静まり、家々の灯あかりはまばら。時折思い出したように聞こえる犬の鳴き声や遠くを走る車のエンジン音が、しんとした静寂を際立たせている。

　梅雨つゆ時どきでありながらよく晴れた空には、ふたつの月が浮かんでいた。

　ひとつは南の空に輝かがやく月。満月を過ぎて欠ける途と中ちゆうの、あと数日もすれば半月になろうかという臥ふし待まち月づき。そしてもうひとつは北の空に輝かがやく、煌こう々こうと白い、真円を描く満月だった。

　もっともふたつめの満月は、普ふ通つうの人間には見えない。それはこの世には本来存在し得ないもの──魔ま力りよくによって形作られた、魔力を持つ者のみが視認できる異世界であるからだ。

　見ることのできる者には『魔ま法ほうの国』と呼ばれている。

　その『魔法の国』が空から現世を睥へい睨げいする中。

　住宅地のただ中で、少女たちが対たい峙じしていた。身の裡うちに魔力を備え、『魔法の国』の住人たる『体現者マスコツト』と契約を交わし『魔女ウイツチ』となった──少女たちが。

　険しい目付きをして屋根の上で身構える者がひとり。

　にやにや笑いながら、街灯の天てつ辺ぺんに立つ者がひとり。

　路地の上でそのふたりを見上げている者が、更さらに三人。

　つまり、合計五人である。

　うち、屋根の上と街灯の上のふたりは異装を纏まとっていた。つまり、魔女ウイツチとしての装しよう束ぞくを。

「いい加減にして」

　屋根の上で警けい戒かいの姿勢を取った少女が吐はき捨すてるように言った。

「私に付きまとわないで。あなたたちに危害を加える気はないって言ったでしょう」

　身を包むのは薄い桃もも色いろがかった、身体からだにフィットしたワンピースである。

　シルエットはまるで看護婦のようだ。頭頂部にはナースキャップめいた帽ぼう子しまで乗っかっている。ただし、びりびりに裂さけて破れたスカートの裾すそ──ダメージを受けた結果ではなく、元々そういうデザインらしかった──と、衣服の各所に夥おびただしく浮かんだ黒いトライバル柄がらが、その印象を異様に禍まが々まがしくしている。

「は！　俺おれたちも最初から言ってんだろう？　てめーの意志は関係ねえ、って！」

　街灯の上に立つ少女は、男のような言葉使いで失笑した。

「てめーが俺たちに危害を加える気があろうとなかろうと、戦う気があろうとなかろうと……俺たちはてめーを連れ帰るんだよ」

　こちらは、カトリックのシスターが着るような修道服姿。

　ただしもちろん、細部は大きく異なっている。

　ウィンプルが存在せず胸むな許もとの大だい胆たんに露ろ出しゆつしたデザインは、信しん仰こうなど欠片かけらも感じさせずむしろ背徳感が強かった。軽くかぶったヴェールとワンピースは普通の修道服と同様の濃のう紺こん、ただし縁ふちには炎にも亀き裂れつにも似た刺し繡しゆうがあしらわれ、スカートにも深いスリットが入っている。

　なにより冒ぼう瀆とく的なのは、彼女が手に携たずさえていた武器だった。

　先せん端たんの左右に別の刃が突き出た──逆十字の形をした、歪いびつな諸刃剣。刀身は赤黒く光っていて、つまりは血の色をしていた。



　修道服を模した憑ひよう依い装しよう束ぞくを纏ったそいつは、逆十字型の剣を肩に担ぎながら腰を落とす。

「だからせめて、取とっ捕つかまるなら力を見せてからにしな、庵あん子こちゃん。この御み崎さきちゃんを楽しませておくれよ。じゃなきゃ、つまんねえ！」

　そして、跳ちよう躍やく。

　放物線を描きながら、剣を上段に飛び掛かっていった。

「く……！」

　庵あん子こと呼ばれた少女が横に跳躍し、御み崎さきと名乗った少女の一いち撃げきを躱かわす。屋根が抉えぐれ、瓦かわらの数枚が割れた。魔女ウイツチの攻こう撃げきにしてはたいした被害ではない。ただしそう思って油断していては痛い目に合う。何故なぜならこれは魔ま法ほうだからだ。見掛けの破は壊かい力りよくで魔法は量れない。

「おら、おら、おらぁ！」

　御崎は強引に剣を持ち上げて再び振りかぶると、庵子へと斬ざん撃げきを繰くり返す。庵子が大きく一歩を飛とび退のいて別の民家の屋根へと着地しても、追つい撃げきはやまない。

　そんなふたりを路地から見上げる三人。彼女たちは御崎──十とお部べ御崎の仲間であり、つまり彼女と対たい峙じさせられている庵子にとっては敵だった。

　三者三様の表情で、ふたりの戦いを見守っている。

「おーいいぞ、やれやれー。きゃはは！」

　三人の中で最も小こ柄がらな少女が、屈くつ託たくなくはしゃぎながら御崎を応おう援えんする。顔立ちも背せ丈たけも小学生のようだったが、国立大付属の制服を着ていることから少なくとも中学生以上だろう。

「相変わらず杜ず撰さんだわ、十部さんの戦い方は」

　苛いら立だたしげに舌打ちするのは、長髪の少女。目が隠かくれんばかりに伸ばした前髪のせいで陰いん鬱うつな印象がある。ゆったりしたブラウスにロングのタイトスカートという私服姿。

「確かにな。御み崎さきは自分の魔ま法ほうに頼りすぎている」

　腕組みをしながら評するのは、背の高い少女。

　こちらは、今現在戦っている御崎──十とお部べ御崎とはまた違ったベクトルで中性的だ。ベリーショートに切り揃そろえた髪と引ひき締しまった肢し体たいから、体育会系であることを窺うかがわせた。凜りんとした気配に吊つり目めがちな表情は、いかにも同性人気が高そうだ。

「私にやらせてくれればよかったんです」

　長髪の少女が、背の高い少女にぼそりと不平を述べる。

「十部さんよりも私の方が上手うまくやれました」

「央おう乃のちゃんがやるんだったら私も一いつ緒しよがいいな！」

　小柄な少女が、長髪の少女──式しき田た央乃の袖そでを引いた。

「千ち鶴づるさんが出るまでもないわ。私ひとりでも充分です」

「えー、そんなこと言わないでよ。私も一緒！　が！　いいの！」

　千鶴──岸きし千鶴は言葉に合わせながらぴょんぴょんと飛とび跳はね、両手を挙げる。

「央乃、千鶴、弁わきまえろ」

　そんなふたりを、長身の少女──朝あさ倉くら茉まつ莉りが静かに一いつ喝かつした。

「御崎に任せたのは私の判断だ。央乃や千鶴の魔法では勢いあまって殺してしまいかねない。……それとも、私の命令を聞く気がないか？　私の命令は、ひいてはあの人の命令だぞ」

「そういう訳じゃ……」

　央乃が気け圧おされ、

「ぶー。わかってるよ、茉莉ちゃん」

　千鶴がむくれた。

「それならいい。ふたりとも聞き分けがよくて助かるよ。私たち『春の庭ガーデン』の駄だ々だっ子こは御崎あいつだけで充分だからな」

　その言葉を合図にしたかのように、再び三人は住宅街の屋根を見上げる。

　戦いは、御崎が一方的に攻こう撃げきをする形になっていた。

「らああっ！　てめ……少しは反撃してきやがれよ！」

　逆十字の剣を上段から叩たたき付け、下段から斬きり上げ、袈け裟さに振り下ろし逆袈裟に跳ね上げる。スピードは速いが乱雑で無む駄だも多く、洗練されていない。

　力と勢いに任せた、当たればいいとでもいうような動き。強化された魔女ウイツチの動体視力であれば落ち着いてしっかり見れば躱かわすことは可能だろう。

　実際、相手の少女──庵あん子こはそのすべてを避よけていた。

　ただし、

「余よ裕ゆうを持たせすぎた大きな回かい避ひだわ。……あっちは戦い慣れしていないようです」

　前髪に隠かくれ気味の目を細め、央おう乃のが小さく呟つぶやいた。

「キャハハ！　あっちも、じゃない？　御み崎さきちゃんも下手へただよねー実際」

「茉まつ莉りさん。ひょっとして、十とお部べさんを実戦に慣れさせようという意図もあるのですか？」

「ああ。多少は、な」

　問いに返ってくるのは頷うなずき。

「血気盛んなのはいいが、それだけではとても戦力にならん。自分の魔ま法ほうの使い方も熟知してもらわなければならないしな」

「そうですね。ですが……失礼を承知ではっきり申し上げれば、私は十部さんには見込みがないと思っています。この戦いも、果たして相手を捕ほ獲かくできるかどうか」

「うひゃ、央乃ちゃんきっついなー。まあ、私も同じ意見かもかも。あの子、ぜんっぜん言うこと聞かないしねー。入ったばっかなのは仕方ないとしても、チームプレイしにくいよ」

　ふたりの忠言に茉莉はしかし、否定も肯こう定ていもしない。

「それを決めるのはお前たちではない。私だ。いいから黙だまって見ておけ」

　ただ──否定とも肯定とも取れる返答ではあった。

　値ね踏ぶみされ俎そ上じように上げられている最中とも知らず、十部御崎は楽しそうに嗤わらいながら、庵あん子こへと斬きり掛かっていく。しかしその刃はなかなか相手を捉とらえない。

「ったく……ざけんな、逃げ回ってんじゃねえよ、マジで！」

　渾こん身しんの横よこ薙なぎ。しかし後転しながら大きく跳ちよう躍やくし、電信柱の天てつ辺ぺんへと着地する庵子。

　間合いの外へと逃のがれ、御崎を睨にらむ。

「いい加減にして。私は静かに暮らしたいだけなの」

　御崎が失笑した。

「は、そんな理り屈くつが通じるわきゃあないだろう？　俺おれたちに見付かっちまったのが運の尽つきなんだよ。静かに暮らしたいってんなら、俺を倒して逃げやがれ」

　庵子はうんざりしたように舌打ちする。

「……どうしてもやらなきゃ駄だ目めなの？」

「ああ。さっさとてめーの魔法を見せろよ。それとも弱っちくてとても見せられないか？」

「強い弱いなんてわからないわ。私は他の魔女ウイツチと会うのも今日が初めてだもの」

「そうかそうか。だったらなおさら見せろ。俺が判断してやるよ」

　挑ちよう発はつする御崎に観念したのか──庵子が深く息を吐いた。

　す、と、自身の右手を前に掲かかげる。

　まるで御崎を指差すように、人差し指を前に。

　そうして、彼女は詠えい唱しようした。

「『ハイレン』、あなたの罪科を私に委ゆだねて」

　自らの体現者マスコツトの名を呼び、その固有罪科で以もつて魔ま力りよくを紡つむぎ、

「桐きり島しま庵あん子こを試して諮はかれ……『秤にかける愛しい毒針インジエクシヨン・アツプダウン・シークエンス』！」

　自らの魔ま法ほうの名を喚よび──固有罪科の貌かたちに魔力を定義する。

　右手人差し指に、それが出現した。

　指をすっぽりと覆おおう、アーマーリング状の小さな金属塊かいだった。

　先せん端たんが猛もう禽きんの爪つめのように尖とがっている。使い方は見た目通り──その先端で刺さす、のだろう。

「ははっ、確かに弱そうだなおい！」

　あまりに地味な外見に、御み崎さきは嘲ちよう笑しようした。

「それでどうすんだ？　毒針ってくらいだから、毒を流し込むのか？」

「私は魔女ウイツチと戦うのは今日が初めてだけど、それをわざわざ教えるのは愚おろかなことだってくらいはわかるわ。あなたも私に魔法の正体を教えてくれていない」

「あ？　俺おれの『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』か？　喰くらってみりゃあわかるぜ」

「だったら私も、その科白せりふをそっくりそのまま返すわ」

　ふたりは腰を落とし身構える。御崎は逆十字の剣を青眼に、庵子は自然体に。

　膝ひざを沈め──飛び出したのは、同時だった。

「らああっ！」

　交こう叉さの瞬しゆん間かんに裂れつ帛ぱく一いつ閃せん、御崎が『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』を袈け裟さ掛がけに叩たたき付ける。が、庵子の跳ちよう躍やくは彼女の攻こう撃げきをあらかじめ読んだ上でのものだった。低い軌き道どうで這はうように、それでいて空中で身体からだを捻ひねらせ攻撃を躱かわす。懐ふところに飛び込み、ごく小さな仕草で浅く、

「……っ！」

　指先に装着した爪──『秤にかける愛しい毒針インジエクシヨン・アツプダウン・シークエンス』で、御崎の首筋を突ついた。

　そのまま一いち撃げき離り脱だつ。横に大きく飛んで距離を取り、三軒先の民家の屋根へと着地する。

「あ？　なんだそりゃ、てめえ？　痛くも痒かゆくもねえぞ」

　身体を起こした御崎は攻撃を受けた首くび許もとを撫なでる。

　そこには傷ひとつなかった。確かに爪先が皮ひ膚ふを抉えぐったのに、だ。

「痛みがないってことは、やっぱり毒か？　……でも、なんともねえな」

　怪け訝げんな顔をしながら自身の手足を眺ながめ回す。異変は感じられないようだった。

「ま、いいや。たとえてめーの魔法がどんなんだろーと、効いてようと効いてまいと、俺がどうにかなる前にてめーをぶっ倒せばそれで済む話なんだよ」

　細かいことは気にせず考えるのをやめた──そんな調子で、御崎は牙きばを剝むいて嗤わらい、

「てな訳で……もっかいだ、おらぁ！」

　身構えて、また突とつ撃げきを開始しようとした。

　が──。

　踏ふみ出した一歩。ブーツが踏んだ民家の屋や根ね瓦がわらが、不意に砕くだけた。

「え……っ、あ!?」

　運悪く、重心を乗せた瞬しゆん間かんだったらしい。御み崎さきはバランスを崩くずし、そのままごろごろと転がって屋根から落ちる。傍そばに立っていた庭木が彼女の身体からだを受け止めた。

　いや──果たして受け止めたと言えるのかどうか。

　枝が折れて葉が擦こすれ、身体が落下して地面に叩たたき付けられる音の中、

「痛っ……ぐあ、なんだよ、これ！」

　塀へいの向こうから聞こえる罵ば倒とうじみた悲鳴に、岸きし千ち鶴づるがからかうような薄笑いを浮かべた。

「ありゃりゃ、間ま抜ぬけちゃんー。どうしたの、御崎ちゃん」

　ぴょん、とジャンプし塀の上へ乗り下を覗のぞき込む。

「うわ……」

　その顔が強くしかめられた。

　太い枝の一本が中ちゆう途とから折れ、御崎の太ふと腿ももに痛々しく突つき刺ささっていたのだ。

　本来なら起こりにくいことである。魔女ウイツチの憑ひよう依い装しよう束ぞくは堅けん固ごな防御力を持つ魔ま法ほうの鎧よろいだ。全身の体表面には──肌はだが剝むき出しに見える箇か所しよであっても──可視不可視の魔ま力りよくが渦うず巻まき、魔女ウイツチの身を守っている。故ゆえに木の枝など、普ふ通つうは身体に刺さるはずもない。

　絶ぜつ妙みような角度で奇き跡せき的てきに、魔力の隙すき間まを縫ぬいでもしたのか。よほど運が悪かったのだろう。

「っざけんな、畜ちく生しようめ！」

　とはいえ太腿を枝が貫かん通つうした程度で、御崎の戦意は削そがれなかった。彼女は枝を握にぎると力任せに引き抜く。厭いやな音とともに肉が抉えぐれ血が飛沫しぶいたが、魔力を集中させて無理矢理に出血を抑おさえる。完全治ち癒ゆには数分かかるだろうが、すぐに動けるまで回復した。

「ほらほら急がなきゃ。庵あん子こちゃんが逃げようとしてるよー」

「るっせえ、わかってんだよ！」

　壁の上から煽あおってくる千鶴を睨にらみ付け、御崎は跳ちよう躍やくし再び屋根の上に登った。

　その言葉通り──庵子は既すでに数十メートルも向こう、路地を駆かけている。街灯に照らされてちらりと見えるトライバル柄がらの看護服姿に、御崎は怒ど気きを強くした。

「この……誰だれが逃げていいっつったよ、この腰抜け女ぁ！」

　絶ぜつ叫きようして走り始める。脚あしの負傷などまるでものともせず、庇かばう仕草もない全力疾しつ走そう。屋根を駆け、民家から民家へと飛び移り、塀や並木、街灯、電柱までもを足場にして飛んでいく。

「うわーすっげえ根性。私、ちっと見直しちゃったよ」

　見る間に遠くなった御崎の姿を呆ぼう然ぜんと見ながら、千鶴が呟つぶやいた。

「根性論だけじゃどうにもならないわ」

　塀に登って千鶴の横に立った央おう乃のが呆あきれたように言う。

「彼女はもう、桐きり島しま庵子の魔法を受けた。どんなものかもわからないのに受けてしまった。魔女ウイツチ同士の戦いにおいて、それは決定打になり得るわ。どれほど精神力が強くても、気持ちが入っていても、絶対に覆くつがえせない一線がある。魔ま法ほうというのはその一線をあっさり引く」

「あれあれ、央おう乃のちゃん、なんだか意味ありげなこと言うねー」

　勘かん付づいたように、千ち鶴づるがにやにやと央乃の脇わきを肘ひじで突つついた。

「ひょっとして、庵あん子こちゃんの魔法の正体がわかっちゃったとか？」

「推測よ、ただの。もっとも……この後の十とお部べさん如何いかんで、もう少し確信が深まるわ」

「ほえ？　この後の御み崎さきちゃん？」

「いいから黙だまって見てて」

「ふむ、興味深いな。私も見ておこう」

　千鶴と央乃が並ぶその後方で、茉まつ莉りが民家の屋根へ跳ちよう躍やくした。

　三人揃そろって御崎の動向を注視する。

　そして、それは起きた──庵子を追い掛ける最中、御崎が電信柱から張り出た足場ボルトに着地し、弾はずみを付けて前へ飛ぶために体重をかけた瞬しゆん間かんだった。

　経年劣化か、或あるいは荷重に耐たえきれなかったのか。

「な……!?」

　足場ボルトが偶然にも、ぼきりと折れた。

「うわ……きゃあっ！」

　彼女らしからぬ、つまりは少女らしい悲鳴とともに、御崎の身体からだは前ではなく下へ落ちる。梯子はしごを外されたようなものだ。いかに魔女ウイツチの反射神経があっても体勢を立て直すことはできない。たぶん地面にあったなにかを巻き込んだのだろう、三人の耳に、ゴミ箱がひっくり返ったようなけたたましい音と「ってえええ！」という叫び声が聞こえる。

「ありゃりゃ。こりゃ追い付くの無理だなー。庵子ちゃん、もう見えなくなっちゃったよ」

　千鶴は目を細め、肩を竦すくめた。

　言葉通り、既すでに桐きり島しま庵子の姿は夜や陰いんに紛まぎれて気配すらない。再び捕ほ捉そくするのはもはや不可能だろう。少なくとも、今夜のところは。

「それにしても、二連続かー。ちょっと間ま抜ぬけすぎないかにゃー？」

　さっきは古い屋や根ね瓦がわらを踏ふんづけて、今は劣化した足場ボルトに見放されて。無ぶ様ざまにもほどがある。苦笑混じりに呆あきれる千鶴だったが、しかし央乃は真しん剣けんな顔をしていた。

「そうかしら」

「……どういうこと？」

「二連続じゃない。三連続よ。屋根から落ちた時に木の枝で負傷した」

「あ、そうだったね。でも、それって間抜けが加速しただけじゃない？」

「ひょっとしたら、十部さんは今の落下でも負傷している可能性があるわ。それも、くだらない……本来ならかすり傷にもならないようなものが原因で」

「え、だったら四連続……」

「ええ。幾らなんでも運が悪すぎる。踏み抜いた屋や根ね瓦がわらがたまたま壊こわれて、バランスを崩くずして落ちたところで奇き跡せき的に枝が刺ささって、更さらには電柱の足場までが折れて……さっきふたりが戦っていた最中に、そんなことがあった？　不ふ慮りよの事故が一度でも起きていた？　桐島庵子の魔法を十部さんが受けるよりも前に、よ」

「言われてみれば確かに不自然かもだけど……屋根の上みたいな不安定な場所で戦ってんだから、よくあることじゃない？　偶ぐう然ぜんの範囲内だよ」

「確かにそう。でも、桐きり島しま庵あん子こは一いち撃げきを加えた後、脇わき目めも振らず逃走に移行した。まるでこうなることがわかっていたかのように。そして結果として、彼女は逃げおおせた」

「相手を不運に陥れる魔法、と。そう言いたいのか？　央おう乃の」

　それまで黙っていた茉まつ莉りが、背後で低く問うてくる。

「確信はありません。ですが、状じよう況きよう的にそう考えると辻つじ褄つまが合う部分が多くなります」

　央乃は振り返り、答えた。

「今の戦いもそうですが。なにより、私たちがそもそも彼女にコンタクトを取ることとなった切っ掛け……茉莉さんの仕入れてきたあの噂も」

「なるほど」

　茉莉は得心したように頷うなずく。央乃の仮説は納得に足るものだった。

「『硝子玉の魔女』……指定した相手を呪のろい、悪いことを運んでくる、か。確かに御み崎さきのこの様は、悪いことが続いた結果だ。単に纏てん衣いした状態で相手に危害を加えているだけかと思っていたが、ふむ。そっちの方がより理に適かなっているな」

　半なかばひとりごとのように発された言葉には、楽しげな色が浮かんでいた。

　だから千ち鶴づるは茉莉に、含みを持たせて尋たずねる。

「ねーねー、そしたらさー。もし、庵子ちゃんの魔ま法ほうが央乃ちゃんの言うように『運を操る』なんてのだったら……それってけっこう面白いし、使えるんじゃない？」

「ああ、使えるな」

　茉莉は答えた。

　力強く、それでいてどこか誇ほこらしげに、陶とう酔すい的に。

「是ぜ非ひとも欲しい……私たち『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』に。あれはあの方の役に立つ」

　自分たちの所属する集団の名前を──口にしながら。

「ま、なにはともあれまずは御崎の回収だ。私はあれもまだ見捨てた訳ではないぞ？　魔法の話をするならば、あいつの魔法こそ切り捨てるには惜おしい」

「はいはいさー。今回ので少しは自省してくれるといいよねえ！」

　千鶴が皮肉げにけらけらとし、

「茉莉さんがそう仰おつしやるなら」

　央乃が無表情に頷く。

「さて、行くぞ。今日のところは我々の負けとしようか」

　悔くやしさなど微み塵じんも感じられない言葉とともに──三人の魔女ウイツチたちは笑う。それとは対照的に、数十メートルの向こうでは「ちくしょおお！」と無念の絶ぜつ叫きようが谺こだましていた。
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　闇やみ夜よの静せい寂じやくに響ひびく「ちくしょおお！」という絶叫はまるで犬の遠とお吠ぼえのようで、一方それを後しり目めに街中を駆かける桐きり島しま庵あん子こは、まるで脱だつ莵とのようだった。

　追ってくる気配はないようだ。が、戦せん闘とう経験などない自分に気配が正しく読めるとも到とう底てい思えない。だからとにかく遠くへ行く。少なくとも住宅街を離れなければならない。

　二キロほど走ったところでようやく速度を緩ゆるめ、後ろを振り返って静かなことを確認すると走るのをやめる。自宅はこの近所だが、まだ戻もどる訳にはいかない。尾び行こうされている可能性を考えてわざと遠回りするつもりだった。

　それにしても──。

　さっきまで起きていたあれこれのことを考えると、とても気が重かった。

　自分の前に現れた四人の魔女ウイツチ。

　彼女たちは『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』と名乗った。

　どうやら、この街には魔女ウイツチたちのコミュニティがあって、『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』というのはそのうちのひとつらしい。ただ、彼女らの目的はよくわからない。いきなり四人のうちのひとりが「実力を見せろ」とかなんとかで襲おそってきたのだ。

　敵対するつもりはないと何度も言ったのに無む駄だだった。もしかしたら、自分が今まで呪った相手の中に彼女たちの身内がいたのかもしれない。

　なんにせよ、厄やつ介かいなことになった。

　懐ふところに仕し舞まってあった紙片を取り出す。ぐしゃぐしゃに丸められた泥どろまみれのそれを開くと、ひとりの少女の名前とクラスが書かれてある。もちろん見知らぬ人間のものだ。今日新しく埋うめられていた依い頼らいだった。『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』への──つまりは、自分への。

　これを掘り返そうとして学校へ来たところ、庵子は彼女たちに見付かった。

　そうだ。とうとう、他の魔女ウイツチに露ろ見けんしてしまったのだ。

　いつまでも秘密にしておけるとは思っていなかったが、まさかこんな早くに気付かれるなんて。始めてからまだ半年しか経たっていないのに、先が思い遣やられる。

　当然ながらというべきか、魔女ウイツチのうちのひとりは庵子と同じ雉き子じ野の中の生徒だった。

　四人の中でリーダーみたいな立ち位置にいた娘。

　知っている。三年四組の朝あさ倉くら茉まつ莉りだ。バレー部のエースで人望が厚く、女子たちにとても人気がある娘。まさか彼女が魔女ウイツチだったなんて。

　硝子ガラス玉だまを掘り返しているところを見付かっただけだからクラスや名前まではまだばれていないかもしれないが、時間の問題だろう。自分は朝あさ倉くら茉まつ莉りと違って目立った存在では決してないにせよ、人物を特定する程度には学校という空間は狭い。

　けれど、それでも。

　あのおまじないを。こっそり流した噂うわさと、それを実行することを。

「やめる訳には、いかないのよ……」

　ちまちまと噂を流し、根回しして、実行して、ようやくここまできたのだ。

　今はまだ週に一度くらいしか硝子玉が埋うまっていないが、あとは時間の問題だ。いずれ毎日のように依い頼らいが来るようになるだろう。人の悪意とはそうしたものだ。醜しゆう悪あくで滑こつ稽けいで自分勝手で──そんな汚いものを利用して、なにが悪い。

　もちろん今日の分も決行する。ひょっとしたらこの依頼自体が茉ま莉りたちの仕込んだ誘さそいだったのかもしれないが、構うものか。明日の朝にでもやってやろう。

　それに、ここでやめてしまったらすべてが無む駄だになるのだ。

　無駄にする訳には、絶対にいかない──。

　拳こぶしを握にぎり、唇くちびるを嚙かみ、虚こ空くうを歩く。

　夜の闇やみに浮かぶような装しよう束ぞくは、看護服を模したもの。布地に走る禍まが々まがしいトライバル柄がらはまるで、今まで自分が利用してきた悪意を刻印にしたかのようだ。

　右手人差し指に嵌はめられたままの魔ま法ほう──『秤にかける愛しい毒針インジエクシヨン・アツプダウン・シークエンス』にふと目が行く。それを睨にらみ付けながら、桐きり島しま庵あん子こは人知れず呟つぶやいた。

「待っててね……楼ろう子こ」

　か細い声は、木々のざわめく音に吸い込まれて消えた。
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　一夜明けたその日も、うざったいくらいの快晴で真夏日だった。

　水みず奈なは連日続くすっきりしない眠ねむさに頭をふらつかせながら、学校へと登校する。

　もっともそれは単に朝の二度寝が思うようにできないからという理由であり、寝不足などではまったくないので眠いだの気分がすぐれないだの主張したところでただの我わが侭ままであった。隣となりを歩く蓮れんに愚ぐ痴ちを言うだけにしておく。彼に対しては、気き兼がねなく甘えたり駄だ々だを捏こねたりしたい──水奈にとって早さわ良ら坂ざか蓮とは、つまりそういう存在なのだ。

　昇しよう降こう口ぐちで蓮と別れ、欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ階段を上る。

　友人たちはもう来ているだろうか、などと考えると自然と頰ほおが緩ゆるんだ。

　たとえ魔女ウイツチとしての悩みや責務を抱かかえていても、学校生活をなおざりにする訳にはいかない。楽しいことは楽しいことできっちり謳おう歌かする、それが水奈のポリシーだった。意識してでもそういうふうに日々を過ごすことは、絶対に必要だ。

　教室へ入ると、冷れい菓かと友とも美みの姿が目に入った。

「おっはよー。アイちゃん、ともちゃん。りょうちんはまだ来てないのかな？」

　声をかけながらふたりへ声をかける。いつものように友美とハイタッチをしようと手を挙げながら──けれど、腕は伸びきる途と中ちゆうでゆるりと止まった。

「水奈……」

　友美が、彼女にはまるで似合わないやたら深刻な顔で振り返ったからだった。

　ハイタッチどころか『おはよう』の挨あい拶さつすらない。いつもの『みずなん』というニックネームで呼んでもこない。明らかに様子がおかしい。

　水奈は困こん惑わくしつつ問う。

「……どしたの、ともちゃん？」

　冷菓が無言でこっちを見ている。なにを考えているかは読みにくいいつもの無表情ではあるが、シリアスな空気が伝わってきた。お気楽な状態でないことは確かだった。

　片手を中途半はん端ぱに挙げたまま歩み寄っていく水奈。

　視線を交わした友美の眉まゆ根ねが、みるみる弱気に下がっていく。

　目め尻じりに涙を溜ため、唇くちびるを震ふるわせた。

「どうしよう。私が昨日あんな話、しちゃったからかもしんない」

「え……」

　その言葉に。

　水奈の足が止まる。

「それって」

　いささか唐とう突とつで説明不足だったにせよ、『昨日』『あんな話』……それらの断片的な単語だけで、ある程度は察することができる。つまり友とも美みを懊おう悩のうさせているのは『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』に関することだ。たぶん、また被害者が出たのだろう。

　だが、それにしたって──どうして彼女はこんなにも痛切な、今にも泣き出しそうな顔をしているのか。それだけではない、自責の念と後こう悔かいを混ぜこぜにしたような声音なのか。

「まさか……」

　全身が厭いやな予感で総毛立った。

　そんなはずはない、昨日の今日なのに、と思った。

　つい昨夜、みんなで話をしたばかりなのだ。あの『おまじない』が魔女ウイツチの仕業だったとして、身内が巻き込まれる前に手を打とう、と。

　一方で、時間は関係ないのだという無む慈じ悲ひな思考も頭にある。魔女ウイツチによって使われる魔ま法ほうというのは、普ふ通つうの人間にとってみれば災害みたいなもの。そして災害とは得てして、無差別に無作為に降り掛かる。被害に遭あう側の人間に取しゆ捨しや選せん択たくの権利はない。つまり、被害者となる可能性はいつだって誰だれにだってある。

　たとえ水奈たちの身近な人間であろうとも、その可能性が低くなる訳ではない──。

「ともちゃん、ねえ、りょうちんは……りょうちん、まだ来てないの？」

　水みず奈なは不安と焦しよう燥そう感かんの中、妹尾せのお了りよう子この名を呼び、彼女の顔を思い浮かべた。

　今この場にいない、まだ学校に来ていない友人。

　きっと単に登校が遅れているだけだ。そうに違いない。そうであって欲しい。

　けれどやはり、当たったのは希望ではなく、悪い予感の方だった。

「さっき、友美の携帯に連絡があったの」

　唇くちびるを咬かんで俯うつむく友美の代わりに、冷れい菓かが応こたえた。

「了子が学校に来る途と中ちゆうで事故に巻き込まれたらしい。……足を骨折したって」

「う、そ」

　冗談ではない。ふざけている。

　不幸を運ぶという『硝子玉の魔女』──その話をした翌日に、よりにもよって。

　水奈の友達が、不運な事故に遭遇するなんてこと。

「命に別状はないわ。それは心配しなくていい」

　冷菓はあくまで落ち着いて見える。もちろん、心中は逆だろう。ただ自分が取り乱せば水奈と友美を支えられないと考え、耐たえてくれているのだ。

「当たり前だけど今日は休むそうよ。明日からどうするのかはまだわからないわ」

「……私のせいだよ」

　友美はもう、ほとんど涙声だった。縋すがるように水奈へ抱だきついてくる。

「あの噂うわさ、私が……私が一年生に持ち込んじゃったから。だから……」

「友とも美み、さっきも言ったでしょう？　あなたにはなんの責任もない。落ち着いて」

　冷れい菓かがその背に声をかける。

　彼女はごく当たり前のことを言っていた。友美が責任を感じるなんて見当違いに過ぎる。この教室に『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の噂うわさが持ち込まれたことと、了りよう子こが事故に遭あったこととはなんの因果関係もないのだ。そもそも了子の怪け我がが『硝子玉の魔女』によるものなのかどうかすらも定かではないし、仮にそうだったとして、悪いのは了子を呪のろうおまじないを埋うめた誰だれかと『硝子玉の魔女』本人である。

「わかってる、わかってるよ、でも……！」

　だが理り屈くつで説明されたとしても、友美の感情は静まらない。

　言こと霊だまみたいなものだ。興味本位でよくないことを口にしたら、実際にそのよくないことが身近に起きてしまった。こうなるとどうしても、口にした自分のせいなのではないかと考えてしまう。本能的に覚えた罪悪感は簡単に払ふつ拭しよくできないし、割り切れるものでもない。

「了子さ、バレー部、レギュラー目指してたじゃん？　去年からずっと頑がん張ばってて、今年は入れそうだーって言ってたんだよ。なのに、足折っちゃったら……」

　言葉が出てこなかった。了子についても、彼女を慮おもんぱかる友美に対しても。

　骨折はどの程度のものなのだろう。すぐに治るのか、それとも後こう遺い症しようが残ってしまうようなものなのか。今の段階ではなにもわからないから不安ばかりが募つのる。水みず奈なは部活に入っていないけれど、了子の性格は知っている。彼女はとても真ま面じ目めで、目標に向かって真しん剣けんに取り組むような娘で、だから怪我したことにきっとショックを受けているはずだ。

　友美を抱だき締しめながら、水奈はたまらない気持ちになる。

　ただの不幸な事故であったとしても痛ましいのに、もしも『硝子玉の魔女』が実在する魔女ウイツチで、そいつの仕業だったとしたらなおさら──。

「……水奈」

　冷菓が控ひかえめな視線でこっちを見てくる。

「あなたも落ち着いて。いい？」

　ぼかしていたが、魔女としての水奈へ向けられた心配の言葉だった。

「ありがとう、アイちゃん」

　申し訳ないなという気持ちを覚えつつも、頷うなずく。

「……でも、早くなんとかしなきゃ」

　クラスメイトたちが友美の様子に気付き、なにがあったの？　と問うてくる。それらに視線だけで曖あい昧まいな返答をしながら、水奈は人知れず拳こぶしを強く握にぎり締めた。

　始業のチャイムが鳴る。

　友美をなだめて席に着かせつつ、一刻も早く耶や麻ま音ねと話をしなければと思う。

　眠ねむ気けにぼんやりしていた頭はもう冷水を浴びせられたように冷めていた。けれど──今日は逆の意味で、授業が耳に入りそうにない。
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　昼休みが始まってすぐ、三年生の教室がある二階へ向かった。

　もちろん耶や麻ま音ねのところだ。既すでに午前中のうちメールは送ってある。蓮れんも時間が空き次第来るとのことだったが、彼を待つ時間すら水みず奈なには惜おしかった。なので、ひとりで赴おもむく。

　妹尾せのお了りよう子ことは二時間めが終わっての中休みに連絡が取れた。

　不幸中の幸い、と言っていいのかどうか──骨折は後こう遺い症しようが残るほど酷ひどくはなく、二カ月もあれば完治するらしい。もちろん素直に喜ぶことはできない。スポーツに打ち込んでいる女子中学生にとって、二カ月間も身体からだが動かせないなんて取り返しのつかない仕打ちだ。少なくとも、夏の県大会予選で了子がレギュラーを勝ち取るのは絶望的になるだろう。

　苛いら立だちに似た切なさが胸を絞しめ付ける。もし了子の事故が本当に魔女ウイツチの仕業だったとしたらと考えると、その感情は後こう悔かいと自じ己こ嫌けん悪おになって水奈の背にのしかかる。

　もっと早く手を打てていたかもしれないのにと、詮せん無ないことを考えてしまうのだった。

　溜ため息いきが出そうな唇くちびるを咬かみ締しめながら階段を下り、廊ろう下かを歩いていく。

　耶麻音の所属する四組に辿たどり着いた。

　こんな時ではあっても、上級生の教室は緊きん張ちようする。できれば中に入りたくなかったので外から遠えん慮りよがちに中を窺うかがい、耶麻音の姿を見付けた。教室の隅すみでノートを片付けている。気付いてもらおうと手を振ろうとしたところで、眼前に別の人ひと影かげがぬっと現れた。

「わ」

　その人が教室を出ようとしたところを鉢はち合あわせになってしまった形。

「ん、……二年生か？」

　思わずたじろいだ水奈を、訝いぶかしげに一いち瞥べつしてくる。

「あ……はい」

　男と見み紛まがうほど背の高い、女子生徒だった。

　思わず見上げる。

　ベリィショートの髪とすらっとした目鼻立ちは端たん正せいだったが、美人というよりも凜り々りしいという表現の方がぴったりくる。中性的な印象が強くて、同性から人気がありそうだ。

　特徴的な容姿に、どこかで見覚えのあるような気がした。どこだっただろうか。

　ぼんやり考える水奈に、彼女は問うてくる。

「なにか用か？　誰だれかを捜さがしているなら呼んできてやるが」

「その、えっと……」

　お願いするのもなんとはなしに気が退けてしまう──などと躊ちゆう躇ちよしていると、

「水みず奈な」

　丁度いいタイミングで、その先せん輩ぱいの背後から耶や麻ま音ねが顔を出してきた。どうやら水奈の姿を認めてこっちに来てくれたらしい。

「ごめんなさいね、朝あさ倉くらさん。その子、私の後こう輩はいなの。怪あやしい者じゃないわ」

　冗じよう談だんめかして先輩──朝倉という名らしい──に笑いかける耶麻音。

　彼女は苦笑し、肩を竦すくめた。

「おや、珍しい。どの繫つながりだい？　関せきは部活に入ってなかったよな」

「昔からの馴な染じみなのよ」

「そうか。じゃあ、邪じや魔まをしたな」

　軽く頷うなずくと、朝倉先輩は手を振って去っていく。

「あ……あの人、そうだ。了りよう子こちゃんの……」

　そこでようやく、水奈は彼女が何者であるかに気付いた。

　バレー部の部長──つまりは了子の先輩。そういえば一いつ緒しよにいるのを何度か見たことがあった。目立つ容姿だったので記き憶おくの片かた隅すみに残っていたのだった。

「そうね。彼女、朝、バレー部の子たちと話をしていたわ。後輩が事故に遭あった、って。……水奈のお友達のことでしょう？」

　申し訳なさそうに切り出す耶麻音。

「ごめんなさいね。一足遅かった」

　教室から出、廊ろう下かの隅すみへと水奈を誘ゆう導どうしつつ憂うれいの表情を浮かべる。

「私があと三日でも早く、噂うわさのことを知っていればよかったんだけど」

「ううん、耶麻音さんのせいじゃないよ。謝らないで」

　水奈は首を振る。彼女を責める気持ちなど当然ながら寸すん毫ごうもない。

「それにまだ、ただのなんでもない事故の可能性もあるよね」

「ええ。結論を出すにはまだ早いわね。引き続き調べないと」

「ごめん、迷惑かけちゃう」

「あら、私には謝らないでって言ったのに、あなたは謝るの？」

　今度は耶麻音が水奈を諌いさめる番だった。

「そんな顔してちゃ、めっ、なのよ？　気を遣つかっちゃいけないわ。……お互いに、ね」

「うん。ありがとう、耶麻音さん」

　ふたりで微笑ほほえみ合う。

　確かに彼女の言う通りだった──仲間に対して遠えん慮りよは無用。ひとりの問題はみんなの問題で、みんなの問題はひとりひとりが我がこととして背負う。それが水奈たちのルールだ。

「とはいえ、急がなければならないのは確かね」

　浮かべた笑みを緩ゆるめ、耶麻音は困ったように腕を組んだ。

「これはあまりよくない状じよう況きようだもの。鵺ぬえ、ってやつよ」

「ぬえ？」

「正体がはっきりしないもののこと。枯かれ尾お花ばな。つまりね……まだなにもわかっていないことそれ自体が厄やつ介かいなの。水みず奈なのお友達の怪け我がが、魔女ウイツチの仕業なのかもしれないしひょっとしたらただの偶ぐう然ぜんなのかもしれない。わからないからどうすればいいのかわからなくなって、心の置き所もわからなくて、それが恐こわくて、焦あせって不安になっちゃうの」

「うん……確かに」

　耶や麻ま音ねの言う通りだ。

　水奈の感じている落ち着かなさも、半分はそれが原因かもしれない。

「だからね、その子に対して水奈のできることはなんなのか、整理して考えるといいわ。たとえ魔女ウイツチが絡からんでいなくたって、お友達としてできることはあるでしょう？　魔女としてできることを始めるのは、魔女ウイツチが絡んでるってことがはっきりしてからでもいいんだから」

　ウインクする耶麻音に、水奈は頷うなずいた。

「そっか……そうだよね。責任を感じてへこんでばっかりじゃいけないよね。起きたことを後こう悔かいするよりも、今から自分ができることを、ちゃんとやらなきゃ」

「ええ。だからまずはお友達として、その子を励はげましてあげなさい。私は私ができることをやるわ。できるだけ早く『おまじない』の正体を突つき止とめるから」

「うん」

「昨夜のうちにおまじないは埋うめてあるわ。あとは網あみに掛かってくるのを待つだけ」

「ありがとう、耶麻音さん」

　水奈が微笑ほほえむと、

「待っててね。二、三日中には片付けてやるわ」

　耶麻音が頭を撫なでてくる。

　こういうところはいかにも歳とし上うえのお姉さんで、人にん魚ぎよとはタイプが違うけれど──それでも彼女のことを懐なつかしく思い出すほどに頼もしく思った。
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　そして──。

　昼休みが過ぎ、午後の授業が行われ、夕方となり、授業も部活も終わって日が沈み、生徒たちだけではなく教員も去って、学校から人の営みが消えた後。

　つまり、夜。

　静せい寂じやくが初夏の空気に溶けて深々とした無音を奏でる中、学校の裏手の桜並木に人ひと影かげがあった。あった、というよりも、いつの間にか茫ぼうと現れた、と形容すべきだろう。気配さえ朧おぼろに人知れず、そいつは並木道の暗くら闇やみに立つ。

　身体からだにフィットしたワンピースを纏まとった、少女である。

　布地は薄い桃もも色いろ、ひと月以上も前に散りはてた桜花にも似た色。ただしシルエットは学校にはそぐわない。頭に載のせられた台形の帽ぼう子しと相まって、まるで看護婦を連想させる。

　もちろん、彼女は病院勤めなどではないし、纏っているのも看護服ではない。

　看護服であるならばスカートの裾すそはびりびりに裂さけていないし、禍まが々まがしい漆しつ黒こくのトライバル模様があちこちに浮かんでもいない。

　これは、この世界の衣服と異なる概がい念ねんでデザインされたもの。即すなわち、魔女ウイツチの装しよう束ぞくだった。

　少女は目を細め、周囲を窺うかがう。それは奇き妙みような行動だった。

　魔女ウイツチの装束を身に纏った者は、普ふ通つうの人間には不可視不知覚の存在となる。たとえ人混みの中で大声を張り上げたところで誰だれひとりとして気付く者はいなくなるのだ。だから本来ならば、人目を気にすることも、まして夜や陰いんに乗じる必要すらもないはずだった。

　なのに、誰かに見られていないかどうかを彼女は気にしていた。

　少しの間気配を尖とがらせ、やがて誰もいないと確信して息を吐く。

　そうして、並木の中でもいっとう大きな桜の木へと歩み寄った。

　しゃがみ込み、根元の土に指を突つき入れる。ぞんざいに搔かき分け、素す手でで掘り返していく。始めて十数秒、すぐに指は止まった。土に埋うめられていたものを探り当てたのだ。

　それはプラスティックでできた、お菓か子しの小こ瓶びん。そして小瓶の中にあるのは──折おり畳たたまれたノートの切きれ端はしと、色の付いた硝子ガラス玉だまだった。

　確認するようにからからと瓶を振る。プラスティックと硝子玉がぶつかり合ってごろごろと音が鳴る。光のない夜にあって、その透とう明めいな球体は輝かがやきもなく闇やみを吸い込んでいた。

　少女はそれを見み詰つめて薄い笑みを浮かべ、胸の前で小瓶を握にぎり締しめながら立ち上がる。

　動きが止まったのは、その時。

「こんばんは」

　少女の背後──。

　静せい寂じやくの闇やみ夜よに、声が響ひびいたのだ。

　どこか気け怠だるげな口調でありながら、妙みような圧迫感が込められていた。だから、動けなかった。もし誰かに出くわしたら即そく座ざに逃げ出すと決めていたにも拘かかわらず。

「十時半、か。意外と早く来てくれて助かったわ。徹てつ夜やも覚かく悟ごしていたから」

　ざくざくと土を踏む足音。背後から少女へ歩み寄ってくる。

「こっちを向いてくれる？　顔を見せてくれれば攻こう撃げきはしないわ。つまり、このまま顔を見せてくれなかったら迷わず殺す、ということよ。理解できるかしら？」

　おっとりした喋しやべり方なのに、随ずい分ぶんと剣けん吞のんなことを言ってくれる。だが、決して脅おどしではない。声の主は冷たい殺気を放っていた。背筋にぞっとするものがある。

　いったいどこに隠かくれていたのだろう。そして、いつからここにいたのだろう。

「くっ……」

　少女──桐きり島しま庵あん子こは、唇くちびるを咬かんだ。

　油断していた訳ではない。昨日の今日だからよりいっそう警けい戒かいしていたつもりだった。いつもと時間をずらしもした。それなのに、このざまか。

「あと五」

　庵子が動かないのを見、相手は無む慈じ悲ひにカウントダウンを開始する。

「四、三……」

「待って、わかったわ」

　考える猶ゆう予よは与えられそうになかった。

　庵子は身体からだごと振り返る。ついでに両手を挙げておいた。隙すきを見て逃げるつもりではあったが、それにしてもまずは害意のないことを示しておくべきだと思ったのだ。

　声の主は、当然ながら──自分と同じ、魔女ウイツチだった。

　和服を模した装しよう束ぞくを纏まとっている。

　大きく開いた胸むな許もとに裾すそから露ろ出しゆつした太ふと腿ももと、やたら扇せん情じよう的てきなアレンジが施ほどこされたデザイン。昔の遊女が着物を派手に着き崩くずしたらこんな感じになるだろうか。彼女自身の豊かな赤毛と合わせたように、布地の色は赤あか紫むらさき色だった。縁ふち取どりに炎のような紋もん様ようも刺し繡しゆうされている。

　前髪がばっさりと片目にかかった髪型とおっとりした顔立ちに、どこかで見覚えがあるような気がした。この学校の生徒だろうか。ひょっとすると同学年かもしれない。

「改めまして、こんばんは」

　そいつはにこりと笑んだ。

　歳としに似合わない妙みような色気があって、それが余計に庵子の背筋をぞっとさせる。

「早さつ速そくだけど、質問があるの。イエスかノーで答えられるものよ」

　穏おだやかな表情とは裏腹、尋じん問もんめいた言葉は鋭するどい。

　そして、

「あなたが『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』さん？」

　彼女は簡潔に、たったひと言でこちらに切り込んできた。

「……っ」

　庵子は歯咬みする。

　正直、答えたくはない。だがこの状じよう況きようでは黙だまっていられない。どうするべきか。

　昨日の奴やつらのことを思い出す。あいつらは大人数だったが故ゆえに逃げやすかった。こっちを侮あなどってくれてもいた。が、今度はそうもいかなさそうだ。

「もし、イエスと答えたら？」

　考えた末にそう問い返した。相手がなにを考え、どんな目的で自分に接せつ触しよくしてきたのか──まずはそれを知らなければならない。

　すると、

「いろいろと尋ききたいことがあるのよ。どういうつもりでこんなことをしているのか、とか、どういう手段で『おまじない』を実行しているのか、とか。それで……まあ事情があろうとなかろうと、こんな真似まねはもうやめてもらうことになるわね」

　既すでに庵子が『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』であることを確信しているかのような口振り。

　──冗じよう談だんじゃない。

　彼女の言葉は一から十まで、到とう底てい聞き入れられないものだった。

　事情を話すのもごめんだし。手段をわざわざ教えるなんてできるはずがない。当然、この『おまじない』をやめるなんてもっての他。

「……どうして？」

　庵子は思わず問うた。

「どうして私の邪じや魔まをしようとするの」

　もちろん、頭の片かた隅すみでは理解していた。

　邪魔をする人が出てくるのは至極当然のことだ、と。

『硝子玉の魔女』──庵子のやっていることは、おまじないと呼べば聞こえはいいが、その実はただの呪詛。誰だれかを憎む人がいて、誰かに憎まれる人がいて、不幸になって欲しいという後ろ向きな願いとともに、この桜の木の下に呪じゆ詛そが埋うめられる。そして庵子はその呪詛を聞き届け、憎まれた相手をちょっとした不運な目に遭あわせてやる。

　もちろん命までは取らない。庵子の魔ま法ほう『秤にかける愛しい毒針インジエクシヨン・アツプダウン・シークエンス』は、そういう性質を持っていない。ただ相手の幸運を奪うばい、代わりに不運をもたらすだけのもの。が、不運とは時として人の一生を左右する。テストを前に怪け我がをしたり病気になったり、待ち合わせに寝ね坊ぼうしてしまったことで友情に亀き裂れつが入ったり──ほんの些さ細さいな不運で、人は簡単に不幸になる。憎しみや恨うらみを晴らす手伝いをするということは、そういうことなのだ。

　だから止めようとする者が現れるのは、自明のことだった。

　しかし、それでも庵子は納得できない。

　邪魔をされる理由などないと、そう思っている。

「どうして？　まさか正義感、だなんて言わないわよね……あなたも魔女ウイツチなんだから」

　そもそも魔女ウイツチは互いを殺し合う生き物であり、魔法とは殺し合いの手段である。『女王のための統合戦争』を望むにせよ望まないにせよ、そのさだめからは決して逃のがれられない。正義などという概がい念ねんからはもっともかけ離れた、真逆の存在だ。

　相手の魔女ウイツチは薄く目を伏ふせ、静かに答える。

「正義感、ではないわね」

「それとも、あなたの知り合いか友達が被害に遭いでもしたの？　だったら私よりも、その子を呪のろった相手に文句を言いなさいな。恨うらみを持つ人がいて、恨まれるようなことをした人がいて、私はその橋渡しをしているだけ。ただの因果応報よ。私がいなくても……いいえ、私がいなければ、恨みを自分で晴らそうとしてもっと不幸なことになっていたかもしれない」

「でしょうね。一理あるわ」

　相手は首しゆ肯こうした。薄く笑んだままの表情からは、感情が読めない。

「私のしていることなんて、他の魔女ウイツチがしていることに比べればなんてことはないわ。誰だれかを殺した訳でもない、別の魔女ウイツチと争う気もない。ただ、誰かの幸運を少しばかりもらっていくだけ。私が魔ま法ほうを使わなくたって、人には不運なんて幾いくらでも襲おそいかかってくる！」

　庵あん子こが必死に紡つむぐ釈しやく明めいの言葉はいつか、その魔女ウイツチよりもむしろ己おのれ自身を納得させるものへと変化していた──自分でも意識しないままに。

「そうだ……誰にも恨まれず悪いこともなにもしていないのに、どうしようもなく不幸な目に遭あってるような子だっている！　それに比べたら、私がちょっとばかり幸運を吸い取ったって、なんてことはないじゃない。どうせあいつらのほとんどは、普ふ通つうに暮らして普通に生きて、一時の不運なんてすぐに忘れて幸福な人生を送るんだからっ！」

　半なかば激高して叫ぶ。

　冗じよう談だんじゃない。止められてたまるものか。

　どういう目的があってのことかは知らないが、彼女の目的よりも庵子の目的の方が、ずっと大事に決まっているのだから──。

　ひとしきり喚わめいた庵子をじっと見み詰つめながら、和装の魔女ウイツチは静かに、

「そう」

　と、薄い溜ため息いきを吐ついた。

　そして──、

「なるほどね、よくわかったわ」

　続いた言葉で、庵子は自身の愚おろかさと、その女の恐おそろしさに気付かされる。

「『誰かの幸運を少しばかりもらっていく』……その言葉から察するに、あなたの魔法は他人の幸運を奪い取る能力、という訳ね。そして恐らくは、その奪うばった幸運を他の誰かに渡すこともできる。だってあなたは『どうしようもなく不幸な目に遭ってるような子』が気になっているようだから。つまりその子に幸運を渡すことが、あなたの目的」

「な……っ」

　冷たいものが背筋を這はった。

　彼女の言葉はすべて事実であり、なにからなにまでが図星だったからだ。

　庵子が尋きかれもしないことをぺらぺら喋しやべって自じ爆ばくしてしまったのだろうか？　違う、たぶん自爆させられたのだ。余よ裕ゆうめいた口調と威圧的な気配、加えて鋭するどい殺気でこちらを押さえ付け──そうしておいて不意に肯こう定てい的てきな態度を取ることでストレスの逃げ道を与え反論を促うながす。あとは反論の端はし々ばしから示し唆さを読み取り、推測し、答えを得るだけ。

　背後から突とつ然ぜん声を掛けられた時点で詰つんでいたのかもしれない。自分が単純な性格をしているというのも敗因かもしれないが、それにしたってぞっとするような手腕だ。

「……私を、殺すの？」

　戦せん慄りつに震ふるえる両足を抑おさえ、庵あん子こは声を低くした。

　絶望的な気分だった。仔し細さいを悟さとられてしまったからには、このまま逃にげ仰おおせるのも難しくなるだろう。ならば戦って殺すか──どうやって？　自分の魔ま法ほうの殺傷能力が低いことは、昨夜の戦いで証明済みではないか。

「言ったでしょう？　あなた次第よ。それにしても……あなた、どうやら他の魔女ウイツチが介かい入にゆうしてくる可能性についてはあまり考えていなかったようね。魔ま女じよ、だなんて単語も使うべきではなかった。その様子だとどこかの組織に所属している訳でもなさそうだし」

　まったく……と。

　呆あきれたようにそう呟つぶやくその女に、怒いかりが湧わいた。

　なにを偉そうに。優位に立ったと思ってこっちを下に見て、溜ため息いきなんて吐ついて。

「冗じよう談だんじゃないわ……ほんと、冗談じゃない」

　理り不ふ尽じんだと思った。感情が溢あふれた。

　だから思い付くままに、目の前の相手に向かって不満をまくしたてる。

「他の魔女ウイツチ？　言葉選び？　悪かったわね考えなしで。そうよ、私には仲間なんていないしアドバイスしてくれるようなお友達もいやしないわ。でも、だからって……せっかくこんな力があるんだから、使わない訳にはいかないじゃない！　それにどうせ使うんだったら、人に恨うらまれてるような奴やつの幸運を奪うばった方がいいに決まってる。だから噂うわさを流したのよ！」

　拳こぶしを握にぎり、牙きばを剝むく。

「なにが組織よ。あなたも『女王たちの統合戦争』とかいうあれを楽しんでいるクチなの？　ふざけないで。私はあんなものに興味はないのに。組織とかいうのにも興味はないのに。ただこっそりおまじないで幸運を集められればそれでいいのに、どうして放っておいてくれないのよ。あなたといい昨日のあいつらといい……どいつもこいつも、どうして！」

　激情に駆かられる一方で、庵子はどうすれば助かるかを必死に考えていた。

　必死で逃げて身を隠かくすか。幸い、こちらの身み許もとは雉き子じ野の中の生徒だというくらいしかバレてはいないはず。だったら二度と登校しなければいい話だ。

　或あるいは土下座して許しを乞こうか。靴くつを舐なめて平へい伏ふくし仲間にしてもらい、彼女が統合戦争で勝ち抜ぬく手伝いでもするか。自分の魔法は戦いの補助になるはずだ。

　屈くつ辱じよくを受けるのは構いやしない。使いっ走りにだってなってやる。

　ただ、この『おまじない』を──幸運集めをやめることだけは、できない。生きて、なんとしてでも生きて、続けなければならないのだ。

　だが、その時。

「ちょっと待って。今、なんて？」

　相手の魔女ウイツチが不意に、庵あん子この予想していなかった反応をした。

　それは驚き。そして焦しよう燥そう。

　さっきまでの余よ裕ゆうめいた態度が噓うそのように、彼女は気色ばんでいる。

「『昨日のあいつら』ってどういうこと？　あなたまさか、私よりも前に他の魔女ウイツチと」

　それになにか不都合があるのだろうか。

　怪け訝げんに思いながら庵子は吐はき捨てた。

「ええ、あいつらの方があんたよりもひと足早かったわ。確か『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』とか名乗ってた。どうせあなたも似たような集まりに所属してるんでしょう？」

「『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』ですって？　……よりによって」

　次いで彼女が浮かべたのは深刻な表情。

　不安にさせるための演技だろうか。それとも本当に、庵子がまずい状じよう況きようにあるのだろうか。

「……私としては正直、あんたの方がよっぽど恐こわかったんだけど」

「あなた、その人たちになにを言われてなにをされたの？　あなたはそれにどう返したの」

　数秒ほど逡しゆん巡じゆんし、正直に事実を話すことにした。

　昨夜、埋うめられたおまじないを掘ほり返しにきた帰りに四人の魔女ウイツチたちと出くわしたこと。

　庵子が『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』であることを知り、いきなり襲おそいかかってきたこと。

　その際に「実力を見せろ」などと言われ、四人のうちのひとりと戦せん闘とうになったこと。

　市街地で交戦し、そいつを打ち負かして逃げたこと──。

　話を聞き終わると、和装姿の魔女ウイツチは懊おう悩のうの色も濃く眉まゆをひそめた。

「まずいことになっているかもしれないわね」

　もはや殺気はない。それどころかむしろ、庵子のことを気き遣づかっているようですらある。

「……どういうことよ」

「知らなかったのだから仕方ないわ」

　気の毒そうな視線で、彼女は告げた。

「『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』──『バーバ・ヤーガ』って呼ばれるたったひとりのリーダーに忠誠を誓ちかい、彼女を女王にするため動いている組織よ。当然『女王のための統合戦争』に対しても熱心だっていうわ。好戦的で狂信的、ともね。私はまだ接せつ触しよくしたことはないけれど、要するに危ない人たちなの。……たぶん、あなたが考えているよりもずっと」

「っ……そんなのがどうして私なんかに絡からんでくるのよ」

「『実力を見せろ』って言われたんだとしたら、勧誘するためでしょうね。あの組織はうちと比べて絶対数が少ないから。なのにあなたは反はん抗こうして、しかも戦って逃げた」

　目の前にいるこの魔女ウイツチの言葉を、鵜う吞のみにしてもいいものだろうか。

　信頼に足る人物だとはとても思えない。が、庵あん子こにはそもそも魔女ウイツチの知り合いが皆かい無むなのだ。体現者マスコツトである『ハイレン』も、当然ながら魔女ウイツチのコミュニティや勢力図についての知識はなかった。どんなに胡う乱ろんな相手であろうとも、情報をくれるのであればありがたい。きっと噓うそだと断じるよりは、素直に聞くのが賢かしこい選せん択たくだろう。

　だから率直に問うた。

「敵に回しちゃったってこと？　私はこれからしつこく追い回されるの？」

「私は彼女たちじゃないから、はっきりしたことはわからないわ。だからここから先は、私の推測でしかない……それでもいいかしら？」

　続きを促うながすと、彼女は憂うれいを帯びた表情で頷うなずいた。

「あなたが彼女たちの仲間になることを拒こばむのなら、たぶん対策はふたつ。ひとつは、言うことを聞かない敵として処理する。そしてもうひとつは、あなたの意志なんて関係なく、無理矢理にでも仲間に引き込む。洗脳や催さい眠みんの魔ま法ほうを使う魔女ウイツチが向こうにいる場合は簡単なことよ。あと、この可能性は低いでしょうけど──人質という手段もあるかもしれない」

「な、……っ」

　それは──。

　庵子にとって、想像し得る限り最悪のものだった。

「人質なんて……冗じよう談だんじゃないわ」

「ええ、普ふ通つうはしない。魔女ウイツチ同士の戦いで身内を巻き込むのは暗あん黙もくのタブーになっているから。やられたらやり返されるのがわかっているものね。でも、タブーとは関係なしに……あなた、たぶんもう身み許もとを調べられているわ。『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』のことを聞きつけて接せつ触しよくしてきたということは、相手にはこの学校の生徒がいるということよ。顔、見られているんでしょう？　クラスの集合写真を全校生徒分洗えば、すぐにあなたに行き着くわ」

「あ……」

　予想していなかったことに、唇くちびるがわなないて返事ができない。

　確かに顔を見られている。見られてしまっている。

「職員室から住所録を盗み出すのは容易いわ。学校の金庫にはそれ以上の情報もあるはずよ。たとえば家族構成とか、家庭の状じよう況きようとか。あなたに弱みがあるのなら、すぐに摑つかまれる」

「わ、……わた、し……」

　こっちは目立たないただのいち生徒で、だからすぐには特定できやしないと高を括っていた。充分に警けい戒かいしていれば諦あきらめてくれるかも、なんて。

　そして──自分が特定される可能性は考えても、彼女の存在までもが知られそちらに累が及およぶかもしれないなど、想像だにしていなかった。

　甘すぎる。愚おろかという他ない。

「幾いくら暗黙のタブーといっても、踏ふみ越えてくる人は必ずいるわ。安全の保証はできない」

「どう、しよう……」

　──どうすれば。

　庵あん子こは完全に狼ろう狽ばいしていた。

　もはや、こいつの言葉を信じるとか信じないとかではない。彼女が提示したのは起こり得るかもしれない事実そのものだった。庵子の心を苛さいなむには充分だ。

「ねえ『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』さん」

　呼び掛けに対して顔を上げる。

　相手はあくまでおっとりした調子で庵子の目の前に立っていた。さっきまではそれが威圧的で恐おそろしかったのに、何故なぜだろう──今は何故か、妙みように頼もしく思える。

「あなたが魔ま法ほうで不幸を振りまいていたのは、誰だれか大事な人のためなんでしょう？　その人は今、安全なところにいるの？　もし心配ならこんなところで吞のん気きにしている場合じゃないわ。急いだ方がいい。私も協力できることがあるならお手伝いするから」

「なんで、そんな」

　問い掛けた庵子に、彼女は目を伏ふせ、笑った。

「あんなふうに脅おどしておいて虫のいい話かもしれないわね。でも私は、別にあなたの敵という訳ではないのよ。できるなら、まずはあなたのことを知りたいと思うわ。どうしてあんな『おまじない』を実行しているのか。守りたい大事な人はいったい誰なのか──そういうのを踏まえてみんなで考えれば、誰も不幸にならずに済む道が、ひょっとしたら見付かるかもしれない。それが見付かるなら、私たちはそれでいいのよ」

「誰も不幸にならずに済む道……？」

　正直なところ、甘っちょろいことを言っているなと思う。

　そんな夢物語、ありはしない。

　幸運と不運は天てん秤びんの右と左。片方が下がれば片方が上がる。誰かが幸運な目に遭あえば誰かが不幸な目に遭い、一生を幸運に過ごす者がいる代わりに不運を背負って一生を終える者がいる。つまり幸不幸というものは、世界全体で見れば総量バランスが取れているのに分配された結果は理り不ふ尽じんなまでに不公平で不平等なもの──運を吸い取る魔法を使う庵子だからこそ、誰よりも身に沁しみている。

　だが、庵子がこれまでずっと戦ってきたのは、まさにその理不尽な現実なのだ。そして今、『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の魔女ウイツチたちが庵子の平へい穏おんと日常を脅おびやかそうとしているのもまた現実。だったら、甘っちょろい理想を唱えるこの魔女ウイツチに、頼ってみてもいいかもしれない。

「わかった。信じる」

　頷うなずくと、和装の魔女ウイツチは笑みを消して、緊きん迫ぱくした口調で言った。

「すぐにでも動きましょう。今夜、今この時に敵が動いていない保証なんてどこにもないの。こういうのは一刻を争うのよ。……現に私たちも、あと一日早くあなたに接せつ触しよくできていたら間に合っていたことが幾いくつかあったんだから」

　軽い皮肉ではあったが、厭いや味みはない。その通りだと思った。

　だから庵あん子こは彼女を促うながし、桜の木に背を向ける。

　気は急せいていた。今こうしている時にも、奴やつらはあの子に魔の手を伸ばしているかもしれない。だから身体からだを沈め、並木道を一目散に駆かけ始めた。
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　薬品の匂においと静せい寂じやくが絡からみ合っている。

　そこに夜の闇やみが相まって、空気はまるで澱よどんだ泥どろのように重い。

　市内の中央に位置する、関せき総合病院──午後十一時過ぎだった。

　一階のロビーには灯りが点ついて、夜勤の看かん護ご師しが待機している。だが二階より上、つまり病室は既すでに消灯時刻を過ぎ、人の活動する気配はない。時折、眠れない者が外の空気を吸おうと出てきたりもするが、弱々しかったり遠えん慮りよしがちだったりで、廊ろう下かに響ひびく小さな足音は昏くらい静寂に吸い込まれ、無音をより引き立たせることしかしなかった。

　そしてそんな中、五階にある病室のひとつに、異変が起きていた。

　闖ちん入にゆう者しやである。

　そいつは廊下からではなく、窓から入ってきた。

　けたたましい音を撒まき散らしながら鍵かぎのかかった硝子ガラス窓まどを叩たたき割り、室内に着地する足音もまるで無遠慮。病室どころかその階の静寂を破るには充分な物音だった。だが、物音に対して飛び起きる者も、何事かとナースコールを押す者もいない。病室の主あるじすらもが、ベッドの足あし許もとに硝子の破片が散らばっているにも拘かかわらず寝息をたてていた。まるでなにごともなかったかのように──誰にも聞こえなかったかのように、周囲は再び静寂に包まれる。

「は」

　砕くだけた窓を潜くぐってリノリウムの床ゆかに着地した人ひと影かげが、苛いら立だったように鼻で笑った。

「ったく辛しん気きくせえな、病院ってのは」

　少女の声。暗くら闇やみの中浮かび上がるシルエットは、異装──つまり、魔女ウイツチである。

　濃紺のヴェールとワンピースで包まれた、修道服を模した装しよう束ぞくだった。胸むな許もとが大きく開きスカートにスリットの入ったデザインは、仕えるべき神を小馬鹿にしているかのよう。

「せっかくだから、俺おれが風通しをよくしてやったぜ？」

　男のような口調もまた、清せい楚そを旨むねとする修道女からはかけ離れていた。

　魔女ウイツチの寄り合い『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』に所属する魔女ウイツチ──十とお部べ御み崎さきである。

「……にしても、この部屋で合ってんのか？」

　御崎は唇くちびるの端はしを獰どう猛もうに歪ゆがめながら、ベッドに眠っている病人を見下ろした。

　幼い少女だ。

　確か十歳かそこらのはずだが、同年代と比べてずっと小こ柄がらで瘦やせていた。頰ほおも瘦こけていかにも不健康そう。長い闘とう病びよう生活を送っているそうだから当然といえば当然か。

　顔をしかめて辺あたりを見回し、ベッドの枕まくら元もとに視線を止める。ナースコールボタンの横に患かん者じやの名前が書かれてあった。闇やみの中、魔女ウイツチの視力はそれを難なく読む。

『桐きり島しま楼ろう子こ』──。

「お、合ってた合ってた」

　窓を破って入ってきた者が枕元に立っているにも拘かかわらず、すやすやとした寝ね息いきは実に穏おだやか。どんな夢を見ているのだろう。幸せな夢か、不幸な夢か。

　どちらでも知ったことか、と御み崎さきは思った。

　魔女ウイツチは普ふ通つうの人間には決して知覚できない。それは夢の中であっても同じこと。

「なんにせよ、眠ったまま楽に死ねるとは思うなよ？」

　右手には、いつの間にか剣の柄つかが握にぎられている。

　赤黒い刀身の、諸もろ刃は剣けんだ。先せん端たんの左右に別の刃が突つき出した、逆十時の形状。それは十とお部べ御崎の魔ま法ほうであり、名を『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』といった。

　御崎は剣を、両手で逆さに持ち替えた。

　そうしてまるで断頭台のように、逆十時の先端を楼子の首筋に宛あてがう。

「ま、恨うらむんならお前の姉貴を……桐島庵あん子この野郎を恨むんだな」

　贖しよく罪ざいにも懺ざん悔げにもほど遠い罵ば倒とうを、修道服を纏まとった魔女ウイツチの唇くちびるが吐はき捨てる。

　しかし、剣先がそのまま下ろされようとした直前──。

「なにをしている」

　唐とう突とつに、だった。

　咎とがめる声が病室の隅すみから響ひびき、御崎を大きく動どう揺ようさせる。

「……っ!?」

　反射的に剣を引き、一歩を飛とび退のく。飛び退いてしまった。いきなりのことに驚いたのもあるが、なにより──声とともに発せられたまるで獰どう猛もうな蛇へびのようなおぞましい殺気が、御崎の本能を脅おびやかしたのだ。一いつ瞬しゆん、殺されたのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどに。

「な、誰だれだてめえ！」

　だが御崎はすぐにその恐きよう怖ふを怒ど号ごうで塗ぬり潰つぶす。

　暗くら闇やみに目を凝こらし睨にらみ付けると、声の主の姿が茫ぼうと浮かんできた。

　偉そうな態度で、脚あしを組みパイプ椅子に腰掛けている。

「『誰だ』？　ふざけたことを言うな。それはこっちの科白せりふだよ、侵しん入にゆう者しや」

　御崎の姿を認識しているのだから当然というべきか──そいつも、魔女ウイツチだった。

　標的である桐島楼子と同じくらいか。つまり歳の頃ころは十かそこら。幼い。だが、纏っている雰ふん囲い気きはどこか異様だった。

　日本人とは思えない金色の髪、異様に白い肌はだ、幼いながらに端たん正せいな目鼻立ち。人形のような造形をしていながら、目の下にある濃い隈くまが美しさを空そら恐おそろしさに変えている。

　装しよう束ぞくは、彼女の金髪に合わせたような黄色だった。

　モチーフは一見してわかる。揚あげ羽は蝶ちよう、だ。

　上半身を覆おおうブラウスも、蝶の羽根を模して大きく膨ふくらんだスカートも、黄色を彩いろどる黒い縞しま地じ。裾すそには赤と青のスポット模様が点在し、揚羽の印象を際立たせている。

　幼い肢し体たいと相まって、まるでメルヘンの世界から出てきたようだ。魔ま女じよというよりも子供向けアニメの魔ま法ほう少女か──ただし、病的で攻こう撃げき的な目付きと得え体たいの知れない蛇へびのような殺気が、すべてを台無しにしているが。

　ただ、御み崎さきは彼女に対し、おぞましさよりもむしろ嘲あざけりを覚えた。

　それは彼女の危機察知能力が低いせいではなく、生来の性格──蛮ばん勇ゆうによるものだ。十とお部べ御崎はなにものにも怖おじない。たとえ内心で恐きよう怖ふを抱いだいても、行動の指針には決してしない。

　だから、こう思った。

　ガキじゃねえか、と。

　鼻を鳴らし、少女に牙きばを剝むいて吐はき捨てる。

「あん？　いいから俺おれの質問に答えろよ、ガキ。てめえは誰だれだ？」

　凄すごんでみせたのに少女はまったく怯ひるまず、それどころか冷笑した。

「バカみたいに大きな音をたてて入ってきただけあるね。頭の悪い受け答えしかできないらしい。信しん仰こうと一いつ緒しよに知性まで神様のところに忘れてきたの？」

「口が随ずい分ぶんと回るみてーだが、歳上への態度がなってねえよ。いいから答えろってんだ！」

　まどろっこしい遣やり取りは嫌きらいだ。苛いら々いらしてきた。

　だから、まくしたてる。

「誰だてめえは、どうして俺の邪じや魔まをしようとする？　『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の仲間か？　だったら殺してやるから今すぐ首を出せ。……それともまさか『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の奴やつか？　茉まつ莉りに頼まれて俺を止めに来たってんじゃねえだろうな。そんならさっさと帰って茉莉に言っときな。この妹を殺して拠より所どころをなくしちまった方が手っ取り早い、ってな」

　これでこいつも自分の身み許もとを明らかにするだろう──そう思った御崎に、

「……凄いね、お前」

　少女は何故なぜか、感かん嘆たんして目を見開いた。

「筋金入りのバカだ。恐れ入る。教えてくれてありがとう。お前のことはだいたいわかった」

　どうやら相手は、今の言葉からこちらのことを推察したらしい。

「ち……小こ賢ざかしいガキだな。うっぜえんだよ、ホント」

　が、御崎にしてみればそんなことはどうだっていいのだ。

　こちらの身み許もとや目的がバレてしまおうが、一切合切関係ないし問題ない。何故なぜならば自分が桐きり島しま楼ろう子こを殺すのはもはや覆くつがえらない決定事項だからだ。問題は、この魔女ウイツチが自分の邪じや魔まをするかどうか。だから誰すい何かを問うただけ。答えないであれば答えないで、

「ま、てめえが誰だれかもどうだっていいな」

　殺せば──それで済むだけの話。

『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の仲間であれば生かしておく理由はない。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』からの手の者であっても同じ。追い返すよりは殺してしまった方がいいだろう。

　そもそも、楼子を殺しにきたのは御み崎さきの独断専行である。露ろ見けんすれば咎とがめられるのは自明だった。だが目もく撃げき者しやを消せばすべては闇やみの中。茉まつ莉りと組織にはそ知らぬ振りでしらを切ればいい。『硝子玉の魔女』は呪のろい請うけ負おい人にんみたいなことをしていたというし、ならばあいつに恨うらみを持っている者もいるはずで、復ふく讐しゆうとして妹が殺されたとしても別に不自然ではない。

　殺すと決めた瞬しゆん間かん、御崎はその意志を行動に移した。

　開始の合図もなく閧ときの声もなく、無音で少女へと飛び掛かる。

　一直線に疾しつ駆く。剣──『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』を、少女の胸へと突つき出す。

「……っ！」

　忌いま々いましいことに、相手は反応を見せた。

　咄とつ嗟さに身を躱かわして横に飛ぶ。が、椅い子すに座っていたせいで完全に避よけるとまではいかない。四角い刃の先せん端たんが、揚あげ羽は模様に彩いろどられたドレスの袖そでごと敵の腕を浅く抉えぐった。

　少女は間合いの外に逃げ、距離を取ってから刺された傷を一いち瞥べつし眉まゆをしかめる。

　薄うすく笑み、言った。

「褒ほめてあげるよ。速い。そして迷いがない。ただ動きは雑だね。もっと洗練されていれば、胸くらいは刺せたかもしれない」

「雑、か。仲間にも言われんだよな、それ」

　だが御崎は余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。

　何故なら、

「まあ、問題ねえ。昨日と違って、まったく問題ねえ。何故なら俺おれの攻こう撃げきは当たったからな。意味がわかるか？　俺の魔ま法ほうは、そういうもんなんだよ！」

　腕を刺した時点で、御崎は王手を掛けたに等しいのだから。

　剣の柄つかを強く握にぎり、念を込める。

「『ドグ・ノ』、お前の罪科を俺にくれ」

　魔法の名を自らの名の下に詠えい唱しようする。

「十とお部べ御崎に集って暴れろ……『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』！」

　逆十時の剣が、紅い刀身の表面を薄く輝かがやかせた。

　直後。

「あ。く……が！」

　揚あげ羽はの魔女ウイツチが、胸を押さえて苦く悶もんの表情を浮かべ、身を捩よじらせ始める。

　ひゅうひゅうと息が荒い。顔色も蒼そう白はく、唇くちびるも震ふるえている。

「どうよ。そいつが俺おれの魔ま法ほう『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』だ」

　裂さけた憑ひよう依い装しよう束ぞくの下から覗のぞく切り傷が、『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』の輝かがやきに同調して仄ほの赤あかく発光している。傷口を媒ばい介かいにして魔ま力りよくを送り込んでいるのだ。

　苦しそうに自身の胸を摑つかむ少女を見下ろし、言った。

「へえ……お前、心臓の病気でもあったのか？」

　そう。御み崎さきの魔法は至って単純だ。

　過去の病や傷を掘ほり起こし──再発させる。

「な、く……これ、は……」

　敵は驚おどろきに目を見開く。黄色いブラウスに赤黒い血の染みが広がっていた。次は手術の傷でも開いたか。やはり心臓の病気というのはビンゴだったらしい。

「それがお前の一番重い傷、だ。でもってこっから先は悲ひ惨さんだぜ？　小さな傷もこれからどんどん開いていく。転んで擦すりむいた膝ひざ小こ僧ぞうやら、カッターで切った指先やら……思い返してみろよ。お前、どんな怪け我がをして今まで生きてきた？」

　一度攻こう撃げきが当たりさえすれば魔法は発現し、徐じよ々じよに全身へ広がっていく。そして、生まれてから今まで怪我や病気を一切したことのない人間などいない。つまり相手はこれから先、なにもしなくともどんどん傷を負い血を流し、弱っていくのだ。

　苦しむ少女へ歩み寄りながら、嘲ちよう笑しようする。

「ま、俺にはまだやることが残ってんだ。時間かけていたぶっても仕方ねえしな。さっさと楽にしてやらあ。……ガキのくせに歳とし上うえに逆らうからそうなるんだよ」

　止とどめを刺すべく、刃を掲かかげた。

　ところが──そこで御崎は、眉まゆをひそめる。

　既すでに重傷で虫の息なはずの少女が、

「なる、ほど。かすりでもすれば終わりなタイプ……希き亜あのと、似たような魔法ね」

　踞うずくまりながらも、唇に薄い笑みを浮かべていたのだ。

「きあ？　なにを言って……」

　怪け訝げんな顔は、直後、驚きよう愕がくの表情へと変化した。

「でも残念ながら、私は終わらない」

「な……っ!?」

　まるでなにごともなかったかのように、彼女はゆらりと立ち上がる。

　気付けば、青ざめていた唇は既に赤く、苦悶の表情などもはやない。胸に広がっていた血の染みも刃で突ついた腕の傷口も、すべてが綺き麗れいさっぱり──元通りに消えていた。

「バカな」

　あり得ないことだ。

　御み崎さきの魔ま法ほうによって開く古傷の速度は、魔女ウイツチの回復力を凌りよう駕がする。どんな強い魔ま力りよくを持つ魔女ウイツチであっても、開胸手術の傷や心臓の病を瞬しゆん時じに癒いやせる訳がない。

　おまけに最初に付けた腕の傷までも治るなんて──あれは、剣からの魔力を対象の身体からだに送り込み魔法を発現させるための、言わばパスゲートだった。それが消えるということは、御崎の魔力が遮しや断だんされ魔法そのものが無効化されたことを意味している。

　つまりこれは、治ち癒ゆ力りよくとはまったく別のなにか。

「てめえ、どういうことだっ！」

　狼ろう狽ばいの気持ちはある。しかし御崎の蛮ばん勇ゆうさは、退たい避ひではなく攻こう撃げきを選せん択たくした。

　掲かかげていた刃を再び、裂れつ帛ぱくとともに振り下ろす。

「さあね」

　少女は嘲ちよう弄ろうし、ほんのわずかに身を捩よじった。

　たったそれだけの動作で、攻撃は空くうを切る。刀身はなにも捉とらえず床ゆかに叩たたき付けられた。まるで武術の達人がするような、最小限の動作による流りゆう麗れいな回かい避ひだった。

「ちいっ！」

　魔力によって強化された筋力で無理矢理に刃を持ち上げる。そのまま横よこ薙なぎによる一いつ閃せん。

　今度も無む駄だだった。

　御崎からは、少し顎あごを上げて身体を引いただけ、に見えた。回避行動とすら思えなかった。なのに刃は当たらない。装しよう束ぞくの端はしを引っ掛けもしない。

「っざけんな、このおっ！」

　間を置かずに連れん撃げき。薙ぎから袈け裟さ掛がけ、斬きり上げ、突き。少女はそれに合わせて半はん身みになり、一歩を退き、首を傾かしげる。そしてすべての攻こう撃げきはただの素振りへと堕だす。

「『…………』、お前の罪科で…………。関せき栞しおりに、……て……」

　攻撃を避よけつつ、少女がなにごとかを呟つぶやいていた。

　怒いかりで激高していた御崎には、よく聞こえない。ただ言葉の端はし々ばしから断片的に、詠えい唱しようか、と身構えた。果たしてそれは当たっていた。

「……『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』」

　魔法名とともに、彼女の腕の中に武器が顕けん現げんする。

　死神が持っているような大おお鎌がま、だった。シルエットからは少なくともそう見えた。

　ただし本当に『大鎌』かどうかは、疑わしい。

　金属質の柄つかから伸びる三日月状の刀身には刃というものがなかった。鍛きたえた鉄ですらなかった──歯車だった。大小様々な歯車が寄り集まり複雑に絡からまって、三日月の形になっているのだ。それらはぎちぎちと回りながら厭いやな音をたてている。まるで、骨が軋きしむように。



「なんだ、そりゃあ……？」

　さしもの御み崎さきも、呆ぼう然ぜんとした。

　胸の奥おくに厭いやな感情があった。その感情は──鼓こ動どうを耳みみ障ざわりにさせ背筋を寒くさせ、身体からだを震ふるえさせる──つまり恐怖と呼ばれるものだ。

　御崎の魔ま法ほうを無効化し、あっという間に塞ふさがった傷口。

　攻こう撃げきに合わせて見せた、熟練した達人もかくやというほどの流りゆう麗れいで無む駄だのない動き。

　そして今、彼女が掲かかげている、異様としか言いようのない歯車でできた大おお鎌がま──。

　こいつにまつわるすべての得体が知れない。得体が知れないことが怖こわい。勝てないかもしれない。勝てなかったらどうなる？　自分はどうすればいい？　どうすれば──、

「ふざ、っけんな……よ」

　御崎は剣の柄つかを握にぎる指に力を込め、唇くちびるを強く咬かんだ。

　皮ひ膚ふを咬み破り血が滲にじむ。口内に広がる鉄てつ錆さびの匂においと吐はき気けを催もよおす味。痛みと不快感によって怒いかりを増幅させる。胸中に生まれて育ちつつあった恐きよう怖ふを、無理矢理に塗ぬり潰つぶす。

　そうだ。

　怯おびえてたまるか。

　恐怖で足が竦すくむなど、この十とお部べ御崎には似合わないしあってはならない。

　相手がどんな力を持っていようと関係ない。殺す。戦って殺す。それが俺おれのやり方だ。十部御み崎さきの有り様だ。恐こわがる暇ひまがあるのなら、ひと太刀たちでも多く剣を振れ──！

「ら、ああああああああっ！」

　雄お叫たけびをあげ、御崎は揚あげ羽はの魔女ウイツチへと斬きり掛かった。

　間合いに飛び込んで連れん撃げき。さっきよりも速く、さっきよりも多く、さっきよりも鋭するどく、さっきよりも精確に。激げつ昂こうした感情を集中力に変えて、まるで暴風雨のように。

　だが、

「ふん」

　相対する幼い魔女ウイツチは御崎の剣けん閃せんをことごとく躱かわしながら、睥へい睨げいして鼻を鳴らした。

「お前が暴れるしか能のない、頭の悪い狂犬だっていうのは理解したよ。本来、犬ころは適当にあしらって蹴け飛とばすのがお似合いだ。でもね……」

　自分を襲おそっている斬ざん撃げきたちなどまるでないもののように──舞ぶ踏とうのように回かい避ひしながら鎌かまを掲かかげ、御崎を睨にらみ付ける。

　病んで飢うえて獰どう猛もうになった蛇へびのような、おぞましい殺気を放ちながら。

「お前のしようとしたことに、私はとても怒ってるの」

　そして──。

　剣を振り下ろすのに合わせて間合いを一気に詰つめられ、耳みみ許もとで囁ささやかれたひと言によって。

　御崎は今度こそ、怒いかりでは塗ぬり潰つぶせないほどの恐きよう怖ふを自覚する。

「犬ころ、お前はやりすぎた」

「……っ」

　足が竦すくみ、身体からだが硬こう直ちよくした。それが決定的な隙すきだった。

　幼い魔女ウイツチが、歯車で構成された歪いびつな大おお鎌がまを振るう。

　鋭さなどない、刃物というより鈍どん器きと呼ぶに相応ふさわしい形状であるにも拘かかわらず、それは御崎の右腕をあっさりと──肩口から切断する。

　どちゃ、と。

　自らの腕がリノリウムの床ゆかに落下する音は、やけに間延びして聞こえた。

「え……？」

　痛みはない。まだ、ない。ただ熱い。切断面が発火しているようだ。そして圧倒的な喪そう失しつ感かんがあった。自分の肉体の一部が喪うしなわれたことに対する、本能的な絶望だった。

　もちろん、魔ま力りよくで強化された魔女ウイツチの肉体は本来、その程度の負傷などものともしない。切り落とされた手足は再び拾って繫つなぎ合わせれば元通りになる。歴戦をくぐり抜ぬけた魔女ウイツチであるならば、手足の一本や二本では動どう揺ようしない。

　だが御崎に戦せん闘とう経験は乏とぼしかった。もう、そんなふうに考えられる余よ裕ゆうはなかった。腕をもがれたという事実をただの負傷と片付けるほどの精神力は、備わっていなかった。

「あ……あ」

　歯車の大おお鎌がまが再び振りかぶられる。今度は首筋を狙ねらう軌き道どう。

　御み崎さきは思わず目を瞑つむった。

　もうダメだ、と思った。死にたくない、助かりたいと願った。後ろ向きな思いは蛮ばん勇ゆうを自身の拠より所どころとする十とお部べ御崎にとって最悪の屈くつ辱じよくであったが──同時に、これが生死を分けた。

　大鎌が御崎の首を落とそうとする、その直前。

　御崎でも揚あげ羽はの魔女ウイツチのものでもない、若い少女の絶叫が聞こえた。

「……楼ろう子こ！　楼子っ!!」

　窓の外、おそらく中庭からだろう。

　この病室で寝ね息いきをたてている少女──桐きり島しま楼子の名を呼ぶ声だ。

　夜を切り裂さかんばかりの悲痛。抑おさえることができずにたまらず叫んだ、といったふう。聞いているだけで胸が痛くなるような痛ましさだったが、御崎にとっては僥ぎよう倖こうそのものだった。

　声に反応して、大鎌が一いつ瞬しゆんだけ動きを止めたのだ。

　御崎は機を逃のがさなかった。

　剣を消し、驚おどろいたような顔をしている敵を一いち瞥べつだにせず、割れた窓から身を投げる。戦うためではなく助かるため──つまり、逃走するため。

　もしいつものように怒いかりに駆かられていたら、しめたとばかりに攻こう撃げきに転じてあえなく返り討ちに遭あっていただろう。皮肉にも我が折れたことで、御崎は命を拾ったのだ。だが一方で恐怖に突つき動かされたことは、切り落とされた腕を捨てて行く結果となってしまった。

　もちろん、今の彼女には後こう悔かいする暇ひまも熟考する余よ裕ゆうもない。

　窓から飛び降りた先に、人ひと影かげがふたつある。

　ひとりは見知らぬ顔。片目にばっさりかかった長い赤毛の、着物のような憑ひよう依い装しよう束ぞくの女。

　もうひとりは知った顔。昨夜交戦してしてやられた相手であり、さっきまで殺すつもりだった桐島楼子の姉──桐島庵あん子こだった。

「っ、あんたは……！」

　庵子が愕がく然ぜんと目を見開いているが、無視した。隣となりの魔女ウイツチが目を細めて殺気を鋭するどくしたからだ。下手へたに刺激して追い掛けられてはたまらない。御崎は彼女たちに背を向けて、病院の中庭、茂しげみの中へ逃走する。切り落とされた右腕の傷は今いま頃ごろになって気を失いそうになるほどの痛みを発し始めた。それでも歯を喰くい縛しばり、疾しつ走そうする速度は緩ゆるめなかった。
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　五階にある病室の窓が割れている。

　そこから飛び降りてきた修道服姿の魔女ウイツチは、こちらを一瞥しただけで顔を背け、凄すさまじい速度で走り去っていった。『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』桐島庵子は、妹の名を呼ぶことも忘れて驚きよう愕がくの表情を浮かべている。そして関せき耶や麻ま音ねは、彼女たちを後しり目めにひとり目を細めていた。

　あの修道服姿の魔女ウイツチは片腕をもがれていた。血も生々しく、古い傷ではない。つまり何者かと戦った証しよう拠こだ。では、誰だれと戦ったのか？

　その答えはもう、耶麻音にはわかっていた。

　この病院を根城にする魔女ウイツチが、ひとりいる。

　生まれつき心臓の病を抱かかえていた娘だ。病のせいか愛した女の産んだ子であるせいか、父親によって過保護なほど大事にされ、この関総合病院の一画で、病が治った後も療りよう養よう生活とも引きこもりともつかない暮らしをしている子──。

　庵あん子この妹である楼ろう子こは、ここにもう半年以上も入院しているという。だとしたら、年ねん齢れいも同じくらいである彼女たちが顔見知りである可能性は確かに高かった。

　病室の窓から慌あわてたように顔を出す人ひと影かげがある。獲え物ものが逃げたのを追い掛けようと、窓から身を乗り出し、飛び降りようとしている。

　中庭に立つ自分たちと、彼女の目が合った。

　西洋の血が入った、人形のような碧へき眼がんが見開かれる。

　最初に声をあげたのは、桐きり島しま庵子だった。

「栞しおり……ちゃん？　そんな、あなたも……」

　名を呼ばれた、揚あげ羽はの装しよう束ぞくを纏まとった魔女ウイツチ──関栞は、眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

「庵子さん？　……っ、やっぱり私が見えるのか」

　それからこっちを見て、厭けん忌き混じりの、けれど居心地の悪そうな顔をした。

「ヤマ姉……」

「説明してもらいましょうか、栞」

　だから耶麻音は肩を竦すくめつつ、腹違いの妹を見上げ、溜ため息いきを吐つく。

「あなた、この『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』さんと、どうやら顔見知りみたいだから」
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　深夜近くになって飛び込んできた報しらせに、早さわ良ら坂ざか蓮れんは正直、困こん惑わくした。

　関せき耶や麻ま音ねからの連絡だった。曰いわく、『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』と接せつ触しよくした。直接話をしたい。できれば今すぐに来て欲しい。場所は関総合病院──。

　もはやバスも出ていない時間帯の呼び出しだ。

　とはいえ、望まぬ召しよう集しゆうかと言われれば首を横に振る。

　蓮も水みず奈なも、耶麻音が『硝子玉の魔女』を捕つかまえるのを待っていたのだから──まさか今夜のうちに成功するとは思っていなかっただけで。

　タクシーを呼び、ふたりは家を出た。

　水奈の母親のことが少し心配ではあった。彼女はまだ仕事から帰ってきておらず、そうなると自分たちと入れ違いで帰宅してくる可能性が高い。こんな夜中に子供ふたりが外出してしまっていることが知れれば、さすがに激げき怒どするだろう。

　ふたりとも既すでに寝ていると勘かん違ちがいしてそのまま眠ってくれることを祈いのるしかない。もし気付かれたら携けい帯たいに連絡が来るだろうから、その時はその時で言い訳を考えるとしよう。

　タクシーの運転手は子供ふたりの乗車に訝いぶかしんでいたが、行き先を告げると家族が緊きん急きゆう入院でもしたのかと勘違いし、黙だまって送り届けてくれた。

　そうして、耶麻音からの連絡を受けてから二十分ほど──。

　蓮と水奈は、関総合病院へと辿たどり着く。

　出迎えたのは耶麻音。裏口から通され、エレベーターで四階へと向かう。

　四階には病びよう棟とうがない。職員たちが使用している事務階だ。ただし、専用の居住部屋を与えられた住人がひとりだけいる──蓮たちも何度か、彼女へ会いに来たことがあった。

　十二帖じようのリビングは絨じゆう毯たん敷じきで、高価そうな家具たちで飾かざられている。隅すみにはパソコンデスクと大きなデスクトップ、テーブルには無造作に投げ置かれたタブレット端たん末まつ。本ほん棚だなにはずらりと洋書やハードカバーが納められ、趣しゆ味みのものと思われるぬいぐるみがその脇わきに並んでいた。ドアの向こうには八帖の寝室に、専用のシャワー室やトイレも完備されているはず。

　つまり、金持ちの親が金と権力に任せて自分の経営する病院内に作らせた、愛まな娘むすめの専用部屋という訳だ。そして愛娘の名前は関栞しおりという。

　だが──さしもの蓮も、栞がこの件に絡からんでいるとは思わなかった。関総合病院に来てくれと言われた時に頭をよぎりはしたが、何故なぜこうなっているのかは見当が付かない。

「どういう状じよう況きようなんだ？　これは」

　部屋には、蓮と水奈の他に三人の人間がいた。

　腕組みしたまま隅に立つのは、珍しく憮ぶ然ぜんとした顔の関耶麻音。

　パソコンデスクの椅い子すに腰掛けた関せき栞しおりは、背もたれに身体からだを預けてそっぽを向き、不ふ機き嫌げんというよりも困り果てた挙げ句に拗すねたような表情をしている。

　そしてソファに座っているのは、蓮れんたちにとっては初対面な──ひとりの少女。

　顔だけ見れば印象の薄うすい人だった。肩にかかる程度に伸ばした髪と、耳じ目もくを集めるほどではないにせよきりっと整った目鼻立ち。ただ、思い詰つめたように寄った眉まゆと余よ裕ゆうがなさそうに嚙かみ締しめた唇くちびるが、声をかけづらい雰ふん囲い気きを出している。

　彼女を視線で指し、耶や麻ま音ねが言った。

「桐きり島しま庵あん子こさん。彼女が『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』よ。うちの学校の三年生」

　紹介された少女は、こちらに小さく目礼する。が、すぐに目を伏ふせてしまう。

　というか──この刺とげ々とげしい空気と沈ちん黙もくは、どうにも居心地が悪い。

　水みず奈なが困ったように蓮を見てきた。視線で返す、僕もだよ、と。

「いいからとにかく、説明してくれないか」

　助けを求めるように耶麻音を促うながすと、

「そうね……じゃなきゃ、始まらないものね」

　薄い溜ため息いきを吐つきつつ、彼女は苦笑した。

　そうして、話が始まる。

　まずは『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』のこと。

　彼女は紛まぎれもなく魔女ウイツチであり──『おまじない』の実行犯でもあるそうだ。

　当然ながら、その手段は魔ま法ほう。名は『秤にかける愛しい毒針インジエクシヨン・アツプダウン・シークエンス』。能力は他人の幸運を奪うというもの。幸運を奪うばわれた者は代だい償しようとして不運に見み舞まわれる。『不幸が訪れる呪のろい』の正体は、つまり魔法を使われた者が幸運を失ってしまった結果だという。

　では何故なぜ、そんなことをしたのか。

「妹が入院しているの」

　と、耶麻音に促された桐島庵子は自分から口にした。

　まるで、苦痛を絞しぼり出すような声で。

「あの子の病気は、放っておくとどんどん殖ふえていく。薬でやっつけているけど、進行がとても早くてなかなか治ってくれなくて……もう何度も転移してる」

「じゃあ……奪った幸運を、妹さんに？」

　水奈の問いに、庵子は頷うなずいた。

「私の魔法は、他の人から『運』を奪う。そして、奪って集めた運を別の人に注そそぎ込むことができるわ。私はあの子の病気が進行するのを止めたかった。止めなきゃいけない。実際……運を注ぎ込み始めてから、病状はだいぶよくなった」

「でも正直なところ……事情はともかく、やり方がまずかったわ」

　耶麻音は説明を再開した。

　そしてそれは確かに、彼女の言う通り、とてもまずい事態を引き起こしていた。

　大量の幸運を集める必要になった庵あん子こは『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよのおまじない』という噂うわさを思い付いた。呪のろいたい相手の名前を書いた紙と硝子玉をひとつ、学校裏手の桜の木の下に埋うめる。そうすると『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』が、その相手に不幸を運んできてくれる──手段そのものは合理的だったのかもしれない。運を奪うばう相手には事欠かなくなるし、指名しているのは名も知れぬ第三者だから無差別に襲おそうより罪悪感も少ないだろう。

　だが問題は──もちろんやり方自体にも問題はあったが、なにより愚おろかだったのは──おまじないの名前に『魔ま女じよ』という単語を使ってしまったことだ。彼女はひとりきりで活動していたが故ゆえに、他の魔女ウイツチに対する危機意識に乏とぼしかった。妹をなんとしてでも救いたいという焦あせりもあって、冷静な思考もできなかったのかもしれない。

　庵子が最初に目を付けられたのは、よりによって最悪の相手だった。

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』。

　水奈たちの所属する『夜の垣根の集いウイツカ』とは趣おもむきを異にする組織。たったひとりのリーダーである『バーバ・ヤーガ』を女王にするために活動する狂信集団である。それが、庵子を見み初そめた。正確な真意はわからないが、恐おそらくは勧かん誘ゆうのために。

　どうも、腕試しに戦せん闘とうを仕掛けるという荒あらっぽい手段だったらしい。庵子はだから恨うらみによるものと勘かん違ちがいし、兵隊のひとりを打ち負かした挙げ句に逃げた。

「この辺から、話はどんどんこじれていくわ」

　耶や麻ま音ねの声は、深夜の部屋に静かに響ひびく。

「『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』は桐きり島しまさんの身み許もとを特定して、妹さんが入院していることを突つき止めたみたい。向こうが組織としてどうするつもりだったのかは定かでないわ。でも……桐島さんに負かされた兵隊が、独断専行で妹さんを殺しに来てしまったの」

「栞しおりちゃんが、楼ろう子こを助けてくれた」

　庵子が栞を見、言った。

「私は栞ちゃんが魔女ウイツチだって知らなかった。栞ちゃんもたぶん同じ。だからとても驚おどろいたけど……栞ちゃんがいなかったら、きっと楼子は殺されていた。感謝してもしきれないわ」

「なるほど、ね」

　蓮れんは眉まゆをひそめながら頷うなずいた。

　表面上の話をなぞるだけであるなら、これは栞のお手て柄がらだろう。珍しく自分から動いてくれてありがとうと労ねぎらってもいいくらいだ。

　だが庵子にお礼を言われても、栞は視線を逸そらしたまま動かない。

　耶麻音は険しい顔つきを崩くずさない。

　部屋の空気は刺とげ々とげしく、重い。

　そうなってしまう理由があった──少なくとも庵子以外の全員には、自明だった。

　水みず奈なが怖おず怖おずと、核かく心しんに踏み込む。

「……栞しおりちゃんと桐きり島しまさんは、以前からお知り合いだったの？」

　頷うなずいたのは耶や麻ま音ねだった。

「そうね。より正確には、栞と桐島楼ろう子こさんが、よ」

　つまり関せき栞は、お手て柄がらなどではなく、やらかしたのだ。

「『硝子ガラス玉だまのおまじない』は、元々、妹の楼子さんがしていたことだったらしいわ。もちろんただの願掛けで特別な効果なんてないものを。悪い病気を硝子玉に込めて木の下に埋うめる……お姉さんの桐島さんはこれをなぞって『幸運集め』を始めたということね」

「栞は知ってたんだな。桐島楼子がおまじないとして硝子玉を埋めていることを」

　返ってきたのは無言。

　それは肯こう定ていを意味していた。

「違和感はあったんだ。昨日の夜、スカイプで話した時、栞は硝子玉の話に妙みように食い付いてきた。普ふ段だんは興味なさげに聞いているだけなのに、しつこく聞き返してきただろう？　回線の調子が悪いだけかと思っていたけど……あの時、きみは思い当たっていたんだな。僕らの中でひとりだけ先に。『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の正体が、桐島楼子の関係者である可能性を」

　蓮れんに続いて、

「何故なぜ、黙っていたの？　私たちのことが信用できなかったの？」

　咎とがめるような耶麻音の詰きつ問もん。

「ちょ……ちょっと待ってよ、ふたりとも！」

　たまらずといった調子で声をあげたのは、水奈だった。

「別に栞ちゃんを責めなくったって……」

　しかし、耶麻音は容よう赦しやをしない。

　水奈にも険しい視線を向け、

「あなただってわかっているでしょう？　水奈。間に合っていたのよ、本当は」

　その事実を──指し摘てきする。

「私たちが話をしたのが昨日の深夜。桐島さんが『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』に襲おそわれたのはほぼ同時刻で、これは防げなかったかもしれないわね。でも……彼女が妹尾了子さんの幸運を奪ったのは、その後なのよ」

　もしあの時、栞が桐島庵あん子このことを喋しやべっていたら。

　そこからすぐに彼女と連絡を取っていたら。

　他のことはともかくとして、水奈の友人──妹尾せのお了りよう子こだけは、被害に遭あわずに済んでいたかもしれないのだ。

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』についても対策を練れていただろう。庵子は魔女ウイツチのコミュニティに関する情報をまったく持っていなかった。だからすべては後手に回った。蓮たちがアイデアを出せば、楼ろう子こが襲おそわれることも回かい避ひできたかもしれなかった。

　だから耶や麻ま音ねは栞しおりに怒っている。彼女にしては珍しく、余よ裕ゆうのない表情で。

　きっと口くち惜おしいのだ。水みず奈なの友人が怪け我がをしてしまったことが。水奈に悲しい思いをさせてしまったことが。なにより、自分の妹が──仲間に相談してくれなかったことが。

　たぶん、栞自身もそれを理解している。だからこその無言だろう。ふて腐くされて拗すねたようにも見えるが、普ふ段だんの彼女であれば姉の耶麻音に反はん抗こうしているはず。

「私、は……」

　水奈は一いつ瞬しゆんだけ、目を伏ふせた。

　もう少し手を打つのが早ければ妹尾せのお了りよう子こは被害に遭あわなかった──その事実は、水奈にとってきっととても重い。だから水奈には栞を責める資格がある。

　けれど彼女は顔を上げて、

「ごめん、耶麻音さん。やっぱり私は、そんなふうに思いたくないよ」

　つらそうにではあるが、頰ほおを緩ゆるめて笑みを浮かべた。

　たまらず口を開いたのは当の栞だった。

「水奈、私に気を遣つかわなくていい。……私のせいだから。ヤマ姉が正しいよ」

　そんな彼女に、水奈は視線を向けた。

　真っ直ぐで毅き然ぜんとした、意志の強い表情で。

「やめてよ。だったら、栞ちゃんを責めてそれで解決するの？　ああだったらとかこうだったらとか、そういうのを考え始めたら、全員が後こう悔かいすることになるよ」

「確かに、その通りだ」

　だから蓮れんは追従する。水奈の傍そばへ一歩近付き、心の中でだけ肩を抱だいて。

「栞だけじゃない。耶麻音、きみも悔くいているんだろう？　もし自分があと数日でも早く『おまじない』の噂うわさに気付いていたら結果は違っていたんじゃないかって。水奈もそうだ。友達が巻き込まれる前になにかできたかもしれないって、今日一日ずっと考えてた。それに……悔いているというなら、桐きり島しま庵あん子こ。あなただってきっとそうだ」

　庵子は目を伏せた。さっきの栞と同じように、沈ちん黙もくで肯こう定ていする。

「九回表に最後のフライを取り損ねた奴やつが全部悪い──そんな考え方はいずれ僕ら全員の首を絞しめる。責任なんて誰だれにもない。みんなが少しずつ間違ってしまった結果だ」

　蓮はそこで言葉を切り、全員を見渡す。

　少しの間、沈黙があった。

　やがて耶麻音が、目を閉じゆっくり息を吐はきながら、

「……ありがとう、ふたりとも」

　水奈と蓮に向かって、そう告げる。

　栞を責めたことに対する謝罪ではなく、栞を責めようとしなかったふたりに対する感謝。

　それは彼女が姉として──妹のことを誰だれよりも想っているが故ゆえの言葉だった。

　続くようにして、栞しおりがぽつりと言う。

「……私と楼ろう子こは、友達なんだ。あの子が入院してきた時から、ずっと」

　まるで、耶や麻ま音ねに引っ張られたように。

「硝子ガラス玉だまの話を聞いたとき、ひょっとしたら庵あん子こさんかもしれないって思った。庵子さんが魔女ウイツチだってことは知らなかったけど、もしかしたら、って。でも、もし本当にそうなら、庵子さんはきっと楼子のために魔ま法ほうを使ってる。だからしばらく黙だまって、放っておきたかった。……私は楼子に死んで欲しくない。好きだから。友達だから。知らない奴やつらが何人不幸になろうが、楼子の病気がよくなるんならそれで構わないと正直思う。……悪いけど、今でも思ってる」

　途と中ちゆうからは涙声になっていた。

　この娘が自らの心情を吐と露ろすることはとても珍しい。

　そしてそれは、とても正直で痛切だった。つまり──ここにいる全員を信頼していないと、とても口に出せないようなことだった。

「でも、ごめん、水みず奈な。お前の友達が巻き込まれるなんて、想像してなかった」

　水奈は薄うすく微笑ほほえむ。

　栞の謝罪を無言で受け入れた後、今度は桐きり島しま庵子へと向き直った。

「桐島さん……庵子さん、って呼んでもいいですか？」

「ええ」

　庵子が頷うなずいたのを見、ひと呼吸して視線を定め直し、

「私がもし庵子さんと同じ立場だったら、って、ここに来た時からずっと考えてました。考えたけど……やっぱり私も同じことをしたかもしれないなって思うんです。別の方法なんて思い浮かばないもん。大事な人よりも大事じゃない人を軽く扱うって当たり前のことで、それを突つき詰つめていけば──大事な人の命とそうじゃない人の命を比べなきゃいけなくなったら──きっとこういうことになる」

　今度は自分の番だとばかりに、思いの丈たけを口にし始める。

「でも、私はそれでも、間違ってるって思います。庵子さんのやり方とかよりも、もっと根っこの部分が間違ってる。たぶんね、魔法って、使った人が幸せになるようにはできていないんだ。だって、あれは罪だもん。罪を貌かたちにしたものだもん」

　魔法とは、体現者マスコツトの固有罪科をこの世界に顕けん現げんさせたものだ。

　体現者マスコツトが生まれつき抱かかえた罪を、力としてさらけ出す。その結果として得られるのは幸福や利益ではない。罪の報むくいとして返ってくるものといえば、罰ばつだと相場が決まっている。

　いつか水奈が蓮れんに言っていた。ごめんね、と。

　自分が魔法を使えば、体現者マスコツトである蓮の罪を露あらわにしてしまう。蓮は自らが背負った罪科を、否いやが応おうでも意識させられてしまう。だから──ごめんね、と。

「庵あん子こさんの魔ま法ほうで、妹さんの病気はひょっとしたら治るかもしれない。でも、庵子さんは確実に不幸になる。他の人を巻き込んで不幸になる。そうして……その不幸は、巡めぐって零こぼれて溢あふれて、別の形で妹さんにも降り掛かってくることになるんだ」

「……そうね」

　庵子は目を伏ふせた。

「あなたの言う通りよ。結局、私のせいで楼ろう子こは命を狙ねらわれることになってしまった。私だけならよかったのに、それだけじゃ済まなかった……！」

　たぶん、桐きり島しま庵子がしくじった訳ではない。彼女のやり方は確かに下手へただったが、仮に上手うまく立ち回っていたとしてもいずれは同じ結果になっただろう。

　魔法という力には『女王のための統合戦争』というシステムが必ず付いて回る。そのシステムは大勢の人間の思おも惑わくが絡からみ合い複雑に交こう叉さする、結果の予測不可能な渾こん沌とんだ。つまり魔法を使うという行為は、便利な力を行使することだけを意味しない。使った自分と関係した人々のすべてを、渾沌の中に放り込むこと込みでの行為なのだ。

　だからこその罪。だからこその罰ばつ──。

　水奈は決意したように拳こぶしを握にぎり、一同を見渡した。

「絡まった糸を解きほぐさなくちゃいけないよね。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』がどう出てくるのかはわからないけど、私たちみんなで、庵子さんと妹さんを守ろう。まずはそこから始めよう。全部まっさらな状態にして、そこから前に進もう」

　その提案に、全員が頷うなずいた。

　耶や麻ま音ねが言う。

「そうね、目の前の問題を片付けなきゃ」

　栞しおりが唇くちびるを咬かむ。

「楼子は私が守る。絶対に」

　そして庵子が、水奈をようやく──まっすぐに見る。

「ありがとう、咲さき森もりさん」

「お礼を言うのはまだ早いよ。ちゃんと解決してから、ね？」

　水奈の返した笑みは、決意と覚かく悟ごに満ちていた。

「できる限りの人が幸せになれる方法を、みんなで探そうよ」
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　梅雨つゆ入りする気配もなく真夏日が続いている昨今だが、それでも早朝は肌はだ寒ざむい。

　しんとした空気のせいか、病院の中庭からは珍しく薬品くささが消えていた。息を吸い込むと芝しば生ふの香かおりが胸に満ちる。こういうのは久しぶりだ、と、関せき栞は思った。

　寝不足の頭を抱かかえたまま、夜が明けた。

　昨夜はいろいろなことがあった。楼ろう子この病室に襲しゆう来らいした魔女ウイツチ、駆かけ付けた憑ひよう依い装しよう束ぞくの庵あん子こ、栞しおりが気付かぬ振りをしていた裏で起きていたこと、そして水みず奈なたちとの話し合い──思うところは多かった。水奈の友人や庵子を危険に晒さらしてしまったことに対する後こう悔かいは、たとえ水奈が許してくれたとしても拭ぬぐいきれるものではない。そのせいでほとんど眠ることができなかった。せめて散歩でもして気を紛まぎらわせようと、こうして外に出てきている。

　まあ、丁度いいかもしれない。このまま昼まで起きておいて、夜型に生活を戻もどしておこう。楼子が再び襲おそわれる可能性があるとするなら、夜や襲しゆうを警けい戒かいしておくべきだ。

　ベンチに腰掛けようかと思いそっと表面を手でなぞってみるが、朝あさ露つゆで濡ぬれていたのでやめておく。踏みしめる芝も心なしか濡れているようだ。薬品の匂においが薄うすいのは、夜のうちにこの湿しつ気けが吸い取ってくれたからかもしれない。

　などと思っていると、背後から声があった。

「あ、しおちゃん。おはよう」

　顔を確認するまでもなく、記き憶おくに刻まれた声。

　桐きり島しま楼子だった。

　振り返った栞は、挨あい拶さつよりも先にまず彼女を案じる言葉を投げた。

「出てきてもいいの？」

　ここ一カ月ほど、楼子の調子はあまりよくなかった。投薬の副作用が酷ひどく、発熱や嘔おう吐とが続いてベッドから起きあがるのもしんどそうだったのだ。

「うん、今日はなんだか元気だよ」

　楼子は満面の笑みで応こたえる。

　言われてみれば、昨夜の寝顔はかなり穏おだやかだったのを思い出す。

　庵子の魔ま法ほうが効いたのかもしれない。が、だとしたら皮肉なものだ。せっかく姉が危険を冒おかして幸運を集めてきたというのに、薬の副作用を抑おさえることしかできないなんて──かなり強い薬を続けているにも拘かかわらず、彼女の髪はまだ抜ぬけていない。

　心を抉えぐられるような痛みを覚えながら、それでも栞は笑い返した。

「そう。それはよかった」

　彼女は──楼子は、なにも知らない。

　自分の病が酷く重いことも、姉の庵子が楼子を治すために人を傷付ける道を選んでしまったことも、そのせいで姉妹ふたりとも命を狙ねらわれる羽は目めになってしまったことも、昨夜穏やかに寝ている枕まくら元もとで、栞が刺し客かくと殺し合いをしたことも、なにも。

　それで楼子が無事でいられるなら関係ない、と、昨日までの栞なら考えていただろう。でも、今は違う。水奈の言っていたことが澱おりのように胸を重くしていた。

『不幸は、巡めぐって零こぼれて溢あふれて、別の形で楼子にも降り掛かってくる』──。

　知る必要がないとはもちろん思う。が、知る必要がないからといって周囲が好き勝手なことを続けていると、巻き起こった渦うずはいつか、なにも知らないままの楼ろう子こを吞のみ込んでしまう。

「魔ま法ほうっていっても、ままならないものだ」

　小さくひとりごちた。口くち惜おしさと虚むなしさがあった。

　庵あん子この魔法も、話を聞く限りは楼子を治すのにうってつけだと思えるのに、いざ使ってみればあんな結果になってしまった。

　栞の魔法も同じだ。昨夜したみたいに自分の傷を治すのは容易たやすいくせに、他人のことはどうにもならない。栞しおりの魔法では、楼子の病気は治せない。

「魔法？　なんの話？」

「昨日見た漫画の話」

「へえ。しおちゃんいっつも難しそうな本読んでるから、そういうの興味ないかと思ってた」

「たまには私も読むよ。あまり面白くなかったけど」

「じゃあ私が今度、面白い奴やつ貸してあげるよ！」

「それは悪くないね」

　他愛ない会話をしながら、ふたりの足は自然と雑木林へ向かう。

　そうなることは最初から栞にはわかっていた。何故なぜなら楼子の手が、巾きん着ちやく袋ぶくろを提げていたからだ──ビー玉とスコップの入った、庵子お手製の巾着袋を。

　朝あさ露つゆで湿しめった草木を踏ふみ分け、一本の樹に辿たどり着く。

　その樹の根元に、雑草も生えず土の色も変わってしまっている部分があった。

　楼子はしゃがみ込み、袋からスコップを取り出す。

　慣れた手付きで土に突つき刺さし、ざくざくと穴を掘ほっていく。

「あ！」

　と、土を搔かき分けていた手が止まり、嬉うれしそうな声があがった。

　首だけで振り返って栞と視線を合わせ、彼女は言う。

「ね、しおちゃん。この前埋うめた硝子ガラス玉だま、またなくなってるよ。硝子玉に込めた私の悪い病気、神様が持っていってくれたんだ！」

　栞は頷うなずいた。

「そう」

　頷くことしか、できなかった。

「私ね、お姉ちゃんやお母さんがお見み舞まいにくる度に、硝子玉を持ってきてってお願いしてるんだ。でも一昨日おととい、『いつもいつも硝子玉ばっかりいったいなんに使うの』って、お母さんに尋きかれちゃった。おまじないって内ない緒しよにしとかないと効果ないから、誤ご魔ま化かすの大変だったんだー。その点、お姉ちゃんはなんにも尋かないでくれるから、楽だなあ」

「楼子、庵子さんは……」

　思わず、口に出かかった。

　お前の姉は、すべて知っている。すべて知っていて、お前のことを想っている。くだらない『おまじない』なんかじゃなく、危険を冒おかしてくれているんだ──。

　もちろん、それを話したところでなんにもならない。話したって意味がわかるはずもないし、黙だまって頑がん張ばっている庵あん子この気持ちを踏ふみにじることにもなる。

　だから唇くちびるを咬かんで噤つぐみ、拳こぶしを握にぎって耐たえた。

　しかし──。



「なーんて、ね」

　不意に楼ろう子こが、苦笑混じりにそんな声をあげた。

　どこか寂さみしそうな、それでいて嬉うれしそうな色を浮かべ、栞しおりから顔を背けて土いじりを再開する。再開しながら──まるでひとりごとのように、言った。

「あのね、私、知ってるんだ。この硝子ガラス玉だまを掘り起こしてるの、神様なんかじゃないってこと。お姉ちゃんだよ。お姉ちゃんがやってくれてるんだ……私に、内ない緒しよで」

「え……」

　栞は思わず目を見開く。

「神様なんていない。私のお願いを見てくれてるのは、お姉ちゃんなんだ」

　それは、予想外の言葉だった。

　庵あん子こが硝子ガラス玉だまを掘り返しているというのは、たぶん事実だろう。

　彼女はそういう細かいことにも気が回る人だ。妹の心を安らがせるため、誰だれも見ていない時にこっそりと掘り返して隠かくしていたのだと思う。

　栞しおりが驚いたのは、庵子の行為ではない。

　楼ろう子こがそれに──気付いたことだった。

　彼女は夢見がちな子供で、だからおまじないを無む邪じや気きに信じているのだと思っていた。

　端はたから見ればくだらない迷信でも心の支えになるのならいいかと、そう思っていた。

「私が硝子玉に悪い病気を込めて埋うめるでしょ？　でも、神様はいないか、私のことを見てもいないんだ。だから、そのことを知ってるお姉ちゃんが……神様の代わりに硝子玉を掘り返して、持っていってくれるようになったんだと思うんだ」

　もちろん、庵子が魔女ウイツチであることや自分の病が庵子の魔ま法ほうにより軽くなっていることに関しては、想像すらしていないだろう。

　だけど、それでも。

　彼女は。彼女なりの理り屈くつと察しのよさで。

　姉が自分の苦しみを背負おうとしていることには、なんとなく気付いていたのだ。

「私、心配なの。私が硝子玉に込めた悪い病気、お姉ちゃんに乗り移ってたらどうしようって。お姉ちゃんは神様じゃないから、吸い取って綺き麗れいにしちゃうなんてできないから。ねえ、しおちゃん。お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな？　私のせいで、しんどい思いをしてないかな？」

　姉の想いは、ちゃんと妹に届いていたのだ──。

「……楼子！」

　感情が溢あふれるのを、我が慢まんできなかった。

　栞はしゃがみ込むと、背後から楼子を強く抱だき締しめた。

「え、しおちゃん……？」

　病のせいでか細く瘦やせて、今にも折れてしまいそうな体たい軀く。薬と点てん滴てき栄養剤の成分が染み付いた、健康さとはほど遠い匂におい。

　この小さな身体からだはけれど、その裡うちにとても強いものを秘めている。

　涙が零こぼれそうになるのを必死で抑おさえ、声が震ふるえそうになるのを必死で止め、

「お前は……なにも心配しなくていい」

　頭を撫なでながら、楼子に語りかける。

　生まれついての不器用で無愛想な自分だけど、振ふり絞しぼれる限りの優しさで、笑顔を作って。

「庵子さんは大丈夫だよ。だって、お前のお姉さんだもの。お前が病気に負けずに頑がん張ばってるのに、お姉さんの庵子さんが負ける訳ない。それに、庵子さんだけじゃない……私もいる。もしお前や庵子さんが悪いものに襲おそわれても、絶対に私が守ってやる」

「え、いきなりそんな……照れくさいよ、しおちゃん」

　訳がわからないといった調子で、楼ろう子こは戸と惑まどっていた。

　たぶん、後から思い出して死ぬほど恥ずかしくなるだろうけれど──関係あるか。

「だから楼子は、心配せずに悪いものを硝子ガラス玉だまに込めて、捨てればいい。掘ほり返して持っていってくれる人が、お前にはちゃんといるんだから。それはお前の力なんだから」

　今だけは、この感情に身を任せていたかった。
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　街の中心部からやや外れた新興住宅地に、二十階建てのマンションがある。市内では最も高い──物理的にも金銭的にも──建物のひとつだ。防音と防犯が行き届いており、怪あやしい者が立ち入ることもなく、隣となりの住人が幾いくら騒さわいだところで騒音になることもない。

　その一室に『春の庭ガーデン』のアジトがあった。

『春の庭ガーデン』──それは『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』を構成する小隊のうちのひとつである。人員は朝あさ倉くら茉まつ莉りをリーダーに、式しき田た央おう乃の、岸きし千ち鶴づる、十とお部べ御み崎さきの四名。

　小隊は全部で四つあり、それぞれが『春の庭ガーデン』『夏の居間リヴイング』『秋の屋根裏アテイツク』『冬の暖炉ストーブ』と呼ばれる。『春の庭ガーデン』はその中でも最も立場の弱い集団。つまり、格下だった。

　それでも彼女たちには、集合場所として高級マンションの一室を買い与えられていた。組織のトップに立つ魔女ウイツチ『バーバ・ヤーガ』は、それだけの力を実社会でも持っているのだ。

　十部御崎の病院襲しゆう撃げきから一夜明けて次の日、夕方。

　アジトに集った四人は、剣けん吞のんな空気の中で顔を突つき合わせていた。

「……どうするんですか？」

　居間の中央にあるテーブルの前。座ざ椅い子すへ上品に腰掛けた式田央乃が、長く伸びた前髪からわずかに覗のぞく両目を細め、その日何度めかの問いを発した。

「一刻も早く、方針を決めなければなりません。悩んでいる時間が惜おしい」

「うーん、決めるっていっても難しくない？」

　その隣となり、カーペットに寝ね転ころがったまま、くだけた口調で返したのは岸千鶴。小こ柄がらな体たい軀くと幼い顔立ちのせいで真しん剣けんさが感じられないが、それでも表情はシリアスだった。

「相手のことにしたって、全然わかんない状態じゃん。ま、さすがにうちの人じゃないだろうとは思うけどさ……『夜の垣根の集いウイツカ』に所属してる可能性は高いっしょ」

「そうだな」

　壁かべを背に預けて立った少女が、腕組みをしたまま低い声で重々しく応こたえる。

　ベリィショートに切り込んだ髪、中性的な顔。リーダーの朝倉茉莉である。

「難しいところだ。どう転んでも、我々への風当たりはきつくなる」

　茉莉は部屋の隅すみを一いち瞥べつした。

　そこでは最後のひとり──十とお部べ御み崎さきが、怒いかりとも悔かい恨こんともつかない険しい表情で座っている。右腕が肩口から切り落とされるという重傷を負っていた。傷口自体は既すでに塞ふさがっているが、いかな魔女ウイツチとて失った腕が生えてくることはない。

　彼女は他の三人からやや離れた位置で、輪の中に入れてもらえない子供のようだった。

　それも無理はない。

　何故なぜなら彼女たちの議題は、まさにその十部御崎のことだったからだ。

　昨夜、御崎は独断専行で関せき総合病院へ赴おもむいた。

　目的は、『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』桐きり島しま庵あん子この妹──桐島楼ろう子この殺害だった。

　戦いに負けた腹いせだったのかもしれない。仲間になることを拒きよ絶ぜつした庵子に苛いら立だったのかもしれない。敵に回る前に排はい除じよしておくべきだと考え、まずは庵子の拠より所どころを断ち切ろうとしたのかもしれない。もちろん茉まつ莉りたちにしてみれば、それらどれもが浅薄な考えだ。

　なんにせよ御崎の行動は、茉莉たちの計画をすべておじゃんにしてしまった。

「上にどう報告すればいいのか、ってことだよねー……」

　千ち鶴づるが途と方ほうに暮れたように、寝ね転ころがって天てん井じようを見上げた。

「連れてくる、って報告しちゃったしね……怒おこられるに決まってるもん」

　御崎の独断専行で生じた問題は、幾いくつかある。

　まずは、桐島庵子のこと。

　庵子が魔女ウイツチであることに最初に気付いたのは同じ雉き子じ野の中学に通う茉莉だった。そして茉莉は、彼女を『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』上層部への──言わば貢みつぎ物ものにしようと考えた。

　有能な仲間を勧かん誘ゆうしてくれば評価される。評価されれば立場も上がる。立場を上げていけば扱あつかいもよくなる。四つの小隊はそういうふうにして、各々の地位向上に努めていた。

　実際、数カ月前までは『春の庭ガーデン』に次ぐ格下だった『夏の居間リヴイング』は、とある事件を機会に実力を示し、今や『バーバ・ヤーガ』本人の身辺警護を任されるまでになっている。

　茉莉も『春の庭ガーデン』の立場を上げようと躍やつ起きになっていた。今のままでは、いずれ自分たちはつまらない任務で使い捨てられる。蜥蜴とかげの自切は尻尾しつぽから行われるのだから。

　だが、桐島庵子の勧誘は失敗した。勧誘するという旨むねは既に上へ報告してある。故ゆえに、失敗を報告せねばならない。

　更さらに厄やつ介かいなことに、報告は『勧誘の失敗』だけでは終わらないのだ。

　御崎は、庵子の身内を襲おそった。

　魔女ウイツチ同士の戦い──『女王のための統合戦争』において、身内を巻き込むというのは暗あん黙もくの禁きん忌きだった。何故ならばほとんどの魔女ウイツチには家族や友人がいて、それは誰だれにとっても泣き所だからだ。やってしまえば確実にやり返される、だから決してやってはならない。

　どこにも所属していない野良の魔女ウイツチならばまだいい。が、組織の構成員が禁忌を犯してしまったという事実は、とてつもなく重い。

　そしてこの禁きん忌き破りには証人がいる。御み崎さきの襲しゆう撃げきを迎むかえ撃うったという魔女ウイツチだ。

　彼女にもし言いい触ふらす口があれば、こんな悪評がこの街の魔女ウイツチたちに広まるだろう──『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』は魔女ウイツチの家族に手を出す禁忌破りの集団だ、と。どんなに組織の力が強くても、真っ先に排はい除じよしてしまえという統一意志が生まれればどうなってしまうか。

　つまり御崎の行動は、あらゆる方面に泥どろを塗ぬったのだ。

　上層部へ『春の庭ガーデン』の売り込みをかけている茉まつ莉りの顔に。

　組織内の地位を上げようとしていた『春の庭ガーデン』に。

　二十人からの集団である『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』そのものに。

　なにより、あの恐おそろしくも愛いとおしい『バーバ・ヤーガ』、本人に──。

　御崎は、やるならば確実にやらなければならなかった。桐島楼ろう子こも妨ぼう害がいしてきた魔女ウイツチもきっちりと仕留め、誰だれにも見られないままに去るべきだったのだ。

　ともあれ、茉莉たちは決断を迫られている。

　即すなわちこれからどう動くべきか、という。

「……やはり私は、十とお部べさんに責任を取ってもらうべきだと思います」

　央おう乃のが前髪の奥おくに隠かくれた視線を、鋭するどく御崎へと向けた。

「すべては彼女ひとりが勝手にしたこと。そもそも十部さんは、私たちが勧かん誘ゆうした訳ではありません。別のグループから押し付けられただけです。加えて、まだ『洗礼』を施ほどこされていない見習いの身。『春の庭ガーデン』が……茉莉さんが責任を取らされる筋合いではないわ」

　困ったように央乃へ反論するのは、千ち鶴づる。

「でもさー、あんま悪い予想はしたくないけど……御崎ちゃんを上に差し出しても、茉莉ちゃんは育成能力不足、とか言われちゃうんじゃないの？」

「それは……」

「だったら、素直にごめんなさいしてさ、正々堂々としてた方がよくない？　御崎ちゃんだって仲間なんだから。身内を切っちゃうのは上にも印象悪いよ」

　結論の出ない話し合いに、茉莉は沈思するように目を閉じた。

　しばしの後、十部御崎へ視線を向けて尋たずねる。

「御崎。……お前はどうするのがいいと思う？」

　彼女は部屋の隅すみで、思い詰つめたように俯うつむいていた。

　やがて、その瞳ひとみに昏くらい色が宿る。

「俺おれは……」

　呪のろいと怒いかりと狂気をごった煮ににして水気を飛ばしたような目で、

「もう一度やらせて欲しい。あのガキをぶっ殺して、桐島の妹も片付けてみせる」

　喉のどを震ふるわせながら、吐はき捨てた。

「話にならない！」

　その言葉に、央おう乃のが激げき昂こうする。

「なによ、それは！　自分のしたことの意味を理解できてすらないじゃない！」

「……さすがにそれはないわー、御み崎さきちゃん」

　さっきまではむしろ擁よう護ごする側にいた千ち鶴づるも、呆あきれて眉まゆをひそめる。

　茉まつ莉りもまた、苦い顔をして目を伏ふせた。

　深い溜ため息いきを吐つきながら、咎とがめるように言う。

「お前の我わが侭ままに、『春の庭ガーデン』全体を巻き込もうというのか？」

　御崎は首を振る。

「そうじゃねえ。俺おれがあいつらを仕留めれば、全部『春の庭ガーデン』の肚はらの内に納めておくことができる。シラを切り通すことができるだろうが。……なにより、俺が納得できねえんだ。あんな奴やつに負けた。負けて『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』に泥どろを塗ぬった。それが自分で許せねえ」

「ずれすぎているわ、あなた」

　央乃が怒いかりを通り越し失笑していた。

「シラを切り通す？　それが間に合うような段階だとでも？　相手の魔女ウイツチがどの組織に属しているのかもわからないのに？　所属のない野良であればラッキー、『夜の垣根の集いウイツカ』であるなら外交問題になる。可能性は低いけど……もしうちの上層部と繫つながりがあったとしたら、間に合うとか間に合わないとかじゃない。私たちはもう終わっているのよ」

　肩が震ふるえている。放っておけば今すぐにでも、纏てん衣いして御崎に襲おそいかかりかねないほどだ。

「泥を塗った、ですって？　あなたの考える泥と、私たちの考える泥はまったく違うものよ。勝った負けたの面子メンツなんていうつまらないことをまだ考えていたとは驚きだわ。あなたは魔女ウイツチの身内を襲った。やってはいけないことをした。組織全体の人間が迷めい惑わくするようなことをした。なにより、『バーバ・ヤーガ』様に……あの方に恥をかかせた。そういう話なの。まさかここまで頭が悪いなんて……あなた、施し設せつ育ちだったわね。言いたくないけど、身内を襲われたくないっていう感覚が理解できないの？」

「あ？　施設育ちだからなんだっていうんだ。まあ、確かに理解できねえな、身内を襲われたくない、なんて弱気な態度は。んなもん、ビビって腰が引けてるだけだろうが」

「もう厭いや！　話が通じない馬鹿の愚ぐ行こうで、どうして頭を悩ませなきゃいけないの!?」

　売り言葉に買い言葉で凄すごむ御崎と、ヒステリックに叫ぶ央乃。

　もはや会議の体たいを成していない。

　茉莉はさすがに頭を抱かかえる。

　千鶴がむくれた顔で上半身を起こし、肩を竦すくめて言った。

「ねー茉莉ちゃん。……もうさ、茉莉ちゃんが決めちゃっていいと思うよ。結局最終的に表に立つのは茉莉ちゃんなんだし」

「そうだな……正直、まとめきれん」

　彼女の言う通り、リーダーの独断で強権を発動してしまうか。

　そう考えてふたりを制止しようとした、その時だった。

　りりりりりり、と──。

　居間に、携けい帯たい電話の着信音が響ひびく。

　デフォルトのまま変えていないこれは、茉まつ莉りのものだった。

　テーブルの上に放ってあった端たん末まつを拾い、ディスプレイを見る。

　メールの受信だったので開き、読み進めるうちに──、

「む……」

　茉莉の表情が、変わった。

「どしたの？」

　問うてくる千ち鶴づると、口くち喧げん嘩かを中断してこっちを見てくる千鶴と央おう乃のへ視線を遣やり、

「喜べばいいのか、安あん堵どすればいいのか……少なくとも、覚かく悟ごしなければならんか」

　視線を険しくしながら、曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

「思わぬ助け舟だ。或あるいは、困難かもしれんが」

「茉莉さん？　それはどういう……」

　携帯のディスプレイを掲かかげ、茉莉は一同に告げた。

「御崎を打ち負かした魔女の、姉からだ。奇き遇ぐうにも私の同級生だった。……一対一で、後あと腐くされなく決着を付けようとの申し出だよ」
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　最初に提案した時、まずは全員に反対された。

　危険すぎる。負けた時のリスクも大きい。そもそも相手のことが信用できない以上、意味のない申し出だ──。あの水みず奈なでさえ渋しぶっていた。もっと他にやり方があると思う、と。

　けれど耶や麻ま音ねは、我を通した。

　ただでさえ、糸がこじれてしまっている案件なのだ。解きほぐす手順を間違えば更さらにこんがらがってしまうだろう。だったらできるだけシンプルに行く方がいい。どれが正解かなんて誰だれにもわかるはずがないし、どんな手段を選んでもリスクはあるのだから、可能な限り犠ぎ牲せいの少ない道を行くのがいいはず。

　留守にしている希き亜あと舞ま衣い子こには申し訳なかった。もちろんメールや電話を通じて相談はしたし了りよう承しようも得たが、仮に反対だったとしても、不在により当事者から外はずれていてはどうしても強く言えなかっただろう。歯がゆい思いをさせてしまったはずだ。

　ともあれ、すべては耶麻音の双そう肩けんに委ゆだねられた。仲間たちは、委ねてくれた。

　後は全力で、責任を果たすだけ──。

　日が暮れた後の、午後十一時。それは相手の指定した時間。

　耶や麻ま音ねの自宅近所にある廃はいビルの三階。それはこちらの指定した場所。

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の一員であり耶麻音のクラスメイトでもある朝あさ倉くら茉まつ莉りは、約束を違たがうことなく耶麻音の前に現れた。

　ワンフロアまるごとがぶち抜ぬかれた、遮しや蔽へい物ぶつのない広い空間でふたりは対たい峙じする。

「こんばんは」

「……ああ」

　視線を交わしながら挨あい拶さつを言い合う。いつも教室でしていることだ。

　だけどやはり妙みような感じがする。クラスメイトと会うはずのない深夜だし、耶麻音も茉莉も、制服ではなくて魔女ウイツチの装しよう束ぞくを纏まとっているのだから。

　耶麻音の装束は赤あか紫むらさき色の、和服を基調とした派手なものだ。胸むな許もとと太ふと腿ももが大きく露ろ出しゆつした、まるで遊女のようなデザイン。それを見て茉莉は「らしいな」と笑った。

　対する茉莉の装束は、淡あわい緑色。ライダースーツにも似たつなぎで、表面を走る鱗うろこの模様が金属質に鈍にぶく光っている。肘ひじや腰から伸びるマフラーみたいな羽根状の飾かざりには、目玉の刺し繡しゆう。まるで蜥蜴とかげか竜りゆうか、そんな印象を耶麻音は持った。「あなたのは意外ね」と感想を告げる。

　朝倉茉莉が魔女ウイツチだと知った時はさすがに驚おどろいた。

　同じ三年生である桐きり島しま庵あん子こが、彼女の顔を知っていたことで判明したのだ。校内でも目立つ有名人だったのが災いした形だろう。もっとも──そのお陰かげで交こう渉しようのパイプができたのだから、こちらとしてはありがたいが。

「ひとり？」

「ああ。約束だからな」

「当然だけど、こっちもひとりよ」

「お前とは短い付き合いだし、正直なところさほど親しくもないが……こういう時に相手をたばかるような人間ではないと思う」

「私もあなたのこと、そう思ってるわ」

　クラスメイトとはいえグループも違うし、たまに世間話をする程度の間あいだ柄がらだ。

　ただ耶麻音は、彼女に対して親近感を持っていた。過か剰じように馴なれ合うのをよしとせず流されることを厭いとう性格が、似ている気がするのだ──耶麻音の場合はそのせいで他者に一線を引かれがちだし、茉莉は容姿も相まってやたらと同性に憧あこがれられていたから、結果としてはまったく違う生き方をしてはいるが。

　何故なぜ『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』などという狂信的な組織に所属しているのだろうと思わないでもない。自分であれば、他者に忠誠を誓ちかうような真似まねはまっぴらだが。

　──こういう時、水みず奈なであれば相手の考え方をちゃんと知ろうとするんでしょうけど。

　心中で友人の顔を思い出し、薄うすく笑えむ。

　だが、耶や麻ま音ねは水みず奈なとは違う。きっと茉まつ莉りには茉莉の事情があって、茉莉なりの信念で道を選んだのだろうから、知ろうとも思わない。ただ結果として敵対しているという事実があり、話し合いによる解決はもはや不可能な以上、あとは黙ってやるだけだ。

「まあでも、話し合いとはいかないまでも……かなり平和的な手段、よね」

「ああ。お前の申し出、感謝している」

　耶麻音が提案したのは、要するに決闘だ。

　こちらとあちら、それぞれが代表ひとり──つまり耶麻音と茉莉を出し、戦う。

　耶麻音が勝てば、茉莉たちは以降、桐きり島しま庵あん子こに関わらないと誓ちかう。

　茉莉が勝てば、逆に庵子の勧かん誘ゆうを許す。ただし乗るかどうかは彼女の自由意志に任せる。

　そして、十とお部べ御み崎さきが楼ろう子こを襲おそったことや、それを栞しおりが迎むかえ撃うち重傷を負わせたことは、この勝負を以もつて手打ち、不問とする。栞が切り落とした御崎の右腕は、腐くさらないように保存してある。戦いが終われば勝ち負けに拘かかわらず返へん還かんする約束だ。

　どちらが勝っても負けても恨うらみっこなし。『女王のための統合戦争』の一いつ環かんとしては驚おどろくほどフェアな勝負だ。

　それぞれにとっても、悪くないものだと思う。

　耶麻音たちには、少数勢力の弱みがある。仮にこのまま『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』全体と全面戦争に陥おちいれば、自分たちは圧倒的に不利だ。自由放任が信条の『夜の垣根の集いウイツカ』は『垣根の巣カヴン』ひとつが危機に陥ったところで無視を貫つらぬくだろうから。

　一方で茉莉たちは、組織内部のパワーゲームで苦境に立たされていた。昨夜、御崎の行った行為──本人ではなく家族を殺そうとするなど、魔女ウイツチたちの間でも忌き避ひされるような汚い真似まねだ。一枚岩の組織としては、構成員がそんなことをしたと知れれば醜しゆう聞ぶんだろう。今後の活動も随ずい分ぶんとやりにくくなるし、茉莉たちも責任を取らされるに違いない。耶麻音はそれも読んで、取引を持ち掛けたという訳だ。

　戦うのはあちらの体面を保つためである。話し合いなどで手打ちにでもすれば『夜の垣根の集いウイツカ』はともかく『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』においては都合が悪かろう。それに桐島庵子のことだけはお互いが譲ゆずれない一線だった。だから、賭かけの景品にする。

「さて、やるか」

「ええ、そうね」

　もちろん、戦いそのものに関しては決して遊びではない。

　勝っても負けても恨みっこなし──つまりそれは、殺しても殺されても恨みっこなし、ということ。魔女ウイツチと魔女ウイツチの魔ま法ほうを用いた戦せん闘とうで、模も擬ぎ戦せんなどができるはずもない。

　互いの間合いを計りながら、まずは耶麻音が詠えい唱しようを開始した。

「『シーナ』、あなたの罪科で私を灼やいて。関せき耶麻音を縛しばって揺ゆれろ──」

　耶麻音の魔法は相手の出方を待つようなものではない。

　だから始めから堂々と、正面切って行かせてもらう。

「──『火に鳴け日輪ブラインドレツド』！」

　名を呼ぶと同時。

　前に突つき出した左手に、純白の和わ弓きゆうが出現した。

　そして右手が纏まとうのは、不定形に揺れて波打つ紅ぐ蓮れん──つまりは、炎。

　火炎が包む右手で、左手に掲かかげた弓を引く。引ひき絞しぼるとともに炎の矢が番つがえられ、

「なるほど、それがお前の魔ま法ほうか」

　にやりと笑んだ茉まつ莉りに向かって、

「ええ、そうよ！」

　ひと息に放つ。

　神速で飛ぶ火矢を、茉莉は大きく右に飛んで躱かわした。

　着ちやく弾だんした炎は消えない。その場に付着し燃え上がる。さながら小型のナパームだ。

　魔ま力りよくでできたこの世のものならざる炎は、同じく魔力で生成された不可視の可燃物質を種に、周囲の酸素を食らいながら、術者の許す限りこの世に留まり続ける。

　耶や麻ま音ねは無言で次の矢を番え、放った。だが第二射も外れ。横に受け身を取って避よけられる──まあいい。そう簡単に当たってくれては張り合いがない。

　続けて三の矢、四の矢、五の矢。相手に余よ裕ゆうを与えず立て続けに乱射。耶麻音の魔法は接近戦を不得手としている。だから距離を詰つめられないよう、間合いを計りながら手は緩ゆるめない。

　もちろん、ただ闇やみ雲くもに攻こう撃げきをしている訳ではなかった。

　すべての火矢は、着弾した箇か所しよで未いまだ消えずに燃え続けている。あるものは炎の柱として、あるものは炎の壁かべとして、あるものは炎の波として。つまり耶麻音が矢を放てば放つほど、辺あたり一面に火炎地帯が広がっていくのだ。

　それは敵にしてみれば、動ける範囲が時とともに狭せばまるということ。

「どう、朝あさ倉くらさん。そろそろ反はん撃げきしなければまずいのではない？」

　七発めの矢を番えて構えながら、耶麻音は挑ちよう発はつした。



　このまま勝ってしまえるならそれに越したことはない。が、さすがにそう上手うまくはいかないだろう。なにせ茉莉は『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』において、いち小隊を束ねているという。そんな彼女が、抵てい抗こうもなくあっさりやられてしまうほど弱いはずがなかった。

　そもそも魔女ウイツチ同士の戦いにおいて、一方的に見える攻こう防ぼうというのは危険が潜ひそんでいるのだ。特に、相手が手の内をまったく見せず防ぼう御ぎよに徹てつしている時は──逆に言えばこちらの手の内が分析され、暴かれている最中でもある。せめて茉莉の魔法を見せてもらわなければ、後々こちらが追い込まれかねない。

　朝倉茉莉は、立ち止まって薄うすく笑った。

「そうだな。このままではさすがに、火傷やけどでは済まなくなる」

　棒立ちでありながら隙すきはない。耶や麻ま音ねがいつ弓を放っても回かい避ひできるだろう。

　もっとも、茉まつ莉りの周囲はもはやほとんどが火の海であり、回避先に使える足場は数えるほど。先読みして即そく座ざに連射すれば躱かわす術すべはないだろう。

　魔ま法ほうで事態を打開できなければ、彼女はじきに詰む。

「『ミドラ』、お前の罪科で私を舐なめろ」

　息を吸い、茉莉が詠えい唱しようを始めた。

　だからそれに合わせて矢を絞しぼる指先に心を置き、視線で照準を定め、

「朝あさ倉くら茉莉に吠ほえて傅かしずけ……『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』!!」

　耶麻音が矢を放つと同時、茉莉の魔法が顕けん現げんする。

　濁にごった深緑色の液体が、水柱となって足あし許もとから湧わいた。

　それは噴ふき上がった後、大人の胴どう体たいほどの太さを保ちながらぐねぐねと蠢うごめき、茉莉を囲んでとぐろを巻き始める。やがて形状を安定させつつ、ふたつに裂さけた先せん端たん部分が顎あごとなって耶麻音へ向く。波打つ表面には細かな鱗うろこ。上うわ顎あごの両端には無機質な眼。

　つまりは──液体でできた、大蛇だ。

　蛇へびはそのままずりずりと、文字通り床ゆかを蛇だ行こうする。液体を撒まき散らし、耶麻音が展開していた炎から酸素の供給を奪うばい、消火しながら。

　体たい軀くの一部が熱によって蒸発し煙けむりをあげた。たちまちフロアに饐すえた悪あく臭しゆうが充満した。

　耶や麻ま音ねは顔をしかめる。目が痛い。息をするだけで肺が灼やけそうな刺し激げきがあった。これは確実に、ただの水などではない。

「炎と液体、か」

　半はん透とう明めいの大だい蛇じやを侍はべらせながら、茉まつ莉りは薄うすい笑みで耶麻音を見み据すえる。

「さて、強いのはどっちだろうな。少なくともお前の炎は、私のこいつで消せるようだが……お前の炎で、私のこいつも煮にえてはいるぞ」

「まったく面めん倒どうそうね、お互いに」

　耶麻音は皮肉を込めて頰ほおを歪ゆがめた。

「こんなことなら、他の人を指名すればよかったわ」

『火に鳴け日輪ブラインドレツド』は、炎の魔ま法ほうだ。その性質上、相性の善よし悪あしに左右されやすい。

　水みず奈なたちが半月近く前に戦った戸と野の宮みや寧ね々ねの地じ雷らいや四し十じ万ま薫かおるの水すい晶しようなどはその好例だろう。火は地雷の威い力りよくを逆に高めてしまうし、水晶は炎を遮しや断だんしてしまう。だから前回は出て行くのを控ひかえた。

「と言う割に、お前の顔は後こう悔かいしているようには見えないが」

「あら、そう？　買いかぶりではないかしら？」

　だが、今回はどうしても自分が行きたかった。たとえ相性の悪い相手と当たることになろうとも、ここで戦うのは、関せき耶麻音でなければならなかった。

　他の者に任せる訳にはいかない。

　何故なぜならこの戦いの端たんを開いたのは、耶麻音の身内なのだから──。

「お喋しやべりはもういいわ。続けましょうか！」

　叫びとともに矢を番つがい、放った。

　ただしさすがにここからは、攻せめてばかりもいられない。

　耶麻音の射しや撃げきと同時、大蛇が鎌かま首くびをもたげ、顎あごを開いて飛び掛かってくる。身体からだを盾たてにして矢を受け、消火を兼かねて取り込みながらの突とつ進しん。

　大きく背後に飛んで躱かわしつつ、第二射を放つ。が、それも不発。今度は尻尾しつぽで叩たたき落とされる。同時、うねった頭部が楕だ円えんの軌き道どうを描きながら、斜ななめ後方から迫ってきた。

　だから未いまだ炎の残っている一帯めがけて跳ちよう躍やくし退たい避ひする。

　炎は耶麻音の魔力によって生成されている。故ゆえに、耶麻音自身は灼かれることはない。それを利用した形だったが──大蛇もまた魔法であるが故に、熱されることも死も恐おそれない。躊ちゆう躇ちよなく炎の中へと身を躍おどらせてくる。

「……どうだ？」

　間合いの外まで離れた状態で腕組みをしながら、茉莉が余よ裕ゆうの声を投げてくる。

「徐々に追い込まれているのではないか？　負けを認めるというのなら、知人のよしみで攻こう撃げきをやめてやってもいい。死なせてしまうのも偲しのびないしな」

「そんなことを言ってもいいの？」

　耶や麻ま音ねは内心で焦あせりながらも、いつもの飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさなかった。

「悪いけど、私はあなたに情けをかけるつもりはないわよ！」

　跳ちよう躍やくして蛇じや身しんから逃れ、放てる箇か所しよに矢を放っては火ひ溜だまりを作る。

　作った先から消されて行くが、それでも可能な限り、フロアの床ゆかに燃えている面積を確保していく。この火がすべて消されてしまうのだけは避さけたい。

　言わばこれは、陣じん地ちの取り合いだ。

『火に鳴け日輪ブラインドレツド』が着ちやく弾だんした箇所には炎が留まり、茉まつ莉りが侵しん入にゆう不可能な、かつ耶麻音の足掛かりとして使えるエリアとなる。耶麻音はできる限り自領地を増やし繫つなぎながら、それを茉莉のいるところにまで到達させなければならない。

　逆に『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』は、触ふれた先から耶麻音の火を消し、耶麻音の陣地を奪うばっていく。大蛇を操って耶麻音の領地を消し、反はん撃げきの芽を摘つんで追い込む必要がある。

　もちろん陣じん取とりという過程をすっ飛ばして、直接相手を仕留められればそれでもいい──。

　矢を放つ。消される。蛇へびの一いち撃げきを躱かわす。矢を放つ。炎を広げる。別のエリアの炎が消される。茉莉に直接攻こう撃げきする。蛇によって防がれる。蛇が耶麻音に顎あごを伸ばす。矢で迎むかえ撃うつ。

　一連の攻こう防ぼうは、徐じよ々じよに膠こう着ちやく状態へと移行していく。

「ふむ」

　大蛇の顎がなかなか耶麻音を捉とらえないのに飽あいたのか、それともしぶとく残り続ける炎のエリアに苛いら立だったのか。茉莉が眉まゆをひそめ、

「このままでは埒らちが明かんな」

「そうかもね！」

　耶麻音は叩たたき付けられる蛇身を飛び退のきつつ返す。

「でも、悪いけれど私はまだまだ余よ裕ゆうがあるわよ！」

　噓うそではなかった。体力は充分に有り余っているし、蛇自体はさほどすばしこい訳でもない。動き方の癖くせも把は握あくできてきていた。矢という『点』から火溜まりという『面』に繫げられる耶麻音の攻撃に対し、あっちはあくまで『線』。攻こう略りやくの糸口もそのうち摑つかめるかもしれない。

　だが、そんな予測とは裏腹に。

「いや……お前は勘かん違ちがいをしている」

　茉莉は何故なぜか、破顔した。

　耶麻音は厭いやな予感がする。

　彼女のそれは質たちの悪い笑みだった。つまりは、勝利を確信した笑みだった。

「埒が開かん、というのはな。関せき……お前のことだ。私の方の埒は既に明いている」

「……どういうこと」

「さっきから厭な臭においがするだろう？　そいつから発散されている饐すえた悪あく臭しゆうのことだ。まったく……我が魔ま法ほうながら気分が悪いよ。目に染みて、喉のどが痛む」

　耶や麻ま音ねははっとした。

　気にはなっていたのだ。蛇へびがのたうつ度、炎が消され蒸気が立たち籠こめる度、顔をしかめたくなるような悪あく臭しゆうが鼻を突いていた。毒ガスかと思ったので自分の周囲の空気を熱で遮しや断だんして、できるだけ吸い込まないようにしていたが──、

「私の『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』が、ただの水だとは思っていないだろう？　だったらなんだと思う？　お前が化学部にでも入っていれば、すぐにわかったかもしれんな」

　まさか、この蛇を構成する深緑色の液体は。

「そいつは、お前を攻こう撃げきするために動いていたのではない」

　茉まつ莉りは右手を掲かかげ、ぱちん、と気き障ざったらしく指を鳴らす。

　蛇が勢いを付けて垂直に伸び上がった。

　咄とつ嗟さに耶麻音は火矢を放つ。

　矢は相手の身体からだに当たらない。脇わきを抜ぬけて天てん井じようへと突つき刺ささる。蛇は──耶麻音の攻撃など無視し、そこから急降下して、床ゆかに全身を叩たたき付けた。

「……酸で、足場を脆くするためだ」

　地じ震しんのような衝しよう撃げきは、そのまま崩ほう落らくへと変わった。

「っ……!?　きゃあ！」

　コンクリートの床が、まるでスポンジケーキが崩くずれるように、ぼろぼろになって抜ける。

　三階の床は半分以上が崩落し、耶麻音がいた場所も例外ではなかった。重力に翻ほん弄ろうされながら瓦が礫れきとともに落下する。平へい衡こう感覚のバランスを崩して肩口から二階の床へと激げき突とつ。痛みはともかく衝撃で頭が揺ゆれる。咄嗟に立ち上がろうと試みるが、そんな中で周囲の警けい戒かいを保ったまま適切に動けるはずもない。

　対処が遅れた。

　気付いた時にはもう半はん透とう明めいの蛇じや身しんは目の前──いや、周囲にぐるりととぐろを巻いている。

　そして、包囲からの束そく縛ばく。

「ぐ、あ……！」

　耶麻音の身体は『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』により、縛しばり上げ絞しめ上げられた。

　四し肢しの自由などもちろん利かない。弓も取り落としてしまっている。動かせるのは首と視線と手足の先程度。三階の床に残っていた火種も今の崩落ですべて搔かき消えていた。

　つまり、逃のがれる術すべはもはやない。

　おまけに全身が灼やけるように痛む。いや、ように、ではない。実際に灼けているのだ。酸でできた蛇に搦からめ捕とられているのだから当然のこと。

　じゅうじゅうと厭いやな音がする。装しよう束ぞくに染み込んで皮ひ膚ふを冒おかす音だ。悪臭も酷ひどい。さっきまでの、無機物が溶とけるものとは明らかに違う、自分の肉が溶ける臭においだ。

　茉まつ莉りが、余よ裕ゆうの態度で三階から飛び降りてきた。

　耶や麻ま音ねの前に着地し、足あし許もとに転がったコンクリートの破片を一いち瞥べつしてから、

「酸といってもな、そんなには強くないんだ。ビルの床ゆかをまるごと溶とかすというまではいかない。せいぜい、徐じよ々じよに染み込ませて脆もろくするくらいだな」

　無ぶ様ざまな耶麻音を得意げに見上げる。

「生物に対しても同じだよ。無防備な普ふ通つうの人間なら一いつ瞬しゆんで皮ひ膚ふが爛ただれるが、魔女ウイツチ相手だとかなり時間がかかるな。……さて、どうする？　時間がかかるとはいえ、このままだと筋肉や骨を冒おかし始めるぞ。そこまでいけばさすがに魔女ウイツチといえど身体からだの修復はできない。だから取り返しのつかなくなる前に降参しろ。さっきも言ったが、負けを認めれば命までは取らん」

「随ずい分ぶんと、……っ、お優しいことね」

「勘かん違ちがいするな。クラスメイトを二目と見られない身体にするのは気分が悪いだけだ。降参しないというならこのまま殺す。遺体も残さず処理してやるよ」

　言葉とは裏腹、おそらく彼女は、クラスメイトとしての情けなどない。

　あるのは打算だ。

　降参すれば殺さないというのは、耶麻音の仲間から無用な恨うらみを買うのを避さけるため。敵が自ら負けを認めたとあれば、復ふく讐しゆうや仕返しなどできないと踏んでのこと。

　逆に、殺すからには遺体も残さないというのは『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の力をきっちり示すため。徹底的かつ圧倒的な勝利を見せることで、面子メンツを保つという訳だ。

「まったく、大変ね、組織の中で立ち回る、っていうのも」

「否定はせんよ」

　全身を絞しめ上げられながらも不敵なことを言う耶麻音に、茉莉は肩を竦すくめた。

「それにしても面白い皮肉だな。お前と私の魔ま法ほう──炎と水でありながら、もたらす結果は同じ火傷か。ならば灼やかれる痛みはお前も知っているんだろう？　だったら早く降参しろ。お前が察している通り、障害が残るほど酸が達した後ではもう降参は受け付けん」

　その視線は、突つき放したように冷たかった。

　たぶん──彼女のこういう性格が、同性の人気を集める理由なのだと思う。クールで中性的な美女、はっきり言ってできすぎだ。人の命を奪うばうことに躊ちゆう躇ちよがないとまで知れたら、慕したっている後こう輩はいたちは引くだろうか、それとも危ない魅み力りよくととって更さらに傾けい倒とうするだろうか。

　耶麻音はそんなことをぼんやりと考えながら、灼けていく手足の痛みに耐たえ、

「残念ながら、あなたは勘違いしているわ」

　──笑った。

「勘違い？　命が惜おしくはないから降参しない、と？　……確かに、お前が死を恐おそれない性格なのはわかる。が、拾える生を捨てる性格でもないだろうに。それとも、くだらない矜きよう持じに殉じゆんじるのをよしとするのか？　だとしたら私の買いかぶりだったな」

「そうじゃないわよ、残念ながら」

　死を恐おそれないのも当たり、拾える生を捨てたりしないのも当たり。たいして会話した記き憶おくもないのに、よく理解してくれているものだ。もしかすると、自分が茉まつ莉りに抱いだいていたシンパシーを、茉莉も感じていくれていたのかもしれない。

　勘かん違ちがいというのは、そこではない。

「あなたの魔ま法ほうは、酸。溶とかし、灼やく魔法。私の魔法は炎。灼き、焦こがす魔法。確かにそうよ。でも、もたらす結果は同じではないわ」

　茉莉は気付いていなかった。

　彼女の『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』が床ゆかを崩ほう落らくさせるその直前、耶や麻ま音ねが蛇への攻撃と見せかけて、天てん井じようへ向け火矢を放っていたことを。

「私の魔法のことを教えてあげる。あなたが酸のことを黙だまってたみたいに、私も黙っていたことがあるからね。まずひとつめ……私の力は、ただ火矢を射るってだけじゃないの。生み出した炎……着ちやく弾だんした火ひ溜だまりも、ある程度なら操れるのよ」

　三階の床にあった火溜まりはすべて消されてしまったが、天井に置いておいたそれは唯ゆい一いつ、崩落後も消えることなく燃え続けていた。

　そして茉莉が飛び降りてきた時にこっそりと、立たち籠こめる土つち煙けむりに紛まぎれて一部を切り離し、ごく小さな火種を彼女の背中へ落としている。

　まるで、線せん香こう花火の最後のひと雫しずくのように。

　彼女のボディースーツの表面を、そろそろ焦がして穿うがっている頃ころだ。

　火種はごく小さい。指先どころか針の先ほど。だから時間がかかる。

　故ゆえに、だらだらと解説をしている。

「それから、ふたつめ。私の炎はね、魔ま力りよくによって生成した見えない燃料を媒ばい介かいに、周囲の酸素を取り込むことで燃焼するの。……意味がわかる？　『火に鳴け日輪ブラインドレツド』は、相手を焼くことがその本質ではない、ということ」

「どういうことだ。お前、なにを企たくらんで……」

　茉莉は眉まゆをひそめ、警けい戒かい心しんを露あらわにした。

「大だい丈じよう夫ぶ、痛みは小さくて一いつ瞬しゆんだから」

　残念ながら、もう遅い。

　装しよう束ぞくに穴を開けた火種が、彼女の皮ひ膚ふに到達する。

「っ……!?」

　穴はごく微び小しよう。感じたのはちくりとした注射程度の刺し激げきだろう。付いたのは毛ほどの傷だろう。だが、傷口に火種が付着しさえすればそれだけでいい。

　火花の大きさしかなかった種が、

「ようやく見せてあげられるわ。これが私の──『火に鳴け日輪ブラインドレツド』よ」

　茉莉の血中に溶け込んだ酸素を吸い上げ食らうことで、一気に燃え上がった。

「う、お!?　ぐあああっ！」

　──実際、茉まつ莉りはよく粘ねばったと言える。

　思し慮りよの浅い相手であれば、広がっていく火炎地帯を前に、たかが熱などなにするものぞと無視して飛び込んできたりする。憑ひよう依い装しよう束ぞくの防御力をあてにしている場合はなおさらだ。

　しかし彼女は炎に接せつ触しよくするのを注意深く避さけていたし、撒まき散らされる火炎のすべてに近付かず立ち回る力量を持っていた──勝利を確信して油断したのに付け込み、死角からこっそりと攻こう撃げきしてようやく上手うまくいったほどに。

　炎は茉莉の背を基点に、まるで翼つばさでも生えたかのように噴ふき上がる。

　紅ぐ蓮れんの比ひ翼よく──それとともに、彼女の身体からだからは急激に酸素が失われていく。

　針のような傷口を除けば、外傷はない。痛みもない。熱さもほとんど感じていないはずだ。

　感じているのは、急激な意識の低下。平へい衡こう感覚の消失と、

「う、あ……？」

　盲目を呼ぶ炎ブラインドレツドの隠かくし名が示す通り──視界の暗転、そして混こん濁だく。

「殺しはしないわ。クラスメイトのよしみ。けれど、あなたの負けよ」

　頭部を片手で押さえながら、茉莉は意識を失った。

　あえなく崩くずれ落ちる、その身体。

　同時、耶や麻ま音ねを縛しばり付けていた魔ま法ほう『牙を剝く靫葛セラサニアンタスク』もまた、形状を保てなくなりばしゃりと融ゆう解かい。液体もすぐに魔ま力りよくへと還かん元げんされ、中空に搔かき消えていく。

　解放されて床に着地した後、耶麻音は倒れた茉莉を見下ろして言った。

「黙っていてごめんなさいね。私の勝利に必要だったのは、傷ひとつだけ……炎の欠片かけらが触ふれさえすれば、それでよかったの」

　もはや聞こえてはいないだろう。

　けれど深く息を吐はき、戦いの疲労を絞しぼり出しながら、笑う。

　意識を失い力なく倒れた身体に肩を貸しながら抱かかえ上げる。関せき総合病院へと運ぶつもりだった。目が覚めたら彼女は敗北を悟さとるだろうし、結果を粛しゆく然ぜんと受け止めてくれるはずだ。

　思想の違いはあれど、彼女の潔さは信頼できるし、好感が持てる。

「だから、できれば明日からは敵対せずに……」

　仲良くできたらいいわね。

　そう呟つぶやこうとして開きかけた唇くちびるが、固まった。

「……え？」

　ずん、と。

　身体の中を貫つらぬく衝しよう撃げきとともに。

　耶麻音の胸から、剣が生えていた。

「あ、……が」

　それは先せん端たんが十字になった、歪いびつな刃。

　真しん紅くの刀身は金属そのものの色か、或あるいは耶や麻ま音ねの血か。

　いつの間に侵しん入にゆうしてきたのか──背後から忍しのび寄った何者かによって胸を刺されたことを悟さとった時にはもう、すべてが遅かった。

　全身から力が抜ぬけ、抱かかえていた茉まつ莉りとともに倒れ込む。

　思考を巡めぐらせる余よ裕ゆうもない。身体からだがやけに熱いのに、気が遠くなっていく。

　──これ、は……。

　いったい誰だれが、なんの目的で。

「は、ざまあみろ」

　意識が暗くら闇やみに落ちる寸前に聞こえたのは、稚ち気きじみた男っぽい、少女の声だった。
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　そして、それからおよそ十分ほど経たった後。

　午後十一時半過ぎ──。

　廃はいビルは耳が痛いほどの静けさに包まれていた。

　三階の床ゆかが抜けた崩ほう落らくの後と未いまだ残る酸の臭においは戦いの爪つめ痕あとを色濃く残していたが、既すでに空気は鎮しずまり、暗闇の深さと相まって墓場のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　そこに、人ひと影かげがひとつ現れた。

　暗闇にぼんやりと浮かんだシルエットは、さながら亡ぼう霊れいのよう。足音もなくフロアを進み、中央辺あたりで立ち止まる。

　そっとしゃがみ込んだ足あし許もとには、もの言わぬ身体がひとつあった。

　他に人の気配はない。これをやった人物は、既に立ち去った後のようだ。

　人影は、しゃがみ込んで倒れた身体を確認する。

　赤毛の豊髪を床に散らした、大人びた体たい軀くの少女だった。

「……耶麻音」

　そいつは彼女の名を、どこか懐なつかしそうな色で呼んだ。

　手を、赤毛の少女へ伸ばす。

　着物状の装しよう束ぞくがはだけた胸の、その刺さし傷きずに触ふれ、

　瞬しゆん間かん。

　色白の細く美しい指先から、黒い不定形の──粘ねん着ちやく性せいの液体じみたものが、じゅる、と生える。それは関せき耶麻音の胸に乗り移ると、傷口から体内に侵入していった。

「く……」

　やがて──関せき耶や麻ま音ねはぴくりと身体からだを震ふるわせると、小さくうめき声を発した。

　人ひと影かげは耶麻音たちに背を向け、窓際まで歩み、懐ふところから携けい帯たい電話を取り出していずこかへ電話をかけた。数コールの後に繫つながった瞬しゆん間かん、相手の反応を待たずに言う。

「事務所近くの廃はいビル。咲さき森もり水みず奈なへ、すぐに来るように伝えなさい。まだ息があるわ」

『え？　あんた誰だれだ、今なんて……』

　戸と惑まどう少年の声を無視して、電話は切られた。




　携帯電話を仕し舞まいながら、人影は窓から外を眺ながめる。

　前に面した路地の街灯や他の建物の灯りがあるせいで、ビルの中よりもまだ明るい。

　仄ほのかな光に浮かび上がるのは──白に限りなく近い輝かがやくような長い銀髪と、ルビーを火にくべたような赤い瞳ひとみ。ぞっとするほど美しい顔をした、少女の顔だった。







[image: The 4th Chapter : 遡上する胎児の夢]










　　　　　　　　　　　　　１




　夕刻の沈みかけた陽が、窓から寝室に射さし込んでいる。

　その光は部屋を明るく照らし、けれどベッドに寝かされた身体からだは眩まぶしそうな素振りも見せない。寝息こそたてているものの、半日以上経たった今もまだ目を覚ましていなかった。

　関せき栞しおりはそんな耶麻音の姿を、惚ほうけたようにぼんやりと眺ながめていた。

　関総合病院の四階にある、栞の自室である。

　天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやなベッドにシックなシーツ、高級な羽う毛もう布ぶ団とん。意識がないから文句を言わないだけで、普ふ段だんなら耶麻音はこんな寝具で眠りたがらないだろう。何故なぜならこれらはすべて、父が栞に買い与えたものだからだ。

　姉である耶麻音ではなく──妹である栞に。

　姉妹の関係は、少しばかり複雑だった。

　愛人の産んだ姉と、本妻の産んだ妹。姉は健康そのものに生まれ、頭もよく活気もある優等生。一方で妹の方は心臓に先天性の疾しつ患かんを抱かかえており、何事にも無気力な半はん端ぱ者もの。大病院の経営者として権力を持つ男の能力を受うけ継ついでいたのは、皮肉にも愛人の子の方だったのだ。

　父にどんな葛かつ藤とうと思いがあったのかはわからない。が、結果として彼は、妹の方を溺でき愛あいし、姉を遠ざける道を選んだ。

　結果、姉妹の仲はこじれることになる。

　ただし姉の方は、非ひ嫡ちやく出しゆつ子しである自分の立場に対しても、ポンコツでありながら優ゆう遇ぐうされる妹に対しても、鬱うつ屈くつを抱いだいたことは一度もない。少なくとも、表に出したことはない。彼女はごく当たり前に妹を妹として扱あつかった。生来の意地の悪さからからかうことは多かったが──それでも栞に、憎にくしみや恨うらみなどの負の感情を向けたことはなかった。

　代わりに鬱屈したのは、妹である栞だった。姉の方が優ゆう秀しゆうなのに何故自分ばかりが可愛かわいがられるのか。姉はなんでも自分ひとりでできる──それこそ、遠ざける手切れ金として父から与えられた金を中学生の身で十倍以上に殖ふやすような真似まねもできる──のに、どうして自分はこんなにも無気力で怠たい惰だなのだろうか。そんな思いで姉を疎うとみ、自身を呪のろった。

　或あるいは姉は、妹のそんな心情を慮おもんぱかって自分から家を出たのかもしれない。あれこれとごねて居座り財産を食くい潰つぶすことだって、本当はできたはずなのに。

　ただそんな姉には、生まれ育った環境故ゆえの欠点がある。

　父親に疎んじられたせいで身に付いた自立心と、不出来な妹がいたせいで無む駄だに強い面めん倒どう見みのよさ。両者が強く結び付いたあまりに、なんでも自分ひとりでやろうとしてしまうのだ。

　今こうして意識のない状態で寝ているのも、そんな彼女の性格が招いた結果だった。

　耶麻音がひとりで出掛けたのは、昨夜のこと。

　桐きり島しま庵あん子この一件でこじれかかった『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』との関係を修復すべく、彼女はお互いひとりずつ代表を出しての果たし合いを提案した。当然のことながら全員が反対したが、結局は口八丁で丸め込まれてしまった。

　曰いわく──話をこれ以上大きくしてしまうのは、双そう方ほうにとって得策ではない。できるだけ小さな規模でことを納める必要がある。

　向こうには『女王のための統合戦争』に魔女ウイツチの身内を巻き込んだという弱みもあるから、互いが譲じよう歩ほした結果として引き際を提示すれば、必ず食い付くはずだ。相手のリーダー格である朝あさ倉くら茉まつ莉りはクラスメイトでよく知っている。決して卑ひ怯きような振ふる舞まいに出る人ではないし話も通しやすい。だから自分がやるのが最も相応ふさわしい。どうか任せて欲しい、と。

　耶や麻ま音ねの論理展開には説得力があった。おまけに推測した通り、『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』が話に乗ってきたこともあり、誰だれもが納得せざるを得なかった。だから全員が胸に不安を覚えつつも、彼女を送り出すことになった。

　だが、栞しおりにはわかっていた。

　皆の前でぶった演説の中に、彼女の気持ちはなにひとつ込められていないことを。あの話はすべて、彼女の真意を覆おおい隠かくすための理論武装でしかなかったことを。

　耶麻音はただ、妹の不始末を自分の手でフォローしたかったのだ。

　栞が桐島庵子のことを黙だまっていたせいで『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』への対処は遅れた。

　栞が十とお部べ御み崎さきを討うち漏もらしたことで『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』との諍いさかいが表に出た。

　それらすべてをまとめて解決する手段として、一対一での果たし合いを考えた。そして栞の妹である自分が責任を取るため、果たし合いの代表を自ら買って出た。

　それ自体は構わない。正直、耶麻音がどんなに栞に世話を焼こうが栞にとっては大きなお世話で、私には関係ない、と思う。好きにすればいい。

　だが、結果はこれだ。

　重傷を負って意識不明──ふざけるな。

　早さわ良ら坂ざか蓮れんが何者かの電話を受けて、咲さき森もり水みず奈なが廃はいビルへ行き、この状態の彼女を連れ帰ってきた。かろうじて生きていたし、身体からだに受けた傷もさほど深くなかったから、そのまま栞の寝室に運んで寝かせることになった。ベッドを占せん領りようされたせいでこっちはソファで眠る羽は目めになった。お陰かげで寝不足だ。医者に見せる訳にもいかないから──父親である関せき浩こう一いち郎ろうにはなおさらだ──魔ま力りよくでの自然治ち癒ゆを待つしかない状態で、いつ目を覚ますことやら。

　栞はかれこれ三時間ほど、部屋の隅すみに突つっ立って耶麻音の寝顔を見ていた。

　心配して枕まくら元もとに膝ひざを突く訳でもなく、いたたまれずに出て行く訳でもなく、ただ壁かべによりかかり、時折視線を虚こ空くうに移ろわせては、またベッドに戻もどす。

　普ふ段だん、決してカーテンを開けることのないカーテンが開かれている。明るい中では寝苦しくてすぐ起きてしまうだろうから、意地悪になると思った。なのにまったく目を覚まさない。いい加減にして欲しい。

　フォローをするつもりで、結局、迷めい惑わくしかかけていないではないか──。

　ドアの向こう、居間から声がした。

「栞しおり、レンたちが戻もどってきたみたいよ」

　人の声帯から発せられたものとはやや異なる、どこか無機質な女の声。

　栞の体現者マスコツト──『ロシーヌ』だった。

　彼女が憑ひよう依いしているのは妖よう精せいのフィギュア。通販サイトで九千六百円で買ったものだ。造形がよくて気に入ったから棚たなに飾かざっていたらある日突とつ然ぜん動き始めて、以来、栞の部屋を住すみ処かとしている。栞が寝室にいる間、居間のパソコンで監かん視しカメラをモニターしてもらっていた。

「そう」

　もうそんな時間か。

「ここに来ると思うから、通しておいて。引き続き玄げん関かんと、それから楼ろう子この部屋を監視」

　ドア越しに『ロシーヌ』へと返事をする。

「了解。しかしあなた、珍しくよく働くわね。付き合わされるこっちもたまったものじゃないわ。面めん倒どうくさい……。まったく、私の固有罪科をなんだと思ってるの？」

「黙だまれ。うるさいこと言うと、また鳥とり籠かごにディスプレイするよ」

「うええ、あれはイヤ！　わかったよ、わかりましたよ……」

　彼女の性格は忌いま々いましいことに自分と似ていた。面倒くさがりで無気力。だからこそ栞のところへ惹ひかれて来たのだろうか。いつもは余計な会話をしなくていいから楽ではあるのだが。

　水みず奈なと蓮れんは、昨夜から泊まりがけて耶や麻ま音ねを見み舞まってくれていた。昼過ぎに一度家に帰って、また今夜も一晩をここで過ごすという。

　正直なところ、来てくれるのはありがたい。

　何故なぜならば栞には、ひとつだけ懸け念ねんがあったからだ。

　その懸念のせいで、病院のネットワークに侵しん入にゆうして監視カメラを覗のぞいている。今のところ異変はないようだが、いつ来てもおかしくない。

「う……ん」

　ベッドの中で耶麻音が微かすかに声をあげ、身み悶もだえした。近寄って、布ふ団とんをめくる。原因は左腕の負傷だ。二の腕に巻かれた包帯に色濃く血が滲にじんでいた。

　胸の刺さし傷きずや皮ひ膚ふの火傷やけどは既すでに塞ふさがりつつあるというのに、これだけが未いまだ深い。そして、栞はこの右腕の傷がなんなのか、よく知っている。

　五年前。栞が四歳で、耶麻音が十一歳の頃ころ。

　夏、家族で行った避ひ暑しよ地ち。

　栞が不注意から山の斜面を滑すべり落ちそうになり、それを庇かばって代わりに落ちた耶麻音が、木の枝に抉えぐられて負った怪け我がだった。

　腕を切断しなければならないかどうかの大手術だった。栞しおりはずっと泣いていた記き憶おくがある。そんな名めい誉よの負傷だったのに、姉は父親に罵ば倒とうされた。いつの間にか、彼女が栞を連れ出して危険な目に遭あわせた挙げ句、勝手に事故を起こしたことになっていた。耶や麻ま音ねは諦あきらめたようになにも言わず、父親の怒ど号ごうをただ頭を下げてやり過ごし──。

　その時の傷が、今こうして深く開いて血を流している。既すでに完治したはずのものなのに、まるで昨夜の戦いで新たに負ったかのように。

　これは朝あさ倉くら茉まつ莉りとかいう奴やつの魔ま法ほうでは、絶対にない。別の奴の仕し業わざだ。栞にはわかる。一昨日の夜、同じことをされた栞には。

「……ふざけるな」

　一対一でけりを付ける、そういう約束だったはずなのに。

　勝っても負けても後あと腐くされなく終わる、そういう取り決めだったはずなのに。

　これでは耶麻音のしたことも、無む駄だになるではないか。

　だから栞は『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』のことを信じていない。一対一の戦いに加勢してさも勝ったかのように見せかける輩やからなど、これからなにをしてくるかわかったものではない。

「今度来たら、必ず皆殺しにしてやる」

　小さく呟つぶやいた声は、寝室の静せい寂じやくに消えた。

　いつもなら、口うるさい姉が「そんな物ぶつ騒そうなこと言っちゃ、めっ、なのよ？」だなどと茶化してくるだろう。けれど彼女は深い眠りの中で、咎とがめる者は誰だれもいなかった。
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　水みず奈なと蓮れんは揃そろって関せき総合病院へ向かった。

　向かった、というよりも、戻もどった、と表現した方がいいかもしれない。なにせ昨夜──金曜日の夜に耶麻音が倒れているのが見付かってからずっと、栞の部屋に詰つめっぱなしだったのだ。夜が明けてから眠り、昼になってから一度家に帰ったものの、着替えやら荷物やらを整理して再び病院に逆戻り。今夜もまた泊まりがけて耶麻音の傍そばにいるつもりだった。

　週末だったのはよかったのか悪かったのか。目を覚まさない耶麻音のことを一日中落ち着かない思いで見ているよりは、いっそ学校へ行かされた方が余計なことを考えずに済んだかもしれない──そんな詮せん無ないことを考えてしまうほど、水奈は疲労していた。

『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の噂うわさを鏑かぶら木ぎ友とも美みに聞かされてから、まだ三日しか経たっていない。それなのに、あまりにいろいろなことが起こり過ぎた。

　妹尾せのお了りよう子こが怪け我がをしたのは二日前、木曜の朝。幸い、長期入院は必要ない程度の骨折だった。今週いっぱいは自宅療りよう養ようして、月曜日から学校へ来るという。昨日見み舞まいに行ったが、ギプス付きで痛々しい姿ではあったにせよ、それなりに元気そうだった。ただやはり、バレー部のレギュラーから外されてしまったことはショックだったみたいだ。

　了りよう子このことはこれから先、完治するまで気になり続けるだろう。が、やはり目下の心配事は耶や麻ま音ねの具合、加えて『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』とどうなってしまうのかということ。

　桐きり島しま庵あん子こを巡めぐるかの組織とのトラブルは、耶麻音の奮ふん闘とう虚むなしく混こん迷めいし始めていた。

　一対一での代表戦で決着をつける約束は反ほ古ごにされた。耶麻音は朝あさ倉くら茉まつ莉りだけではなく十とお部べ御み崎さきの攻こう撃げきも受けて、意識不明の重体へと陥おちいった。

　ひとつ解げせないのが、蓮れんの電話に『耶麻音が倒れている』との報しらせを電話してきた者がいたことだ。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の一員からだとしたら、どんな意図でやったのだろう。裏切ったことによる良心の呵か責しやくでもあったのか。

　ともあれなんにせよ、耶麻音の意識が戻もどってから真しん偽ぎを聞き、その上で対策を練らなければならない。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』が機に乗じて攻せめてくる可能性だってある。

　事態が解決するにはまだしばらく──下手へたをすればこの先ずっと長くかかりそうだ。疲れたなんて今から言ってはいられない。気を引ひき締しめて挑いどまなければ。

　看かん護ご師しに栞のところへ来た旨むねを告げ、病院の裏口に通してもらう。

　四階へ行くため、職員用のエレベーターに乗ろうとした時だった。

　ポケットに振しん動どうを感じ、水みず奈なは立ち止まる。

　震ふるえているのは携けい帯たい電話だった。

「あ……」

　水奈の背に緊きん張ちようが走る。

　何故なぜならこれは──右ポケットの中にあるものは──水奈が所有している端末ではない。

　預かりものである。栞から「お前が持っていて」と頼まれた、

「うそ……きた」

　関せき耶麻音の、携帯電話だからだ。

「どうした、水奈？　……まさか」

「うん、これは」

　できれば出なくていい着信であって欲しい──そんな期待を込めつつディスプレイを確認するが、そこに表示されていたのは『朝倉茉莉』の名前。

「……そのまさか、だよ」

　こちらからかけるべきかどうかという話は昨日のうちに出ていて、ひとまず保留になってはいた。どのみち話をしなければならない相手である。

　けれどさすがに、いざとなると身構えてしまう。

「……もしもし」

　一度深呼吸をしてから、スピーカーモードでの通話ボタンを押した。

　少女の声が問うてきた。

『関せき耶や麻ま音ねさんの携けい帯たいで合っていますか？』

「え？」

　開口一番のその科白せりふは、明らかにおかしなものだった。水みず奈なは強きよう烈れつな違和感を覚える。蓮れんの顔を見ると、彼もまた訝いぶかしげに眉まゆをひそめていた。

　耶麻音と電話の主である朝あさ倉くら茉まつ莉りは、クラスメイトのはずだ。クラスメイトの携帯に電話をする際、フルネームでの名前確認など普ふ通つうはしない。

　そもそも昨夜、彼女と耶麻音は交戦して──ルール違反の加勢を使って重傷を負わせたばかりではないか。昨日の今日で回復するような負傷かどうかは、本人が一番わかっているはず。死んだと思い込んでいてもおかしくないのに、あまりにも不自然だ。

「もしかしてあなた、朝倉茉莉さんじゃないんですか？」

　直感的にそう思い至り、問う。

「私は、耶麻音さんの仲間です。彼女は電話に出られません。あなたは誰だれ？」

　数秒の沈ちん黙もくの後、返事があった。

『茉莉さんの仲間です。「バーバ・ヤーガの小屋十二月会」の「春の庭ガーデン」所属の魔女ウイツチ』

　──やっぱり、そうか。

　だが、新たな疑問が浮かぶ。

　耶麻音の携帯に水奈が出ているのは、耶麻音が携帯を使えるような状態ではないからだ。一方で、朝倉茉莉の携帯を仲間が使っているのにはどんな理由がある？　他人の携帯を使ってまでわざわざこちらに接せつ触しよくしてきたのは、何故なぜなのか。

　水奈は、よし、と気合いを入れ直し、強気な声をあげた。

「用件の前に尋ききたいことがあるんだけど、いいかな。……あなたの名前は？　どうして朝倉さんの携帯を使っているの？」

　半月前のことを思い出す。今と同じようにいきなりかかってきた、四し十じ万ま薫かおるからの電話だ。あの時は開始数秒で会話の主導権を握にぎられてしまい、好き放題に散々言われてしまった。できれば轍てつを踏ふみたくない。だから思い切って、こっちから攻せめる。

　相手はまた数秒間ほど押し黙った。どう返答すべきかを逐ちく一いち逡しゆん巡じゆんしているような雰ふん囲い気きが窺うかがわれる。つまり、相手にもなにかしらの事情があるらしい。

　返答は慎しん重ちようなものだった。

『わかりました。私の名前を教えます。でも、代わりにあなたも名乗ってください』

　水奈は蓮に目め配くばせした。

　蓮は頷うなずく。提案を受けてもいいだろう、という意味だ。

「いいよ。……私は咲さき森もり水奈」

『さきもり……雉き子じ野の中二年の、咲森さん？』

「私のことを知っているの？」

『私は式しき田た央おう乃の。あなたの同学年です』

「しきた……おうの、さん？」

　知った名前ではない。

「ごめんなさい、私の方はあなたを知らない」

『そうですか。……確かに、そうかもしれませんね。実際、あなたと会話をしたことはありませんから。遠巻きに見る程度です、知人とも呼べない』

「じゃあ私も、あなたの顔には見覚えがあるかもしれないね」

『ええ、おそらくは』

　同学年ということで多少の親近感が湧わいた。が、同時に、警けい戒かい心しんも強くなる。

　敵に身み許もとを知られているというのは、とても危険なことなのだ。

　気を引ひき締しめながら、水みず奈なは話を進めた。

「それで、式田さん。どうしてあなたが電話を？　もしかして、リーダーの……朝あさ倉くらさんに内ない緒しよでかけてきたとかなのかな」

　たぶんこの可能性が最も高いだろうと踏ふんでの問いだった。

　しかし──、

『……なにを言っているんです？』

　どういう訳か、央乃の気配が一気に険しくなる。

　まるで、ふざけるな、とでも言いたげな、明らかな怒ど気きを孕はらんだ声音。

『からかって遊んでいるんですか？　それとも挑ちよう発はつのつもりですか』

「は？　ちょっと待って。それはどういう……」

　いきなりのことに戸と惑まどった。

　その一方で、声を荒あらげられたことに反発心も湧く。何故なぜ、彼女が──『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』が怒る理由があるのだ。そもそも文句を言いたいのはこっちの方なのに。

「式田さんの言ってることの意味が全然わからない。だいたい、からかうとか遊ぶとか、私たちにそんな余よ裕ゆうがある訳がないよ。それはあなたたちが一番よくわかってるでしょう」

『とぼけるのもいい加減にしてください。余裕がないのはこっちの方よ！』

　詰きつ問もんしても事態は打開しなかった。それどころか、ますます話が嚙かみ合わない。

　──これ、ちょっとおかしいかも。

　さすがに疑念を抱いだいた。

　たぶん、お互いがなにかを履はき違えたまま会話を進めている。まずは一度怒ど鳴なり合いをやめて、状じよう況きようを整理する必要があるのではないか。

　その旨むねを告げようとした矢先、激げつ昂こうした央乃の叫んだひと言に、水奈の思考は止まる。

『いいから早く、教えなさい。茉莉さんをどこにやったんです！』

「え……」

　それは歯車を嚙かみ合わせるためのパーツの欠片かけらが、目の前に降ってきた瞬しゆん間かんだった。

「ちょっと待って。朝倉茉莉さんが、帰ってきてないの？」

『だから、とぼけるのも……』

「とぼけてなんかいない。昨日の夜、私があのビルに行った時、戦いはもう終わってて耶や麻ま音ねさんの他には誰だれもいなかった。耶麻音さんはたったひとりで倒れてて……それだけだった」

『……え』

　今度は、央おう乃のが戸と惑まどう番だった。

「ねえ、教えて。朝あさ倉くら茉まつ莉りさんがいないってどういうこと？　だからあなたが電話をかけてきたの？　その携けい帯たい、昨日の戦いの前に置いていったってこと？」

『そう……です。万が一負けたの時のために、って、携帯を私に預けていきました』

　噓うそをついているとは思えない口調。

　だとすると、明らかにおかしかった。

「それ、変だよ。携帯を置いてく必要なんてないはずじゃない。だって、昨日の戦いは……騙だまし討うちだった。あなたたちの仲間の十とお部べ御み崎さきさんが、戦いを手伝ったんでしょう？」

　懐ふところを探り合いながらの会話はやめだ。まどろっこしい。

「耶麻音さんは昔の古傷が開いてて、それが重くて、今も目を覚ましてない。十部さんの魔ま法ほうじゃなきゃあり得ない怪け我がだよ。私の仲間が彼女と戦ってるから、それはわかってる！」

　隠かくしておきたいこともあったが関係ない。

　ありのままに、思ったことを正直にまくしたてた。

『……待って。待ってください！』

　と、そこで央乃の声音がはっきりと急変する。

『今、なんて言いました？　十部さんが手伝った……ですって？』

　彼女の声にあるのは、怒いかりでもなければ戸惑いでもない。

　まるでなにか、とんでもないことに気付いたような──焦しよう燥そうの色だった。

『そんなはずはない。茉莉さんはひとりでした。正々堂々、ひとりで戦いに行ったんです。彼女は卑ひ怯きようなことをするような人じゃないし、そもそも十部さんなんかを……』

　その時。

　肩にかけたバッグから、携帯電話の着信メロディが鳴り始めた。手に持っている耶麻音のではなく、自分自身のもの。慌あわてて取り出すと発信元は栞しおり。

　──厭いやな予感がした。

　彼女は監かん視しカメラをモニターしているから、水みず奈なたちがもう病院内にいることは知っているはずだ。こちらがスピーカーモードで会話をしている意味がわからない子でもない。接せつ触しよくしようと思ったのなら、エレベーターで直接降りてくる。

　なのに、電話をしてきた。すぐ近くにいるのに、どうして。

　水みず奈なは通話ボタンを押した。

「もしもし、あの、今……」

『水奈、来て！　すぐ来てっ！』

　回線が開くと同時に聞こえてくる、栞しおりにしては珍しい、けたたましい叫び声。

　厭いやな予感は、的中してしまうことになる。

『楼ろう子こが……楼子の部屋に、あいつが来た！　十とお部べ御み崎さきが、襲おそってきた！』

「……そんな」

　重傷を負ったまま放置されていた耶や麻ま音ね。

　その傷を負わせたのは、紛まぎれもなく十部御崎で。

　けれど茉まつ莉りは、本当はひとりで正々堂々と戦いに赴おもむいたという。

　そんな彼女は、未いまだ央おう乃のたちのところへ帰ってきていない──。

　だとしたら、もはや答えはひとつしかない。

「ごめんなさい、式しき田たさん。話は後だ」

　水奈は携帯電話のスピーカーに向けて、早口で告げた。

「十部さんが来た。たぶん、すべてをめちゃくちゃにするために」
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　真っ直ぐ向かった桐きり島しま楼子の病室では、姉の桐島庵あん子こが倒れていた。

　ドアの前で、胸をひと突つき。

　前回とは違い、窓からではなく正面から、来客を装って来たのだろう。

　彼女は殺されてはいなかった。意識を失ってはいたが、かろうじて息があった。

　目立った怪け我がが胸だけで、古傷がほとんど開いていなかったお陰かげだ。過去に大怪我をしたことがなかったのが幸いしたのだろう。あとはたぶん、十部御崎が、じっくり止とどめを刺さすほどの時間をかけていられなかったというのが大きい。

　何故なぜなら彼女の目的は、庵子を殺すことではなかったのだから。

　病室のベッドは無人だった。つまり御崎は、庵子を刺した後、楼子を連れ去った。そして向かった先は──栞からの報告によると、上。つまり行き着く場所は、屋上。

　庵子の世話は蓮れんに任せることにした。栞の部屋へ運び込んでおいてもらう。どのみち蓮自身は戦せん闘とうの場にはいられないし、連絡を取るには意識を共有しておけばいい。

　水奈は纏てん衣いを済ませ、ひとり屋上へと向かう。

　そこには既すでに栞が来ていて、十部御崎と対たい峙じしていた。

「栞しおりちゃん！」

　駆かけ寄ると、栞はこちらを気配だけで一いち瞥べつし、口くち惜おしそうに歯は咬がみする。

「しくじった。病院すべてをモニターしておくべきだった。まさか日中から見み舞まい客きやくの振りをして入ってくるなんて……思わなかった」

　彼女の視線を追い、十とお部べ御み崎さきを見み遣やる。

　実際に会うのは初めてだ。

　修道女をモチーフにした装しよう束ぞくに、逆十字の形をした剣。ヴェールの隙すき間まから上うわ目め遣づかいに覗のぞかせた細い眼はやたらに鋭するどく、まるで何日も寝ていないかのように充血していた。そこから発散されるのは、刺とげ々とげしさだけに純粋特化したような敵意と殺意──それから切迫感。

　右腕がない。袖そでが中空になってだらりと垂れている。確か一昨日おととい、栞が斬きり落としたと言っていたか。残った左腕で剣を握にぎりつつ、脇わきに幼い肢し体たいが抱かかえられている。

　病院着の幼い少女──桐きり島しま楼ろう子こを。

　楼子はぐったりとして動かない。気絶させられているのだろう。

「……あ、なんだてめえ、誰だれだ？」

　女とは思えない荒あら々あらしい口調で、御崎は水みず奈なに殺気を投げてきた。

　視線に怖おじることなく、名乗る。

「咲さき森もり水奈。栞ちゃんの仲間だよ」

　そして反対に睨にらみ返し、

「十部さん。あなたに聞きたいことがあるよ。……昨日の夜、なにをしたの？」

　すると彼女は、頰ほおを引ひき攣つらせて歪ゆがめ、くつくつと嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「は、くは。昨日の夜？　その口振りだと、てめえらもう知ってんのか。そうだよ、俺おれだよ。俺がやったんだ。俺が乗り込んでいって、そこのガキの姉貴と、ついでに朝倉のやつをぶっ殺してやったんだよ！　ははは……ざまあねえ！」

「なるほど……やっぱりね」

　つまり結局のところ、すべては彼女が暴走した結果なのだ。

「手打ちにするだなんてぬるいことぬかすからだ！　俺を軽んじやがって、冗じよう談だんじゃねえ。やられっぱなしで水に流されるなんて、我が慢まんできるか！　そんな腰抜けのリーダーなんぞこっちから願い下げだ！　体面を気にする組織も同じだ。もう知ったことじゃねえんだよ！」

『……なんだあれは』

　蓮れんが、水奈の意識の中で溜ため息いきを吐ついた。

　呆あきれ果てたといった調子で、

『身勝手で短たん絡らく的てきで、思し慮りよの欠片かけらもない。ＩＱを前世に置き忘れてでもきたのか？』

「そういうこと言っちゃダメだよ……」

　とはいえ、蓮が辛しん辣らつなことを口走ってしまう気持ちもわかる。

　あれではまるでチンピラだ。いや──ああいうのをチンピラというのか。

『女王のための統合戦争』は、暴力だけがすべてを決するほど単純なゲームではない。なにせ魔女ウイツチたちの肚はらの中では、地じ獄ごくのような深しん慮ぼう遠えん謀りよが渦うず巻まいているのだ。組織内部での自身の評判や体面、他の魔女ウイツチたちとの駆かけ引きや腹の読み合い──そういったことを意識して上手うまく立ち回らないと、あっという間に淘とう汰たされてしまう。

　好きなように魔女ウイツチを殺し好き勝手に生きると豪ごう語ごしていた四し十じ万ま薫かおるでさえも、自身の身の置き方については慎しん重ちようさを保っていた。つまり、まずは自分が死なないこと、生き延びることを第一義として行動していた。殺されない範囲内で好き勝手にやっていたはずだ。結果として自じ滅めつしてしまったが、それは思し慮りよが足りず及およばなかっただけだ。

　十とお部べ御み崎さきにはたぶん、そもそも思慮がない。

　生き延びるためになにをすべきかとか、死なないためにどうすればいいかとか、そういった思考そのものを放ほう棄きしているのではないか。ただ自分の衝しよう動どうと感情に任せて、その先に破は滅めつしかない道を──破滅しかないということを無視して突き進んでいる。まるで、死にたくないという気持ちをどこかに捨ててきてしまったかのように。

　そもそも朝あさ倉くら茉まつ莉りが一対一の決けつ闘とうを受けたのは、御崎のしでかした不始末を納めるためだった。『女王のための統合戦争』において互いの身内に手を出さないという不文律──組織の体面を保つために必要なルールを破ったことを、水に流してもらうのが理由だったはずだ。

　なのにそれを『ぬるい』『腰抜け』だなどと揶や揄ゆするどころか邪じや魔まして台無しにし、あまつさえ殺あやめ、果てには病院へ乗り込んできてまったく同じ愚ぐを繰り返す。水みず奈なの価値観では理解も難しい。壊こわれているとしか思えない。

「……それで、その結果がこれ？」

　栞しおりが御崎へ、ぞっとするほど低い声を投げかけた。

　敵意と殺意と切迫感に満ちているのは御崎と同じ。

　だが違うのは、その貌かたちだ。

　刺とげ々とげしさしか感じられない御崎に対し、栞の気配はもっと昏くらい。

　昏く、おぞましく、恐おそろしい。まるで飢うえた蛇へびが獲え物ものを吞のみ込む寸前のような──心の裡うちで内燃した感情の蒸気が溢あふれ出ているような、そんな。

　彼女はどうしようもなく怒っていた。

　姉である耶や麻ま音ねを傷付けられ、親友である楼ろう子こが狙ねらわれたことで。

「一度手も足も出ずやられた相手に、どうしてまた挑いどもうと思った？　楼子を人質にとった程度で勝てるとでも？　しかも今度は二対一……はっきり言う。お前、死にたいのか」

「くく。ああ、そうだ。そうなんだよ」

　それでも御崎は笑うのをやめない。

　両目はますます血走って、唇くちびるは乾かわききり、呼吸は浅くなっているのに。

　左ひだり脇わきに楼ろう子こを抱かかえたまま、逆十字の剣をこっちへ突き出し、

「ようやく昨日、気付いたんだ。俺おれがこの前負けたのはそれのせいだ、ってな。俺はてめえを恐こわがった。勝てねえと思った。死にたくねえと思った。つまりあの時、俺は俺であることをやめちまった。俺を形作ってるプライドが、汚れちまったんだ」

　まるで栞しおりだけにではなく、自分自身に言い聞かせているように──。

「この俺が……十とお部べ御み崎さきちゃんが、恐きよう怖ふでブルって死にたくねえだなんて、そんな汚れたことを考えたらダメだろう？　そんなんじゃ勝てるもんも勝てねえだろう？　許せねえよ。俺は、自分で自分が許せねえ。それ以上に……てめえのことが、許せねえんだよ！」

　喉のどを嗄からしながら叫び終わり、息を荒あらげる御崎。

　そんな彼女へ、栞はぽつりと短く応こたえた。

「お前、壊こわれてる」

　呆あきれたように、同時に、憐あわれむように。

「ただ頭の悪い奴やつが幼よう稚ちに粋いきがっているだけかと思ったけど……お前のは度を越してる」

　正直なところ同感だと、水みず奈なも思う。

　恐怖というのは死を忌き避ひする本能の現れだ。人は死にたくないから恐がるし、恐がるから死を遠ざけられる。結果、生きていける。

　なのに彼女は、恐怖という感情そのものを忌避し、否定している。本能に背いている。

「だからどうした」

　栞の諌かん言げんを、御崎は鼻で笑った。

「壊れてる？　上等だよ。ブルって逃げ出すくらいなら、壊れた方がマシってもんだ」

　最初から聞く気もないし、理解する気などないのだろう。

　彼女は彼女自身の思想のみを行動原理とし、彼女の価値観によってのみ彼女自身の世界を成立させている。他人の思想も価値観も、すべて彼女の中にある物差しでしか計れない。

　そんな人間だからこそ、耶や麻ま音ねたちの勝負に平気で割って入れる。耶麻音を刺し、仲間であるはずの茉まつ莉りを殺し、自分がこの先どうなるかなど考えず、病院に乗り込んできた。

　もう、無む駄だなのだと思った。有無を言わさず止めるしかないと思った。

　水奈は身構え、栞に視線を遣やる。一気に仕掛けて終わらせるべく合図を送る。

　栞も頷うなずいた。視線を細くし、殺気を縒よって鋭するどくし、水奈と呼吸を合わせようとする。

　だが、水奈は──そして栞も、蓮れんも。

　十部御崎の思考と価値観とそして壊れっぷりを、甘く見過ぎていた。

　飛び掛かろうとした直前、御崎は不意に肩を竦すくめ、

「なあ、ところでさあ、ガキ。栞っていったか？　俺のことをしたり顔であれこれ言ってくれたな。頭が悪いだの幼稚だのイキってるだの。だったら逆に尋きいてやるが……頭が悪くて幼稚でイキってるような俺が、なんでこいつを攫さらったと思う？」

　脇わきに抱かかえていた少女──桐きり島しま楼ろう子こを、まるでゴミでも捨てるかのように放り投げる。

　力なく屋上のセメントに転がった楼子は「う……」と小さく呻うめいた。

　それを見て、

「あ……、あ」

　栞しおりが、愕がく然ぜんとした表情をする。

「楼、……子？」

「……まさか」

　遅れて水みず奈なも気付いた。

　楼子の顔が蒼そう白はくだ。息も荒あらい。意識はないにも拘かかわらず、明らかに苦しんでいる。

　まるで、

「人質だなんて腑ふ抜ぬけた真似まね、俺おれがする訳ねえだろうが！　人質ってのはな、腰抜けが死にたくねえから仕方なく取るもんなんだよ。俺がこいつを攫さらったのはな……てめえを苦しめるためだ。てめえを悲しませて、恐こわがらせて、そのザマを眺ながめるためなんだよ！」

　まるで、身体の中を重い病が暴れているかのように──。

「あ、……あ」

　栞の唇くちびるが震ふるえ始めた。

　それはすぐに全身へと伝でん播ぱする。

　彼女は悲しんでいた。恐がっていた。まさに御み崎さきの目もく論ろ見み通りに。

　栞を睥へい睨げいし、彼女は嘲ちよう弄ろうとともに嗤わらった。

「俺が壊こわれてるってんなら、その壊れた俺が……このガキになにもしないとでも思ってたのか？　俺の魔ま法ほうがどんなもんか、お前はよく知ってんだろうにな！」

『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』──。

　入院してから半年間、幾いく度ども転移を繰り返してきた楼子の病が──彼女自身が投薬の苦しみに耐たえ、姉の庵あん子こが魔法で必死に抑おさえてきたものが。

　今、再び呼び起こされてしまっていた。

「う、あ。ああ、わああああああああああああっ!!」

　栞の絶叫が、病院の屋上に響ひびいた。

　手の中に歯車仕掛けの大おお鎌がまを発現させ、振りかぶりながら飛び出す。

「ぎゃははは！　そうだよ、その顔だよ！」

　げらげらと下品な嬌きよう声せいで、御崎はそれを迎むかえ撃うつ。

「どうだ？　どんな気分だ？　死ぬぜ、そのガキは！　もう助からねえ！」

　隻せき腕わんで剣を振り、打ち付けられる鎌を受け止めては受け流しながら、

「てめえ、この前の俺と同じだなぁ！　恐がって、ビクビクしてブルって、みっともねえ……ああ、こりゃあ最高の気分だよ！」

　刃ではなく、言葉で攻こう撃げきを加える。

「殺す、お前を殺す！」

　喚わめきながら闇やみ雲くもに斬きり付ける栞しおりを見て、

『まずいな』

　水みず奈なの頭の中で蓮れんが苦々しげに言った。

「うん……まずいね」

　同感だ。完全に冷静さを失っている。

　普ふ段だんの栞であれば、あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな動きはしない。もっと無む駄だがなく流りゆう麗れいで、御み崎さきなどでは相手にならないはずだ。様子を見るに、彼女は自分の魔法を使うことすら忘れている。

　無理からぬことではあった。楼ろう子ことは出会って日の浅い水奈でさえ怒いかりで目の前が真っ赤になりそうなのに、栞の心中はいかほどだろう。そもそも、普段大人びた態度で冷めてはいるが──彼女はまだ、十歳に足りない幼い娘なのだ。冷静になどなれるはずがない。

「殺す……殺してやる、殺してやるっ!!」

「は、できるか？」

　御崎が更さらに挑ちよう発はつする。

「俺おれを殺せば、もしかするとガキの病気は消えるかもな！　なあ『ドグ・ノ』、どうだ？」

　楽しそうに、左手薬指に嵌はまった指輪の宝石へ呼び掛ける。

　それはたぶん、彼女の体現者マスコツトの名前だ。

　仲がいいのだろうか。ひょっとしたら似たもの同士なのかもしれない。

「……ねえ、蓮くん」

　栞と御崎の戦いを注視しつつ、水奈は蓮に問うた。

「あのさ、私たちの魔ま法ほうで……」

『きみの言いたいことはわかってる』

　全部言い切る前に、返事はあった。

『でも、まずは栞を落ち着かせよう』

「うん……そうだね」

　頷うなずき、息を吐いて身構える。

　そうして、頭の中でひとりの少女の顔を思い浮かべながら、

「初めて使わせてもらうよ、戸と野の宮みやさん……『ヴェスペ』」

　魔力を込めて、水奈は詠えいじた。

「召喚ヴオミツト、四の贄にえ──『夜陰に添うソドムリーブス』！」

　呪じゆ文もんに併あわせ、突き出した右手の中にひと振りの武器が出現する。

　それは柳やなぎ葉ば刀とうによく似た、風変わりな外観の剣だった。

　全長は四十センチ強、片手で振り回せる程度のサイズ。先せん端たんへ行くに従って幅広になる、緩ゆるやかに湾わん曲きよくしたシルエットを持つ。薄うすい青に染まった刀身は反対側が見えるほどの半はん透とう明めいで、日を反射してマーブル模様に光っている。

　幻想的な刃部分とは裏腹に、柄つかは機械的だった。レバー式のトリガーが仕込まれていて、握にぎり込むことで操作できる形。

　かつて『突発性破滅願望優しいヒステリア』という名の魔ま法ほうがあった。その性質は、感圧式で爆ばく発はつする不可視の地じ雷らい。戸と野の宮みや寧ね々ねという名の少女が使っていたそれを──水みず奈なと蓮れんが、ふたりの魔法で食って吐き戻ヴオミツトした結果が、この剣だ。

　当然、形状に伴ともなって性質も変化している。

　水奈は身を屈かがめると剣を構え、斬きり結ぶふたりを見み据すえ、ひと息に地面を蹴けった。

「栞ちゃん、下がって！」

　突とつ進しんして急接近。間合いに入るや、御み崎さきの胴どう体たいを横よこ薙なぎに払う。

「てめえ、邪じや魔まを……！」

　御崎は反応し、逆十字の剣で攻こう撃げきを受け止める。

　刃と刃がかち合った瞬しゆん間かんを狙ねらい──がしゃん、と。

　柄の手て許もと、レバーを握り込む。

　それに反応し、刀身の表面が青い燐りん光こうを発した。その光は刹せつ那なの後に凝ぎよう縮しゆくされて物質化、宝石めいた三日月状の輝かがやく破片と変わる。破片は半透明の刀身からも剝はく離りし、重力も無視し、剣を引いても宙に浮く形でその場に留まって、

「なんだよ、こ……」

　眉まゆをひそめる御崎の眼前で、爆発する。

「……っ、なあっ!?」

　既すでに水奈は剣を引くと同時に栞の襟えり首くびを摑つかみ、背後へ放り投げていた。そして爆発の寸前に、地面へ倒れた楼ろう子こを抱かかえて自らも後ろへ跳ちよう躍やくしている。

　御崎だけが熱と爆ばく風ふうをもろに食らい、もんどりうって倒れる形になった。

　残念ながら爆発の威力はさほど高くない。光の破片に接せつ触しよくした状態でまともに食らえばそれなりの負傷は免まぬがれないが、目前で作動した程度ではせいぜい皮ひ膚ふに火傷やけどだろう。爆ばく音おんと光で目と耳くらいはしばらく封ふうじられるかもしれない。

　投げ飛ばされたショックで激情から醒さめたのか、呆ぼう然ぜんとへたり込んでいる栞。

「栞ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりに楼子をそっと横たえながら、水奈は彼女を一いち瞥べつした。

「落ち着いて。あんな戦い方じゃやられちゃうよ。魔法も使ってなかったでしょう？」

「みず、な……」

　叱しつ責せきに呼応して、栞はゆっくりとこっちを向く。

「どうしよう……どうしよう」

　激情が去った代わりにやってきたのは──狼ろう狽ばいと悲しみだった。

　みるみるうちに、目め尻じりに涙が溜たまっていく。やがてそれはつぶらな碧へき眼がんから溢あふれ、色白の頰ほおを伝って細い顎あごへ落ちていく。散々に乱れた金髪を直すことすらせず、唇くちびるを歪ゆがめてひくひくとしゃくり上げ、呼吸に合わせて肩を震ふるわせる。

「楼ろう子こが死んじゃう……楼子が！」

　両手が、水みず奈なの肩へ伸びた。

　驚おどろくほど強い力で握にぎられる。

「魔ま法ほうなんて……私の魔法なんて、なんの役にも立たない！　私の魔法じゃ、楼子を助けることもできない！　助けて！　水奈、助けて？　助けて……お願いだよう」

　嗚お咽えつしながら、水奈の肩を揺ゆさぶり、縋すがり付いて泣き喚わめく。

　その目を見み詰つめ返し、水奈は小さく頷うなずいた。

「わかった、やってみる」

　意識の中にいる自身の体現者マスコツトに、問い掛ける。

「蓮れんくん……どうかな？」

『正直なところ、わからない』

　返答は心こころ許もとなかった。だが、彼は確信の持てないことに対してイエスやノーを断言したりは絶対にしない。つまり逆に言えば、可能性はあるということだ。

『ただ、殺すのと喰うのとは質が違う、それは確かだ。……たぶん、殺すよりも喰う方が可能性は高い。喰くらうってことは、あいつの固有罪科を体内に取り込んで支配下に置くってことだからね。多少は干かん渉しようできるはず。……殺したら、完全に運任せになる。魔法の効果は消えるだろうけど、魔法によって起きた結果までは消えないかもしれない』

　それに、と。

　蓮は少しだけ悪戯いたずらっぽく笑って、水奈の心を意識でそっと撫なでた。

『きみは、たとえ十とお部べ御み崎さきがあんなだろうと、殺すという選せん択たく肢しは取らないだろう？』

「うん、確かにそうだね……ありがとう」

　その言葉は、自信がなくて不安になっていた水奈を勇気付ける。

「私は、私の最善魔法を尽つくすしかないんだ。そして私の尽くす最善魔法は、私のやるべきこと決意に繫つながってるんだ。だったら、結果は後から考えよう」

　唇を引き結びつつ、立ち上がった。

　そうして、未いまだ泣きじゃくる栞しおりの頭に手を添そえ、ぽん、と軽く叩たたく。

「栞ちゃんも立って。私はこれから魔法を使う。でも、知ってるよね？　私が魔法を使うと隙すきが大きい。栞ちゃんに、手伝ってもらわなきゃいけないんだ」

「ひっく。みず、な……」

「さっき言ってたよね。『私の魔法じゃ楼子を助けることができない』って。それは違うよ。仮に、私の魔ま法ほうで楼ろう子こちゃんが助かるとしても、栞しおりちゃんが手伝ってくれなきゃ私の魔法は成功しないんだ。だったら……栞ちゃんの魔法がなくちゃ、楼子ちゃんを助けられない。楼子ちゃんを助けるのは、栞ちゃんの魔法なんだよ」

　その言葉で、

「あ……」

　栞は、はっとする。

「それに、このままいいようにされっぱなしじゃ、ダメだよ。あいつをやっつけるのは栞ちゃんの役目なんだ。私じゃなくて、栞ちゃんがやらなきゃいけないよ。あいつは、楼子ちゃんを酷ひどい目に遭あわせて、庵あん子こさんを酷い目に遭わせて、耶や麻ま音ねさんを酷い目に遭わせたんだから。だったら栞ちゃんは、あいつに勝たなきゃいけない！　そうだよね」

「そう、だ」

　泣き顔が消える。頰ほおの涙が拭ぬぐわれる。

　両足が屋上の床ゆかを踏ふむ。

「私がやる。私がやらなきゃいけない。あいつは、この私が完膚なきまでに叩きのめす」

　隈くまの濃い両目に昏くらい光が宿り、再び全身から殺気が立ち上り始める。

　それはまるで、飢うえた蛇へびのような。

　周しゆう到とうで粘ねん着ちやく質しつの、関せき栞という名の魔女ウイツチが持つ、特有の殺気が──。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきも既すでに消え、御み崎さきは負った傷を治ち癒ゆさせつつあった。

「っ、痛ってえ……てめえ、やってくれたじゃねえか」

　険しい視線を一身に受けるようにして、栞は前に出た。

「お前の相手は、私だ」

「あ？　なんだガキ。もう泣きやんだのか？　泣きやんでもお友達の病気は治らねえぞ。それとも諦あきらめちまったか？　ま、その方が気が楽だろうけどな、ははは！」

　さっきと同じような、嘲あざけりの表情での挑ちよう発はつ。

　しかし栞の表情はもう揺ゆらがない。殺気も、もはや緩ゆるまない。

　逆に薄うす笑わらいを浮かべ──小さな背で威い丈たけ高だかに、相手を睥へい睨げいする。

「少し面白い話をしようか」

　栞は一歩を踏み出した。

「体現者マスコツト。お前の……確か『ドグ・ノ』って呼んでたね」

「あ、それがどうしたってんだ？　お前の体現者マスコツトと知り合いだったりするのか？」

「どんな奴やつなの？」

「俺おれと同じだ」

　問われ、どこか誇ほこらしげに胸を張る御崎。

「勇気があって、何者をも恐こわれねえ。だから性格の似てる俺のところに来たんだ。一昨日おととい、俺がブルって逃げちまった時も……一番に叱しかって、励はげましてくれた」

「そう、友達なのね」

「てめーとそこのガキみたいな、なよっちく馴なれ合ってるのとは違うんだ」

　得意そうに笑う。

　と、そんな御み崎さきに──。

「あーら、そう。かっこいい子なのね『ドグ・ノ』って」

　栞しおりが唐とう突とつに、今までのものとはまったく違った口調で返事をした。

　声は同じ。だが、明らかに別人ではないかというほど、トーンが違う。

「あ？　なんだお前、いきなり……」

「男の人かしら？　さぞ頼りになるんでしょうね。素す敵てきそう」

『やれやれ』

　蓮れんが呆あきれた調子で溜ため息いきを吐ついた。

『どうせあいつの思い付きだろ。……まったく趣しゆ味みが悪い』

　彼は栞の口を借りて誰が喋っているのかを知っている。

「時間を稼かせいでくれてるんだよ、きっと」

　もちろん──水みず奈なも。

「今のうちだよ。魔ま法ほうの準備をしよう」

『ああ。面めん倒どうくさがりのあいつにしては、気が利いてる』

　精神を集中させる。魔ま力りよくを縒より合わせ、左手の薬指──体現者マスコツトたる『レン』の意識が宿る指輪へと、集めて凝ぎよう縮しゆくさせていく。

　指輪の台座に載のった白い宝石が淡あわく輝かがやき始めるのを後しり目めに、

「名前も素敵よね『ドグ・ノ』」

　栞の唇くちびるは御崎に向けて、栞のものではない言葉を更さらに紡つむぐ。

「なんだか第三地区にいそうな名前だわ。どう？　当たってる？」

「おい、てめえ……なにを言ってる？」

　さすがに浮かんだ御崎の怪け訝げんな顔を睥へい睨げいし、

「勇気があって、何者をも恐おそれない、ね……こっちに来て気が大きくなったのかしら、また随ずい分ぶんと大きなことを言ったものね。度胸試しとか言って私にちょっかいをかけて、いざ見付かったと思ったらみっともなく泣いて許しを乞こうたのは、いったいどこの誰だれだったかな？」

　楽しそうな声は、嗤わらう。

「え、おい『ドグ・ノ』？　どうした」

　御崎が困こん惑わくし始めた。

　指輪に視線を向け、自らの体現者マスコツトの名を呼ぶ。ドグ・ノ、おいドグ・ノ──なにがあったドグ・ノ──しかし何度問うても戸と惑まどいは増すばかり。

　当然だろう。

　たぶん彼は今いま頃ごろ、恐おそれて怖おそれて虞おそれて畏おそれ、錯さく乱らんしているだろうから。

「久しぶりね『ドグ・ノ』。そうよ、私よ」

　そして、そいつは名乗った。

「あなたと同じ第三地区にいた大罪の獣……『ロシーヌ』よ」

「う、あ？　……あ、ひあああっ！」

　名を聞くと同時、十とお部べ御み崎さきは絶叫した。

　魔女ウイツチと体現者マスコツトは意識を共有している。極限まで膨ふくれ上がった『ドグ・ノ』の感情が、御崎にまで伝でん播ぱしたのだ。荒あれ狂う奔ほん流りゆうがもたらすショック症しよう状じよう。

　それはよりにもよって、彼女が最も忌き避ひし遠ざけようとしたもの。

　つまり、恐きよう怖ふだった。

「う、ああ、おい『ドグ・ノ』、お前なんでそんな、あ、ひい！　しっかりしやがれ、どうした!?　お前はそんな奴やつじゃなかったはず……いや、やあ、あああ、怖こわい、怖い！」

　もはや御崎には、全身を駆かけ巡めぐっているのが自分の感情なのか体現者マスコツトの感情なのかも判然としてないだろう。不要であると切り捨てたはずの恐怖が身を竦すくませ、落ち着きを失わせ、パニックに陥おちいらせている。体現者マスコツトに裏切られた喪そう失しつ感かんもあるかもしれない。彼女は『ドグ・ノ』のことを信頼していた。勇気があると、何者をも怖れないと言って信じ、拠より所どころにしていた。なのに本当の彼は──結局のところ、自身の裡うちにある恐怖から目を背けて蛮ばん勇ゆうを気取っていたのは、彼女も体現者マスコツトも同じだったのかもしれない。

「やれやれだ。そこまで恐がることはないのにね」

　一歩ずつゆっくりと前に進みながら、呆あきれた調子で栞しおりが溜ため息いきを吐ついた。

　既すでに『ロシーヌ』は奥おくへ引っ込み、彼女が主導権を握にぎっている。

「『大罪の獣けもの』も、こっちの世界に来ればただの『体現者マスコツト』。魔ま法ほうの国でどんなに暴ぼう威いをかざしていたとしても、それと魔法の強さとはまったく関係ないのに」

　正確には、強さという概がい念ねんの基準が違う。

　実際、魔法の質は固有罪科の深さに比例する。ただしこの『質』は、必ずしも戦せん闘とう能力の高さには繫つながらないのだ。たとえば『レン』や『ロシーヌ』と同じ大罪の獣『メリィ』。彼女の魔法は他人の魔ま力りよくを増幅することで、それは使いようによっては並ぶもののない凶きよう悪あくな魔法となり得る。が、一方で、使う魔女ウイツチ本人の戦闘能力は皆かい無むに等しい。

　だから先入観を捨て、勇気を持って立ち向かえば──いかな『大罪の獣』と契けい約やくした魔女ウイツチであっても、勝てる可能性は充分にあるのだ。

「実際、お前はさっき私を倒しかけていた。なのに、たかが肩書きを聞いただけでそのざまか。情けない……お前たちは結局、恐怖を捨てられなかったんだ」

「う、ああ。来るな、来るなっ！」

　隻せき腕わんを振り乱し、屋上の柵さくを背に後がない状態で、御み崎さきは闇やみ雲くもに剣を振り回す。戦っているとはとても言えない、無ぶ様ざまな足あ搔がきだった。

「『レン』……あなたの罪科で私を餐のんで。咲さき森もり水みず奈なとともに、弑しいして喰くらえ」

　水奈はその三メートル背後で、呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

　凝ぎよう縮しゆくされた魔ま力りよくが白い輝かがやきとなって指輪から溢あふれ、『レン』の精神が座す器となる。純白の狼おおかみが、水奈の足あし許もとへと軽やかに降り立った。

　もっとも、御崎にはもう目に入ってもいないようだが。

　御崎の目前に立った栞しおりが、手に携たずさえた大おお鎌がまをゆっくりと振り上げた。

　言葉にならない悲鳴を喚わめき散らす御崎に、ぽつりと言う。

「さよならだ。お前は矮わい小しようで、そして厄やつ介かいだった」

　振り下ろされた鎌かまの刃──その峰みねが、御崎の頭部を横よこ殴なぐりに打った。

　昏こん倒とうして倒れたのを確認して、水奈は横に立つ白はく狼ろうへ告げる。

「行くよ、蓮くん。……『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』！」

　返事の代わりに小さな唸うなり声があった。

　狼は疾しつ駆くし、力を失いだらりと下がった十とお部べ御崎の左手に、跳ちよう躍やくして喰らい付いた。
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　顔色がよくなっていく桐きり島しま楼ろう子この身体からだを、栞が泣きながら抱だき締しめている。

　水奈はその場へへたりこみ「よかった……」と思わず呟つぶやいた。

　十部御崎の体現者マスコツト『ドグ・ノ』を蓮が喰らった、数分後。

　彼女の固有罪科は水奈たちの支配下に置かれ『遡上する胎児の夢クロス・パーパシス』は効力を失った。そして幸いなことに、彼女が魔ま法ほうによって復活させた楼子の病もまた、消失したのだった。

『耶や麻ま音ねと桐島庵あん子この傷もなくなっていってる。こっちももう大だい丈じよう夫ぶだ』

　栞の部屋でふたりを看ている蓮の本体──つまり人間の身体が、意識のパスを通じて水奈に報告してきた。たぶんふたりとも、じきに目を覚ますだろう。

　安あん堵どとともに、肚はらの奥おくから吐はき気がやってくる。

　罪科を喰った時特有の、倦けん怠たい感かんを伴ともなった気持ちの悪さだった。ひょっとしたら悪阻つわりに似ているのかもしれないな、といつも思う。もちろん生まれてくるのは赤ちゃんなどではなく、吐と瀉しや物ぶつのように形を変えた魔法なのだけれど。

　身体を動かすのも億おつ劫くうだが、あとまる一日ほどはこの不快感に耐たえなければならない。

　気を失って倒れている十部御崎を一いち瞥べつする。

　既すでに憑ひよう依い装しよう束ぞくは解け、普ふ通つうの人間と変わらない格好となっていた。彼女の身体からだから魔ま力りよくは永遠に喪うしなわれた。もはや魔女ウイツチではなく『女王の器の欠片かけら』ですらない、ただの人間。

　体現者マスコツトである『ドグ・ノ』の固有罪科は『虚きよ勢せい』だった。

　虚勢──空威張り。恐きよう怖ふに向き合うことから逃げて勇気を気取ること。

　出来過ぎなくらい、彼女たちそのものだ。

　体現者マスコツトの固有罪科が『虚きよ勢せい』だったから、ああなってしまったのか。それともああいう性格だったからこそ『虚勢』の罪を持つ体現者マスコツトと巡めぐり会ったのか。

　それはわからない。巡り合わせに運命なんてセンチメンタルなものを投とう影えいするのがいいことなのかどうかも含めて、よくわからなかった。

「栞しおりちゃん、楼ろう子こちゃんを病室まで運ぼうか」

　水みず奈なは、御み崎さきから目を背けて踵きびすを返した。

「大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、ちゃんと検査しなくちゃいけないと思うし。看かん護ご師しさんも、いなくなっちゃってることに気付いてるかもしれない。騒ぎにならないうちに……」

　と──。

　顔を上げて頷うなずきかけた栞の顔が、いきなり険けわしさを増す。

　鋭するどい視線は水奈の背中の空間に向いていて、

「……っ！」

　直後、水奈も気付き──考える前に、身体が動いた。

　咄とつ嗟さに振り返る。そこには、

「や、こんにちは、初めましてー」

「……どうも」

　屋上のフェンスに背を預けて気を失っている、十とお部べ御崎を囲むように。

　ふたりの魔女ウイツチが、立っていた。

　ひとりは小こ柄がらな少女。幼い顔付きのせいで、小学生か中学生かわからない。あっけらかんとした表情と笑顔は人なつこそうだったが、無む邪じや気き故ゆえの残ざん酷こくさを持っていそうな気配もある。

　白いだぶだぶのワンピースには胸の中央に的と矢を模したマークが描かれており、背中には小さな翼つばさが一対。どうやら、キューピッドを模した装しよう束ぞくのようだ。

　もうひとりはやや背の高めな、暗い雰ふん囲い気きを纏まとった少女だった。小柄な方とは対照的だ。長く伸ばした前髪に両目が隠かくれかかっていて、重苦しい印象が強い。

　装束のモチーフは、甲かつ冑ちゆう。丸みを帯びた胸当て、刺とげ々とげしい手てつ甲こう、スカートのように広がった草くさ摺ずり。色調は黒みがかった鈍にび色いろ。まるで中世の騎き士しのような印象を受ける。



　そして、

「あ……」

　背の高い方の少女に、水奈は覚えがあった。

　妹尾せのお了りよう子この友達だ。部活に行く彼女を見送る際、合流する先の一団にいた。部活帰りの彼女とたまたま会った時、一いつ緒しよに行動していた。校内ですれ違ったことも何度もある。きっと向こうも、水みず奈なの顔を記き憶おくしているだろう。

　──彼女が、式しき田た央おう乃のさんか。

　央乃も水奈の視線に気付き、頷うなずき返してきた。

「初めまして、と言った方がいいでしょうか……咲さき森もりさん」

　丁てい寧ねいな口調だったが、決して友好的な態度ではない。

　視線はきつく、身構えていて──まるで敵を前にしているかのようだ。

『水奈、気を付けろ』

　蓮れんが頭の中で気配を鋭するどくする。

『何故なぜ、このタイミングで現れた？　相手の意図がわからない』

「でも……」

　正直、戦う理由はないはずだ。

　耶や麻ま音ねと朝あさ倉くら茉まつ莉りの行った代表戦は十とお部べ御み崎さきの乱入により有う耶や無む耶やになってしまったが、御崎が彼女たちの仲間であった以上、落ち度があるのはあちらの方である。だから桐きり島しま庵あん子こからは身を引くべきだと思うし、謝罪こそされ、そんな目で見られる理由はない。

「うちのリーダーの……茉莉さんは、もう死んでいるんでしょう？」

　央おう乃のが薄うすく溜ため息いきを吐つき、足あし許もとに倒れている御み崎さきを睥へい睨げいした。

「こいつに殺された。違いますか？」

「……うん。本人から聞いた」

　耶や麻ま音ねのみならず朝あさ倉くら茉まつ莉りにまで手を掛けたと、そう言っていた。

「後で遺体を探さなくてはいけませんね。……まったく、こんな結果、予想していませんでした。茉莉さんもさぞ無念でしょう。あの人は十とお部べさんに期待していました。自身を見み詰つめ直して気持ちを入れ替えてくれればきっと強い魔女ウイツチになる、って……結果が、このざまです」

　央乃はしゃがみ込む。

　そうして御崎の顔を覗のぞき込むようにして、直後。

「……ゴミめ」

　呟つぶやき、手を伸ばして首を摑つかみ、

「式しき田たさん、待っ……！」

　水みず奈なには、止める間もなかった。

　魔女ウイツチの人間離れした筋力で、御崎の身体からだは片手で持ち上げられ、そのまま──屋上の外へと、無造作に放り投げられる。大人の背せ丈たけよりも遥はるかに高いフェンスを軽々と超える放物線を描き、御崎の身体は紙くずのように舞まいながら、大地へと落下していった。

「じゃーねー御崎ちゃん、ばいばーい」

　小こ柄がらな方の魔女ウイツチがフェンス越しに地面を眺ながめ、笑顔で手を振る。

　数秒の後、鈍にぶい音。水奈は思わず唇くちびるを咬かんで目を細める。あっち側は中庭ではなく駐車場、下はコンクリート。七階建ての病院だ、助かりはすまい。

「……どうして」

　思わず問うと、央乃は可笑おかしそうに含み笑いを洩もらした。

「どうして、ですって？　当たり前じゃないですか、こうするのは」

「あの子はもう、魔女ウイツチじゃないのに。……私たちの戦い、見てたんでしょう？」

　屋上へ現れたタイミングのよさは、そうとしか思えない。

　だとしたら──水奈の魔ま法ほうによって御崎の固有罪科が奪うばわれたのも、知っているはずだ。

「うん、見てた見てた。あっちのビルからね！」

　小柄な魔女ウイツチが飛び跳はねながら向かいの建物を指差す。さほど遠くない。纏てん衣いしていれば充分に詳しよう細さいが観察できる距離だ。会話も聴きき取れるだろう。

「すごいよね！　『ロシーヌ』と『レン』……大罪の獣けものが二匹！　うちの『ビスカス』って第七地区の出なんだけどさ、『レン』の名前を聞いた途と端たんもうガクブルでねー。あ、でもでも安心して？　私は御崎ちゃんと違って、体現者マスコツトの感情なんかでパニくったりしないから！」

「千ち鶴づるさん、少し喋しやべり過ぎよ」

　央乃は小柄な魔女ウイツチ──千鶴という名らしい──に眉まゆをひそめつつ、こちらを再び見た。

「『大罪の獣けもの』と契約しているくせに、随ずい分ぶんと甘い考えでいるんですね、咲さき森もりさん。……魔女ウイツチじゃないからどうだっていうんです？　魔女じゃなくなったら今までの罪が許されるとでも？　それとも『女王の器の欠片かけら』を奪うばう必要がないから殺さなくてもいいとでも？　そんな訳ありません。あの子は茉まつ莉りさんの期待を踏みにじって、茉莉さんを殺して、私たち『春の庭ガーデン』をめちゃくちゃにしたんです。文字通り、万死に値する」

　丁てい寧ねいな口調の裏で燃えるのは、激情の炎だ。

　彼女は心の底から御み崎さきを憎にくんでいたようだ。

「気絶している内に転落死なんて、幸せですよ。本当なら、死んだ方がましだっていうくらいの拷ごう問もんにかけてじっくりいたぶって、それからじわじわと死んでいくべきだった。私はそうしたかった。しなかったのは、あなたたちがいたからです」

　そして、厄やつ介かいなことに──。

　彼女の抱かかえた憎しみは、第三者に御崎が打ち負かされたことによって未いまだ晴れることなく行き場を求め、今、水みず奈なたちへ向けて発散されようとしている。

「……私たちは、あなたたちを倒さなければならない。だから十とお部べさんのような愚ぐ物ぶつに構っている暇ひまなんか、なかったんです」

　自然体のまま、央おう乃のが膝ひざをわずかに沈しずめて身構えた。

　千ち鶴づるが陽気に、やる気満々な顔で屈くつ伸しんを始めた。

「待って、ちょっと待ってよ、式しき田たさん！」

　水奈は慌ててふたりを制した。意味がわからなかった。少なくとも、可能な限り戦いを避けようという気持ちがまず最初にある咲森水奈という人間には──彼女たちが何故なぜ、当たり前のように戦いを仕掛けようとしているのかがわからない。

「戦う必要がないよ！　私たちと戦って、式田さんたちはなにが得られるの？」

　ただの八つ当たりなのではないかとすら思う。桐きり島しま庵あん子この件や十部御崎のことを含めたすべてが上手うまくいかず、それに対する苛いら立だちが、水奈たちへ向いているだけなのではないか。

　けれど、彼女たちにも理由はあった。

　戦う理由が、命を賭かける理由がちゃんとあるのだ。

　式田央乃たちは、つまるところ。

「あなたたちをここで殺せば、私たちは組織の中で居場所を作れます。けれどここであなたたちを殺さなければ、私たちは組織から消される。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』というのは、そういう組織なんですよ。……私たちはまだ、死にたくない」

　生きるために──戦おうとしていたのだった。

「式田……さん」

「私たち『春の庭ガーデン』は、総勢四名からなる小隊でした。……この数を言えばもう、私たちが今どんな状じよう況きようかは理解できますよね？」

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』は、水みず奈なたちの所属する『夜の垣根の集いウイツカ』と違って、ひとりの魔女ウイツチを頂点とした縦の繫つながりが強い組織だという。縦の繫がりが強いということは、構成員が上の指示に従って動いているということだ。

　つまり上の胸先三寸で、下の扱あつかいが決まるということ。

「十とお部べ御み崎さきの勝手な行動と裏切りにより、リーダーである朝あさ倉くら茉まつ莉りは死亡。十部御崎を処しよ刑けいした後で、残ったのは私とこの子──岸きし千ち鶴づるのふたりだけ。おまけに、当初の活動として上に報告していた桐きり島しま庵あん子この勧かん誘ゆうは完全に失敗。こんな醜しゆう態たいを晒さらした『春の庭ガーデン』が、組織の中でどうなるかわかりますか？」

　自じ嘲ちよう気味に笑う声音は裏腹、切迫したものを感じさせた。

「運が悪ければそのまま粛しゆく正せいです。ゴミのように殺されて終わりでしょうね。運がよければ生かしてもらえますが……それでも、他の小隊への組み込みは免まぬかれない。組み込まれた先で受けるのは最下層の扱いです。使いっ走りならまだいい方で、魔ま法ほうの実験と称しようしていたぶられることも少なくない。……生いき胴どう試し、というやつですよ」

「……そんな」

「だから私たちは、結果を出すしかないんです。結果と言っても、桐島庵子の勧誘程度ではもはや足りません。もっと大きなもの……そう、たとえば『大罪の獣』持ちの魔女をふたり仕留めれば、大金星と言っていい。必ず評価してもらえます。私たちをリーダーにして、新しく『春の庭ガーデン』を編成し直す権利だって与えられるかもしれない」

「だったら……そんな組織にいなきゃいい！」

　水奈は思わず叫んだ。

　いたたまれなかった。

　話が本当ならば、彼女たちの敵は水奈たちなんかではない。『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の上層部であり、組織そのものだ。

「私たちと仲間になろうよ。『夜の垣根の集いウイツカ』なら、上から無茶なことは言われたりしないし、居場所を作るために必死にならなくていい。行動を制限されることもないし、偉い人に怯おびえなくったっていい。もし追っ手が来たって、私たちが一いつ緒しよに戦うから！」

「それ、本気で言ってるんですか？」

「冗じよう談だんでこんなこと言わないよ！」

　水奈は人を殺したくないし、死なせたくない。

　その意志を貫つらぬくためならなんでもする。

『女王のための統合戦争』と、それにまつわって起きた理り不ふ尽じんのすべてに反はん抗こうしたかった。

　一年前にいなくなってしまった親友──早さわ良ら坂ざか人にん魚ぎよが、いつか自分のところに戻もどってきた時に、私は強くなったよと胸を張りたかった。

　もしこれで『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』が敵に回ったとしても、誰だれかを助けた結果であるのなら、後こう悔かいすることなどひとつもない。

　けれど。

　水みず奈なの意志と決意と想いは、

「……は、くだらない」

　当の式しき田た央おう乃のによって、一笑に付される。

「ねー。くっだらないねー。逆にちょっと面白いや。そういう発想あるんだ。はは！」

　続いて岸きし千ち鶴づるも、無む邪じや気きな笑みで水奈を断じた。

　そして央乃は、

「あなたは勘かん違ちがいしてます。組織を抜ぬけるなんて選せん択たく肢し、私たちにはないのよ」

　まるで当たり前のように、それが自然の摂せつ理りであるかのように。

「粛しゆく正せいされるのも、他のグループの魔女ウイツチたちにいたぶり殺されるのも確かに恐いわ。でも……私たちが真に恐おそれるのは『バーバ・ヤーガ』様ご本人のお役に立てず死んでしまうことです。粛正されるというのは、あの方に不要とされたのと同じ。他の魔女ウイツチにいたぶられるというのは、あの方のために死ぬ価値もないと言われたも同じ。それは死ぬことよりも恐ろしい。……だから私たちは焦あせっているの。こんなこと、あなたには到とう底ていわからないでしょうけどね」

　ぞっとするようなことを、誇ほこらしげな顔で言った。

「な……っ」

「御み崎さきちゃんも『バーバ・ヤーガ』様に仕える喜びを理解してなかったよねー。まーでも、まだ『洗礼』前だったから仕方ないか。残念だね。『洗礼』を受けてれば、あんなことにはならなかったかもしれないね」

「いいえ、どのみち『洗礼』の許可なんて降りなかったわ。『バーバ・ヤーガ』様が、あんな程度の低い女をお認めになるはずがないもの」

「そっかー。そうだよね」

「『洗礼』とは、忠誠を誓ちかう資格のない者に資格を与える儀ぎ式しきなんかではないわ。忠誠を誓う資格のある者に、忠誠を誓う権利をくださる儀式なのだから」

　水奈は言葉を失う。

　十とお部べ御崎の方がまだまともに思えた。

　彼女たちの喋しやべっていることは、明らかに異常だった。そういえば誰だれかが言っていたような気がする──『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』は狂信者の集団だ、と。

　考えてみればおかしな話なのだ。『女王のための統合戦争』は、そもそも最後のひとりになるまで殺し合うことを前提としたバトルロイヤル。できるだけ長く生き延びるため一時的に助け合おうという流れが生まれるのは自然の成り行きだが、ひとりを頂点にするためみんなで死のうなんて目的を持った集団は、本来発生するはずがない。

　きっとこれは『バーバ・ヤーガ』と呼ばれる魔女ウイツチの魔ま法ほうだ。構成員たちは正気を保ったまま操られている。しかも厄やつ介かいなことに、央おう乃の自身が口にしていたように──元々彼女たちの中にある忠誠心を、死を望むまでのレベルに強化されている。

「わかってくれましたか？　咲さき森もりさん。あなたたちに戦う気がたとえなかろうと……私たちはこれからあなたたちに仕掛け、殺します。死にたくなければ抵てい抗こうすればいい」

　式しき田た央乃と岸きし千ち鶴づるは、こちらに向き直った。

　そして揃そろって、魔ま法ほうを発動させるべく呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。

「『ストリティナ』、あなたの罪科で私を犯して。式田央乃に巻いて滴したたれ」

「『ビスカス』、きみの罪科で私を昂たかぶらせて！　岸千鶴に、燃えて盛れ！」

『やるしかない、水みず奈な。ここから逃げても意味はない』

　焦しよう燥そうとともに急せかす蓮れんに心中で頷うなずき、水奈は拳こぶしを握にぎった。

　彼女たちの意志は、どんなに言葉を尽つくしても翻ひるがえることは恐らくないだろう。だから力を尽くし、ふたりの魔女ウイツチと対たい峙じするしかなかった。
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　最初に仕掛けてきたのは、小こ柄がらな魔女ウイツチ──岸きし千ち鶴づるだった。

　そしてその攻こう撃げきは、水みず奈なの危機感をこれ以上にないほどに高めてくれた。

「いっくよー！」

　掛け声とともに、千鶴は身を屈かがめる。背中に生えた小さなキューピッドの翼つばさが可愛かわいらしくはためき、同時、白い粒りゆう子しじみた光を発し始める。

「……『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』！」

　彼女が魔ま法ほうの名を叫んだ瞬しゆん間かん、光は炎のように後方へと噴ふき、

「避よけろ、水奈！」

　栞しおりが叫んでくれなかったら、まともに喰くらっていただろう。

　千鶴の身体からだが視界から瞬しゆん時じに消失。同時、身を屈めた水奈の脇わきを突とつ風ぷうが掠かすめる。ぱぁん、と掌てのひらを打ち鳴らしたような奇き怪かいな音がして、背後のフェンスに円形の穴が開いた。

「っと、外れちったー」

　驚きよう愕がくに見開かれた水奈の目に映ったのは、フェンスの向こう──つまりは屋上の外側、足場もないのに空中へ留まる千鶴の姿。羽根が光の粒つぶを溢あふれさせながらぱたぱたと揺ゆれている。

　飛んでいた──いや、正確には浮いていた。

　恐おそらく、あの羽根は高圧力の魔ま力りよくを下方へ噴射させる推進機だろう。重力も遮しや断だんしているかもしれない。言わばロケットを背負っているようなものだ。



　だとすると、さっきの攻撃は、

「もう一回……『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』！」

　背中の羽根で魔力を後方へ噴射させた、自身の身体を弾だん頭とうと化した突とつ進しん──。

「く……っ！」

　今度は栞の警告なしに対応できた。

　横に身体ごとダイブ、転がって弾道から避ける。突風がドレスのスカートを揺らした。

　振り返った時には既すでに、千鶴は最初の位置に立っている。

「すごいすごい！　初見で避けるとかやるじゃん！」

　楽しそうにぴょんぴょんと飛び跳はねる仕草はまるで子供のようでとても可愛らしい。

　が、その攻撃はとんでもなくえげつない。

「参考までに教えて欲しいんだけど……当たったらどうなっちゃうのかな」

　背筋を伝う冷や汗に身体を震ふるわせながら問うと。

「んー、そっちの防ぼう御ぎよ力りよくにもよるかなー。でも大たい概がいは、骨と内臓がばっきばっきのぐっちゃぐっちゃだね。ま、死ぬことはないと思うよ」

　さらりと言ってくれる。

「はは……要するに、一回当たったらもう戦えなくなっちゃうってことだね」

「ちなみに当たりに行く側の私は平気っ！　そういう魔ま法ほうなのだ！」

「……そっか」

　単純なだけに強い。これは厄やつ介かいだ。

　が、対抗する手段がないではない。

「おいでヴオミツト、一の贄にえ……『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』」

　水みず奈なは呪じゆ文もんを詠えいじ、魔法を呼び出す。

　芍しやく薬やくの形をした盾たてが、水奈の眼前に現出した。

「おお、シールド！　私の魔法と力比べするつもり？」

「うん。どっちが堅かたいか、勝負してみようよ」

「いいねいいねー！　面白そうじゃん！」

　千ち鶴づるは乗ってきた。見掛けと口調通り、単純な性格をしている。

　盾の裏側で身構える水奈。

　両手を地面に付き、クラウチングスタートの体勢を取る千鶴。

　一いつ瞬しゆんの緊きん迫ぱくの後、

「んじゃ、いっくよー……『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』！」

　キューピッドの羽根が光の粒りゆう子しを噴ふき、自らの身体からだを発射する。

　そして、音というよりも振しん動どうの塊かたまりが破は裂れつしたような衝しよう撃げきが、病院の屋上に響ひびき渡った。

『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』の一いち撃げきにより『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』は弾はじき飛ばされ、まるで地下で爆ばく発はつが起きたマンホールのように宙高くくるくると舞い上がる。

　だが、水みず奈なは弾き飛ばされもしていなければダメージをもらってもいない。攻撃を受け止めてすらいなかった。千ち鶴づるが魔ま法ほうを使う直前、盾たてを置き去りにして横に飛んでいたのだ。

　彼女は的を用意されたことで、疑うことなくそこ目掛けて突つっ込んできた。水奈が盾の背後で踏ふん張って力比べをすると思い込んだ──それを予想していた。

「いったあああい！」

　遥はるか上空から声がする。大方、『恥じらえ、拒めペオニーシエイド』との激げき突とつで、頭にこぶでも作ったのだろう。……こぶ程度で済んでいそうなのが恐おそろしいところだが。

　これで千鶴の体勢は崩くずれた。立て直しての再攻撃までには時間がある。

　そして水奈の標的は、そもそも彼女ではない。

　もうひとりの方だ。

　フェンスの際で傍ぼう観かんしていた式しき田た央おう乃のへ、視線を定める。

「次ヴオミツト……二の贄にえ『抵抗するイリスデツドフラワー』！」

　左腕に召しよう喚かんし装着したのは、身長の半分以上もある大おお仰ぎような機械。鋼色の円柱と、それをピストン射出するための外装から成り立つ──杭くい打うち機。

　杭は前方の手首側と後方の肘ひじ側、どちらへも撃うち込むことができる。先せん端たんの形状を斜ななめの切り立ちに変化させることでベクトルもコントロール可能。つまり攻撃するための鎚つちともなるし、加速するための足ともなる。

　身を屈かがめ、足あし許もとに杭を撃ち込んで、低い軌き道どうで前方へ飛び出した。

　千鶴の魔法とまではいかないが、距離を詰つめるのは一いつ瞬しゆん。央乃の間合いへ入り込むとそのまま左腕を前に突き出し『抵抗するイリスデツドフラワー』を彼女の眼前へ向ける。

　しかし、寸前。

　流れるような動作で手てつ甲こうに覆おおわれた腕を前に出し、今まさに発射されようとしていた杭の先端に軽く触ふれ、央乃がぽつりと呟つぶやいた。

「……『ペイン×アポトーシス覚悟せよ、されば奪われん』」

　それが彼女の魔法であるということに気付いた時には既すでに、水奈は攻撃を喰くらっていた。

「が、あっ！」

　身体を襲おそう衝撃──目には見えない、なにか。

　まるで竜たつ巻まきに放り込まれたような、或あるいは水を絞しぼられる雑ぞう巾きんにでもなったかのような。

　骨が砕くだけ、肉が潰つぶれ、息が止まる。央乃に突とつ進しんを躱かわされフェンスに身体ごと激突していたが、そのことに気付けないほど。屋上の地面に落ちて転がり、もんどりうって悶もだえる。

「ぐ、うっ……」

　今のはなんだ。なにをされたのか。

　痛みは左腕──『抵抗するイリスデツドフラワー』を装着していた前腕部分が特に酷ひどい。たぶん骨も皮ひ膚ふも筋肉も神経もずたずたになっている。見る間に腕の皮膚が赤黒く染まっていった。

　ダメージはそこから放射状に、上腕、肩、胸、頭辺あたりまでの範囲に及およんでいた。肩は骨折と肉離れ、頭は酷い脳のう震しん盪とう、胸は肉離れ。下半身にはほとんど異常はない。

　央おう乃のが触れた『抵抗するイリスデツドフラワー』の先せん端たん──あれを中心にして、球状の一定圏けん内ないにあった部分が破は壊かいされたのだ。中心地である前腕が最も重症で、外へ行くに従って被害が小さい。

　それなりの防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこるはずの憑ひよう依い装しよう束ぞくがまったく意味をなしていないほどの負傷だった。

　千鶴の『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』を動的な破壊魔ま法ほうとするならば、こちらはほぼ同質の静的な破壊魔法だ。相手が飛び込んでくるか自ら飛び込んでいくかの違いしかなく、たぶんダメージはさほど変わらない。冗じよう談だんではない──完全に、しくじった。

「水みず奈なっ！」

　いつの間にか栞しおりが助けに来てくれていた。頭がぐらぐらして気付かなかったが、水奈がやられた瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さに駆かけ寄ってきたらしい。

　肩を抱だいて支えてくれる。同時に大おお鎌がまを構え、央乃たちの追撃を牽けん制せい。

「っ……」

　頭を抱かかえつつ、どうにか起きあがる。唇くちびるを生暖かい液体が濡ぬらした。鼻血だ。視線を俯うつむけると、ドレスの胸むな許もとに赤い雫しずくが広がっている。

　どうも、目の奥おくかどこかの血管が破は裂れつしたらしい。これは少しばかり回復に時間がかかりそうだ。立ち上がるのにすら難なん儀ぎするかもしれない。

「あーもう、央乃ちゃんに持っていかれちゃったか」

　空から屋上へ再び降り立った千鶴が、腕を頭の後ろで組みながら唇を尖とがらせた。

「まんまと引っかかっちゃったなー、私」

「あんな見え見えの罠わなに乗ってしまう千鶴さんが悪いわ」

　式しき田た央乃が数歩離れたところで、水奈を見下ろしつつ言った。

「どうですか、私の『ペイン×アポトーシス覚悟せよ、されば奪われん』は。痛いでしょう？」

「なにを、したの……」

「教えると思いますか？　魔女ウイツチが、自分の魔法の種を」

　言いつつ、央乃は水奈たちからやや距離を取る。

　こちらは千鶴と対照的に、用心深く慎しん重ちような性格をしているらしい。

『恐おそらく、触ふれたものを起点にしてその周囲を破壊する魔法──だ』

　蓮れんが予想した。

『水奈の負傷と前後の状じよう況きようから判断するに、たぶんその認識で合ってる。……空間を曲げているのか、純粋な破は壊かいエネルギーの渦うずを発生させているのかはわからないけれど。自分で攻せめに来ないのはカウンターに適した魔ま法ほうだからだろう』

『なるほど……しかしこれ、ちょっときついね』

　千ち鶴づるの人間弾だん頭とうもそうだが、厄やつ介かいな魔法だった。どちらも純粋な攻撃力が高いから小手先での対処がしにくい。

「その腕、ぐちゃぐちゃですね」

　ダメージからの回復がしばらくは困難だと見たのか、央おう乃のがのんびりと話し掛けてきた。

「痛いですか？　どのくらいで治りそうです？」

　と。

　その視線が不意に、嘲ちよう弄ろうに染まった。

　唇くちびるを小さく歪ゆがめ、前髪のかかった両目を厭いやらしく細め、まるで小こ莫ば迦かにしたように──皮肉げに、妙みようなことを言う。

「まあ……あなたは魔女ウイツチだから、あの子と違ってそんなにはかからないでしょうけど」

　水みず奈なは一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。

　──『あの子』？

　誰だれのことだ。桐きり島しま姉妹のどちらかか、耶や麻ま音ねか。それとも御み崎さきのことだろうか。

　だが数秒後、気付く。

『あの子』とは、魔女ウイツチではない。

　央乃と水奈の、共通の知り合いのことだ。

　そもそも自分たちは、彼女を通して顔だけを見知っている間あいだ柄がらだった──。

「残念でしたね。足を折ってレギュラー候補から外されて」

　妹尾せのお了りよう子こ。

『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の呪のろいによって足を骨折した、水奈の友達。

　央乃と同じ、バレー部の。

「……まさか」

　脳のう震しん盪とうの残る頭に、厭な考えが降って湧わいた。

　ことの発ほつ端たんである『硝子玉の魔女』──桐島庵あん子こに、そもそも『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』は、どうやって接せつ触しよくしたのか。

　三年生である朝あさ倉くら茉まつ莉りが噂うわさを聞きつけ、魔女ウイツチではないかと疑ったのがことの最初。

　その次は？　実際に会うためにはどうすればいいのか。

　簡単だ。おまじないを実行して待っていればいい。裏門の桜の木の下に、適当な名前を書いた紙を硝子玉と一いつ緒しよに埋うめて、掘ほり返しに来るのを待ち伏ぶせすればいい。

　では、誰の名前を書く？　耶麻音は被害者が出ないように自分の名を書いた。

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』はどうしたのだろう。

　彼女たちに、被害者を増やしたくないなどという発想は恐おそらくない。魔女ウイツチの仕業であることを確かめるためには、むしろ被害者が出てくれた方がいいからだ。だから実在の生徒の名前を書いたはずだ。紙は庵あん子こによって掘り返され、その際に『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』には見付かったが──彼女は逃にげ果おおせて、おまじないを実行する。

　紙に書かれた相手に。

　雉き子じ野の中二年、バレー部所属の妹尾せのお了りよう子こに──。

「あなたが……あなたたちが、了子ちゃんに『おまじない』を？」

「私、あの子が嫌きらいだったんですよ」

　央おう乃のはことさらに厭いや味みったらしく、吐はき捨てた。

「真ま面じ目めぶって、たいした実力もないくせにこれ見よがしに練習に打ち込んでるポーズを取って、後こう輩はいにも媚こびを売って。だから、痛い目に遭あってもらったんです」

　ショックだった。

　唇くちびるが震ふるえる。目の奥おくがずきずきする。

「ちなみに、茉まつ莉りさんも同意の上ですよ？　彼女、茉莉さんを慕したってて、やたらと馴なれ馴なれしかったですから……きっと、鬱うつ陶とうしかったんでしょうね」

　了子が怪け我がをさせられたことだけではない。

　あの、何事にも一生懸命で、頑がん張ばり屋さんで、面めん倒どう見みのいい彼女が──そんな悪意の視線で見られていたことが、なによりもショックだった。

　もちろん、万人に好かれる人間など存在しない。了子のことが気に入らないという人だって確かにいるだろう。央乃や茉莉がたまたまそれに当てはまっただけという話であるのかもしれない。けれど、たとえ嫌きらいだからといって。気に入らないからといって。

　了子が、呪のろわれるほどのことをしたのか。

　足の骨を折られてもいいようなことを、したというのか。

「……ふざけないで」

　目の前が赤くなっていくのは、頭の中で出血が起きているせいか。

　それとも、どうしようもない怒いかりのせいか。

「気に入らなかった？　そんな理由で、あなたは了子ちゃんを傷付けたの。そんな程度の理由で、あなたたちは他人を踏ふみ付けにするの？　許せない。私はあなたを、絶対に許せない！」

　叫んだ水みず奈なへ、央乃は嗤わらった。

「は、とぼけたことを」

　肩を竦すくめ、くだらないものを見るような目で、

「ただの人間のことなんて、どうだっていいに決まってるじゃないですか。彼女たちは魔ま法ほうも見えない、使えない。魔女ウイツチと対等なはずはありません。そんな普ふ通つうの人間が、私を差し置いてレギュラー？　おまけに茉莉さんにも馴れ馴れしくして……罰ばつを受けて当然です」

　──言う。

「式しき田た央おう乃のおっ!!」

　水みず奈なは、叫んだ。

　思考が沸ふつ騰とうした。我が慢まんできなかった。

　ぐらぐらする頭を押さえて無理矢理目を見開き、

「来いヴオミツト、二の贄にえ『抵抗するイリスデツドフラワー』！」

　未だ骨折の治らない左腕ではなく、今度は右腕に杭くい打うち機を装着する。

　そうして央乃へ飛び掛かるべく立ち上がろうとした、その時。

「……っ!?」

　水奈の身体からだが、強い力で引き止められた。

　バランスを崩くずして再び尻しり餅もちをつく。自分の喉のど元もとへ背後から──歯車で構成された大おお鎌がまの刃が宛あてがわれていることに気付く。

「あ……」

　誰だれがやったのかは瞭りよう然ぜん。

　さっきまで水奈を庇かばうように央乃たちを牽けん制せいしてくれていた、栞しおりだった。

「落ち着いて」

『水奈、おい、水奈！』

　冷や水を浴びせるような栞の低い声と、頭の中に響ひびく蓮れんの声。

「栞ちゃ、ん。……蓮くん？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、

「……ダメだよ、熱くなっちゃ。さっきの私と同じじゃないか」

　栞がそっと、喉元の鎌かまを外し、

『聞こえるのか、水奈！　ああ、よかった……』

　蓮が安あん堵どしたように大きく息を吐はいた。

「あ、私……」

　そこでようやく水奈は、自分がどんな状態だったのかに気付く。

　いつから蓮の声が聞こえていなかった？　蓮はいつから、自分に呼び掛けてくれていた？　それすらもわからないほど、冷静さを失ってしまっていたのだ。

　たぶん、央乃へ激げき昂こうしたのよりも更さらに前。

　彼女の魔ま法ほうで身体にダメージを負った時から──いや、ことによると、

『無理もない。ただでさえ「徒咲く餓狼リバース・ルピナス」を使った後なんだ』

　蓮の言う通り、十とお部べ御み崎さきの魔法を喰った後から既すでに、調子が狂っていたのではないか。

『本来なら戦うのもきついはずだ。なのに怪け我がまでしてるんじゃ、いつも通りの力が出せないのも当たり前だ。……たぶん、感情面にも影えい響きようが出てる』

　央おう乃のの挑ちよう発はつにあっさり冷静さを失ったのはそのせいだろう。

「ごめんなさい、栞しおりちゃん、蓮れんくん。私……」

　さすがに後こう悔かいし、反省する。

　もしあのまま突つっ込んでいたら、央乃の攻こう撃げきをまんまと喰くらい、それこそ取り返しの付かないことになってしまっていた。

「いい。お前はさっき私を落ち着かせてくれた。だから、おあいこ」

　栞が照れくさそうに顔を赤くした。

　彼女にしては素直な、年相応な表情。

「あは、そうだね」

　それでようやく、頰ほおを緩ゆるめることができた。

　見れば、水みず奈なと栞の横に楼ろう子こがいる。さっきとは敵味方の立ち位置が入れ替わっているはずなのに、ちゃんと傍かたわらに寝かされていた。つまり栞は水奈を助けに行く際、楼子のことも忘れずに抱かかえて移動していたのだ。そこまで冷静に動けていたことに感心した。たった九歳の少女が、とてつもなく頼もしく思う。

　とはいえ、最悪を防げたというだけで窮きゆう地ちを脱だつした訳ではない。

『さて……どう打破する？』

　蓮の緊きん迫ぱくした重い声が、そのことを思い出させる。

　実際、戦せん況きようはかなり悪かった。

　水奈は『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』を使った後で消しよう耗もうが激しく、おまけに重傷。

　栞はほぼ万全な状態だが、ひとりでふたりを相手にするには荷が重い。

　おまけに、こちらには気を失った楼子がいる。魔女ウイツチ同士の戦いに一般人の身内を巻き込まないという不文律は確かにあるが、相手がそれを守ってくれるかは正直、危うかった。

　一般人の身内に手を出さないのは、同じ行為に及およばれてはたまらないからだ。第三者の魔女ウイツチに禁きん忌き破りが知られれば、こいつにはルールを無視した戦いを仕掛けてもいいと思われる。近しい者を人質を取られたとしても、自分のしたことが返ってきたのだから文句は言えない。これはひいては、自分の所属する組織全体の面子メンツへも繫つながる。

　だが、裏を返せばそれは、禁忌を破ったことが露ろ見けんしないような状じよう況きようでは話が別、ということにもなる。要は、他の魔女ウイツチにさえバレなければいいのだ。

　水奈の傷は五分や十分で癒いえるようなものではない。癒えたとしても『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』による不調は変わらない。喰った罪科を消化するのもまる一日かかる。

　せめて、耶や麻ま音ねと庵あん子こが目を覚ましてくれれば──病み上がりではあっても、人数が倍になれば押し切ることができるかもしれないのに。

　思い悩んでいた水奈と蓮へ打開策を示したのは、驚いたことに栞だった。

「私が主導する。それでいい？」

「え……」

　水みず奈なと楼ろう子こを守るように前へ出つつ、彼女は小さな背中越しに笑う。

「蓮、水奈に伝えて」

『ああ』

　その言葉とともに、水奈の意識へ蓮の意識から作戦が送られてきた。

　どうして蓮くんが、と疑問を抱いだいたがすぐに思い出す──そういえば、ロシーヌの本体と蓮の本体はともに栞しおりの部屋で待機しているのだった。つまり栞の思い浮かべた作戦はロシーヌ経由で蓮に口頭伝達され、そこから更さらに水奈へと転送された訳だ。言わば、間接テレパシー。

　文章を介かいさない伝達は、瞬まばたき以下の速度で脳内に情報を広げていく。

　伝えられた作戦を理解した水奈はしかし、

「……ちょっと待って」

　思わず眉まゆをひそめた。

　それは、栞が全開で魔法を使うことを前提としたものだった。

　栞の魔ま法ほう──『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』は、大罪の獣けものの名に相応ふさわしい恐おそろしさを持っている。だが一方で、凶きよう悪あくさ故ゆえに制せい御ぎよの難しいところがあった。

　具体的には、異様に燃費が悪い。

　高燃費なターボエンジンみたいなものだ。要所要所で細かに噴ふかすのなら長持ちするが、全開でアクセルを踏ふみ続ければあっという間に魔ま力りよくが枯こ渇かつし、動けなくなってしまう。比類ない戦せん闘とう能力を誇ほこる代わりに稼か働どう時間の酷ひどく短い、言わば諸もろ刃はの剣。

「栞ちゃんの負担が大きすぎるよ。これじゃあ……」

「問題ない。いける」

　水奈の唱えた異を、栞は強い頷うなずきで否定した。

「お前は楼子のために『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』を使ってくれた。そのせいで今、調子が悪くなってる。だったらその分の不足を補うのは私がやる。やってみせる。水奈は……それに楼子は、私の魔法で必ず助ける。私の魔法なら、できる。さっき水奈が教えてくれたことだよ」

「そっか、わかった」

　だから水奈は、頷き返した。

　病的な隈くまで彩いろどられた碧へき眼がんの奥おくに、紛まぎれもない意志の光があった。ならば平気だろう。

　蓮もまた、意識の中で笑った。

『万が一ダメなら僕が次の手を考えるよ。だから、思う存分やれ』

「ありがとう、蓮くん」

　痛みをこらえて立ち上がる。脳のう震しん盪とうはだいぶ治まってきた。ぼろぼろの左腕はまだ使えないが、右腕は無事。派手に動くのは無理にせよ、栞をサポートするには充分だろう。

「あーもう、ぐずぐずしてるから立っちゃったよ！」

　千ち鶴づるがばたばたと両手を振りながら、式しき田た央おう乃のに文句を言っていた。

「問題ないわ」

　央乃は相変わらず余よ裕ゆうの表情だった。

「一分やそこらで治るような怪け我がではないから」

　彼女の言う通り、水みず奈なが激げき昂こうしかかったのから数えてもまだ三十秒ほどしか経たっていない。

　ただそう考えると、栞しおりはいつの間にロシーヌ経由で蓮れんに作戦を伝えていたのだろう。ひょっとすると、水奈が負傷するよりも更さらに前、央乃と千鶴がやってきた時から既すでに頭の中であれこれと考え、準備を進めていたのかもしれない。

　さすがとしか言いようがない。

　仲間の中で最年少でありながら、とてつもなく抜ぬけ目めなく、とんでもなく頼もしい。

「ねえ、栞ちゃん」

「なに？」

「そういえばさ。一いつ緒しよに戦うの、初めてだね」

　そんな彼女と肩を並べられるのは、

「えへへ、嬉うれしい。こういうのって、いいな」

　本当に恵めぐまれた、幸せなことなのだと思う。

「……う、恥ずかしいことを臆おく面めんもなく言うな」

　栞はたじろぎつつ顔をしかめ、

「でも、…たしも、悪くな…と、……う」

「え？」

「なんでもない！」

　口の中で小さくもごもごと何事かを呟つぶやいた後、ふたりの敵へ向き直った。

　そして向き直った時にはもう、視線には恐おそろしいほどの殺意が渦うず巻まいている。飢うえて病んだ蛇へびのような、冷静さと狂気と攻こう撃げき性せいの入り混じった、彼女らしい殺意が。

「行くぞ、雑魚ざこども」

　関せき栞は、歯車でできた大おお鎌がまを構え、不敵に嗤わらった。

「『大罪の獣けもの』二匹を相手になめた真似まねをしたね。……その末路を、見せてやる」
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　関栞という少女の真しん髄ずいは、年齢に似合わない冷徹さにある。

　姉の関耶や麻ま音ねが持つ頭脳の明めい晰せきさと判断力は父親である関浩こう一いち郎ろうから受け継ついだものだったが、対して妹の栞にある才能は、父親の中にもないものだ。つまり冷れい徹てつさという一点において、彼女は親の才覚を受け継ぐどころか、大きく凌りよう駕がしていた。

　それは本人こそ気付いていないものの──父が姉ではなく妹の方をこそ手て許もとに置く理由であり、姉が妹のことを心の底から認めている理由でもあった。

　冷れい徹てつ。つまりは冷静な洞どう察さつ力りよく。

　栞しおりは直観であらゆるものを理解し、同時に把は握あくし、更さらには見渡すことができる。

　そして、味方にとっては頼もしく、敵にとっては恐おそろしいことに。

　魔女ウイツチとしての彼女は──彼女が直観で理解し把握し見渡したあらゆるものを、操るための魔ま法ほうを持っているのだ。

「『ロシーヌ』、お前の罪科で私を覆おおえ。関せき栞に甘えて眠れ」

　大罪の獣けもの『ロシーヌ』。第三地区に君臨した獣。

　彼女の持つ固有罪科は『怠たい惰だ』。そして彼女と栞の紡つむぐ魔法は『怠惰』の名に一見して似つかわしくなく、本質的には『怠惰』そのものを体現したものだ。

「……『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』！」

　詠えい唱しようとともに。

　栞の装しよう束ぞく、揚あげ羽はを模した黄色のドレスが細かく震ふるえた。

　振しん動どうに伴ともない、羽根の形をしたスカートの表面から、鱗りん粉ぷんめいた細かな粒つぶが剝はく離りする。金色のそれは不可視なほどに細かく、存在自体を誰だれにも気付かれないまま、身体からだを覆うのみならず周囲の空間へも撒さん布ぷされていく。同時に大おお鎌がまを構成する歯車がぎちぎちと、大小問わずそれぞれがでたらめな速度で廻まわり始める。

「さて……行くよ！」

　大鎌を振りかざして、栞は跳ちよう躍やく、突とつ進しんした。

「無む駄だです……『ペイン×アポトーシス覚悟せよ、されば奪われん』！」

　式しき田た央おう乃のが迎むかえ撃うった。

　懐ふところから取り出した小石を栞に向けて放る。小石を中心とした半径五十センチほどが、目視でもはっきりわかるほど歪ゆがんでいた。まるで、蜃しん気き楼ろうか嵐あらしのように。

　彼女の魔法については、既すでにロシーヌ経由で蓮れんから聞いている。特定の物質を中心として放射状に纏まとわせる、破は壊かいエネルギーの渦うず──予測でしかないが、たぶん正しいだろう。

　まあ、仮に違っていてもどうでもいい。さっき水みず奈なが喰くらったのを見ているから結果はわかる。どんなに酷ひどくてもただの負傷だ。

　ならば、なにも問題はない。

　敵は理解していないだろうが『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』において、携たずさえた大鎌はただの副産物に過ぎない。魔法の本質は、撒まき散らされている不可視の鱗粉にこそ潜ひそんでいる。つまり、鱗粉こそが栞の魔法そのものなのだ。これらひと粒ひと粒すべてが高濃度な魔ま力りよくの塊かたまりであり──普ふ段だんなら必要最低限しか発生させない鱗粉を、今は屋上全体へと行き渡らせる。

　性質は至って単純、かつ強大。

　時間への干渉だ。

　鱗りん粉ぷんは、発生源である栞しおり自身へ最も強く作用する。栞の体内は時空間が暴あばれ狂くるう混こん沌とんとなり、因果が歪み結果すら逆転を起こす。

　央おう乃のが投げた小石を、片手で軽く撥はね除のけた。

　当然『ペイン×アポトーシス覚悟せよ、されば奪われん』の破は壊かいの渦うずが栞を襲おそう。肉がずたずたにシェイクされ骨が砕くだけ、筋肉が断だん裂れつし神経が千々に弾はじける。

　だが央乃の魔ま法ほうがもたらした現象は、カオス化された栞の体内時間においてあっさりと因果を切り離された。『破壊エネルギー』という原因は来きたるべき結果を忘れ、永遠に未確定な事象の揺ゆらぎとなって時の虚うつろに吞のみ込まれる。『負傷』という結果はあるべき原因を置き去りに、遥はるか過去の出来事として時の彼方かなたへと追いやられる。

　時間の巻き戻もどし、もしくは早送り、或あるいは時刻のリセット、つまりはそのすべて。

　見掛け上なにが起きたかを説明するとこうなる──負傷は一瞬で完璧に治癒された。

「な、っ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開く式しき田た央乃。

　これを見た者はみな同じ顔をする。十とお部べ御み崎さきもそうだった。当然だろう。栞の魔法がもたらす回帰は、魔女ウイツチの回復力を遥かに超えた治ち癒ゆ速度で身体からだの傷を元に戻すのだから。

　そして鱗粉は栞自身のみならず、栞の身体周辺にも作用を及およぼす。

　一足飛びに間合いへ踏ふみ入ると、央乃は格かく闘とう戦せんで間合いを取ろうとした。

　膝ひざを曲げ、拳を下から上へ、こちらの顎あごを抉えぐるようにショートフック。だが、見えている。ショートフックのみならず、栞が身を一歩退いてやり過ごした後にそのまま回まわし蹴げりへ移行しようとしているところまでが、視えている。

　高濃度で撒さん布ぷされた鱗粉は、栞の半径五十センチの空間に小さなカオスをもたらす。ただしそれは体内への作用よりも弱い故ゆえに、効果も違う。

　起きるのは因果の切り離しではなく、因果の間延びだ。

　つまり、原因と結果の間にある時間が引き伸ばされる。この場合は『ショートフック』という原因から派生した『回し蹴り』という結果が、本来あるべき場所よりも三分の一秒ほど未来へと先送りされたことになる。その間延びした時間を認識することができるのは、栞のみ。

　ひと言で形容するなら、短期未来予知。

　栞は格闘戦において、三分の一秒先になにが起きるのかをあらかじめ知った上で立ち回っている。それは、武術の達人のような無む駄だの一切ない流りゆう麗れいな動きを可能にしていた。

　もちろん限界はある。栞はまだ子供で、身体能力は並の魔女ウイツチ以下。だから相手との技量に差がありすぎる場合は幾いくら未来が見えていても対処できず、太刀たち打うちできない。

　幸いなことに、式田央乃の動きは並よりもやや上程度だった。

　岸きし千ち鶴づるもまた──速くはあるが軌道は直線。

「っのおー……『枢を破壊する追憶クルル・バング・メロウ』！」

「ふん」

　斜ななめ後方から奇き襲しゆうしてきた人間弾だん頭とうは、来ることが先にわかっていた。

　余よ裕ゆうを持って回かい避ひ。

「ち、躱かわされちゃった！」

　屋上の玄げん関かん屋根を掠かすめて抉えぐり、千ち鶴づるは上空五メートルの位置に急停止する。

　彼女を無視して、央おう乃のを攻こう撃げきすることにした。

　大おお鎌がまを野球のスイングのように、横からの斬ざん撃げき。水みず奈なには悪いが自分は不殺のポリシーなど持っていない。胴どう体たいを両断するつもりで、一気に薙なぎ払はらう。

　この大鎌は見掛けこそ大おお仰ぎようなデザインだが、実際には特とく殊しゆな効果をほとんど持たない。歯車の歯にナイフ程度の鋭するどさはあってもただのなまくら、単体では武器とさえ呼べない陳ちん腐ぷな飾かざり物ものだった。もちろん、だからといって用を成さない訳ではない。刃を構成する歯車たちは鱗りん粉ぷんを巻き込んで動作することで、わずかなカオスを刀身に纏まとわせている。

　その効果は、回転運動がもたらす因果の反復、結果の繰り返し。

　具体的には、見掛け上たった一回の斬撃が数百回分の効果となって増幅される。故になまくらであっても、人体程度はひと振りすればバターのように切きり裂さくことができるのだ。

　確実に回避できないタイミングだった。

　栞しおりはにやりと頰ほおを歪ゆがめかけ──しかし直前、短期未来予知が思わぬビジョンを見せる。

　慌あわてて攻撃をやめようとするが、刃を途と中ちゆうで止めることまではできなかった。

「……あまり舐なめないでください」

　式しき田た央乃が、自分の胸を手てつ甲こうで叩たたく。

　胸当てを起点にして『ペイン×アポトーシス覚悟せよ、されば奪われん』が発生した。

　つまりは身体からだに纏う、破は壊かいエネルギーのバリア。

　圏けん内ないに入りこんだ大鎌は不可視の奔ほん流りゆうに巻き込まれ、ばきばきと音をたてて砕くだけていく。

「ち……！」

　たまらず、鎌を投げ捨てて飛とび退のいた。

　追つい撃げきの予知も見えた。このまま立ち止まっていたら攻撃を受ける。数歩を後退し間合いを取ると、前髪の隙すき間まから覗のぞく気味の悪い上うわ目め遣づかいがこっちを睥へい睨げいしていた。

　胸を中心に魔ま法ほうを作動させたようだが、中心にいる央乃にダメージはない。どうやらこの破壊エネルギーは無差別なものではなく、使い手本人には効果がないかもしくは対象を任意に設定できるようだ。説明する謂いわれもなかったので黙だまっていたというところか。苛いら立だたしい。

「いい判断でした」

　後退した栞に合わせて一歩を踏ふみ出す央乃。

「それにしても……得体が知れないですね、その回復力と動き。まるで時間を巻き戻もどしたり早めていたりしているかのよう」

　なかなか鋭するどい。当たり、と褒ほめてやりたかった。

　もちろんわざわざ言ったりはしないが。

　それに、

「でも、武器が壊こわれてしまいましたよ。それでこの先、同じことができるんですか？」

　相手はまだ、根本的な部分を勘かん違ちがいしているようだった。

『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』において核かくとなっているのは、憑ひよう依い装しよう束ぞくから剝はく離りしている鱗りん粉ぷん。大おお鎌がまではない。故ゆえに、なにも問題ない。

　武器を失ったのは確かだ。地面に落ちた鎌はもはや砕くだけて形を成していなかった。再生するのは不可能ではないが、多少の時間がかかる。だが、それは単に直接攻こう撃げきができなくなったというだけの話。計画にも支障は生じない。

　そもそも栞しおりはまだ、立案した作戦を──準備はしていても、実行には移していないのだ。

　体内時間の制せい御ぎよ、短期未来予知、因果反復による攻撃強化。

　今使ったそれらの技術はすべて、既すでに十とお部べ御み崎さきとの戦いでも見せているもの。魔ま力りよくをセーブした状態であっても使うことのできる、基本的な戦い方だった。これだけで終わらせられるのならそれに越したことはないが、できないのなら次をやるだけだ。

　つまり、全開で戦うだけ。

「水みず奈な！」

　背後で待機していた咲さき森もり水奈へと叫んだ。

「準備はできてる。……やって」

　わかった、という返事の代わりに頷うなずく気配があって、彼女は動いた。

「おいでヴオミツト、四の贄にえ……」

　喰くらった魔ま法ほうを吐と瀉しやするための呪じゆ文もんが詠えい唱しようされる。

　召しよう喚かんされたのは、十部御崎戦で見せた機械仕掛けの柳葉刀。

　爆ばく発はつ性の結けつ晶しようを刀身から剝離させることのできる片手剣、

「……『夜陰に添うソドムリーブス』！」

「お、それ知ってるよ！　さっき見たぜー」

　無む邪じや気きな調子で上空から岸きし千ち鶴づるが叫んだ。

「しっかし面白いよねえ。他人の魔法を喰って奪うばう、か。御崎ちゃんのは使わないの？　ってか、それ使ってた魔女ウイツチ、どんな子だったのー？」

　一部始終を見ていたとはいえ、さすがに詳しよう細さい──喰った罪科を消化するまでに時間がかかることや、吐はき戻もどした魔法は形を変えることまでは把は握あくできていないようだ。

「教える理由はないよ」

　当然ながら水奈は答えない。答える理由はない。

　魔ま法ほうの中身について敵が知らないことは教えないし、こちらの攻こう撃げきは敵が知らないことを起点にして紡つむいでいく。それは魔女ウイツチ同士の戦いにおいて常道だ。

　そして、加えて。

　半はん端ぱに知っているということは時として、なにも知らないよりもまだ質たちが悪い。

　栞しおりは自身の作戦立案において、水みず奈なに使わせるメイン武器として『夜陰に添うソドムリーブス』を選せん択たくした。その理由はふたつある。ひとつは、単に剣の能力と栞の魔法との相性がよかったということ。もうひとつは、敵がこれの能力を中ちゆう途と半端に見ているということだ。

「じゃあ、栞ちゃん」

　水奈が身構え、

「始めるよ！」

　上空、間合いの外にいるはずの千ち鶴づるへ向けて、刃を一いつ閃せんさせた。

　それと同時、がしゃん、と。柄に備え付けられたレバーが握にぎり込まれる。半はん透とう明めいの刃が纏まとった燐りん光こうが三日月型の結けつ晶しようとなり──それが飛ぶ斬撃として、放たれる。

「うお、わ!?」

　予想外のことに千鶴は慌あわてた。

　空中でキューピッドの羽根から粒りゆう子しを噴ふん出しゆつさせ、右に逃のがれる。斬ざん撃げきはかろうじて脇わきを通り過ぎていった。が、当然、ひと息などつかせてはやらない。

　間髪入れずに返す刀で一閃。

　触ふれただけで爆ばく発はつを起こす青い結晶が、再び放たれる。

「うわっ、と！」

　斬撃が飛来する速度はさほど高くない。が、回かい避ひする千鶴の動きは危うくふらふらと、まるで糸の切れた凧たこが風に煽あおられているようだ。

　三度、四度、五度。水奈が斬撃を放つ度、千鶴はバランスを崩くずしていく。

　栞の読み通り──彼女の魔法は言わば強力すぎる推進力を持つロケットだ。一方向への急加速や空中への制止は得意だが、細かなコントロールで空を飛ぶことは不得手だった。

　生来の適当で大おお雑ざつ把ぱな性格もあるのだろう。

　やがてもんどりうって、

「きゃ！　いったあ」

　屋上玄げん関かんの屋根へと落下する。

　水奈が腰を落とし身構えた。

「千鶴さん、惑まどわされないで！」

　追つい撃げきだと見た央おう乃のが、咄とつ嗟さに助言を叫ぶ。

「あなたの魔法なら爆発程度、たいしたダメージにならないはずよ！　一回や二回受けたところでどうということはないわ！　そこからもう一度飛んで……」

　確かに、岸きし千ち鶴づるの強みはその頑がん強きようさだ。

　超高速で身体からだごと突とつ撃げきして、対象にぶつかっても平気な顔をしている。恐おそらく、翼つばさから発せられる光の粒りゆう子しがそのまま魔ま力りよくの殻からとなって生身を守っているのだろう。

　あれを破るのは生なま半なかではいかない。突撃中でない状態──翼の粒子が止まっている時に水みず奈なの杭くい打うち機を上手うまく当てればどうにかなるか、といったところか。

　だが、今はまだそれをやる時ではない。

　今は──だ。

「ま、そうだね。……あいつにはたいしたダメージは与えられないね」

　何故なぜならこれまでの攻こう撃げきは、別の攻撃の布石なのだから。

「そもそも私たちの狙いは、あいつじゃない」

　栞しおりは横に大きく一歩、ぴょん、と飛んだ。

　邪じや魔まな自分がどくことで、水奈と央おう乃のとを結ぶ直線が開ける。

「え？」

　央乃がきょとんとする。

　そして周囲に改めて視線を巡めぐらせ、訝いぶかしげな表情となった。

「な、に……これ」

　ついさっきまで水奈が連続して放っていた『夜陰に添うソドムリーブス』の斬ざん撃げきは、計七発。

　千鶴を狙ねらっては外れ、あらぬ方向へ飛んでいったと思われていた七つの結けつ晶しよう体たいが──屋上のあちこちで、まるで三日月を模したお手製の宙飾りのように浮かんでいた。

　あるものは上空三メートル。あるものは地面ぎりぎり二十センチ。あるものは玄げん関かん扉とびらのほど近く。あるものは栞の頭上。あるものは水奈の手前二メートル。あるものは屋上の隅すみ。

　そして、あるものは央乃の背後──。

　水奈が操作した訳ではない。

　彼女はただ、宙をふらふらとする千鶴へ当てるべく、斬撃を飛ばしていただけだ。

　慣性を失ったその時点で重力を無視して空中に制止するという一点においてのみは魔法の特性である。十とお部べ御み崎さきに使った時とほぼ同じ挙動だ。が、斬撃の軌き道どうまでは水奈もコントロールできない。各々の結晶体が浮かんでいる場所はあくまで、風に影えい響きようされたり空気抵てい抗こうで勢いを失ったりなどして自然に動きを止めた結果。形状が三日月型であるがゆえに大きなＵ字曲線を描き、一度あらぬ方向へ飛んで行ってから戻もどってきたものもある。

　ただし。

　その斬撃すべてが、栞たちのほど近くに──栞が、見えない鱗粉を撒布した空間内に留まっているのは──決して、偶ぐう然ぜんなどではない。

　栞は水奈へと向き直った。

「さっきの言葉をそのまま返す」

　息を深く吐き、残ったありったけの魔ま力りよくを、自分の半径十メートル内にくまなく散らばっている鱗りん粉ぷんへと注そそぎ込みながら、笑って。

「こいつらを倒すのは、水みず奈なの役目だよ。お前がやらなきゃいけない。お前の友達を『おまじない』の実験台にして酷ひどい目に遭あわせたのはこいつらなんだから──だったらお前は、こいつらに勝たなきゃならない。そうだよね？」

「うん、ありがとう、栞しおりちゃん」

　返ってきたのは嬉うれしげな笑み。

　それとともに『夜陰に添うソドムリーブス』を放り捨てると、

「おいでヴオミツト、三の贄にえ。『応報のための呪弾ブラツクリリイ』」

　銀色のリボルバーを、左手の中に顕けん現げんさせる。

　それは撃うった者と撃たれた者にまったく同じ呪のろいをもたらす、魔ま法ほうの銃じゆう。

「水奈。背後、上へ十二度五分、右へ六度四分。時速は十五キロでいい」

　うん、と頷うなずき、水奈は鸚おう鵡む返がえしに叫んだ。

「呪じゆ詛そ・背後、上へ十二度五分、右へ六度四分の方向へ……」

　式しき田た央おう乃のへ、呪いとともに引金を絞しぼる。

「……時速十五キロで吹っ飛ぶ！」

　銃じゆう弾だんが、放たれた。

「きゃ……！」

　央乃はあっさりとそれを喰くらい、言葉通りの現象が起きる。

　フェンスを背にした水奈と違って、後方、斜ななめ上へと吹っ飛んだ。




　栞の魔法『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』は、時空間──即すなわち、因果を操る魔法だ。

　憑ひよう依い装しよう束ぞくから剝はく離りした不可視の鱗粉により、時空間を歪ゆがませカオスを創造する。

　だがその力を使うための魔力は莫ばく大だいで、消費速度もでたらめに高い。また鱗粉が栞の身体からだから離れていけばいくほど効果を急速に減げん衰すいさせていくという欠点もある。

　正直、使い勝手はとんでもなく悪かった。時間を操る、なんて漠ばく然ぜんとした力のくせに、効果範囲は酷く限定的だ。自分の身体は不死身に近い状態にしてくれるくせに、友達ひとり──友達の体内にある病気ひとつ、消し去るどころか軽くすることすらもできやしない。

　だから栞はずっと、自分の魔法があまり好きではなかった。

　何故なぜなら、栞の最も叶かなえたい願いを叶えてはくれなかったからだ。楼ろう子この病が進行していくのを、歯がゆい思いで見ていることしかできなかったから。

　でも今は、それなりに感謝している。

　この魔法があったから、楼子を御み崎さきの手から守れた。

　この魔法があるから、姉や楼子たちの意い趣しゆ返がえしができた。

　この魔ま法ほうがあるから、水みず奈なをサポートしてやれる──。




　全身の魔ま力りよくを全開で送り込むと、撒さん布ぷした鱗りん粉ぷんが仄ほの薄うすい金色に輝かがやいた。

　こいつらは、栞しおりの体内に在る時はすべての因果を消し去りゼロの状態へと戻もどし、現象自体を回帰させる強力無比な治ち癒ゆ能力を引き起こす。

　身体からだの周辺に纏まとわせた時は、因果にかかる時間を引き伸ばし未来のビジョンを示してくれる。

　武器に纏わせれば、因果を反復させ事象の結果だけを多重に存在させ、攻こう撃げきを強化する。

　では、広範囲にごく低濃度で撒けば、どうなるか。

　その状態でありったけの魔力を送り込んで活性化させると、なにができるか。

　──因果の流れに対して、緩ゆるやかに干かん渉しようすることができる。

　些さ細さいな操作だ。

　たとえば花畑の蝶ちようが羽は搏ばたいているとする。

　その結果起きた小さな空気の動きを、ほんの少しだけ別方向にずらしてやる。

　そうすると蝶のすぐ傍そばにあった花の、本来は散らなかったはずの花粉が舞まう。

　この花粉の舞う量に干渉し、通常よりも少しだけ増やす。

　花粉は舞い、花畑で遊んでいた少女の鼻先をくすぐり、くしゃみを誘さそう。

　くしゃみにもまた干渉し、風の向きを小さく変える。

　今度は別の草に止まっていた虫が煽あおられて地面に落ちる。

　虫の位置を微調整し、蜘蛛くもの巣へ誘ゆう導どうする。獲え物ものが引っかかった蜘蛛が巣を揺ゆらす。それをまた大きくしてやる。蜘蛛の存在に気付き驚いた少女が悲鳴をあげて仰のけ反ぞり、本来は踏みとどまるところでバランスを崩くずさせ、隣となりにいた少年を巻き込み──そうした小さな干渉を繰り返していくことで、やがて予想も付かない結果に辿たどり着くかもしれない。

　広範囲に撒布された『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』は、この結果を先に想定した上で、そうなるべく過程のあちこちをいじる。

　つまり、バタフライ・エフェクトの操作。

　時間という名のドミノ倒しに悪戯いたずらをし、数限りない分ぶん岐きの中から運命を選び取り、望んだ結果を導きだす。もしも栞の魔力が無限で鱗粉を世界全体に撒布できるのなら、蹴け飛とばした石ころひとつを原因に地球を滅ほろぼすことさえできるだろう。

　もちろん実際には、栞の魔力は有限であり、鱗粉が撒布できるのもごく狭い範囲だ。

　今この空間で操るのは──まずは水奈の『夜陰に添うソドムリーブス』が放った、爆ばく発はつ性せいの結けつ晶しよう体たいたち。

　あれらは栞の操作した風に影えい響きようされ、栞の操作した空気の抵てい抗こうで勢いを失い、栞の操作した回転でＵ字を描き、そのすべてが栞の思惑通り屋上周辺に制止した。

　次いで、水奈へ指示した角度と方角。

　央おう乃のが吹っ飛んだ先、彼女の斜ななめ上背後の上空には『夜陰に添うソドムリーブス』の結晶体、そのひとつが浮いていた。彼女は想像だにしていなかった結果に目を見開く暇ひまもなく、七つ設置された機雷のひとつめと接触した。

　爆ばく発はつ──どかん。

　ぎゃあ、という犬のような悲鳴とともに、央おう乃のの身体からだは爆ばく風ふうに煽あおられて宙を舞まう。

　栞はほんのわずかだけその空間の因果に干かん渉しようし、飛ばされる方向を微調整。引力の向きや速度を操作して央乃の体勢を整えてやる。

　結果、彼女は次の機き雷らいへと突つっ込んだ。屋上の隅すみにあるひとつへと。

　どかん、と、二回めの爆発。

　そこからは立て続けだった。

　まるでピンボールの弾たまのように、なにかの冗じよう談だんのように。

　式しき田た央乃は、栞の魔ま法ほうによって翻ほん弄ろうされる。

　ほぼ真上へ舞い上がり、放物線を描きながら落下する軌き道どう上じように三つめの機雷──どかん。真横に飛んで屋上玄げん関かんの屋根に激げき突とつ、呆ぼう然ぜんとする千ち鶴づるの足あし許もとを滑すべり落ちた先に四つめ──どかん。盛大な爆風で斜ななめ上へと跳はね飛ばされたところで栞の頭上にある五つめの機雷へと吸い込まれるようにして──どかん。もはや抗あらがうこともできず四し肢しをだらりとさせたまま、落下する際、屋上の床ゆかぎりぎりに浮かんでいた機雷を巻き込んで六つめの──どかん。

　そうして最後に、コンクリートを舐なめながら転がっていった先の七つめに──どかん。

　爆ばく煙えんにまみれて一メートルほど跳はね上げられ、水みず奈なの眼前に落下し、

「う……あ」

　央乃の身体はようやく止まる。

　身体のあちこちが焼けただれていた。甲かつ冑ちゆうを模した憑ひよう依い装しよう束ぞくはひびだらけで各部が砕くだけ落ち、もはや見る影かげもない。当然、火傷やけどだけでは済んでいない。全身の骨が折れ砕けているだろう。

　両目は虚こ空くうに見開かれ、煤すすに汚れた唇くちびるは震ふるえ、指先はぴくぴくと痙けい攣れんしている。

　かろうじて生きているような状態だった。正直、死んでもいいと思いながらピンボールを操作していたが──存外にしぶといものだ。

「う、わあ、……うわ、あ、ああああああ！」

　一連の出来事を屋上玄関の上から呆然と見ていた千鶴がようやく我に返った。

　飛び降りて彼女の許もとへと駆かけ寄る。途と中ちゆうで爆発の連れん鎖さを止めるべく動いていれば、ここまでにはならなかったかもしれない。が、事前に栞の魔法を熟知してでもいない限りそれは不可能だ。まさか宙に浮かんだ爆ばく弾だんの七つすべてに連続で当たるなど、予想できる者はない。

「央乃ちゃん、央乃ちゃんっ！」

　身体を抱かかえ、名を呼びながら揺ゆさぶる。死んではいないことがわかってほっとした表情となるも、すぐにそれは搔かき消えた。

　代わりに浮かんできたのは、困こん惑わく。そして恐きよう怖ふ。

　たった今自分の目の前で起きたことを、ようやく理解したのだ。

　ただし、なにが起きたかを、ではない。

　目の前で起きたのがとてつもなく恐おそろしい、得体の知れないものであることを──だ。

「なに、を……」

　冗じよう談だんみたいな光景だっただろう。

「なに、をしたのさ？　あんたたち……」

　意味不明な光景だっただろう。

「お前ら、いったいなにをした!?　なんだよこれ！　なんなんだよおっ?!」

　だがそんな、冗談みたいな意味不明な光景を、敵は──栞しおりと水みず奈なは、まるで当たり前のものであるかのように眺ながめていた。自分たちがやりましたよという顔をしていた。

　きっと岸きし千ち鶴づるは、それがなによりも恐ろしい。

　人が恐怖を感じるのは、死を忌き避ひするからだ。そして死とは、自分の理解できない場所からやってくる。故ゆえに人は、わからないことを恐れる。『わからない』ということを恐れる。

「さて、仕上げだよ、水奈」

　深く息を吐はき、央おう乃のを抱だいて震ふるえる千鶴を、顎あごで指した。

　正直なところ、嘲あざけって睥へい睨げいする余よ裕ゆうはもう栞にはない。

　魔ま力りよくと体力が限界だった。

　時空間と因果を操る鱗りん粉ぷん──『ゼンマイ仕掛けの羽化スペクトラム』は、本来、使い手の体内、もしくはごく至近距離で使うべき魔ま法ほうである。広範囲に鱗粉を撒まき散らしてバタフライ・エフェクトへ干かん渉しようする行為は、たとえるなら水の中で息を止めて全力疾しつ走そうするようなものだ。あっという間にすべてを消しよう耗もうし、最後には動けなくなるほどへたりこんでしまう。

　式しき田た央乃を仕留めることには成功したしそれは作戦通りだったが、さすがに後が続かない。

　もはや千鶴に対して栞ができることは少なかった。壊こわれてしまった大おお鎌がまを再構成するのすら難しい状態だから、攻こう撃げきも不可能。

　一応、水奈のために作戦は考えてある。至近距離まで近付いてから『応報のための呪弾ブラツクリリイ』で足を止めさせ、お互いをその場から動けない状態で固定し『抵抗するイリスデツドフラワー』で攻撃。その際、残った魔力を絞しぼり出してどうにか因果を操作し──魔力の殻からが薄うすい部分に攻撃が当たるよう仕向けてやることは、できると思う。そのくらいの余力はある。

　水奈は頷うなずき、千鶴のところへと歩き始めた。

　彼女の怪け我がは未だ治っていないが、それなりに戦うことはできるはず。

　幸い、もはや敵は戦意を喪そう失しつしている。

　だから、あとひと息。あと一いち撃げき入れれば、この戦いは勝てる。

　ふらつく意識を押し止め、歯を喰くい縛しばり、栞は水奈を手伝うべく自らも一歩前へ出る。




　けれど、その時──。

「──随ずい分ぶんと無ぶ様ざまな戦いをしているものね」

　栞しおりでも水みず奈なでも央おう乃のでも千ち鶴づるでもない、別の誰だれかの声が、屋上に響ひびいた。




　　　　　　　　　　　　　２




　ある程度戦えてはいるものの左腕の傷は未だ完治にほど遠い。恐おそらく栞も、平気そうに見えて身体からだの疲労は限界に近いだろう。だから優位に立っているようには見えるが、一いつ瞬しゆんたりとも気は抜ぬけない。岸きし千鶴が本気を出してかかってくればかなりの苦戦が予想される。

　不安を抱かかえながらそれでも水奈は、可能な限り尊大な表情で千鶴と対たい峙じしようとしていた。

　彼女は、栞の魔ま法ほうが引き起こした異様な現象に怯おびえ、戦う気力をなくしてしまっている。それは水奈たちにとってアドバンテージだった。こちらがあくまで余よ裕ゆうを表に出しておかなければ、水奈から焦あせりが伝わってはそのチャンスを逃がしかねない。

　だが、

「──随分と無様な戦いをしているものね」

　必死で取とり繕つくろうとしていた余裕は、唐とう突とつに聞こえた言葉によって、あっさりと瓦が解かいする。

「え……」

　それはまさに、頭が真っ白になる、という形容そのものだった。

　これまで屋上で繰り広げてきた戦いについてのすべて──自分が今までなにをしてきたのかのみならず、これからなにをしようとしているのかまでもが、その声によって上書きされる。

　正確には、その声音。

　耳に響き鼓こ膜まくを震ふるわせ頭ず蓋がいに侵しん入にゆうし脳に届き記き憶おくを揺ゆさぶる声に、水奈はなにもかもを忘れて、反射的に、呆ぼう然ぜんと、全存在ごと振り返った。

『そん、な……』

　意識の中で、蓮れんもまた同じように言葉をなくしている。

　どんな時であっても状じよう況きようを冷静に受け止め、水奈へアドバイスや励はげましを送ってくれていた彼の声が、完全に上うわ擦ずっていた。それは水奈とまったく同じ理由で。

　屋上に突つき出た玄げん関かん、その屋根。

　声の主──少女がひとり、立っていた。

　いつの間に現れたのかとか、いつからそこにいたのかとか、そういった当たり前の疑問はまったく抱いだけなかった。水奈たちはもちろん、たぶん栞も。

　彼女はそれほどまでに当たり前のように、そこにいた。そして当たり前のようにそこにいたにも拘かかわらず──いざ存在を意識した瞬しゆん間かん、場の空気が完全に塗ぬり替えられる。

　地じ獄ごくを凝ぎよう縮しゆくして白い紙に一いつ滴てき垂らしたような、殺気のせいだった。

　身の底から震ふるえが来、全身が強こわ張ばって灼やかれる錯さつ覚かく。凍とう土どの最中に裸はだかで放り出され、頭からガソリンをかけられ火を放たれれば同じ思いが味わえるだろうか。

　身体からだを包む衣装は、漆しつ黒こくと白と蒼あお。

　側頭部にあしらわれたのはヴェールめいたコサージュ、胸むな許もとを飾かざるのは繊せん細さいなレースの施ほどこされたブラウス。腕を包むのはエナメル質のロンググローブ。下半身を彩いろどるのは魚の鰭ひれじみた形状で左右比対たい称しように広がったスカート。短くなった左脚側にはその代わりとばかりに、剝むき出しのクリノリンが無骨に組まれている。

　一見して喪も服ふくか、或あるいは悪あく魔まのような。

　荘そう厳ごんさと禍まが々まがしさを同居させたドレスだった。

　ドレスを纏まとった少女そのものも、また同様に美しくおぞましい。

　腰まで長く伸びた髪は白に限りなく近い銀髪で、色素と引き換えに煌きらめいた輝かがやきを飾る。整いすぎるほどに整った目鼻立ちを際立たせるのは瞳ひとみと唇くちびるの赤さ。穢けがれのない血を宝石にしたらこんな色になるのかもしれないと思わせる。

　水みず奈なは、少女の名を呆ぼう然ぜんと呼んだ。

「人にん魚ぎよ……ちゃん」

　少女──早さわ良ら坂ざか人魚は、咲さき森もり水奈を見下ろして応こたえた。

「いつまでそんなところで、足搔いているつもり？」

　この世の果てから耳みみ許もとに囁ささやかれるような、終わりの鈴すずの音のような声で。

「どう、して」

　どうしてここにいるのか。どうして今、姿を現したのか。頭の中に、尋ききたいことが次々に湧わく。けれど言葉が出てこない。あれほど再会を待ち望んでいた少女が、いつか帰ってきて欲しいと願い続けた親友が、目の前にいるのに──身体が動かない。

　万感の思いからではなく、恐怖によって。

「つまらないことをしているのね、水奈」

　名を呼ばれた。

　一年ぶりだった。記き憶おくの中で何度も何度も反はん芻すうした幼おさな馴な染じみの声と、同じだった。

　でも、違う。

　人魚そのものでありながら、圧倒的に、決定的に、違う。

　唇をわななかせる水奈を睥へい睨げいしながら、人魚は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「そんな無ぶ様ざまで、私に辿たどり着けると本気で思っているの？」

「に、ん……」

「そんな無様で、手を伸ばしたものに届くと本気で思っているの？」

「人魚、ちゃ……」

「そんな無様で……ああ、そうね、わかったわ。私が、助けてあげる」

　そして、唐とう突とつに。

　白紙の上に一いつ滴てきだけ垂らされた地じ獄ごくのような殺気が、膨ふくれ上がって鎌かま首くびをもたげた。

　水みず奈なは咄とつ嗟さに叫んでいた。

「逃げて！　全員、ここから逃げて！」

　栞しおりに、気を失っている楼ろう子こに、倒れている央おう乃のに、呆ぼう然ぜんと人にん魚ぎよを見上げる千ち鶴づるに。

　同じだ、と思った。

　これは、同じだ。あの時と同じだ。

　一年前、彼女が自分の生家を破は壊かいし尽つくした時と、同じものだ──。

「『メレクタウス』並びに『クロエ』」

　人魚が自らの体現者マスコツトの名を、無機質に呟つぶやいた。

　呼んだ名はふたつ。第一地区のメレクタウスと、第四地区のクロエ。

　大罪の獣けもの二匹と重じゆう婚こんを果たした、他には決していない、特異極まりない特例。

「お前たちの罪科を、私に差し出せ」

　人魚の背から、蒼あおい翼つばさが生えた。

　正確には翼ではない。翼状に展開された物質だ。

　まるで、コールタールにサファイアを砕くだいて混ぜたような。

　粘ねばついた質感と冷たい輝かがやきを持ち、蠕ぜん動どうして蠢うごめく、液体と固体の中間様をした不定形物質。



　水みず奈なと蓮れんは、その魔ま法ほうがどんなものかを知っている。

　第一地区の大罪の獣けもの『メレクタウス』がもたらす魔法『鎗海アルモルム・マリ』──この世のあらゆる物質に変化する漆黒の不定形物質と、

　第四地区の大罪の獣『クロエ』がもたらす魔法『火淵グラデイウム・ルテイ』──この世のあらゆる物質を取り込んで一体化する紅蓮の不定形物質。

　そのふたつが重じゆう婚こんにより混じり合って溶とけ合い、ひとつになった魔法。

　恐おそらくはこの世でたったひとつの、固有罪科ふたつによる複合魔法。

　名を、




「早さわ良ら坂ざか人魚に堕おちて堕だせ。……『天獄アリス・オルビ』」




「人魚ちゃん、お願い、やめ……！」

　水奈の叫びは、届かなかった。

　蒼あおい翼つばさが鉤かぎ爪づめのように形を変え、蜘蛛くもの巣のように広がり、雨のように屋上へ降り注ぐ。

　そうして、その場にいた水奈以外の全員へと襲おそいかかった。

「ち……！」

　関栞は対応できた。

　おぞましい殺気に硬こう直ちよくしていた身体からだをどうにか動かし、迫りくる蒼あおの不定形物質を躱かわす。

「く……ぐ」

　式しき田た央おう乃のは対応できなかった。

　ただでさえ全身がぼろぼろで指一本満足に動かせない中、抗あらがう間もなく搦からめ捕とられた。蓑みの虫むしのように簀す巻まきにされ、同じく不定形物質でできた支柱に吊つり下げられる。

「あ、ひ。ひいい！」

　岸きし千ち鶴づるは怯おびえ、絶叫した。逃げることもできなかった。不定形物質は十じゆう字じ架かの形となり、彼女の身体を磔たつ刑けいのごとくに拘こう束そくする。

　その様を眺ながめながら、人魚は攻こう撃げきから逃のがれた栞へと一いち瞥べつを送った。

「合格よ」

　ひとことだけ告げて、視線を次へ。

　式田央乃は首から下を完全に不定形物質──『天獄アリス・オルビ』で覆おおわれてしまっていた。が、満まん身しん創そう痍いで囚とらわれているというのに、気き丈じようにも人魚を睨にらみ付ける。

　それは死を覚かく悟ごした故ゆえの開き直りか、或あるいは強い意志によるものか。

「へえ」

　人魚は感かん嘆たんの声を洩もらした。

「いいわね、その顔。あなたも合格」

　居い丈たけ高だかに、央おう乃のへ笑う。

　まるで反はん抗こう的な死し刑けい囚しゆうを気に入った女王のように──いや、まさにそれそのものとして。

　そして赤い両目が、千ち鶴づるを捉とらえる。

「う、あ。ひい……やあ、やだあ……」

　磔はりつけになった千鶴は哀あわれなほどにがたがたと震ふるえ、首を振っていた。命いのち乞ごいをすることすら忘れ、目の前にいる者の存在に、ただただ怯おびえている。

　だから、彼女が『合格』をもらえなかったのは、必然だった。

「あなたは不合格ね。水みず奈なに喰くわれる資格もないわ」

　人にん魚ぎよの表情が消える。彼女は岸きし千鶴という存在に対する興味の一切を失くしたようだった。

「っ……人魚ちゃん、駄だ目めえっ！」

　気配の変化に勘かん付づいた水奈が絶叫する。

　それはけれど、岸千鶴の悲鳴によって搔かき消された。

「ひ。え……あ、わあ、あああああああああああああ、ひいいいいいいいいいいいいいい！」

　磔に拘こう束そくされていた身体からだの、まずは右腕だった。

　蒼あおい不定形物質で構成された十じゆう字じ架かが、肘ひじから下をぬるりと覆おおう。

　すると右腕は次の瞬しゆん間かん、十字架の中に溶け込んで消えた。

　この世のあらゆる物質を取り込んで一体化する『火淵グラデイウム・ルテイ』の能力──千鶴の右腕はもはやこの世のどこにも存在しない。『火淵グラデイウム・ルテイ』の一部となってしまった。

　次いで、両脚、下半身。

　今度は取り込まれるだけでは終わらなかった。十字架の支柱はぐにゃりと形を変えて千鶴の腰から下を覆い、細さい胞ぼうへと侵しん入にゆうする。そして彼女の下半身は『火淵グラデイウム・ルテイ』と一体化し『火淵グラデイウム・ルテイ』そのものへと変へん換かんされながら、更さらに──この世のあらゆる物質へと変化する『鎗海アルモルム・マリ』の能力によって、別のものへと生まれ変わっていった。

　蝙蝠こうもりの群れ、だった。

　十字架の柱から泡あわのように、何匹も何匹も次々と生まれ落ち、きいきいと鳴きながら翼つばさをはためかせていずこかへと飛んでいく。彼らの総量は、千鶴の下半身と同じ分の体積。

「ひ。あ、……あは？　ははは、あははははははははははははははははははははははははは」

　千鶴は絶叫を通り越して破は裂れつしたように笑いだした。自分の下半身が蝙蝠の群れとなって空へと逃げていくのを目まの当あたりにして、とうとう気が触ふれたのだ。

　そこから先はもう、地じ獄ごくよりも悪夢的だった。

　左腕が十字架に取り込まれ、山のような量の釘くぎとなって屋上の床ゆかにじゃらじゃらと落ちる。

　右目から睡すい蓮れんの花が生え、見る間に枯かれていく。

　装しよう束ぞくが溶とけて露ろ出しゆつした乳ち房ぶさがジェリービーンズとなって零れた。

　剝むき出しになった肋ろつ骨こつが蛇へびへ変化して逃げる。

　内臓がお菓か子しと化した。

　血液がフルーツジュースの色に染まった。

　頭部が炎をあげて燃え上がった。

　腰が樹氷となって砕くだけた。

　五指が鋭するどいメスに置ち換かんされた。

　腕の骨が木の枝となり花が咲き林りん檎ごが実り、熟して腐くさって落ちる。

　喉のどと声帯がフォークとナイフとお皿に変わりコンクリートの上に散らばったのを最後に、笑い声すらも消えて──岸きし千ち鶴づるという人間の肉体は、もはやどこにもなくなってしまう。

　央おう乃のはがちがちと歯を鳴らしていた。

　栞しおりは呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。

　水みず奈なは込み上げる吐はき気けに、口を押さえていた。

　そして──屋上の床ゆかへと乱雑に散らばった釘くぎや植物の残ざん骸がいやお菓子の山たち、つまりはかつて千鶴だったものは、上から波のように降ってきた蒼あおい不定形物質へと吞のみ込まれる。再び『天獄アリス・オルビ』へと吸収、分解再構成されて消えた。

「ど、うし、て。人にん魚ぎよ、ちゃ……ん」

　水奈はとうとう、その場にくずおれて膝ひざを突ついた。

　もはや思考もままならない。なにも考えられない。

　一年ぶりに再会した親友が無表情のまま、こうまで残ざん酷こくに人を殺したという事実に耐たえられなかった。このまま気を失って眠ってしまいたかった。

　だが──視界に映った次の光景に、水奈の心臓は大きくずくん、と鳴った。

　屋上のあちこちで水みず溜たままりのように蠢うごめく『天獄アリス・オルビ』の一部が──蛇へびのようなロープのような形状となって鎌かま首くびをもたげ、ひとりの少女をぶらりと持ち上げていたのだ。

「あ、あ……」

　唇くちびるが愕がく然ぜんと震ふるえる。

『天獄アリス・オルビ』に囚とらわれているのは、未いまだ気を失ったまま眠り続ける年とし端はもいかない娘。

「楼ろう子こおっ！」

　絶叫とともに、栞は飛び出した。

　体力はもはや限界だというのに、魔ま力りよくももはや尽つきているのに、人魚の魔ま法ほうには決して抗あらがえないのに──そのすべてを無視して、楼子を救うべく彼女に向かって跳ちよう躍やくする。

　同時、背後から蒼い触しよく手しゆが栞の跳躍を阻そ害がい。手足を束そく縛ばくしてコンクリートに叩たたき付ける。

「が、っ……」

　栞を床へひれ伏ふさせながら『天獄アリス・オルビ』は楼子の身体からだをゆっくりと、屋上玄関の上へ運ぶ。

　つまり、人魚の許もとへと。

「はな……せ。離せ！　楼子を離せっ！」

「やめて、お願いだからやめて、人にん魚ぎよちゃん！」

　水みず奈なは血を吐はかんばかりに声を張り上げた。

「その子は魔女ウイツチじゃない、関係ないの！　だから……お願い。お願いだから！　……お願いだから、その一線だけは越えないで！」

　栞しおりの罵ば倒とうも水奈の懇こん願がんも無視し、人魚は無言で、吊つり下げられた楼ろう子こへと腕を伸ばす。

　青白い頰ほおをゆっくりと撫なで、

「……これは、あなたのお友達なの？」

　視線を栞へと移して、問う。

「離せ、楼子を離せ！　代わりに私を殺してもいい、好きにしていい！　だから……」

「なるほど。大事な親友なのね」

「え……」

　人魚がそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん。

　何故なぜだろう──絶望と悲ひ嘆たんの泥でい濘ねいで満ちた水奈の胸中に、温かな雫しずくが、ぽたりと落ちた。

　耳に届いた声。口調。

　それはさっきまでの冷たいものとは違う、優しい音ね色いろが潜ひそんではいないか。

　細められた目。楼子に向けられた視線。

　それはさっきまでの殺意に染まった視線とはまったく違う、穏おだやかなものではないか。

　子供の頃ころからずっと知っている、彼女のような。

　姉のような存在であり親友でもあった、彼女のような。

　まるで自分がよく知っている、早さわ良ら坂ざか人魚のような──。

　突とつ然ぜんの既き視し感かんに呆ぼう然ぜんとする中、

「……水奈」

　人魚が、こっちを見て言った。

「次に会う時までに、もっと強くなっておきなさい。こんな輩やからに苦戦などすることがないように。私が目の前に現れた程度で狼狽うろたえることがないように。あなたもよ……蓮れん」

　水奈と、意識を同じくしている蓮に向かって。

　そしてもうその時には、既視感を想起させるような気配は消えてしまっていた。

　やっぱり錯さつ覚かくだったのかと思った直後──屋上に散らばっていた『天獄アリス・オルビ』の塊かたまりが一いつ斉せいに、間かん欠けつ泉せんのように噴ふき上がった。それらは伸び上がると空でひとつに繫つながり、水奈と栞の前に壁として屹きつ立りつしながら、やがて人魚を中心とした半球体のドームとなる。

「待って、人魚ちゃ……」

　人魚が、その傍そばにいた楼子が、三メートル向こうで囚とらわれていた央おう乃のが、あっという間にドームの中へと吞のみ込まれた。そしてドームは宙に浮き完全な球体となった後、水風船のように、ぱあん、と弾たまけ、目を開けていられないほどの蒼あおい豪ごう雨うを降らせる。

　雨が収まり視界が開けた時にはもう、人にん魚ぎよの姿はどこにもなかった。

　式しき田た央おう乃のも一いつ緒しよに連れ去られていた。

　ただ、桐きり島しま楼ろう子こだけが──屋上の中央に、仰あお向むけでだらりと寝かされていた。
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「楼子！」

　栞しおりが絶叫しながら、楼子の許もとへと駆かけ寄っていく。

　屈かがんで抱だき寄せ、手首を摑つかんで胸に耳をあてると──切せつ迫ぱくした表情が明るいものとなった。

「……生きてる」

　安あん堵どのあまり力を失いその場にくずおれる栞に、水みず奈なは声をかけることができない。

　頭の片かた隅すみでぼんやりと、人魚ちゃんが楼子ちゃんを殺さなくてよかった、とだけ思う。

　なにも考えられない。足あし許もとがぐらぐらする。

　虚うつろな視線で空を見上げても、自分がどこにいるのかがよくわからなかった。

　まるで、置いていかれた迷子のような気持ちだった。
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　関せき耶や麻ま音ねはベッドの上で、すべてが終わった後の顚てん末まつを聞いた。




　朝あさ倉くら茉まつ莉りとの戦いの後、自分を背後から襲おそったのは十とお部べ御み崎さきであること。

　茉莉もまたあの後、御崎に殺されてしまったこと。

　御崎が栞しおりたちへ復ふく讐しゆうしにきたこと。庵あん子こが刺されたこと。

　栞と水みず奈なが『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』の『春の庭ガーデン』、残りふたりと交戦したこと。

　そして、戦いの最中、早さわ良ら坂ざか人にん魚ぎよが姿を現したこと──。




　結局、目を覚ましたのは人魚が去ってしまった後のことである。

　肝かん心じんな時に役立たずだった自分が情けなかった。

　ただ同時に、立派に戦った妹のことが誇ほこらしくあった。

　彼女は親友を──楼ろう子こを守り通した。ひいては耶麻音たちのこともだ。数日前に責め立ててしまったことを謝らなければならないだろう。

　とはいえなんとも、人が寝ている間にあれこれといろんなことが起きてくれたものだと思う。ついでに、起きた途と端たんにあれこれと山積みの問題が目の前にあるな、とも。

　散々動き回って、解決したことといえば『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』の一件のみ。

『バーバ・ヤーガの小屋十二月会』とは、結局、派手に戦せん闘とうをしてしまった。あの組織がなにを考えているのか知れないが、これからどう出てくるかが気にかかる。うちの『垣根の巣カヴン』だけを標的にしてこられたら、厄やつ介かいなことになりそうだ。

　あとは、人魚のことか。

　水奈と蓮れんは、揃そろって塞ふさぎ込んでしまっていた。

　彼女と最悪に近い形での再会をしてしまったことが──豹ひよう変へんした人魚の姿を一年ぶりに改めて見せ付けられたことが、よほど堪こたえたようだ。明日にでも励はげましに行ってやらなければなるまい。一応自分は最年長なのだから。

　──早良坂人魚。

　水奈の幼おさな馴な染じみであり親友であり、蓮の姉でもある少女。大罪の獣けもの二匹と多重契約をし世界で唯ゆい一いつの複合魔ま法ほうを操る、なにからなにまで規格外れの魔女ウイツチ。

　彼女はまた、関耶麻音のかつての同級生でもあった。

　人並外れて美しい容姿と近寄り難いオーラのせいで孤こ高こうの存在だった彼女にとって、耶麻音は数少ない友人のひとりだったと思う。向こうも胸きよう襟きんを開いてくれていた。ひとつ歳とし下したの幼馴染みの話をする時などは、年相応に可愛かわいらしく笑っていたものだ。

　当時、自分たちはお互いが魔女ウイツチであることを知らなかった。もし知っていたら──魔女ウイツチとして仲間になっていたら、もう少しなにかが変わっていたのかもしれない。

　もはや、詮せん無ない回かい顧こでしかないが。
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　ひとつだけ気になることがあった。

　朝あさ倉くら茉まつ莉りと戦った夜のことだ。

　あの時、耶や麻ま音ねは背後から刺されて意識を失った。十とお部べ御み崎さきの魔ま法ほうによって過去の古ふる傷きずが開き、水みず奈なによってここに運ばれた時には危険な状態だったという。

　だが、その流れには幾いくつも釈しやく然ぜんとしないところがある。

　十部御崎は意識を失ったままの自分を──生死もわからないまま放置するような性格だっただろうか？　茉莉の死体は廃はいビルになかったというから、気絶した彼女をどこかに連れ去りそこでじっくり殺したというのは想像できるし、御崎にとってそっちの方がより重要なことだったというのは確かだろうが、だからといって、もうひとりの標的をなおざりにする必要はどこにもない。おまけにそのもうひとりは、御崎が憎んでいた関せき栞しおりの姉なのだ。

　そして、水奈が耶麻音を連れ帰ったこと。というよりも、水奈が助けに来たこと。

　耶麻音が『まだ息がある』状態で倒れていることを、わざわざ蓮れんに報せた者がいる。非通知の電話で相手は不明。その連絡があったからこそ、耶麻音は病院に運ばれた。もしあの電話がなければ、もっと遅くまで放置されていただろう。そして、息絶えていたかもしれない。

　いや──違う。

　息絶えていたかもしれない、ではない。

　そもそも自分はその時、本当に、生きていたのだろうか？

　もし十部御崎が耶麻音の考えるように、標的に止とどめを刺すことを決して忘れないようなタイプだったとして。けれど彼女の本命は朝倉茉莉だったから、耶麻音は先にさっさと殺した上で茉莉をじっくりいたぶるべく別の場所に運んだとして。そうして御崎が去った後に何者かがやってきて、耶麻音を生き返らせた上で蓮へ連絡をしたとしたら。

　一連の流れは、耶麻音の中でごく自然なものとなるのだ。

　心臓が止まって二分以内であれば、脳に障害も残らず蘇そ生せいは可能であるという。魔女ウイツチの肉体なら十分ほどは耐たえられるかもしれない。だから、もしも破は壊かいされた心臓を修復した上で再び鼓こ動どうを刻ませるような真似まねができる者がいるとすれば──。

「さて、どうかしらね」




　もう少し休んだら、桐きり島しま楼ろう子この病室へ行ってみようと思う。

　彼女はまだ眠っていた。御み崎さきに攫さらわれ気絶させられてから五時間ほど経たったはずだ。栞しおりはもうずっとそっちに付きっきりで、負傷から回復した姉の庵あん子こも一いつ緒しよだ。

　さっき、蓮れんから聞いた。

　楼ろう子こは人にん魚ぎよの魔ま法ほう『天獄アリス・オルビ』に一度捕とらえられ──去り際に解放されたという。

　何故なぜ、人魚はわざわざそんなことをしたのだろう。魔女ウイツチではないただの人間など放っておくか、片手間で殺してしまうのが自然なのに。

　浅はかな希望かもしれないが、もしかしたら、と思う。

　楼子の身体からだをちゃんと検査させるべきだ。

　もしかしたら栞は、喜びのあまりに大泣きするかもしれない。

　もしかしたら庵子は、もう二度と『硝子ガラス玉だまの魔ま女じよ』にならずに済むかもしれない。幸運を集めるなんて真似まねをする必要が、なくなるかもしれない。

　早さわ良ら坂ざか人魚の力──『天獄アリス・オルビ』。

　それはあらゆるものと同化しあらゆるものへ変化する、まさに万物を紡つむぐ魔法らしいから。




　夢なのか現実なのかわからないが、寝ている間に耶や麻ま音ねは、声を聞いた気がしたのだ。

　自分の名を呼ぶ声を。

　妹や仲間たちではなく、一年前に行方ゆくえ不明となった、懐なつかしい友人の声を。

　蓮たちが言うような狂気に染まったものではない──つっけんどんだけど優しい、昔のままの早良坂人魚が、まだ彼女の中には残っているかもしれない。
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　自室のベッドに腰掛けて、早良坂蓮はひとり大きな息を吐いた。

　戦いが終わってから六時間ほど後──さっきようやく帰宅したところである。

　耶麻音や桐きり島しま庵子が目覚めるのを待っていたら、こんな時間になってしまった。既すでに時刻は午後十一時を回っており、水みず奈なはベッドに入って眠っている。

　明日が日曜なのは助かる。身も心も疲れ果てていた。

　戦いだけが原因ではない。一年ぶりの再会のせいだ。というよりも──人魚との再会が、戦いのことなんか忘れてしまうくらいの衝しよう撃げきだった。

　正直なところ、ショックは大きかった。

　蓮は『魔法の国』から来た体現者マスコツトで、こちらの人間とはやや精神構造が違っているし、そもそも人よりもよほど長く生きている。だから大たい抵ていのことが起きても冷静を保てるしそういう意味でも水奈を支えられると自負していたのだが、考えが甘かった。こちらに来てからのたった十三年弱で、自分は思っていた以上に人間みたいになってしまっていたようだ。

　──いや、少し違う、か。

　たった十三年弱の期間で、自分を人間みたいにしてくれた人が──自分のことをずっと弟として、家族として扱あつかってくれた人だからこそ、その豹ひよう変へんぶりがショックだったのだ。

　血が通っていないような顔をして、そのくせ殺気だけは夥おびただしく、なんの躊ちゆう躇ちよもなく他者を踏ふみ躙にじり、圧倒的な力を以もつて独善的に断罪する。

　あれではまるで、かつて魔ま法ほうの国で暴れ回っていた頃ころの蓮れんみたいだ。

『大罪の獣けもの』二匹を抱かかえ込んだことで、自らが『大罪の獣』そのものになってしまったのではないかとすら錯さつ覚かくした。そして、そうなってしまった姉のことがたまらなく悲しかった。

　いなくなった当時の彼女と比べても、変調は著しい。一年前の人にん魚ぎよは──情じよう緒ちよ不安定に家屋を破は壊かいし尽つくして、なにかに操られるように去っていった。

　だが、今はどうだ。逆に落ち着いてすらいた。あれは、取り返しの付かないほどに変わってしまった証しよう拠こではないのか。変わり終えたことで、安定したのではないか──。

　あれから水奈ともほとんど話せていない。

　お互い、話すのが恐こわかった。人魚の話題を口にするのが恐かった。

　話してしまえば、あの変へん貌ぼうぶりに対してどうしても触ふれざるを得なくなる。触れてしまえば、彼女が取り返しのつかないところへ行きつつあることを認めてしまうことになる。

　家に帰ってもほぼ無言のまま、それぞれ自室に籠こもって今に至る。最後に聞いたのは「私、もう寝るね」という挨あい拶さつだった。

　自分ももう寝てしまおう。

　今は、まともにものを考えることさえできない。

　一度眠って起きて──眠ったからといってなにかが解決する訳ではないにせよ、少なくとも気持ちを落ち着けることはできるだろう。

　電気を消し、布ふ団とんに潜もぐり込む。

　と、部屋をノックする音がした。

「はい？」

　水奈の母が帰宅したのだろうかと思いつつ返事をする。

　誰すい何かに答えることなくドアが開いた。

「水奈……」

　暗くら闇やみの中立っていたのは母ではなく、もう眠っているとばかり思っていた娘の方だった。

　彼女は後ろ手に扉とびらを閉めると、部屋に入ってくる。

　普ふ段だんならそもそもノックの後に「今いい？」などという窺うかがいがあるし、入ってくれば用件を言うはずで、それだけでも彼女が普段の精神状態でないことは明らかだった。

　無言で反応を待っていると、水奈は、

「ごめん、蓮くん」

　そう謝りながら、蓮れんの布ふ団とんにのそのそと入ってきた。

「ひとりじゃ無理。眠れないよ」

「……わかった」

　逡しゆん巡じゆんしたが、黙だまって受け入れることにした。

　身体からだを隅すみへ移動させる。ベッドも布団も、ふたりでは手て狭ぜまだ。それを補うようにして、水みず奈ながくっ付いてくる。パジャマの裾すそまで握にぎられ、蓮はほとんど抱だき枕まくらみたいな状態になった。

　恥ずかしいとかそういう気持ちの前に、痛ましさが胸を襲おそう。

　水奈は震ふるえていた。小さく、不安に怯おびえるように。

　こんな彼女を以前にも見たことがある。一年前──人にん魚ぎよがいなくなった当時だ。惰だ眠みんを貪むさぼるのが大好きだったはずなのに毎夜毎夜眠れず、よく蓮のところに来た。

　あの時はどうしたんだっけ。さすがに一いつ緒しよに寝たりはしていなかったはずだけど──。

「ねえ、蓮くん」

　そんなことを考えていると、水奈の囁ささやきが耳みみ許もとであった。

「……私たち、駄だ目めだよね」

　まるで、血を吐はく雛ひな鳥どりのように。

「強くなったと思ってた。少しは近付けたと思ってた。このまま前に進んでいれば、いつか届くと思ってた。でも、遠かった。久しぶりに会ったのに……遠かったよ」

　彼女の名前は口にせず、ただ悔かい恨こんを込めて、

「やっぱり、無理なのかな？　私たち、取とり戻もどせないのかな？」

　涙声になりながら、水奈は喉のどを震わせる。

　だから、蓮は。

　唇くちびるを咬かみ、深呼吸をして。

　子供の頃ころのことを思い出していた──こうして一緒の布団で寝た時の、記き憶おくを。

　家が隣となりだったし親同士も仲が良かったから、よくお互いの家に預けられていた。人魚と水奈と蓮で、三人で布団を並べたことが何度もある。

　いつも水奈が真ん中だった。人魚と蓮に挟はさまれて、嬉うれしそうに眠っていた。あの時の蓮はひとりだけ子供ではなくて、幼子をあやすような気持ちで見ていた覚えがある。

　今はどうだろう。

　彼女はもう成長した。

　でも隣に人魚はいなくて、嬉しそうどころか、泣いている──。

「……つらいな」

　沈ちん思しの後、顔を横に向け、隣で子供のように震える少女の頭を撫なでながら、

「つらい。本当につらい」

　──言った。

「でもさ……諦めるのは、もっとつらいよ、きっと」

　水みず奈なは、はっとしたように目を見開く。

「だって、言ってたじゃないか。『次に会う時までにもっと強くなっておきなさい』って。姉さんが……人にん魚ぎよがそう言ったんだぞ」

　ふたりともずっと噤つぐんでいた名前を、敢あえて声に出す。

　ねえさん。

　にんぎょ。

　その響ひびきを──嚙かみ締しめるように。

「たとえおかしくなっていても、変わってしまっていても、あれは人魚だ。姉さんの言葉なんだ。あの人の言葉を、僕らが聞かない訳にはいかない」

「蓮れん、くん」

「だから、つらいぞ。だって僕らはまた、始めなきゃいけないんだ。今までよりももっと強くなれるように、たとえ引き離されても意地でも追い付けるように。どんなに遠くなっても、捕つかまえられるように。……取とり戻もどせるように」

　パジャマの袖そでを握にぎる指に、力が込められた。

　瞳ひとみを滲にじませていた涙が引いていく。

　その両目に光が宿っていく。

　唇くちびるが引き結ばれ──水奈は、頷うなずいた。

「そっか」

「人魚は僕らに会いに来た。つまり、まだ僕らのことを忘れた訳じゃないってことだ。たぶん、また来る。だったらチャンスはある。何度だって挑ちよう戦せんしよう。今日はふたりとも、狼狽うろたえて話にならなかった……でも次はそうはいかない。それだけだ。それだけのことだ」

「そうだよね……うん」

　頰ほおが緩ゆるみ、笑顔になった。

　幸せによるものでも、喜びによるものでもない。子供の頃ころ、横に敷しかれた布ふ団とんで見ていたあの表情にはほど遠い。けれどそれは当たり前だ。水奈の隣となりには蓮しかいないのだから。もうひとり──隣に人魚がいてこそ、彼女の笑顔は本物になる。

　だから、それまではせめて、僕が。

「ありがとう、蓮くん。少し元気出たよ。……でも今日は、このまま一いつ緒しよに眠ってもいい？」

「ああ、僕も明日はきみと一緒に寝ね坊ぼうすることにするよ」

　ベッドの隅すみっこに寄った蓮に、水奈が身体からだをくっ付けてきた。まるで、更さらにその隣にもうひとり──一緒に寝るべき人がいて、そのスペースを空けるように。

　ふたりは手を繫つないだ。

　一緒に眠る夜は、寂さみしくて、同時に穏おだやかだった。










あとがき




　新品の消しゴムに好きな人の名前を書いて、それを誰だれにも見られることなく使いきった時、好きな人と両想いになれる……なんていうおまじないがあります。初めて知ったのは確か中学生の頃ころです。たぶん発はつ祥しようしたのはずっと昔で、今でもスタンダードなものとして（実行されているかどうかはともかく）定着しているのではないでしょうか。

　大人になった今となっては「誰にも見られないままで終わるよりもうっかり誰かに見られて本人に伝わった方が発展するんじゃないの」などと思ったりもするのですが、おまじないという行為はきっと、そういうバレたときのあれこれがまた『願い事』に花を添そえてくれるものなのでしょう。「好きな人と両想いになる」という幸せを呼ぶものはもちろん、「嫌きらいな奴やつが不幸になりますように」みたいなマイナス方向のものであったとしても。




　という訳で今回は『おまじない』とそれにまつわるいざこざのお話でした。

　楽しんで頂けたでしょうか。作者としては、一巻で名前が出てくるだけになっていた栞しおりのことを存分に書けたので割と満足しております。

　彼女はおまじないとかの迷信や神頼みを一切信じていない子ですが、たぶん昔はそうではなく、神様も奇き跡せきもこの世にあると考えていたのだと思います。けれど魔ま法ほうを使えるようになったことで逆に、魔法だろうとおまじないだろうとできないことはできないのだと達観してしまい、結果ああいうふうになってしまったのではないでしょうか。

　この物語に出てくる魔法は決して万能のものではありません。魔法によって、できることとできないことがはっきりしています。それはつまり「できないことはできない」ものです。

　でも「できないことはできない」ということは「できることはできる」ということでもあって、だから登場人物たちにとって、なにかを願い成就するというのは「できないことをできるようになると夢想する」ことではなく「できることを確実にやり続ける」ことなのだろうなと思います。少なくとも水みず奈なとその仲間たちはみんな、そんなふうに考えています。

　もちろん、今の栞も。




　……などという示し唆さなんだか与よ太たなんだかよくわからないことを書きつつ、恒こう例れいの謝辞を。

　担当の佐さ藤とうさん、イラストの椋くら本もとさん、どうもありがとうございました。余談ですが椋本さんは、人にん魚ぎよのキャラ設定だけで「ああこの子はいつもの藤原さんですね」と一いつ瞬しゆんで見抜いてくれるだけでなく、僕の「そうですいつもの僕の好みど真ん中ストライクキャラなのでうっひょーって感じのデザインをお願いしますね！」という無言の要求に無言できっちり答えてくれる素す敵てきな人です。本当頼もしいというか助かるというか僕は幸せ者です。

　アスキー・メディアワークス……から社名変わってＫＡＤＯＫＡＷＡの各部署の皆様、印刷所さんや書店さん、取次さんなど、出版に関わってくださっているすべての方々も、いつものことながらありがとうございます。

　それからなによりも、読者の方々に。

　ありがとうございます。皆さんが本を買って読んでくださっているからこそ（生活的な意味でも哲学的な意味でも）僕は生きていけるのです。いや本当に。

　では、また次の本でお会い致しましょう。





藤ふじ原わら　祐ゆう　























【電子書籍版特典】

　Episode 0 [image: “]Dear friend & Me[image: ”]（後）




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．34』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『ロストウィッチ・ブライドマジカル２』には収録されておりませんので、ご了承ください。
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　これは、私が初めて経験した戦いの記憶だ。

　当時の私は稚ち拙せつだった。稚拙で、無知で、そして弱かった。もちろん今でもたいして変わりはないけれど、それでもあの時のことを思い出すと、情けなさで消え入りそうになる。

　正直なところ、戦った、とすら言えない。実際は親友に──人にん魚ぎょちゃんに、負んぶに抱っこの状態だったのだから。

　だからこの時のことを思い返す度、私は罪悪感に駆かられる。自身の無力さに、人魚ちゃんが私の代わりに受けてくれた痛みや罪に、蓮れんくんに背負わせてしまった覚悟の大きさに、胸が押し潰つぶされそうになる。

　けれど私は一方で、誇ってもいた。

　何な故ぜならこの戦いにおいて、私は少なくとも──自身の意志を曲げなかった。無様さが恥ずかしくはあっても、その結末が恥ずかしいとは思わない。罪悪感で押し潰されそうな胸であっても、その胸を張ることはできる。

　何より。

　これは私が『魔女ウイッチ』として人魚ちゃんと一緒に戦った、今のところ唯ゆい一いつの記憶なのだ。

　たとえ負んぶに抱っこであったとしても、彼女はあの時、間違いなく私の隣となりにいた。私の隣にいて、私を見てくれていた。

　それが誇りでなくてなんだろう。

　だから私は、いつか彼女が再び私の隣に戻ってきてくれるその日まで──この初うい陣じんの記憶を糧かてに、走り続けようと思っている。







　　　咲さき森もり水みず奈な－３







　その日は朝から雨の降りそうな曇くもり空だった。

　入学式から四日後の週末、四月十三日である。

　十三日の金曜日──西洋の縁えん起ぎを持ち出すならば不吉な日だ。ただし、いにしえの魔ま女じょならば喜んでサバトなど行っていたかもしれず、水奈たち『魔女ウイッチ』にとってはむしろ吉日なのかもしれない。もっとも、水奈は何故西洋で十三日の金曜日が忌いまれているのかもよく知らないし、そもそも中世ヨーロッパにいた魔女と自分たち『魔女ウイッチ』は、名称は同じであっても別の概念であり別の存在なのだから、無関係だといわれればそれまでなのだが。

　そもそも縁起とは一切関係なく、水奈の気分は沈んでいる。理由はふたつ。くだらないこととシリアスなこと。

　くだらない方の理由は、髪かみの毛だ。水奈の髪は軽いウェーブのかかった天然パーマの猫っ毛で、これがもう湿気にとことん弱い。晴れた日であればふわふわしていて撫なでると気持ちいいなどの評判を得ているが、天気が悪いと湿気を吸って、特に朝がたいへんなことになってしまう。有り体にいうと、爆ばく発はつする。

　ただでさえねぼすけなのに、遅刻ぎりぎりで目を覚ましたら実験失敗博士で大おお慌あわて、というのは湿度の高い日の恒こう例れい行事みたいなものだ。今日は自分だけならともかく、一緒に登校する人魚まで待たせてしまった。

　とはいえ、あくまで『くだらない理由』だから気楽なもので、むしろ今はそんなことで悩んでいる場合ではない。もうひとつ──シリアスな方の理由が、水奈の心を重くさせている。

　四日前からクラスメイトになった、笹ささ川かわ冷れい菓かのことだ。

　人魚の弟である蓮から、彼女が水奈たちと同じ魔女ウイッチだと聞かされたのは入学式の夜のこと。できるだけ友好的な関係を築きたいと思い、話をしてみようとすぐに決めたのだが、今に至るまでそれは実現できていない。

　笹川冷菓はあれからずっと、学校を休んでいるのだった。つまり登校してきたのは──顔を見たのは、入学式のあった日のみ。

　病欠であると担任の先生は言っていたけれど、本当にそうなのだろうか。

　ひょっとしたら、入学式の夜に人魚が脅おどしじみた忠告を入れたのが関係しているのかもしれない。だとしたら自分にも責任はある。人魚は幼おさな馴な染じみである水奈の身を案じるがあまり、冷菓に厳しい態度で臨のぞんだのだから。

　今日も昨日までと同様、冷菓が来ないまま放課後になった。明日と明後日は土日で休みだから、それを入れたらもう一週間。

　クラスメイトたちに別れの挨あい拶さつをして、昇降口へ向かう。そうだ──早くも級友たちとは、

気軽に挨拶などをする仲になっているのだ。この調子だと打ち解けるにもさして時間はかからないだろう。冷菓も早く学校に来ないとクラスで孤立してしまうかもしれない。水奈はそれも心配だった。

　靴くつ箱ばこへ上うわ履ばきを入れ、スニーカーを出す。

　今日は人魚も同じ時間に授業が終わるはずで、だから一緒に帰ることになっていた。まだ来ていない。来たら、冷菓のことについて相談してみよう。

　たぶん冷菓だって悪い子ではないだろうし、上手くやっていけるならその方がいい。人魚のことを気にしているなら、誤解を解けばきっと友好的になれるはずだ。

　……と。

「え」

　そんなことを考えながら靴を履き終え、顔を上げた水奈は、思わず動きを止める。

　昇降口の向こう側。校門へと続く並木道──いつも人魚との待ち合わせ場所として使っているバレリーナの銅像、台座の横。

　異装の少女が、立ってこっちを見ていた。

　木材と石材の質感を持った、奇妙な素材でできた奇妙な意匠のドレス。アクセサリじみて両手足に巻かれた枷には、中途で千切れた鎖くさりがぶら下がっている。まるで脱走してきた囚しゅう人じんか、或あるいは牢ろう獄ごくそのものを人の貌かたちにしたような──そして、そんなにも頓とん狂きょうな格好をしているにも拘かかわらず、下校中の生徒たちは誰だれひとりとして、視線すらも向けず素通りしている。

　まるで見えていないかのように。

　だが、水奈には見えている。昇降口一帯にいる学校関係者の中で、たぶん水奈にだけは。

　何故ならあれは魔力によって紡つむがれた魔女ウイッチの装しょう束ぞくであり、水奈もまた魔ま力りょくを感知できる魔女ウイッチであるからだ。

　装束を纏まとっている顔にも見覚えがあった。それが水奈の驚おどろきをいっそう濃くしていた。

「笹川……さん」

　冷菓、だ。

　学校をずっと休んでいたはずの笹川冷菓が、魔女ウイッチの装束を纏って校門前の広場に立っている。

　彼女の視線は真まっ直すぐ、昇降口の中へと向けられていた。具体的にはこちらへと。つまり冷菓は水奈を見ていた。

　自然、視線が交こう叉さする。冷菓はすると、鉄面皮のような無表情に戸と惑まどいの色を混じらせた。それは、水奈が自分の姿を認識していることに対するもの。彼女は水奈のことを魔女ウイッチではないただの一般人だと思っていたのだろう。

　だが感情を表に出したのも一瞬だった。冷菓は再び表情を消すと、ゆっくりと水奈の許もとへ歩いてくる。じゃらじゃらと、手足の鎖を鳴らしながら。

「……っ」

　水奈は思案した。というよりも困こん惑わくした──それこそ、つい数秒前の冷菓よりも。

　どうして彼女はこんなことをしているのだろう。表情に感情の色はなく、なにも読めない。

　昇降口から校舎の中に入った冷菓は、水奈の眼前二メートルで足を止める。

「あの……笹川さん？」

　もし水奈が一度でも荒事──魔女ウイッチ同士の殺し合いを経験したことがあったのなら、冷菓の無表情に隠れて身体から発せられる敵意と殺気を察知できたかもしれない。

　だが、この時の水奈は気付けなかった。緊きん張ちょうはしていても、それは決して我が身の危険を察知してのものではなかった。

　こんな甘っちょろく見当外れなことを考えていたのだ──笹川さん、危ないよ、と。

　学校にはきっと自分たち以外にも魔女ウイッチがいる。人数はわからないが、中には好戦的な者も、そ知らぬ顔で通っているだろう。だから耳目の集まる玄関前なんかで、魔女ウイッチの装束を纏って立つなんて自殺行為だ。もし他の魔女ウイッチに見られたらただでは済まないのに。

　故ゆえに水奈は、隙すきだらけだった。

　いや、もし身構えていたとしても対応できたかどうかはわからない。笹川冷菓の行動に迷いはなく、すべては一瞬だったのだから。

「『イク』、あなたの罪科で私を包んで」

　それは小声で発せられた、詠えい唱しょうだった。

　魔女ウイッチが魔ま法ほうを喚よび出すための儀式。

　魔女ウイッチが魔法を稼か働どうさせる際の、鍵かぎ──。

「笹川冷菓を拒こばんで招け……『贖罪迷宮ゆめのたまご』」

　しまった、と思った時にはもう遅かった。

　彼女の魔法がどんなものなのかはわからない。ただ認識できたのは、それが水奈を標的に発動したということ。そして──平へい衡こう感覚の消失とともに、真っ白に染まった自分の視界だった。







　　　早良さわら坂ざか人魚－２







　二年生の教室がある三階から降りてきた人魚は、昇降口で視線を巡らせる。

　今日は水奈と待ち合わせて一緒に帰る日だった。人魚のクラスの担任はホームルームの話が長く、どうしても水奈より遅くなってしまう。待たせてしまったな、と思いつつ靴を履き替え、親友の姿を探した。

　が、見当たらない。

　用事でもあって遅れているのだろうか。教師に呼び出されたとか、ホームルームが長引いているとか。どちらも可能性は高かった。

　靴箱の脇わきに立ってぼんやりと待っていると、横から声がある。

「人魚、どうしたの？」

　怪け訝げんそうな顔でこっちを見る少女がいた。

　クラスメイトの関せき耶や麻ま音ねだった。

　前髪が片目にばっさりとかかったロングヘア、くっきりした柔にゅう和わな目鼻立ち、歳不相応なほどに発育したスタイルと落ち着いた雰ふん囲い気き──制服を着ていなければ、新任教師と言われても信じてしまいそうなほど大人びている娘である。

　周囲から近寄り難がたいと思われがちな人魚にも臆おくさず話し掛けてくる、数少ない存在だ。

「いえ、なんでもないわ。待ち合わせしている娘がまだ来てないな、って」

　思わず素す直なおに話してしまったのは、友人の気安さ故か、或いは雰囲気に流されてしまったからか。そういう有無を言わせないような力が耶麻音にはある。

　なにせ彼女は、市内有数の名家──大病院を経営する関家の長女なのだ。故あって家長である父親と疎遠にしているらしく本人は関係ないと言っているが、それでも生まれ持ったオーラというか、説得力のようなものが立ち居振る舞まいから滲にじみ出ている。

「ふふ、例の幼馴染みさんかしら？」

　やけにお姉さんぶったような喋しゃべり方も、同い年を相手にして不思議と厭いや味みがない。

「あの早良坂人魚がまるで人でも変わったようにお熱だって、噂うわさになってるわよ」

「そんなんじゃないわ」

「私はあなたの照れた顔を見ることができて楽しいけどね。顔、赤くなってるわよ？」

　言われて、思わず頰ほほに手を当ててしまう。別に熱を持ってはいないが──と、人魚のその仕草を見た耶麻音が、してやったりとばかりに意地の悪い笑えみを浮かべる。

「やっぱりお熱になってる自覚はあるのね」

　引っ掛けだった。

「……っ」

　今度こそ恥ずかしさで頰が染まる。

「油断できないわね、耶麻音は」

「ふふ、あなたが単純なのよ。近寄り難い雰囲気放ってるからみんな誤解してるけど」

　人魚は苦笑した。

　確かにまあ、彼女の言う通りではある。早良坂人魚という人間は、至って単純でシンプルだ。性格も、それから生き方も。

　故にこうして話している間にも、頭の中では水奈のことを考えている。

　耶麻音が、校舎の奥へ向いている人魚の視線に気付いて問いかけてきた。

「その幼馴染みの子、ホームルームが遅れてるのかしら？」

「どうかしら。入学したばかりで先生のお説教を受けるとは思えないけど……」

「早速、居残りさせられてたりしてね。小テスト間違えちゃったとかで」

　冗談めかした耶麻音の言葉に、目を細めた。

　確かに──これまで四日間ずっと先に待っていた水奈ではあったが、遅れる理由なんて幾いくらでもある。ホームルームが長引いているとか、友達に引き止められているとか、緊急の用事ができたとか。

　しかし、そういった『普通の予測』の奥に、人魚は厭な胸騒ぎを感じた。

「……間違えたのは私の方かもしれない」

　口許に手を当てながら、人魚はひとりごとのように呟いた。

「え？」

「選択をミスしたということよ」

　耶麻音がきょとんとしている。意味がわからないといったふうだ。だがもちろん、言葉の真意を説明できるはずもない。

　彼女は、関係ないただの一般人なのだから。

「ごめんなさい、耶麻音。私、一年生の教室まで行ってみるわ」

「そんなに待ち遠しいの？　ほんと、でれでれなのね……それとも過保護なのかしら」

　可お笑かしそうに微笑ほほえむ耶麻音に手を振りつつ、人魚は再び上履きに履き替えて昇降口に背を向ける。その唇は固く引き結ばれていた。

　水奈のクラス、一年三組の前に立つ。廊下から開いた窓越しに中を覗く──いない。代わりに、女子生徒の何人かがこっちを見ていた。憧あこがれと畏い怖ふと奇異を混ぜたみたいな、いつも向けられる視線に内心で溜ため息いきを吐つきつつ水奈を知らないか問うと、既に教室を出たという返答。厭な胸騒ぎは悪い予感に変わり、心臓が跳ねた。

　その場で携帯を取り出して水奈の番号にかけてみる。コールが九回鳴って、十回めの途中でぶつりと通話が切れた。

　まるで、不自然に切られたみたいに。

　鳴りっぱなしで出ないのではなく、電源が入っていない旨むねのアナウンスが流れるのでもなく、留守電に切り替わるのでもなく、途中で切れる──それでもう、悪い予感は確信となった。

「……ち」

　人魚は思わず舌打ちした。

　踵きびすを返し廊下を歩きながら、携帯の画面をスクロールして別のアドレスを呼び出す。途中ですれ違った教師が校則違反を注意しようとするが、人魚のただならない気配にたじろぐ。それを無視して再び昇降口まで戻り、『もしもし』という相手の応答を待たずに、口を開いた。

「蓮？　……たぶん、水奈が攫さらわれたわ。気絶させられていないんならそのうち纏てん衣いするはず。あなたはそれを待ってて。私はこのまま相手のところへ行く」

　あまりに唐突なその言葉に、しかし蓮は狼うろ狽たえなかった。

『……、わかった』

　一瞬の沈ちん黙もくの後、すべてを理解したかのように肯こう定ていを返す。察しがよく、聡さとい子だ。それも当然だろう。彼の肉体は人間の小学生であっても、その中にある精神は元々『魔法の国』の住人。あちらで生きてきた期間を含めれば、実じつ年ねん齢れいは人魚よりも遥はるかに上なのだから。

　昇降口を出て、校門には向かわず校舎の裏へ回る。人気のない場所まで行き、誰も見ていないのを確認して纏衣──魔女ウイッチの装束を身に纏った。それは喪も服ふくと悪あく魔まをごちゃ混ぜにしたような意匠を持つ、漆しっ黒こくと蒼あおで彩いろどられた左右非対称のゴシックドレス。

　装束を身に着けた魔女ウイッチは魔力を糧に人外の膂りょ力りょくを得る。数メートルの高さを跳ちょう躍やくし、校舎の壁を足場にしながら更に飛び、校舎の屋上へ立つ。そこから街を睥や睨げいし、唇を咬かんだ。
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　自責の念があった。

　耶麻音の前で言った自分の科白せりふが胸に刺さる。

　そう──自分はミスをしたのだ。

　危険なのは体現者マスコットだと思っていた。だから監かん視し対象を魔女ウイッチからそちらに変えた。だが、その選択は誤りだった。体現者ではなく魔女の方を監視しておくべきだったのに──。

　とはいえ、もはや悔くやんでも仕方ない。

　目を閉じて集中し方角を見定めると、人魚はそこへ向かうべくコンクリートを蹴り、空に身を躍おどらせた。

　朝からずっと曇り空だった天気は崩れつつあった。雨がぽつぽつと、頰に当たり始めていた。







　　　咲森水奈－４







　上下左右が真っ白な、なにもない部屋だった。

　あまりに白すぎて、最初は無限の空間が広がっているんじゃないかと錯さっ覚かくしたほどだ。目を凝こらせばかろうじて、壁と床と天井とを分ける境目が見える。それで立方体に区切られた空間だとわかった。どのくらいの広さだろうか。距離感が上手く働かないが、一辺は三メートルか五メートルか、そのくらいか。

　水奈の立っている場所は壁のすぐ傍そばだった。数歩下がると背中に硬く、壁の感触がある。掌てのひらで撫でる。大理石のように冷たい。けれど白一色のただ中に放り込まれた状態では、その冷たさが少しだけ心を落ち着かせてくれる。

　水奈の目の前には、ひとつだけ色の付いたものがある。もの、というよりも人、だ。

　ショートカットの髪に冷たい表情。囚人と牢獄を模した枷かせ付つきのドレス。

　憑ひょう依い装束を纏った、笹川冷菓である。

　そして彼女は、水奈をここに連れてきて閉じ込めた張本人でもあった。この白い空間を任意の場所に創り出す──冷菓の魔法は、どうもそういうものらしい。

「……あなたやっぱり、私が見えるのね」

　水奈の視線を正面から睨にらみ返しつつ、冷菓は嘆息した。

　憑依装束を身に付けた魔女ウイッチは本来、魔力を持たない普通の人間には知覚することができない。

　つまり言葉の真意はこうだ。私が見えるということは、お前も魔女ウイッチなのだな、と。

「そうだよ」

　水奈は首肯した。バレているなら隠す意味はないだろう。だがその一方で、心の裡うちに疑問が浮かび上がる──冷菓はついさっきの昇降口で、予定外だという顔をしていたのだ。

　つまり彼女は、水奈が魔女ではない普通の人間だと思っていた。その上で、この部屋に連れ込んだ。ならば魔女としての自分にコンタクトを取ったのでは確実にない。

「ねえ、どうして私を？」

　だから問う。

　彼女の目的を知りたかった。いや──正直なところ、尋きかずともわかりきっていた。

　この白い空間の魔法に閉じ込めることで、

「……早良坂人魚よ」

　水奈を、人質に取るつもりなのだ。

「あの人は危険だわ。だから先に仕掛けることにした。私は……あの人を殺す」

　表情らしい表情の窺うかがえない、暗い顔。しかし声が微かすかに震えている。水奈ははっとした。

　──たぶん彼女は、心中で恐がっている。

　そもそも冷菓の計画は、水奈が魔女ウイッチだった時点で半なかば以上破は綻たんしていた。人質に取る相手は無力でなければならない。今のこの状態は、水奈を監禁したというよりも、一対一で戦える環境を整えただけに等しい。水奈が魔法で抵抗するならば戦って勝つ必要がある。

　そして推測するに、冷菓は自分の魔法の強さにさほど自信がない──もしくは、戦いそのものを経験したことがない。

　だから恐怖している。声を震わせている。

「ねえ、笹川さん」

　とはいえ、強気に出ることはできない。

　戦いを経験したことがないという一点においては、水奈もまた同じだった。いや、戦いどころの話ではない。自分はまだ、魔法を使ったことが一度もないのだ。

　そもそもクラスメイトを前に、戦うという選択肢は頭になかった。だから、まずは落ち着かせなければならないと思う。

「大丈夫だよ。人魚ちゃんはあなたに危害を加えたりしない。私からもちゃんと話をするから。……ねえ、考え直そう？」

　ゆっくりと深呼吸しながら、冷菓に言う。

「駄目よ」

　にべもなかった。

「あなたが魔女ウイッチだったからといって、計画は今更変更できない。抵抗するつもりなら私はあなたとも戦うわ。もう私たちは引き返せない」

　追い詰められた末のやけっぱちな決意みたいな口調。違和感があった。まるで、彼女自身はやりたくないのに状況がそれを許さない、とでもいうような。

　なにより、

「私たち……？」

　それはつまり、関わっているのは冷菓ひとりではなく──。

　どういうこと、と問おうとした水奈だったが、それとほぼ同時、スカートのポケットから太ふと腿ももに振動が伝わってくる。

　携帯電話のバイブだった。

　部屋がしんとしていたせいで冷菓が耳聡く気付く。動く前に命令された。

「出ないで。そのまま、こっちに渡して」

　従うしかない。取り出すと、ディスプレイには『人魚ちゃん』の文字。出て、声を聞きたかった。後ろ髪を引かれる思いで差し出す。

　携帯を受け取った冷菓は、即座に通話を切った。当たり前だが、そのまま没収される。

　水奈は唇を咬んだ。

　──どうしよう。

　人魚は察しがいいから、いずれ異変には気付いてくれるだろう。今の電話でなにかを察した可能性すらある。だが、ただ待っているだけではいけないと思う。

　どうやら冷菓には共きょう謀ぼう者しゃがいるらしい。別の魔女ウイッチか、もしくは蓮と同じように、彼女の『体現者』が人間なのか。どちらにせよ水奈を人質として盾たてに取られれば、人魚の身も危うくなるかもしれないのだ。

　自分もアクションを起こさなければ。せめて外界とコンタクトを取りたい。

　携帯電話は取り上げられてしまったけれど、連絡手段はまだ残されている。それは、纏衣して魔女ウイッチの装束を身に纏い、体現者と意識を共有することだ。

　魔女ウイッチのドレスを、憑依装束という。

　憑依。なにが取り憑つくのか。それは他でもない、自分と契約した体現者だ。

　魔女ウイッチひとりで魔法は使えない。車でたとえるなら、魔女ウイッチとはいわば魔力を備えたガソリンタンク兼けん、運転手にあたる。魔力を原動力にして魔法を駆く動どうさせる──つまりエンジンと車体の役目を担うのは、『魔法の国』の住人である体マス現者コットなのだ。故に魔女ウイッチが装束を纏う時、体現者マスコットと魔女ウイッチの間には意識のパスが繫がる。声に出さずとも頭の中だけで会話ができる。今のこの状況ではうってつけな手段だった。

　──仕方ない、か。

　纏衣すれば冷菓を刺激してしまうかもしれないが、どのみち、このまま生身でいることは危険なのだ。憑依装束を纏えば筋力や反応速度が人の域を超えて強化される。つまり今の冷菓は、その気になれば魔法など使わずとも、素手で水奈を殺すことができる。

　水奈は静かに息を吸い込んだ。

　そうして口の中で小さく、魔女ウイッチとなるための呪じゅ文もんを素早く詠じた。







　　　早良坂蓮－１







　咲森水奈の呼び出しを受けたのは、人魚からの電話を切った直後だった。

　体現者にとって魔女ウイッチとの意識共有というのは、頭の中でいきなりテレビの画面が点つくような感覚だ。魔女ウイッチの見ているものと考えていることが、頭の隅に発生した別領域で見聞きできるようになる。もちろんその間、本体である『早良坂蓮』の身体が抜け殻になったりすることはない──もっとも、両方を同時にやるには多少のこつがいるのだが。

　蓮は自宅にいて、ソファに腰掛けていた。

　切れたばかりの携帯電話をテーブルに置きながら、頭の中で咲森水奈の見ている景色を見、置かれている状況を把握する。

　人魚の予想した通り、まさしく彼女は魔女ウイッチの魔法に囚とらわれていた。

　真っ白な部屋──外界と隔絶した空間を創り出す魔法か。それ以外にも副次効果を持つ可能性もある。攻撃能力があるかどうかが問題だ。

　囚人を模したような装束の少女が、警戒心も露あらわに立っていた。これが笹川冷菓だろう。

　繫がったパスを通して水奈の不安が伝わってくる。人魚のことを心配していた。敵の魔女ウイッチが他にもいるのだろうか、と懸け念ねんしている。

　そうだ──考えてみれば彼女は、人魚と自分が裏であれこれと調べていたことを知らない。

　まずは蓮が把握していて水奈が把握していない情報を教えてやらなければ。

「水奈。敵はふたりいる。きみを攫った笹川冷菓と、その体現者……小松崎衣玖という名の少女だ。体現者マスコットの方は僕と同じように、人間に憑依した『魔法の国』の住人だよ」

『蓮くんがなんでそんなことまで……あ』

　心中で疑問の声をあげつつ、はっとする水奈。

『人魚ちゃんが調べてくれてたの？』

「ああ、そうだ。きみに黙ってて悪かった」

　じきに話せばいい、と吞のん気きに構えていた。こんなに早く事を起こされるとは思ってもみなかったのだ。──もっとも、人魚が得た情報のすべてを蓮も知っている訳ではない。彼女が独断で調査を進めていたが故に後手に回ってしまったという側面もあるにはある。無論、結果論だから責めることはできないが。

「とにかく、体現者マスコット以外にそいつの仲間がいる可能性は低い。でもって、姉さんはもう、具体的に動いてる。今は小こ松まつ崎ざき衣い玖くのところに向かってるはずだ。だから僕らは可能な限り現状維持を目指そう。笹川冷菓の魔法に注意しててくれ。閉じ込められてるだけならいいんだけど」

『……、うん、わかった』

　頷く水奈だったが、心の奥に隠れる逡しゅん巡じゅんも伝わってきた。きっと、人魚に任せるだけでなにもできずにいる自分が歯がゆいのだろう。そしてそれは、蓮も同じだった。

　いや、正確な表現をするならば『なにもできない』というのとは少し違う──『するための一歩が踏み出せない』のだ。

　水奈と蓮の魔法は、強い。実際、ふたりが魔法を使うことで、事態を収束させることはできる。ただしそれは裏を返せば、問答無用で事態を収束させてしまうことしかできないということだ。使ったが最後、笹川冷菓と小松崎衣玖は決定的に終わってしまうだろう。

　水奈は優しい子だ。今のこの状況においても、笹川冷菓とどうにか関係を築こうと思っている。そんな彼女に、あんな魔法を──あんな残ざん酷こくな魔法を、使わせられない。

　だから蓮の歯がゆさは、水奈のものとは少しだけ質が違っていた。水奈を救う力があるのに使えない。力があるのに守れない。そんなもどかしさが心の裡にあった。

　けれど。いや、だからこそ。

　頭の芯しんで、蓮は密ひそかに決断していた。

　──いざとなれば、僕は踏み出そう。

　たぶん今日は、分ぶん水すい嶺れいになる。

　水奈も人魚も、魔女ウイッチだ。魔女ウイッチとして生きている以上、他の魔女ウイッチとの戦いは決して逃れられない。昨日までは安あん穏のんと暮らしてこられたけれど、今日のようなことはまたいずれ必ず起きる。そもそも今日のこれだって、誰も傷付かずに解決できるはずがないのだ。きっと誰かの血が流れ命が喪うしなわれる。蓮たちは殺される側に回るつもりはなく、だったら殺す側になるしかない。

　人魚は既に覚悟を決めている。水奈を守るため、蓮を守るため、彼女は殺人をも厭いとわない。

　ならば水奈と自分も、人魚の覚悟に甘えていてはならないのではないか。汚いことを彼女に押し付けて、自分たちだけが綺き麗れいなままでいるなんて──蓮も水奈も、絶対に耐えられない。

　携帯電話を手に取った。

　人魚に再び、電話をかける。彼女は小松崎衣玖の許へ向かっていた。体現者マスコットが相手で身の危険は少ないと思うが──それでも心配だ。

　コール音が繰り返される。

　彼女は、電話に出ない。既に交戦状態に入っているのかもしれなかった。







　　　小松崎衣玖－１







　雨足が目に見えて強くなっていた。

　傘かさを持っていなかったので、心中で舌打ちしながら歩を速める。『魔法の国』からこちらの世界へ降りてきて、肉の身体を得てから十三年弱──衣玖はこの雨というやつにいつまでも慣れなかった。服の上から染みてくる冷たい水の感触が、どうにも気持ち悪いのだ。

　目的地は、笹川冷菓の住むアパートだった。そこには自分たちの魔法である『贖罪迷宮ゆめのたまご』の出入り口がある。兼かねてよりの計画に予定外の事態が生じたため、中にいる冷菓が焦っていて、故に、衣玖が直接向かうことにしたのだった。

　まったく気が弱くてうんざりする──と、冷菓に対して苛いら立だち紛まぎれに思う。

　咲森水奈までもが魔女ウイッチだったというのは、確かに衣玖も驚いた。が、たいしたことではない。見た限りあの小娘はおっとりしていて、とても人が殺せるような性格ではなさそうだったからだ。それに、仮に魔法で暴あばれられたとしても、『贖罪迷宮ゆめのたまご』に閉じ込めているのだから外に逃げてしまえば害はないだろう。

　それをあたふたと狼ろう狽ばいして、みっともないことこの上ない。

　ただ一方で、衣玖にとって冷菓のそんな性格は、ある意味で好ましいものでもあった。つまり、コントロールしやすいという意味で。

　人としての社会的地位も幼馴染みとしての関係においても魔女ウイッチと体現者マスコットのコンビとしても、あらゆる面で自分は彼女の優位に立っている。このまま素直に衣玖の言うことを聞くロボットであり続けてくれれば、それでいい。

　衣玖と冷菓の魔法──『贖罪迷宮ゆめのたまご』に直接的な攻撃力がない以上、自分たちが『女王のための統合戦争』を勝ち抜くには、頭を使わなければならない。そして奸計を巡らせ周囲を操るために必要なのは、信しん頼らいの置けるパートナーではなく、有用で忠実な駒こまである。

　とにかくまずは、咲森水奈と早良坂人魚だ。あいつらが手始め。

『贖罪迷宮ゆめのたまご』は攻撃力がない代わりに、空間隔絶能力と持続力に優れた魔法だ。あの部屋は並の魔女ウイッチでは壊こわすことはおろか傷を付けることもできないし、何カ月もの長期間にわたって展開したまま維い持じし続けられる。それを利用して、水奈を人質に人魚を脅きょう迫はくする腹積もりだった。あの女が弱ければ隙を見て殺す。強ければ、共闘関係に持ち込み駒として使ってやろう。

　住宅街の路地を小走りに駆けながらほくそ笑んでいると、衣玖は視線の先に、人影が立っているのに気付いた。

　思わず足を止める。

　奇妙な光景だった。

　ぱらぱらと振る雨が、そいつを中心にしてドーム状に散らされていた。まるで透明な半球に覆われているかのよう。

　中にいる少女は、異装を纏っている。

　黒と蒼で構成された、喪服にも悪魔にも似たゴシックドレス。左右非対称のスカートは魚の尾にも似た曲線で、鱗うろこじみた鈍にぶい光沢を放っている。そしてドレスにも負けじと目立つのは、限りなく白に近い、長く伸びた銀ぎん髪ぱつ──。

　人影は、血のような唇を歪ゆがめた。

「初めまして、小松崎衣玖。あっちでの名前はなんていうの？　そのまま『イク』かしら」

「早良坂……人魚」

　さしもの衣玖も笑みを消し、眉まゆをひそめる。

　何故、こいつが衣玖の前に現れる？　衣玖の名前を呼ぶ？　名前どころではない。口振りからするに、自分が冷菓の体現者マスコットであることすらも知っている様子だ。何故だ。自分はまだ、この女に捕捉されているはずがないのに。

「怖がっているの？　随分と人間らしい表情をするじゃない。『魔法の国』の住人のくせに」

　人魚が眉をひそめた。

　そして視線に嘲ちょう笑しょうじみた殺気を込め、言う。

「戻りなさい……『鎗海アルモルム・マリ』」

「っ……！」

　瞬間、衣玖の首筋に鈍い痛みと、液体の伝う冷たさがあった。雨粒が落ちてきたのかと思ったが違う。手を遣やるとコールタールのような粘っこい感触。それはまるで生き物のように蠢うごめき、衣玖の指から逃れて地面に落ちる。

　見れば人魚の足許にも同質の、粘性の液体が広がっていた。彼女の衣装と同じ、闇やみと同色の黒い水溜まり。そうして──小さな塊かたまりは、蠕ぜん動どうしながら地面を走り大きな方へ、つまり人魚の許にある母体へと戻っていく。

「なんです……今の」

　さっき痛みのあった首筋をさする。傷はおろか腫はれも熱もない。つまり、今のは攻撃ではなかった。ならばいつ付着したのだろう。

「まさか……」

　衣玖の背筋に怖おぞ気けが走る。

　液体はまるで、役目を終えて主の許へと帰還していくようだった。

　ひょっとしたらあれは、今日よりももっと前に放たれていたものではないのか。

　四日前、冷菓と人魚が邂かい逅こうした夜。思い返してみれば冷菓は、さっきの衣玖と同じ仕草で首筋を撫でていた。あの時、あの黒い液体が冷菓の首筋に貼り付いたままになっていたとしたら。そうしていつの間にか、隙を見て衣玖の首筋へと宿主を変えていたとするならば。

「私は最初から監視されていた、と……？」

「あなたに移動させるべきか、笹川冷菓に取り憑かせたままにしておくべきか、迷ったわ」

　人魚の言葉は、肯定と同義だった。

「あなたの方が危険だと判断したのだけど……ミスだったわね。実行犯は笹川冷菓だった。私が監視を解いた方だった」

　そうしてこちらに一歩近付き、笑む。

「でも先回りしてあなたを捕らえられたのは、悪くなかったわ。どうやら、実行犯はあっちでも、ブレインはあなたみたいだから」

　瞬間。

　人魚の足許にあった漆黒の液体が、飛沫しぶきを上げて一斉に跳ねた。

　アメーバのように宙を舞い蠢いて、放物線を描きながら殺到してくる。

　液体はそして、奇妙な動きを見せた。

　思わずたじろいだ衣玖の頭上、水平に額がく縁ぶち状の長方形となって展開し、その四辺から雨のように真下へ、糸を引きつつ雫しずくを滴したたらせ──上部の長方形と雫の落ちる軌跡がすべて繫がり、衣玖の前後左右に格子状の仕切りが形作られる。

　はっとして手を伸ばし触れると、黒い液体だったものは既に色を銀に変え、感触も冷たく硬い金属のものに。黒い粘性の液体はいつの間にか、金属の檻おりへと姿を変えていた。

　わずかに、一秒足らず。

　さっきの人魚の言葉通り、衣玖は檻の中に捕らえられた。

「これが私の魔法。『鎗海アルモルム・マリ』」

「擬ぎ態たい能力……ですか」

　別の物質へと変化できる、漆黒の不定形物質。

　四日もの間、首筋に貼り付いていたのに気付かなかったのも道理。衣玖の皮ひ膚ふに擬態し、同化していたという訳だ。

　檻の下部、格子の一端から触手のように漆黒の液体が生え伸びた。

　鎌かま首くびをもたげつつ、形状を変えていく。ぎょろりと爬は虫ちゅう類るいの目が浮かび、溶けるように消え、牙きばを剝むいた獣けものの口となったかと思えば顎あぎとを閉じ、再び黒い液体に戻ってから棒状に伸びて扁へん平ぺいに薄くなり──最終的に、白い刃文を浮かべた、

先端の鋭い包丁へと変化する。

「やっぱりまだ、生物は難しいわね」

　ひとりごとのように呟く人魚。親切に能力を解説してくれたのではない。衣玖を前に、自分の魔法で遊んでいるのだ。それが狂気的な脅しになることを充分に理解した上で。

　包丁の切っ先が、喉のど元もとに突き付けられた。

「……へえ」

　だが、衣玖も負けてはいない。少なくともその程度の脅迫に屈するような性格ではない。

　鈍色の刃を眺め、にい、と笑む。

「私を殺す気ですか？」

「必要があればそうするわ」

「私は体現者マスコットですよ？　この身体が殺されたところで多少の不都合はあっても、本質的に支障はない。それ、理解できていますか？」

　そもそも衣玖は、生命の恐怖など微み塵じんも感じていなかった。

　体現者マスコットとは、魔法の国の住人である。その本体は意識のみの精神体──『小松崎衣玖』という人間の肉体はその依より代しろであり容れ物に過ぎない。確かに生きた脳や神経を経由して肉体を動かしてはいるが、それは単に魔力を使って操作するよりも楽だからだ。

　だから、たとえこの世界の生物としての生命活動が不可能になるほど身体が壊れても、容れ物としての機能に問題はない。殺されて細切れに解体されて、肉の一片になろうとも問題なく生きていられる。……もっとも、さすがにそこまでバラバラにされたら別の無機物に宿り直した方が楽だが。そういうこともできる。

「体現者マスコットはこの世界において不死です。私たちを排除するには、婚こん姻いん相手である魔女ウイッチを殺すしかない。魔女ウイッチが殺され『女王のための統合戦争』への参加資格を失った時のみ、私たちは『魔法の国』へ引き戻される。……その程度のこと、あなたもご存知でしょう？」

「知っているわ、もちろん。でも、小松崎衣玖という人間に戸籍がない訳じゃないでしょう？　あなたは人間として生きている。親もいれば友人もいるのではないの？　殺されれば、社会があなたの死を知る。あなたを悲しむ人もいる。あなたと契約した魔女ウイッチだって」

「それがなんだというんです？」

　肩をすくめつつ、心中で嘲ちょう弄ろうした。

　この小娘──冷酷を装っているが、やはり常識に縛しばられた人間だ。

「私の出自はこの世界ではない。両親とか友人とか、そんなくだらないものに縛られる訳がないではないですか。それに、魔女ウイッチ？　魔女ウイッチっていうのは私たち体現者マスコットにとって、『魔法の国』の女王の、散らばってしまった器の欠片かけらを宿した存在。そして、その欠片を集めるための媒介──『女王のための統合戦争』の駒に過ぎません。私たちがあなたたちを利用してるんです。駒の気持ちを慮おもんぱかる棋き士しがどこにいます？　あなたや咲森水奈の体現者マスコットだってそうでしょう」

　人魚が黙り込む。視線がいっそう鋭くなったが、虚勢だろうと判断した。

　もはや自分のペースだ。

　衣玖は笑い、交渉を持ち掛ける。

「もっとも、体現者マスコットと魔女ウイッチが共生関係にあることも確かです。私たちもあなたたちも『女王のための統合戦争』に勝ち抜くという目的は変わらないんですから。……私たちは魔女ウイッチを殺し合わせ、魔女ウイッチたちの魂たましいに宿った『女王の器の欠片』をひとつに統合し、魔法の国に女王を再誕させたい。その協力の見返りとして、あなたたちは超常の力を使って便利で愉快な生を送れる。おまけに、最終的に女王となれば、魔法の国を統治できる」

　喉元の包丁が緩ゆるんだ。

　故に敢えて一歩を踏み込み、更に続ける。

「そういう意味で、私たちとあなたたちは敵同士です。だからあなたは私の身体をここで殺してもいい。ただし報復としてあなたのご友人は監禁されたまま餓が死ししてしまうことになります。……でも、それではお互い悲しいでしょう？　体現者マスコットの依り代ひとつと魔女ウイッチひとりの生命、さすがに割に合わないと思いませんか？」

　視線を逸らす人魚。

　迷っているのだろう。当然だ。もはや彼女は劣勢に立たされている。ならば、こっちの提案に必ず乗ってくるはず──。

　衣玖は、言った。

「そこで、どうです？　共闘しませんか？」

「……共闘？」

　問い返してきた。つまり、興味を持った。

「ええ。私はあなたの魔法……『鎗海アルモルム・マリ』ですか？それの持つ攻撃力が欲しい。私の『贖罪迷宮ゆめのたまご』には直接的に人を殺す力がありませんからね。でも、私の魔法はなにかと便利な力です。あなたたちの役に立つはず」

　もちろん、交換条件として天てん秤びんが釣り合っていないのは自明だ。だからサービス精神を発はっ揮きしてやろう。

　幾いくつか条件を上乗せする。

　まずはひとつめ。

「うちの冷菓とあなたのお友達はクラスメイトです。私たちが仲間になれば、あのふたりは平へい穏おん無ぶ事じに仲良く暮らすことができます。その担保も条件のひとつ。それから……」

　もうひとつめ──とっておきだ。

　衣玖は得意になって、胸を張った。

「私にはもうひとり仲間がいます。というよりも、私が拾って保護している形になるんですが……未契約の体現者です」

　人魚の顔に、明確な好奇心が宿った。

「未契約の体現者マスコット……ですって」

「ええ、そうです」

　拾ったのは、半年ほど前のことだ。

　繁はん華か街がいにあるデパートのアクセサリ売り場、そのショーケースに陳ちん列れつされていたピアスから声がした。魔力によって紡がれた、魔力を持つ者にしか聞こえない声だ。本来ならば未契約の魔女ウイッチ──『女王の器の欠片』を宿した少女に聞き留められ、その娘と契約していたのだろう。

　衣玖にとって幸運なことは三つあった。

　ひとつは、未契約の魔女ウイッチよりも先に、そいつと出会えたこと。

　ひとつは、そいつが無機物に宿っていたこと。自力ではほとんど動けず喋るだけしかできない、魔法の国にいた頃と比べれば見る影もないほど無力な存在と成り果てていた。

　そしてもうひとつは──、

「そいつ、とんでもない体現者マスコットですよ」

　その体現者マスコットが、魔法の国の中でも飛び抜けて恐ろしい力を秘めていたことだ。

「『大罪の獣』です。知っていますか？」

「な……っ」

　その単語を聞いた瞬間。

　人魚は今度こそ、驚きに目を見開いた。

　大罪の獣──。

　それは魔法の国に君くん臨りんする、大罪を背負った化け物のことだ。

　数は七。七匹の獣たち。

　女王が抑おさえていてもなお好き勝手に暴れ、国土を蹂じゅう躙りんし、住人たちを一方的に虐殺する、災害にも似た暴ぼう虐ぎゃくの化身ども。

　魔法の国は、国土を七つの地区に分けられている。それは女王の決めた行政区分などではない。『大罪の獣』の支配勢力だ。七匹の『大罪の獣』どもそれぞれが持つ縄張りに合わせて、地域が区切られているのだ。

　その理不尽に、国全体が従っている。従わざるを得なかった。魔法の国において彼らは、それほどの脅威だった。

　衣玖自身、あちらにいる時には常に『大罪の獣』の脅威に震えてきた。名を聞くだけで身が竦すくみ、存在を前にすれば恐怖で正気を失いかねない。だがこちらにいる彼らは脅威ではない。自分たちと同じただの体現者マスコット、それどころか満足に動けない、無力で無様な無機物──。

「私が拾ったのは、第四地区の大罪の獣。名前を『クロエ』。魔女ウイッチと契約させれば必ずや強力な駒になります。……ところで、あなたの体現マスコ者ットはどの地区の出ですか？　第四地区であればチャンスですよ。今までずっと自分の生命を脅おびやかしてきた化け物を、従わせることだって可能なんですから」

　得意顔の衣玖に、人魚は言葉を発しない。

　きっと恐れているのだろう。

「私に協力してくれるなら『クロエ』を差し上げます。あとは従順な『器の欠片』をひとり見付けてくれば済む話です。私が調達してきましょうか？　小松崎の家はそれなりに権力を持っていますから、探せばひとりくらいは……」

「小松崎衣玖。いえ……『イク』」

　と──それまで口数少なだった人魚が不意に、衣玖の言葉を遮さえぎって問うてきた。

「あなたの出身地区はどこなの？」

「私ですか？　第一地区です」

　答えながら、もはやこの交渉は自分の勝ちだ、

と確信していた。早良坂人魚は衣玖の話に魅せられている。飲まない理由はない。

　どう考えても得なはずだ。それほどまでの条件を提示した。もちろん、共闘後の主導権はこちらが握らせてもらうが──使えるだけ使ったら、どこかのタイミングで強敵と当たらせて共倒れでもさせるか、信頼を得て油断させておいて背後から暗殺でもするか。

　衣玖は完全に安心しきっていた。

「幸いなことに『クロエ』と直接の面識はありません。まあ、噂には聞いていましたけど」

「……そう、第一地区」

　だから、気付かなかった。

　早良坂人魚の敵意が交渉の間ずっと、微塵も緩んでいなかったことに。

　緩んだように見えたのは、単に感情を押し殺していたからだということに──。

「私の体現者マスコットも、無機物なの」

　人魚は言った。薄く溜息を吐きながら。

「ペンダントに憑いているわ。今は家に置いてきてるけど。出身は、あなたと同じ第一地区」

「へえ、名前は？　知っているかもしれません」

　自分のことを話し始めたのは心を許したからだ。そう勘違いして頰を緩めた衣玖はしかし、次いで耳にした単語に、思考を停止する。

「名前？　……『メレクタウス』よ」

「え……」

　──メレクタウス？

　その単語を耳が聞くと、頭が理解する前に全身が総毛立った。心臓が早鐘を打ち、煩うるさいほどに鳴り始める。がくがくと身体が震え、唇がわななく。すべて自分の意志とは無関係に、本能が恐怖を──記憶と精神の根源に刷り込まれた圧倒的な恐怖を訴えていた。

「う、そ。メレク……タ、ウス」

　それは、第一地区に住んでいた者たちならば、絶対に知っている名前。忘れることなどできない名前。思い出すだけで、気が遠くなる名前。

　第一地区を闊かっ歩ぽし暴虐の限りを尽くしていた、大罪の獣、そのものだった。

「あ、ひ。あ、ああああああああっ！」

　衣玖は叫んだ。

　勝手に喉から声が出た。腰が砕けて膝から力が抜ける。が、座り込むことはできなかった。

「メレクタウス、あなたの罪科を私に誇れ。早良坂人魚に泣いて乞え……『鎗海アルモルム・マリ』！」

　人魚が魔法を稼働させた。

　衣玖を囲んでいた銀の檻が貌かたちを変える。格子がばらばらになり、千切れながら解ほどけ、輪を作って互いを絡め合い──太い鎖へと。

　それが蛇へびのように、衣玖の全身を縛る。棒立ちのままの姿勢で、身動きが取れなくなる。

「さっきまで得意げに交渉していた相手に、また酷ひどく怯おびえたものね」

　茫ぼう然ぜんと顔を上げると、人魚の眼めは酷く冷酷だった。全身から立ち上るのは殺気。唇が顕あらわすのは微笑。表情に浮かぶのは、怒り。

「まあ、それはそれとして。はっきり言わせてもらうわ、小松崎衣玖。あなたの価値観と考え方を、私は絶対に認めない」

　そして言葉で示されるのは、拒絶だった。

「仮にも人に憑依しておきながら、人として生きる覚悟もない。一方で同じ『魔法の国』の住人は軽んじて駒扱いする。どれほど下げ衆すなの？恥を知れ。それに、なにより私が許せないのは……笹川冷菓への態度。彼女はあなたの幼馴染みであり、契約を交わした相手なのよ？」

「だ、から、どうしたっていうん……です！」

　首を絞しめられて上手く発声ができない。それでも衣玖は抗弁した。

「体現者マスコットと魔女ウイッチっていうのは、お互いに利用し合う共生関係でしょう!?　そもそも、冷菓は人としても私より下の人間なんです！　生まれた時からそういうふうに仕込んできた！　だから私の使いたいように使ってるんです！　あなたにそれをとやかく言われる覚えは……」

　訳がわからなかった。

　自分は正当な権利を行使しているのに。悪いことなどなにもしていないのに。どうしてこの女は、怒っているのだろう。

　だが人魚は、無言で唇を引き結んだまま。

　携帯電話を取り出す。画面を突き出してこっちに見せる。いつの間にか通話が開かれていた。いつの間にか？　いつから？　どこに──？

　スピーカーから、声がした。

『……衣玖ちゃん』

「冷菓さん……」

　意識下での回線ではなく電話越しに、冷菓は今にも泣きそうな声で、衣玖の名を呼ぶ。







　　　笹川冷菓－５







　体現者マスコットの側から魔女ウイッチの見聞きするものは覗けるが、その逆──魔女ウイッチの側からは体現者マスコットの本体が見聞きしているものを把は握あくすることはできない。だから冷菓には衣玖が人魚となにを話しているのかはわからず、ただ漠然とした感情の波だけが伝わってくる状態だった。どうも、徐々に追い詰められているようだった。

　何度か心の裡で「大丈夫なの」と呼び掛けたがまともな返事はなく、一度『いいからあなたは自分の仕事をしていなさい』というそっけない言葉があっただけ。それでも冷菓は衣玖を信じて待ち続けた。不利に陥おちいっていてもなお、彼女なら事態を打開できるのだろうと。

　けれど『メレクタウス』の名が意識の裡に谺こだました瞬間、衣玖の心は恐怖で染まった。

　心配になった。「どうしたの」と問うても、もはや返事はない。だから思った──私がどうにかしないといけない、助けられるんなら助けなきゃ、と。早良坂人魚からの電話が鳴ったのはその時だ。出ざるを得なかった。

　けれど、スピーカーから聞こえてきた幼馴染みの言葉は、冷菓の心を折るに充分だった。

『人としても私より下の人間』

『生まれた時からそういうふうに仕込んできた』

『私の使いたいように使っている──』

　確かに、今まで冷菓は利用されてきた。自分でもわかっていた。それでも──衣玖は表向きには友人としての態度を保っていたし、幼馴染みとして小さい頃から一緒にいるのだから最低限の信頼関係はあるのだと思いたかった。たとえ『魔法の国』の住人であっても、彼女は人間なのだと思っていたかった。

　それが、あっさりと瓦解する。

「衣玖ちゃん。私、もう……いやだよ」

　冷菓は電話に呟き、その場に崩れ落ちた。

「もう、こんなことしたくない。衣玖ちゃんに従って、咲森さんを脅して監禁させて……その先になにがあるっていうの？　『女王のための統合戦争』に勝って、私はなにが得られるの？衣玖ちゃんの手足になって必死に働いても、きっとあなたは……私が使えなくなったら、蜥蜴とかげの尻尾みたいに切り捨てるんだ！」

　泣きじゃくりながら叫ぶ。

　その傍かたわら、取り落とした水奈の携帯電話から、早良坂人魚の声がした。

『水奈、聞こえてる？』

　優しい声音だった。四日前の夜、冷菓に警告してきたのと同じ人とはまったく思えない。

「……うん」

　水奈は返事をする。

『無事？　怪け我がとかしてない？』

「人魚ちゃんこそ、平気？」

『ええ、もちろん。……恐い思いをしちゃったわね。でも、もう大丈夫よ』

　相手のことを気き遣づかっているのが伝わってくる。電話の回線越しなのに、意識を共有していた自分と衣玖などよりも、よほど強い結びつきが感じられる──ああ、親友のことを慮って呼び掛ける声って、普通はこんなふうなんだ。

『ねえ、よく聞いて。水奈と、それに蓮もよ』

　と、人魚の声が真剣な色を帯びる。

　冷菓ははっとした。

　確信する。今から彼女が話すのはきっと、自分たちに対する処遇についてだ──。

『私はこれから、小松崎衣玖を……この体現者マスコットの身体を、破壊するわ』

「……っ」

　水奈が息を吞む。

「人魚ちゃん、それは……」

『こいつは人じゃないわ。人としての心なんて欠片も持っていない。魔法の国の住人としても……あっちの価値観で見たとしても、上等な部類じゃないでしょうね』

　それから、人魚は手短に説明した。

　人としての肉体──つまりはこれまで生きてきた『小松崎衣玖』としての生活を捨てることなど、衣玖はなんとも思っていないということ。この肉体が滅びれば適当な無機物に宿り直して再び活動を始める気であるということ。

　彼女の思想は危険そのものであるということ。『魔女ウイッチたちの統合戦争』を戦うことに躊躇いなどなく、勝ち抜くためには魔女ウイッチも、同じ体現者マスコットですらも遠えん慮りょなく利用して切り捨てるような性格をしているということ。しかも、それが罪悪であるという自覚はないに等しいこと。

　それらが誇張のない真実であると、冷菓はもう知っていた。いや、本当は最初からわかっていたのだ。

　冷菓の義父を猟りょう銃じゅうで撃うち殺す。銃の持ち主である衣玖の父に容疑がかかるのも構わず、逆にそのことを盾にして冷菓に死体を解体しろと脅す。どれもまともな神経を持っていれば実行できることではない。きっと彼女は、こっちの世界での出来事や生活や友人たちのことなど、虫けら程度にしか考えていないのだ──。

『肉体が破壊されても、この体現者マスコットはそれを苦に思ったりはしないみたい。家族や友人たちが「小松崎衣玖」の死で悲しむことすらも含めて、ね。自分でもそれを誇らしげに語っていた。こんなやつ、この世界にのさばらせていてはいけないわ。放置しておけば私たちも、いつかこいつによって手酷い仕打ちを受ける』

　水奈は目を閉じていた。まるで人魚の言葉を反芻し、自問自答しているかのように。

　体現者マスコットと話し合っているのだろうか。確か人魚が名を呼んでいた。『レン』と。

『だから私の魔法で、破壊して封印する。人として活動できないよう手足をもいだ上で、鉄の棺ひつぎを作ってコンクリート詰めにして閉じ込めるわ。そのまま海に捨てる』

「でも、人魚ちゃん……」

『ええ、私の魔法では根本的な解決はできないわ。笹川冷菓は魔女ウイッチのままで、小松崎衣玖はきっと、海の底からテレパシーで焚たき付ける。それを無視できない限り、いいように操られ続けるでしょうね。……そうして、いずれ笹川冷菓が別の魔女ウイッチと出くわした時、きっと別の悲劇が起きるはずよ』

　冷菓は硬直した。

　人魚の予言はたぶん正しい。

　衣玖は『女王のための統合戦争』に積極的だ。海の底に沈められた程度で諦あきらめる訳がない。冷菓は彼女の命令に抗えず、従ってしまうだろう。その先にあるのは他の魔女ウイッチに殺される結末──さもなくば他の魔女ウイッチを殺し続ける道程。

　人魚はひと呼吸置き、続けた。

　水奈へ優しく、

『だから私はそうしようと思う。私にやらせたら、そうする。私にはそこまでの対処しかできない。ねえ、水奈。あなたはどうしたい？　あなたたちは、どうする？』

　なにかを──問い掛ける。

　彼女の声が、いっそう優しくなった。

『私は……できればあなたたちにはずっと静かに暮らしていて欲しかった。こんなことに関わらないでいて欲しかった。でも、これからはそうもいかないかもしれない。今日みたいに、私の手が届かないところで水奈や蓮が危険な目に遭あうかもしれない。そうしたら私は……』

「人魚ちゃん」

　と。

　水奈が、遮って声をあげた。

「私も蓮くんも、わかってる。このままじゃいけないの、わかってるよ。それに、嫌いやなんだ。人魚ちゃんに甘えて、人魚ちゃんに守られてばっかで、私たちの代わりに人魚ちゃんだけが手を汚して、泥をかぶり続けるなんて……そんなの、絶対に嫌だ」

『水奈、別に私はそういう意味で……』

「ううん、私たちにとってはそういうことなんだよ。だから、ちょっと待ってて」

　携帯電話から視線を離した。

　そうして、冷菓の前に立つ。

「ねえ、笹川さん……冷菓ちゃん」

　名を呼ばれた。

　その顔と、その声は、何故かとても優しく。

　同時にとても、つらそうだった。

「冷菓ちゃんは、どうしたい？　『女王のための統合戦争』に参加したいの？　他の魔女ウイッチたちを皆殺しにして『器の欠片』を集めて、女王さまになりたいって思ってるのかな」

　その質問に。

　冷菓の感情は、決壊する。

「思ってる訳……ないじゃない」

　呟くように。絞り出すように。

「なりたい訳なんかない。私は嫌だ……嫌だ！こんなの、いやだっ！」

　慟どう哭こくとともに、吐き出すように。

「こんな力、欲しくなかった！　魔女ウイッチになんてなりたくなかった！　私は普通がよかった。普通に生きたかった。衣玖ちゃんとも……普通の友達になりたかった！」

『なにをふざけたことを言ってるんです！』

　頭ず蓋がいの裏から、怒りじみた叱しっ責せきの声がする。

　衣玖だった。

『普通に生きたい？　力なんて欲しくなかった？　股またの緩い母親から生まれた貧乏人の子が、欠陥家庭の子が、なにをとぼけたことを言ってる！　ふざけるな！』

　もはや、いつもの丁寧な口調も捨てていた。本性を剝き出しに、一線を越えた罵ば倒とうで冷菓を責め立ててくる。

『私の魔法でお前は助けられたんだろう？　その恩も忘れたのか！　お前が魔女ウイッチじゃなければ、お前はあの男に組み敷しかれていた。私の「贖罪ゆめの迷宮たまご」がなければ、お前はあの男に復ふく讐しゅうできなかった。それでもよかったのか？　あの男に犯されてもよかったっていうのか!?』

「構うもんか!!」

　激情に駆られて──水奈が見ているのも忘れて、冷菓は叫んでいた。

「監禁して頭を狂わせて、おまけに死体を切り刻んで……あんなことをするくらいなら、黙って犯されておけばよかった！　私、忘れられないんだよ？　あの男がのしかかってくる感触よりも、あの男の身体をばらばらにする感触の方が、忘れられないんだ。あんなの……いやだ、

もう絶対に嫌だ！」

「冷菓ちゃん」

　いつの間にか。

　冷菓の身体は、水奈に抱き締められていた。

「そんなこと、言っちゃダメだよ。いくら自分のしたことを後悔してても、冷菓ちゃんが傷付いていいなんてこと、ない。酷い目に遭っていいはずがないんだ。魔法によって守られたこと自体は、否定しちゃダメだと思う。……でも、

そうだよね。だからってこの先、その魔法で他人を傷付けていいはずもないよね」

「あ……」

　その腕は、優しかった。優しくて温かかった。まるで、冷菓を受け止めるように。

　同時に、震えていた。小さく震えていた。まるで──悲しんでいるかのように。

　身体を離し、真っ直ぐに見つめられる。

　水奈は問うてきた。

「ねえ、知ってる？　体現者マスコットが、それぞれ固有の罪科を持ってること」

　──知っている。

　それは『魔法の国』の住人がそれぞれ生まれ持った、個別の原罪。そして魔法の国において、個人を定義する器のことだ。

　彼らは本来、意識のみの存在であり肉体を持たない。故に彼らの世界には外見という個体識別手段がない。個人を他者と定義し見分けるのは、概念としての罪科。つまり己を象しょう徴ちょうする、生まれ持った固有の罪なのだ。

　その固有罪科は、魔女ウイッチと契約した時に魔法の質を決定付ける概念ともなる。

「ええ。衣玖ちゃんの固有罪科は『恥ち辱じょく』」

　父親に犯されかけて、監禁して、　殺して切り刻んだ自分たちに──、

「……私に相応ふさわしい、罪だわ」

　自嘲気味に吐き捨てる。

「ねえ、冷菓ちゃん」

　水奈が頷き、立ち上がった。

　立ち上がって──一瞬だけ目を閉じ、開き、

　息を吸い、言った。

「私たちの魔法は、体現者マスコットの固有罪科でできてるよね。私たちは魔法を使うことで──魔法を使うほど、体現者マスコットの固有罪科を抱え込んでいく。だから……魔法ってね、罪なんだよ」

　憑依装束のスカートが、微かに揺れた。

　水奈の魔女装束は、白い。

　純白のドレスに黒のインナー。各部にあしらわれた赤のライン。まるで血で汚れた花嫁か、泥にまみれた天使のよう。

「私はずっと、魔法を使うのが恐かったの。私の体現者マスコットの固有罪科はとても大きいから。……それは蓮くん自身も同じ。蓮くんは私に、自分の固有罪科を抱え込ませるのをずっと恐がってた。でも、私はもう恐れない。恐れないよ、人魚ちゃん。人魚ちゃんと同じ……『魔法の国』の大罪を、私たちは受け止める！」

　携帯電話のスピーカーに宣言し。

　咲森水奈は、冷菓へ向き直って笑った。

　そして。

「蓮くん……『レン』、魔法の国の第七地区を支配した、大罪の獣！　あなたの罪科で私を餐のんで！　咲森水奈とともに、弑しいして喰くらえ──『徒咲く餓狼リバース・ルピナス』っ！」

　かくして血まみれの花嫁は、契約した花はな婿むこの名を呼び、泥にまみれた罪を顕けん現げんさせる。

　まずは左手、薬指が掲げられた。そこにあるのは宝石を戴いただいた指輪。体現者マスコットとの契約の証であり、魔女ウイッチが憑依装束を纏った際に体現者マスコットの精神が乗り移る、依り代とでもいうべきもの。

　冷菓の左手薬指にもある。ただし茶色にくすんだ冷菓の宝石と違い、水奈のそれは白かった。

　そこから発せられた光が、視界を一瞬覆った。

　光が消えた後、彼女の傍らに現れたのは一匹の狼おおかみ。白い体毛、赤い瞳、黒い爪。

　水奈の装束と同じ色調を纏った、獣だった。

「あ、……え」

　冷菓は、茫然と見み蕩とれていた。

　頭の奥で衣玖が訳のわからないことを騒ぎたてている。どうして大罪の獣が二匹も共謀しているのだ、卑ひ怯きょうだ、冗談じゃない──とか。

　けれど冷菓の意識は、水奈の声に向く。

「冷菓ちゃんは、それ以上罪を背負っちゃいけない。だからその『恥辱』の罪……私がもらうことにするよ」

「もらう……？」

「蓮くんの固有罪科は『暴食』。私たちの魔法はね、魔女の固有罪科を喰うの」

　──固有罪科を、喰う？

「それは、どういう」
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「固有罪科は、体現者マスコットの存在を定義する概念。それを喰うってことは、つまり、体現者マスコットを殺すということ。体現者マスコットを殺し、魔女ウイッチとの契約を消滅させ……魔女ウイッチを、ただの人間に戻す」

　殺す。体現者マスコットを──つまり、衣玖を？

　ようやく、冷菓にも理解できた。

　身体の芯が震え始める。

　その魔法はとても恐ろしいものだ。

　魔女ウイッチの魔法は本来、魔女ウイッチを殺すためのものなのに。水奈の魔法は魔女ウィッチを殺さずに、体現者マスコットを喰い殺す。不死身であるはずの体現者マスコットを、この世から消し去ってしまうというのか。

　と、水奈の顔が、悲しみに歪んだ。

「私が魔法を使えば、冷菓ちゃんの体現者マスコット……衣玖さんは、この世からいなくなっちゃうことになる。だからこれは、冷菓ちゃんが……」

　冷菓ちゃんがどうするか決めて。

　たぶんそう言いかけたのだろう。しかし水奈は口を噤んで首を振る。唇を引き結び、覚悟を決めたように顔を上げ、慄りつ然ぜんとするほどの凛とした表情で、冷菓と視線を合わせて言った。

「ううん、違う。私はもう、背負うって決めた。だからやるよ。冷菓ちゃんの意志とは関係なく、やる。たとえ冷菓ちゃんが望んでいなくても、冷菓ちゃんに恨うらまれることになっても……私は、あなたのお友達を、小松崎衣玖さんを、殺す」

『「やめろ！　ふざけるな!!」』

　携帯電話のスピーカーと、冷菓の頭の中で響ひびく声とが重なって、二重奏に谺した。

　衣玖の絶叫だった。

『「体現者マスコットを殺す？　私を殺す!?　そんなことがあっていいはずがない！　殺されるなら魔女ウイッチのはずだ！　だってこれは、この統合戦争はそういうルールのはずだ！　私たちを排除したいなら魔女ウイッチを殺せ！　冷菓を殺せばいい！　それで私は、戦争への参加資格を失う!!」』

　醜みにくい、と思った。

　この期ごに及およんで、冷菓を人ひと身み御ご供くうに差し出そうとしている。もはや取り繕つくろう気もない。幼馴染みとして一緒に過ごしたあの日々も──彼女の頭には、欠片もよぎらないのだろう。

　けれど、それでも。

　子供の頃、一緒に遊んで笑い合った思い出がある。いつだって理不尽な命令をされては奴ど隷れいのようにこき使われてばかりだったけれど、それでも情がある。愛いとしいと思う気持ちがある。

　なにより──さっき水奈が言ってくれた通り、義父に犯されそうになった時に助けになったのは、紛れもなく彼女の力なのだ。

　だから、冷菓は。

「今までありがとう、衣玖ちゃん」

　そう言って、目を閉じた。

　水奈へ差し出すように、左手──衣玖の意識が棲すまう指輪を掲げる。

「蓮くん……喰って」

　水奈の号令とともに、足許に侍っていた狼が跳躍して顎を開いた。冷菓の指輪──茶色の宝石へ、喰らい付く。

『やめて……助けろ。助けてえっ！』

　衣玖のあげる断末魔の悲鳴が、頭の中を揺さぶった。衝撃は心の奥底に深く突き刺さり、冷菓は唇を、血が出るほどに嚙かみ締めた。







　　　早良坂蓮－２







　そうしてすべてが終わり、一連の戦いとはまるで関係なく、いつものように日は沈む。

　家に帰った早良坂蓮は、自宅のソファに沈み込み、疲労に全身を弛し緩かんさせていた。

　階段から降りてきた姉──人魚が、蓮の顔を見て薄く笑う。

「お疲れさま」

「水奈は？」

「ぐっすり寝てるわ。身体にも異常は見られない。魘うなされてる様子もないし、たぶん目を覚ましたら元気になっているはずよ」

　あの後すぐ、水奈は意識を失って倒れた。

　体現者マスコットの固有罪科を喰ったフィードバックが、彼女の身体に負担を強いたのだ。なにぶん初めてのことだったからこうなるとは知らなかった。回数を重ねれば慣れていくのかもしれないが、それも考えものだなと思う。回数を重ねるということは、殺して罪を背負い込んでいくということだから。

　気絶した水奈は、人魚の手によって運ばれた。目覚めた後の経けい過かも気になるので、今日は人魚の部屋に泊めることになった。

　そういえば去り際、笹川冷菓が言っていた。

　来週の月曜日から学校に行く。咲森さんに、よろしく伝えておいて──と。

　彼女は、水奈と自分に感謝しているのだろうか。それとも憎にくんでいるのだろうか。たぶん両方だろう。けれどその両方の感情を、水奈は受け止め、背負っていかなければならない。そういう強さを備えなければならない。

　困難な道だ、と蓮は思った。

『魔法の国』で大罪の獣として恐れられていた自分はともかく、あの少女に耐えられるだろうか。繊せん細さいで気遣い屋で、自分のことよりも前に他人のことを心配してしまうような──優しい少女に。

　案じていると、

「大丈夫よ」

　まるで蓮の心中を読んでいたかのように、人魚が微笑んだ。

「水奈はああ見えてしっかりした子だから。きっと受け止めて乗り越えられる。私が心配なのは、むしろあなたの方だわ。疲れてるんでしょう？　無理をしないでいいのよ」

　ソファの隣に腰掛けてくる。

　肩に手が回り、頭を抱き寄せられた。

「僕は別に……」

「黙りなさい」

　くしゃくしゃと蓮の髪を撫でながら、人魚は穏おだやかな声で言う。

「今のあなたはもう、大罪の獣なんかじゃない。私の弟で、水奈の大事な男の子なの。おまけにまだ小学生の子供なんだから……たまには、お姉ちゃんに甘えなさい」

「でも、僕は……」

　言いかけて噤んだ科白を、心の裡で呟いた。

　僕は──あなたのことも、心配なんだ。

　水奈と蓮を守るため誰よりも強くあろうとして、ふたりのためにどんな泥でもかぶろうとして、手を汚すことをまるで厭わなくて。

　人魚はなにも言わないけれど、たぶん小松崎衣玖の死体は彼女が片付けたはずだ。蓮が体現マスコ者ットを喰えば、あとは抜け殻の死体が残る。放っておいたら発見されて大問題になる。

　だからきっと『鎗海アルモルム・マリ』を使って、誰にも見付からないように──。

　死体の処理。

　奇くしくも、小松崎衣玖が笹川冷菓に強しいたのと同じ、えげつなく罪深い行為。

　人魚はそれを自分から引き受けた。

　なにも言わず、なにも告げず。水奈と蓮が余計なことを気にせずともいいように。

　顔に出さないが、本心では平気なはずがない。

　だって彼女は、どんなに強くあろうとしていても、まだ中学生の女の子なのだから。

　心配だ、と直接告げても、きっと笑って受け流されるだろう。だから蓮はせめて彼女を、勇気付けられればと思う。

「人魚」

「姉さん、でしょ？」

　ああ、そうだね、と笑って。

「姉さん。これからは僕らも、姉さんと一緒に戦うよ。正直、僕も水奈も、後ろで守られてばかりいるのはごめんなんだ。せめて隣に立っていたい。そうじゃないと……隣に立たないと、姉さんの顔が見られないだろ？　後ろ頭ばかりじゃ、飽きちゃうよ」

「そう。ありがとう、蓮」

　ぽんぽん、と。

　あやすように頭が叩たたかれた。

　こっちに来てから初めての捕食は思っていたよりも体力を疲ひ弊へいさせていたようで、やがて意識が遠のき始める。

　蓮は人魚に抱かれながら、そのまま眠りに落ちていった。







　　　早良坂人魚－３







　街のすべてが寝静まった、午前三時。

　住宅街に建つ一軒の家に、侵入者があった。

　他の家に比して数倍の敷しき地ちを持つ豪邸だ。セキュリティも厳重で庭にはドーベルマンまで放たれていたが、センサーも番犬もその侵入者には反応しなかった。

　表札には『小松崎』とある。

　侵入者はガラスを割って屋内へ踏み入る。ガラスが割れた音も住人には聞こえない。漆黒の、喪服のような悪魔のようなドレスを纏った少女の存在に──世界の誰もが、気付かない。

　廊下を進み階段を上り、子供部屋の前に立つ。ドアを開けて中に立ち入ると、彼女はよく通る声で、姿の見えない何者かに呼び掛けた。

「クロエ……第四地区の『クロエ』。この部屋のどこかにいるんでしょう？」

　ややあって、返答がある。

「誰だ」

　老婆じみた嗄しゃがれて野太い、人にしてはやや不自然な発音の声だった。

「妾わらわの名を呼ぶとは、魔女ウイッチか？　或いは、体現マスコ者ットか？　あの小物はどうした。妾を閉じ込めている、『イク』とかいう雑ざ魚こは」

「小松崎衣玖は死んだわ。そして私は、魔女ウイッチ。第一地区の『メレクタウス』と……あなたと同じ大罪の獣と契約した、魔女ウイッチよ」

「……ほほう。メレクタウスか、久しいな」

　嗄れた声はどこか楽しそうな色を発した。

「ここだ。ここに閉じ込められておる」

　かたかたと勉強机の引き出しが鳴った。

　少女は力任せに鍵かぎを壊し、引き出しを開ける。そうして中にあった小さなピアスをひとつ、そっと拾い上げた。

「初めまして、クロエ。あなた、メレクタウスと面識があるの？」

「ああ、詳しくは奴やつに尋け。もっとも、あれは無口だから聞いてもだんまりかもしれんがな」

「そうね。まあ、しつこく尋けば教えてくれるかもしれないわ」

「それで？　妾をどうするつもりだ？」

　ピアスに宿った大罪の獣──クロエは、尊大な態度で黒衣の少女へ問う。

　故に少女は、薄うすく笑って応こたえる。

「私と契約して」

「なんだと……？」

　クロエの口調が、驚嘆に染まった。

「私はもっと強くなりたい。強くなる必要がある。そのために、あなたの力が欲しいのよ」

「貴様……まさか、体現者マスコットをふたり抱え込むつもりか？　しかも大罪の獣を」

　しかし少女は、こともなげに頷く。

「ええ、可能ならば」

　闇夜を沈黙が支配した。

　やがて──少女の手の中にあったピアスが振動し、嗄れた声がげらげらと笑い始める。

「くく。ははは！　面白い！　面白いな！　そんなことができるかどうか、妾も知らん。が、試してみるのも一興だ！　……しかし貴様、いいのか？　どうなるかわからんぞ？　魔女ウイッチと体マス現者コットの重婚など聞いたことがない。単に婚姻できぬだけならまだよいが、もし婚姻できた時は……魔法の二重駆動に身体が耐えかねて、破裂するやもしれん。大罪ふたつに心が耐えかねて、気が狂くるうやもしれん。それでもやるのか？」

「私は壊れない。死なない。気も狂わないわ」

　少女は断言した。

「あの子たちを守るためなら、私はどんな痛みと苦しみにも耐えてみせる。それに、あの子たちだってこれから罪をたくさん抱え込むことになるんだから……私にできないはずはない」

「いいだろう。妾は貴様が気に入った」

　クロエは尊大な態度を崩さずに、それでも少女へ畏敬と賛辞を送った。

　だから少女は目を閉じて、儀ぎ式しきめいた仕草でピアスを恭うやうやしく頭上に掲げる。

「ありがとう、クロエ。それからメレクタウス。さあ、あなたたちの罪科で私を汚して！」

　それに呼応するように。

　鈍い光が、夜の静寂を刹那だけ照らした。




　　　　※




　早良坂人魚が豹ひょう変へんし──魔法で自宅を全壊させ水奈たちの前から姿を消すのは、この日より一カ月後のことである。
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藤ふじ原わら 祐ゆう

最近夜中になると、怒り狂ったような女性の絶叫が外から聴こえてきます。こわい。
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イラスト／椋くら本もと夏か夜や

キャラの名前を呼ぶ（？）とき、だいたいは名前だけ（呼び捨て）なんですが、人魚ちゃんはなぜか人魚「ちゃん」です。怖いから……ではない…と…思います。たぶん。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「藤原　祐先生」係

「椋本夏夜先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





ロストウィッチ・ブライドマジカル2




【電子特別版】








藤ふじ原わら　祐ゆう





発　行　　　　2015年3月5日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 YU FUJIWARA / KAYA KURAMOTO





※2014年1月10日発行の電撃文庫『ロストウィッチ・ブライドマジカル2』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/gaiji-cid8841.png
13





item/image/p087.jpg
18 9

U J 1 1EW

3]

alp V)

The 2nd Chapter :

P +F4RLMT A DR

ed 1 6ew

|
3

o
=
-
&
o e
= o
v -
- =2
w
= _
s I
= g
[g] <
- - -~
- = o
- =
4 i
o "
=2 -
=

o





item/image/cover.jpg
Y, e
o 5
 SRYU FUJIWARA |

: >
~ illustration: g

KAYA KURAMO'

i a9

.; ’ AR 1‘:‘ :
NZ7))

e "4;.¢ a) g i :\\;\c .a
”§\ -

ZBX 7K






item/image/p157.jpg
o7 }\\%\/};f ;/,
NS






item/image/p430.jpg





item/image/p237.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p193.jpg
YU o1 Iim 1S 9N

i3]

alp V1

e 1 6ew
s 0

i

_." The 4th Chapter :

- S MET s EOE
» =
&
-
=
(o] <
-3 ~
e 8
N o
o =
S
P

o

e





item/image/p025.jpg
EAL D o LB/ C

The 1st Chapter :
TaTw3

Lo s Wite}h B ni b/ Magical
Lgo shtQ Wit c bl /BRrp dlefl M adgigal

& ofs W W i t| c(ly B wild @& M a\g ige al

Lolst Witch Bri e Magica





item/image/p069.jpg





item/image/gaiji-cid8827.png
”





item/image/p303.jpg
.Cracke-d m-e>rmaid

Lost Wit Bori dfle MWMagical

Lgo shtQ, . "Wli t c h Birpdel M a3agigal
Lolsit witcWh B gilde” M a i d |

Lojlst Witch 3ride






item/image/p424-425.jpg
NZECEY S RN OIS





item/image/p426.jpg
ZPNIAYFE

I:[ Lost Witch Bride Magmﬁ%

0 [ —

7 IARKN U
Episode 0 “Dear friend & Me” (%)

FEIR Bh 4on AT





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		Prologue : Sanatorium "Mine Ha-Ha"



		The 1st Chapter : 幸福はきっと恐怖でできている



		The 2nd Chapter : 蝶と十字架と血まみれの腕



		The 3rd Chapter : 焼鏝の上で踊るカドリーユ



		The 4th Chapter : 遡上する胎児の夢



		The 5th Chapter : 残酷に死ぬ夢を見ていてね



		Epilogue : Cracked mermaid



		あとがき



		電子書籍版特典



		Episode 0 “Dear friend & Me”（後）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p320-321.jpg
bl
e
2R G R KA BRI,
DAFAGTE 752l 2 Rt R
SE WA FHUNPE) I ES o
AFRCE UL o BT 54 T
1Z w2,
| -

hISRBRARKERABS I E
:t&vr;,@ = s Btz

B FRIR ATl 26 E b6
CRRId, 2t R mka
At N0 Ere B 2R N b
Ihsta e

Tou Ty = &5 Do U B

Ll T vy PRUE IR #5

[y

M. FRIRAELHAIEI=LE,
.
w0

RARATR





item/image/p013.jpg
Mine Ha-Ha”

Prologue :
Sanatorium

Lo st Witeh B i b/ Wagical

Lgo sht Wiitch Biri de M agigal
L of itlcW PB gild 7 M alg igea |

Lolst Witch Bride






item/image/p177.jpg





item/image/p137.jpg
1807

AA
M

211

y

apii

ed>16epw

g o1 iw il 9l

alp Vg

led1 b e w

v

4 Mo m

< P A

216V I

| e

G311 m s

&%

)i V'

3/4

je a1 v

The 3rd Chapter :

BEoLTHAI FY) —=





item/image/gaiji-cid777.png





item/image/kuchie-001.jpg
JEIS th

YU FUJIWARA
SRS AT Rr

KAYA KURAMOTO





item/image/photo.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/p442.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
LOST WITCH BRIDE MAGICAL I

CONTENTS

137

193

Prologue : Sanatorium “Mine Ha-Ha”

The 1st Chapter :
FEIE o LBHTTE TS

The 2nd Chapter :
Y +FZR L I % AN

The 3rd Chapter :
BESED ETHZ A FY —2

The 4th Chapter :
ﬁJ;T Y UMY 2

The 5th Chapter :
BECRHREZ R T TR

Epilogue : Cracked mermaid






item/image/p247.jpg
4 o3 I

jed1 b e w alp Vg
3

s 0

15807
G331 m

s - f' The 5th Chapter :

. S RERRFLR TR
S 2N

<





item/image/kuchie-006-008.jpg
P

12012
%

BEHOERHARONLHIVPROV & siiﬁb
%I?&;bbmuwnhbeym@tmﬁ

WO DRROPIO | EEL 5100 MR BN LNEI N 5420

TN &aﬂ%#wﬁfo I

OVEIF 5528V

SHREVBLUBAIBORPIRNS®
BRSO BRELV0 M?@btﬁﬁ,:m__#:wﬁim\o
[EIEEIONIIve %?iééﬁ HESEDORLP®

&) B[REJ 2V mﬂmmb?Eé&@ﬁ.ﬂm«%&%@?ﬁok@ﬁﬁ;ﬁ

o
ah, A ENONUEID 22 }
FED WOVEQ M
WRBRORMN RO | KERLEHH KR 00 i) VI {0°

B0 B DE OV LSO HUR N
RO SREA RO SR
N - WAL HE TINS5
BREORVEF ORS00 VR0 4°

WOV | SR AN





item/image/p009.jpg
2l oy Fs <

©7 AN

UUUUUUUU





item/image/p129.jpg





